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- <<、 < は 309% 一 100kce 聞 の 相 率 測定 ,30 一 
を R ss | 00 形 広帯域 符 率 測定 問 eet 上 間 の 電力, 電圧 レベ ル お よび 雑音 の 測 
定 に 使用 する 装置 で あり ます . 操作 は 全面 
的 押 ボ タン 切換 を 採用 し て お り , 歪 率 , レ 
ベル , 雑音 すべ て dB お よび 2% に よる 宮 読 方 
: あり ま 穫 


規格 
A カイ ン ピ ー " 款 
Rt 3 6007 (平和 交 ) ,10KNn (平衡 ) ,100K A (不平 衝 ) 


和 帯 率 測定 基本 液 周 波数 30~100kce 連続 可変 
測定 範囲 30~30ke の 間 30%~0.1% 
30kce 一 100ke の 間 30% 一 0.2 

レベ ル 測 定 0dB~ 一 70dB 

雑音 測定 0dB~ 一 70dB 
確 度 径 率 。 レ ベル , 雑音 
+ 法 ・ 重 量 516 ( 巾 ) X224 ( 高 


と も に キキ 5% 以内 
さき) X310 ( 自 行 )・19 kg 


本 器 な NT SC 方 式 に お ける 複合 カラ ー シン ベ < ーー 
信号 中 の 色 度 信号 を 測定 する た め に 設計 さき 、 749A 形 2 ト ) _ プ 
れ た も の で , カラ ー プ レク サ が 正しく 調整 
され て いる か , また は 完成 され た カ で 
ーー 信号 を 取扱 っ て いる 令 送 機器 が 正常 な 位 
- 想 ・ 振 巾 関 係 を た も っ て いる か どう か を 監 
視 し , また 後 速 な 測定 を 行う の に 非常 に 便 
利 な 測定 器 で あり ます . 

な お 本 器 は , 一 般 の オシ ロス コー プ 装 置 
で 観測 する 場合 と 同様 に 水平 掃引 表 示 も 可 
能 で 主 か ら , 特に 正常 な 位相 の 測定 を 必要 
と する 場合 は 零 調 整 法 に より 内 部 精 密 燃 下 
器 で 測定 する こと が で きま す 。 これ に よ 
微分 位相 , 微分 利得 の 測定 も 可能 で あり : 
。 
規格 
入力 信号 NTSC 方 式 に よる 複合 カ か ラー 信号 (2 信号 ) 

映像 1Vp.p 同期 0.4 Vp.p 759 不 平衡 


3.579545 Me 出 搬 送 波 2 Vp-p 以 上 芝 ne た — 株 っ ーー ~~ 笠 
位相 測定 範 凍 0 ~200* 連続 可 EL xX 
位 相 確度 ベク トル 表示 に お いて +2* | a 
水平 掃引 表示 (和夫 調整 法 ) に お いて +1* 芝 電 気 : 則 回 株 式 会 上 
a j な 土 3% いい 本 


飽和 度 測定 2 信号 比較 

家 基 方 式 ベク トル 表示 と 水平 掃引 表示 (期間 1H) 本 社 ・ 営 業 所 。 東京 都 千代 田 区 内 幸 町 2 丁目 20 番地 
較正 信号 3.59Mc 日 比 谷 会 館 ビ ル 6 階 電 話 0 
電 源 AC100V 50%% ま た は 60% 約 350VA 人 王子 工場 八王子 市 大 和田 町 1664 人 王子 (2) 6121 ( 代 表 ) 
す 法 500( 巾 ) X250( 高 き ) X470( 奥 行 ) 、 営業 所 大 阪 営業 所 (36)1171( 代 表 ) 福 岡 営業 所 (74 )6731・0961 


テレ ビ の 中 継 再 放 } 送 に は ・…:…- 


CE 


(VHF, UHF) 


この 中 継 装置 は テレ ビジ ョ ン 放 送電 波 を 受信 
し チャ ン ネ ル の み を 交換 し て 他 の 地域 に 再 
放送 が で きる 装置 で す その 中 継 数 が だ 10 中継 
に 及 ん で る も 究 庭 用 受像 機 で 最良 の 状態 を 受信 
RRA TRE ER 


(特徴 ) 

カラ ーTV の 伝送 も モノ クロ ー ム TV 同様 に で きる 
eVHF 芝 ・UHF 帯 の あら ゆる 周波 数 交換 が 可能 (V 
—YV VU VV) 

® Demodulator Unit 及び Modulator Unit を 付加 
する こと に より 中 継 る され る テレ ビ プ ログ ラム に 、 ロ 
ー カ ルプ ログ ラム を ミッ クス する こと が 可能 
この 中 継 装置 は すべ て 無人 化 用 に 設計 され て いま す 

NEC 昌 本 電気 で は 10mw, 200mw 5W, 30W, 50W, 
75W, 100W, 250W, 300W,。 1 kW の 中 継 装置 の 一 

切 の 機器 を 製作 し て いま す 


誤 許 大 を 誇る 芝 済 思 子 の 


ーー 


ナー ミス ター 
温 度 測 定 用 
温 度 補 償 用 


リレー 和 時間 遅 延 用 
音 量 調 節 器 用 
高周波 電力 測定 用 
発振 器 振 巾 安定 用 


温 
温 
温 
風 


で |)V 株 式 会 社 之 浦 電子 製作 所 


社 東京 都 板橋 区 前 野 町 1 の 3 電 話 (961) 5328( 代 ) 
1 埼玉 県 川口 市 飯塚 町 1 の 346 電 話 川 ロロ SO 


UL テテ デジ A メイ TH 
索 芝 っ 超短波 無線 十 話 装 男 


ma TA-2462AF2VD 
TA- 2462BE(6 VH) 


型式 検定 合格 
F 第 10289 号 


この 装置 は . 受信 機 ぉ よび 電源 部 の すべ て と 、 送 信 機 の 一 部 を トラ ンジ ス 
し た 、 周 波数 範囲 60Mc 帯 、 送 信 出 力 10W / 5 W の FM 無線 電話 装置 で す 。 
特 長 
1) 受信 機 ・ 送 信 機 ・ 電 源 部 は 同一 筐 体 に な さめ 、 和 軽量 ・ 小 形 に し て あり ます 。 
) 真 室 管 の 温度 上 昇 は 、 ト ラン ジス タ の 部 分 に 影響 の な いよ う 、 設 計上 十分 に 考 慮 きれ 、 
電力 消費 量 も 少な く て すみ ます 。 
装置 内 部 の 点検 が 、 た や すく で きる 構造 に な っ て いま す 。 
は 自生 は すべて フリ 0 ンド 配線 を 採用 し て 、 性 質 の 均一 化 を は か うぅ う て い さす 8 


5) 大 きき は 、306( 幅 )X105( 高 き )X385( 奥行 ) mm で す の で 、 ト ラシン シク マウ ント また は 座 
講和 下 と の で さま は すす 


6 ) 周囲 温度 は 10*C~40*C の 範囲 ぉ よび 温度 40°C 、 温 度 90% の 状態 で も 、 
二分 に 動作 し ます 。 \ 


東京 才 浦 電気 株 式 会 社 : 


ti 


各 性 能 は 


DEO 


ノリ フ ty 統 像 機 用 遅延 素子 VDLS-0718B 


カラ ーTV 受 像 機 の 輝度 信号 遅延 用 
と し て 開発 され た 新 製品 で , 特殊 巻 


「 線 構造 (特許 申請 中 ) を 用 いる の で 


従来 の 同種 の も の に 比較 する と , 波 
形 歪 が 大 幅 に 減少 し て いま す 。 


遅延 ケー プル 
TV 関係 お よび 各種 の 電子 機器 に お 
ける 波形 遅延 に 広く 用 いら れ て お り 
遅延 考 が な く , 減衰 量 が 小さ い 上 に 
屈曲 に よる 特性 変化 が 僅少 な の で , 
広帯域 お よび 高 忠 実 度 を 要求 され る 
波形 遅延 用 と し て 好適 で す 。 


VDL-1416A 


遅延 ピー ス vpip 


当社 で 製造 し て いる 遅 夏 ケー ブル を 
所 要 の 遅延 時 間 を 有する 長 さ に 切断 
じ 端子 を モー ルド し た も の で , こ 


うま ま 機 器 に と りつ け て 使用 する こ 
' が でき ます 。 


eT 
ee 
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和 軍 線 田 紅 株 式 音 社 
ロロ れれ り 時 Kk 昌 に ミィ 
本 社 並 工 場 川崎 市 東 渡 田 3ー1ー1 電 (3) 2541 (大 代 ) 
相模 原 工 場 相模 原市 清 兵 衛 新 田 28 電 (7) 3 151-— ? 


東京 販売 店 丸の内 ( 東京 海上 ビル 新館 ) 電 (281)6451 ( 代 ) 
販 売店 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 
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10.7MC SERIES 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS “AM FM SSB RECEIVERS «DOPPLER RADAR SYSTEMS «FSK SYSTEMS 


*FIXED CHANNEL RECEIVERS SPECTRUM ANALYZERS 


SYMMETRICAL BANDPASS 

wke | db 2.500 

0 

KBK て る 5 トス i 

中 放 て NS 
000 | 


| 6k ake z 
0M | 2 | 30 ke [0Ke5dB| dp | 3db | 2.00 hiix24x30 


MODEL NO |CENTER FREQ| BAND WIDTH IMPEDANCE OHMS | CASE SIZE L.W.H. 
10M.D C 10.7Mc 25 X20 Xx 25mm 


\ 


\ 


N| 
= 
ーー] 
ペペ 
に 
. 
| 
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MODEL 10- MA MODEL 10M.DC < 
ATTENUATON VS. FREQUENCY 10.7Mc DISCRIMINATOR 


A に に 7 
む 右 較 質 悪 和 画 章 旋 昭 呈 名 桂 直 計 類 精 点 究 因 要 中 還 
トト に 上 トト 上 EE 
TE 
に 本 れ 1 すす EE 
臨 炎 堪 埋 

杯 瑞 


陣 画 下層 酷 剖 疾 陵 

護 遼 還 外 世 忠男 園 癌 に 

記 島 臣 環 起 臣 医 眉 看 昭 世 下 還 絡 偽 画 周 環 正 路 園 画 咽 
-Y 0 


-% M0 10 +420 +0 
FREQUENCY IN Ke FROM 10.7Mc FREQUENCY IN Ke FROM 10.7Me_ | 孤 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 5 


同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7Mc 系 例 既 設計 、 高 信頼 性 の 高周波 水 卓 炉 波 器 を 御 推奨 いた し ます 。 
癌 、 特 に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御 用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り ます 。 


本 社 及 工場 神奈 川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番地 電話 川崎 (2)3771-3779, 2766 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 霞ヶ関 3 丁目 3 番地 鋼 仮 ビル 内 電話 東京 (591) 1973, 1974- 了 
大 阪 営業 所 大 阪 市 西区 江戸 堀 上 通り 2 丁目 37 番地 (数 吉 ビ ) 電 話 土佐 堀 (44) 4332~6 
1 福岡 営業 所 福 岡 市 天神 町 58 番地 天神 ビル 電話 福岡 (75)6031, 6416 
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住友 電工 ゥ 


UAF- TVA T1777t 


華 . 構 将 _ 


らせん 状 の 導体 を 電気 的 ・ 機 械 的 特性 の 良 


3 好 な 強化 プラ スチ ックス で , 連続 的 に 絶縁 
P 支持 ぜ て ある 。 


ea oT 
A 


hh 


Coan 
Ce Py * も 


特 長 
1. 広帯域 で ある 。 
2. 水平 指向 特性 が 優れ て いる 。 
3. 2 周波 領域 で の 共用 も 可能 で ある 。 
第 2 モー ド と 第 3 モー ド を 使用 
(周波 数 比 約 1.5 倍 ) 
・ 給電 系 が 簡単 で ある 。 


・ 機械 的 に 堅 年 で, 保守 が 容易 で あぁ る 。 


特 性 
偏 波 水平 偏 波 
周波 数 U HF 和 帯 の 指定 周波 数 土 4 % 
A カイ オン ピ ビー ダグ ンス 509 
入力 VSWR 1.05 以下 
利 得 1 段 当 り 5~7 倍 
(実用 範囲 は 1 ~ 4 段 ) 
指向 特性 水平 面 内 無 指向 性 
(円 形 度 土 2dB 以内 ) 


= = ニニ 
特性 試験 中 の 1 段 ス クリ ュー アン テ ナ 住友 電気 工業 株 式 芸 監 
本 社 大 阪 市 此花 区 思 偶 鳥 南 之 町 ベ O 
東京 支社 東京 都 港 区 芝 容 平 町 一 
支 : 店: 才 攻 搬 : 科 誠 生 


東亜 電波 
の 計測 器 


O20C 型 . ひ す み 率 


CR ププ リッジ 方 式 の 連続 可変 中 ひ ず ろ み 率 計 て で , 
Ee に トド と て に! て も 使 表 で . さ ます 。 
ひずみ 率 測 定 和 問 と し て 、 

周波 数 範 団 20%% 一 20 kc 

測定 男 囲 0.1 % 一 100 % 
(0.3,1,3,10,30, 100 4 

ペペ カイ ン ピ ビー ダン ス 6002 二 3 及び 10kQ2 土 20% 
レベ ル 測 定 器 x し て 、 
周波 数 囲 20% 一 100*kc 
測定 男 囲 一 70dBmー 二 30dBm 
入 カ イン ビー ダン ス 6002 土 3 及 び 10k2N キ + 20% 


3 レン ンジ 


Gr rt 


計 


本 


出 


PM 一 15 型 


流 専用 の 高 感 度 、 
で ,、 和 微小 変 流 電 庄 の 測定 に 最適 で す 。 
び 増幅 器 と し て も 使用 で きま す 。 

測定 財 20uV 一 300Vrms, 


高 感度 交流 真空 官 電圧 計 


広 測定 範囲 の 真空 管 電圧 計 
と ペル 計 及 


ー80dBm 一 十 52 

dBm (6002 ) 

ラル スケ ー ル の 土 2 %(209%s 一 100 ke) 
+5% (10%—4Me) 


入 カ イン ビー ダンス 直流 抵抗 約 10M92, 並列 容 


岳 30pF 以下 

ペペ オキ ネ キル 面 に 端子 を 有 し , フッ レス ケー 
ルル の 出力 電圧 0.15Vrms 以 上 , 

出力 抵抗 約 5092 


付属 プロ ー プ 直流 抵抗 約 10MOD 並列 容量 15pF 以下 


倍率 1/10 


東亜 電 


波 工 業 株 式 会 社 


+ ォ ー " ピ 


ス ラチ 4 ショ き ン 


の 


・(369) 0101 ( 代 ) 


東京 都 新 宿 区 基 訪 WJ 2 
箇 場 ピル ・(23)6547 


35 
3 の 


夫 阪 市 束 区 湾 路 中 < 
か の - 合 市 大 | Li 82 (5 )5455 
福岡 市 東 共 呆 88 一 2 筐 電気 楓 会 内 ・(4)4910 


昌 
名 古屋 市 中 区 朝日 町 2 の 5 朝日 エレ クト ロン 内 ・(97)5232 
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NEC プ ブラウン管 は 多年 の 研究 と 経験 の も と に 優れ 

た 技術 と 近代 的 量産 設備 と に よ ょ っ て 製作 を し て お り 

次 の 様 な 特徴 を も っ て お り ま す 。 

1) フォ ー カ ス が 鮮 鋭 で 分 解 能 が 高 《、 ス ト 
ゲン 方 式 を 採用 し た 優れ た 設計 に な っ て お り ま す 

2) 電源 電圧 の 変動 に 無関係 な 完全 自動 焦点 方 式 で 


ヒー ト 


イッ クス ター ト で あり ます か らし スイ ッ チ イィ 
ン と 同時 に 、 安 定 し た 像 を むす ぶ が 瞬時 安定 方 式 で 
あり ます 。 

3) スト レー ト ガ ン 方 式 を 採用 し て お り ま す の で 、 
イオ ント ラッ プ マ グ オ ネオ ネット は 不要 で す 。 従 っ て 常 


に 最良 の 画像 が 得 ら れる 様 に な っ て お り ま す 。 


4) 堂 光 膜 は 最も 好ま し い 色 調 と 均一 性 に より ガラ 
ス の グレ ー フ ェ ー ス と あい ま うっ て コン トラ スト が 
良く 《 明 る い 場 所 で も 鮮明 な 画面 が 得 ら れ ま す 。 


ww 


新 日 本 電気 株 式 次 訪 
日 本 電 衛 株 式 責 訪 


オー トメ ーション が 生み だ す 高 性 


NEC 真 補 管 は 優れ た 近代 的 量産 設備 と 、 科 学 的 品 

質 理 に よっ て 製作 し て お り 、 そ の 技術 は 米国 シャ 

バニ て 社 よ り 技 術 提携 を うけ 、 伝 統 お る 我 社 の 技術 

と あい まっ て その 優れ た 性 能 と 安定 し た 品質 は 業界 

ょ より 広 く 認 め ら れ て お る 所 で あり ます 

NEC 真 空 管 は た え ず ラジ オォ ・ テ レビ 用 に 新品 種 を 

開発 し て . 業 界 の 要求 に 即応 し て 広く 札 用 きれ て お り 、 

次 の 様 な 特徴 を も っ て お り ま す 

1) 低 ノ イズ 低 ハ ム 高 感度 で 品 質 が 均 
能 に す で れ て お り ま す 

2) 構造 堅 宝 で 機械 的 強度 が 強く 高 信 頼 性 で 、 耐 井 
性 に す で れ て お り ま す 

3) 長寿 命 で 長期 使用 し て も 特性 変動 が 少 《 安定 性 
に す で れ て むり は ます, 


・ で 電気 的 性 


新 日 電 
本 社 大 阪 市 北 区 梅田 2 (第 一 生命 ビル ) 
a 東京 都 港 区 芝 丁 応寺 町 55( 日 電 別 館 ビ ル ) 
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機 書 回 路 部 品 の リー トド 線 に は 
騰 倉 の 7 リー ド 線 ” を!! 


ご の 用 7 本 
弧 ) り の 開発 に 政 功 致し まし た 2 これ を “フリード 線 源 と 
0 な 村 の 億 区 者 当 柏 も て ュー 
特 徴 
回 路 部 品 の 端子 リー ド 線 と し て これ を 御 使用 に な る 場合 に 次 の ょ よ 
うな 特徴 が あり ます 。 
1. ハン ダ 付 性 が 従来 品 よ り 格 段 に 優れ て お りり 、 接 続 の 際 ペ ー ス 
ト 等 は いり ませ ん 。 
2. 部 品 製 作 工 程 中 の 熱処理 で 酸化 変色 し た 5 り 、. ハ ンダ 付 性 が 抵 
下す る よう な 事 が あり ませ ん 。 
3. 長期 間 の 保管 等 に よっ て も 表面 座 食 等 の 変化 を 来 き ず 常 に 光 
沢 を 有 し 美 想 で す 
4. 合理 的 な 谷 金 組成 を 有 し 、 メッ キテ キ 厚 は 標準 品 と し て 10 一 15 ミ 
タク ロン で す が 必 要 に 応じ 自由 に 加減 出来 ます 。 
5. 量産 方 式 を 採っ て いる た め 価 格 も 低廉 で す 
尚 , 細 く て も 容易 に 断線 じ な い 強 力 フ リー ド 線 も 用 意 し て お り ま す 。 


選 : 


本 社 東京 都 江東 区 深川 平 久 町 1 の 4 電 話 (64 必 ) 計 人 芝 大 代 裕 
全 各 場 * . 東 が 村人 0 宮 y ; 

販売 店 大 阪 ・ 福 和 岡 由衣 対 所 。- 補 作 古 - 屋 ご 
駐在 員 札 幌 


4 
言明 
信号 発生 回 


MSG-261 標準 TV 信号 発生 器 


本 器 は T V 受 像 機 試験 法 の 規格 に 準 し て 製作 され た 信 
号 発生 器 で , TV 生産 工場 に お いて 受像 機 の 総合 試験 お 
よび 研究 ・ 調 整 に 適し 、 映 像 お よび 音声 搬送 波 の 周波 数 
確度 は 各 0.002 以 内 で 、 映 像 搬送 波 は ビデ オォ 周波 数 帯 
に て 85% の 変調 が 可能 で ぁ る 。 


性 能 
J① 映 像 搬送 波 信 号 発生 部 (② 間 声 搬送 波 信 号 発 生 部 
“ ・ 抑 送 波 周 波数 第 1 一 第 12 チ ャ ィ ン ネ ル 中 の 搬送 波 周 波数 第 1 一 第 12 チ ャ ィ ャ ン ネル 中 の 
連続 3 チャ ン ネ ル 連続 3 る チャンネル 
- チャ ィ ャ ン ネ ル 1 91.25M ec チャ ィ ャ ン ネ ル 4 171.25Mc チャ ィ ャ ン ネ ルル 1 95.75M ec チャ ィ ャ ン ネ ル 4 175.75Me 
2 97.25M cec 5 177.25Mc 2 101.75Mec 5 181.75Me 
A 3 103.25Mc 6 183.25Me 3 107.75Mcec 6 187.75Mcec 
チ ィ ン ネ ル 7 189.25Mc チャ ン ネ ル 10 205.25Mc チャ ィ ャ ン ネ ル 7 193.75Mc チャ ィ ン ネ ル 10 209.75Mc 
アジ 8 193.25Mc 11 211.25Mce 8 197.75Mc 11 215.75Mce 
Ys 9 199.25Mc 12 217.25Mce 9 203.75Mc 12 221.75Me 
| 周波 数 足 度 土 0.002% 以 内 周波 数 確度 + 0.0022% 
Ty 出力 電圧 範囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB 出力 電圧 皿 囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB 
出力 電圧 確度 土 1 dB 以内 出力 電圧 確度 士 1dB 以内 
市 カ イン ピー タン ス 75n VSWR 1.2 以 下 由 全 4 ダビ ーッ VS WW 
- 変調 方 式 振 巾 負 変 調 内部, 外部 論調 方 式 FM (内 外 ), A M (内 )' 
gs rt 単独 お よび 同時 変 識 、 
Ce* * 6 75ks けり アテ アシ 甘 
! 内 部 変調 周波 数 400%,。 土 5 以内 2 . ; 
| 外部 変 議 周 波数 特性 基準 容 机 特性 に 対し 3 了 寺 江 軸 者 a 
i 0.1Me +1dB 4 二 
生計 人 き 有 外部 変調 特性 F M30%% 15ke, 14B 
; c 号 提 用 流 に ’ 
4 波形 得 a 4 以内 
i % 外部 変調 入力 レベ マル 600Q 5V 以 下 に て 
「 非 直 線 蛋 85% 変 調 に て FM 100% 変 調 可能 
る 5%1T 変調 吾 FM 100% 変 調 に て 
外部 変調 入力 レベ ル 759Q 1.4Vp-p 以下 で 2 %1 和 AT ド 
85% 変 商 可能 AM 302%6 変 開 に て 
3 ーー 5% 以 
0 B00 PN て 。 SN 此 FM 100% 変 調 に て 
_ 50dB 以上 50dB 以上 
3 電源 入 o AM 30% 変 調 に て 
カ 100V 50/60% 3A oR 


目 坪 電波 測 宏 株 式 会 冬 


東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁 目 二 六 五 人 番地 電話 (712) 1166 ( 代 ) 9・ 1160 で 科 
関西 地区 代理 店 塩見 電気 株 式 会 社 大 了 市 北 区 高田 町 34 電話 47 5 51~6 で ィ 


i 


NC RNMC °| 


EP DIVELRS 


の ND 年 型 " の 
グ ク : ロ スコ: プ で 8 


“ 


の 


EC LL FA 


国内 最大 の シン クロ スコ ー プ 専 問 メー 

カー の 岩崎 通信 機 は 、 い いよ いよ DC 

6 0 MC の 広帯域 型 シ ンク ロス コー プ 

SS-5602 の 販売 を 開始 し まし た 。 
SS 一 5602 の 性 能 


プ ブラウン管 5BHP2 
感 度 0.05V, cm ~0.2V/cm 
周波 数 特性 DC~60MC-3dB 


掃引 速度 拡大 器 を 含め 
0.02asec/cm~12sec/cm 

較正 電圧 0.15mv~50V 

すす 法 "350WX450HX720L 


叉 、 新 製品 と し て 、 5 叶 ブ ラウ ゥ ッ ン 管 を 
使用 し た 、 DC~5MC の S 8S 一 5051 
DC~2MC の SS§S—5022 
も 加わ り ま し た 。 
と の は ほ は か 、 次 の 種類 の ジン クロ スコ ゴー 


プ が あり ます 。 
DC~4MC SS~3041 
DC~5MC SS~5052 
DC~10MC SS~5102 
DC~15MC SS~5151 
” SS~5152 
4 SS~5154 
4 DS~5155 
DC~30MC SS~5302 プラ グイ ン シス テム 
DC~1MC MS~5012 メモ リー プラ グイ ンタ イプ 
エレ クト ロニ クス の 及 ゆ る 分 野 で 活 躍 
し て いる 岩崎 の シン クロ スコ ー プ を 御 


用 命 下 さい 。 


ミゼット タイ プ 
ポー タブ プ ブル テレ ビ 用 
プラ グイ ン シ ス テム 
スタ ンダ ー ド 

スタ ンダ ー ド テレ ビ 用 
南方 向 

2 ビー ムリ プラ グイ シン 


記 崎 通 全 株 直 革 社 


SS 505L 
DC~5MC 


カタ ログ 等 お 問合せ は 営業 所 又は 出張 所 に 
お 願い し ます 。 


| 


S$ S-5602 


5S S—5022 
DC~2MC 


東京 営業 所 計 記 間 全 人 区 負 人 本道 り は の 6 浅野 不動 産 


(271) 046}~8・ 04717 


大 阪 営業 所 "大 阪 市 東 区 計 邊 m 5 の 2 長谷 川 ピ ル 


話 (23) 1 6 1 6 (代表 
本 社 及 工 場 東京 都 杉並 区 久我 山 2 丁目 710 電 (391)2231( 代 表 ) 
出 張 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 人 金沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本 


DATA RECORDER Model PPw—22 


(携帯 型 計 測 用 磁気 記録 再生 機 ) 


この 装置 は 、 ゼ セン マイ 駆動 に よる 機構 部 と トラ ンジ スタ 化 き され た パル ス 幅 変 ・ 復 調 部 を 自 蔵 し た 小型 軽量 携帯 型 
の 計測 用 記録 再生 機 で す 。 車 上 、 機 上 な ど 極 め て せま い 場 所 また 電源 の な い 所 で の ご 使用 に 便利 な よう に 設計 
され て いま す 。 電源 は 乾電池 箱 が 別に 付属 し て いま す 。 


リ 幅 5 号 リ ー ル 600 7n 負荷 時 土 1V 
(ピー ク 値 ) 不平 衡 
0 ~100 c/s + 1 dB 
パル ス 幅 変 柚 方 式 3 % 和 UT 
パル ス 幅 複 柚 方 式 1 チャ ン ネ ル 当 り 約 40dB 


土 LV. (ビー ク 値 ) 源 D.C24V 加 電 池 ( 平 角 3 号 ) 
約 5KQ 不平 稀 : 


と と と 席 府 WNINI 許 


ソ 
東京 都 品川 区 北 品 川 6~3 51 TEL (442) 5111 


同軸 搬送 )。 ビデ オ 中 継 の 機器 , 回 儲 g 
路 調 整 に 適する 出力 自動 調整 器 付 還 「 


発振 器 GET-15 型 
発 振 周 波 数 30 ke~30 Mc 
紅玉 シシ 計 ー50 dBー 二 10 dB 
出力 イン ビー ダン ス 759Q 


列車 無線 電話 の 受信 装置 の 保守 に 


FM 信号 発生 器 GE-201 型 
周波 数 412Mc 帯 お よび 462Mec 帯 (6 周波 ) Hg F 
出力 重圧 100 mV~1gV (開放 電圧 ) 0 
Y : pe NS 


UHF 帯 機器 の 調整 , 測 定 に は 3 
4 極 超短波 信号 発生 回 
言 号 発 生 器 GE-8 型 MGE-7A 型 


周波 数 900 Mc 一 1700 Mc 周波 数 6,250Mc~7,200 Me 
出 力 0 一 100 dBm 出 力 0~-60dB 
変 調 パル ス 変 調 可 能 次 調 FM 方 式 , の こぎ り 波 珠 よ び 正 弦 波 可 能 


A 
x 
‘ 


GET-15 型 


応 玉 流 知 =| 
17Mc 帯 測定 器 ら 半 。< 導 4 知 唄 迷 定 ミ 絞 
抵 抗 。 減衰 器 § 号 ) > ペ マル スコ デ プ , ペル スズ 発生 敵 
マイ ク ァ r 波 測定 器 3 編 。 振動 子 イ ン ビ ピー ダン ス 直 視 装置 


161 


東京 都 大 団 区 仲 蒲 田 3 一 4 Tel (731) 1 
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超 高 感度 ラウ ン 管 


無 窒 、 高 解像力 、 小 消費 電力 、 安 価 の 為 
i 
オシ ロス コー プ に 最適 、 既 に 国内 各 メ ー カ ー 
研究 所 に 多数 採用 され て お り ま す 。 


CATHODE RAY TUBES 


※ 静 電 集 束 、 静 電 偏向 観測 用 ※ 
A A 使用 例 


Heater 


Diameter 


Vg (cut-off) 


Deflection 


ETEL 社 は 他 に 10 数 種類 の プラ ウゥ ウ ン 代 
を 敵 造 し て お り ま す 。 


* 詳細 カタ ログ 進呈 * 


ELECTRONIC TUBES LTD. 


HIGH WYCOMBE BUCKS, ENGLND 


夫人 理 記 大 陽 商 事 株 式 会 社 


東京 都 港 区 芝 新 橋 5 の 16 。 電 話 (431) 5634 
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UA OhnV 0 


MMA I 一 16 型 


血清 凛 着 


振動 容量 型 [直流 増 巾 器 型 | 


振動 存 重 


拓 動 容量 型 電位 計 


直流 増幅 名 型 
( 才 電 池 人 電源 型 ) 


直流 増幅 器 弄 
(AC 人 電源 型 ) 


au fr ina omnv | ove | 5 | we | 
Wag fos cin cmav | wre | 5 | we | 
maui oorra| oav | wove | 5 | we 


in] 


パネ ル 型 に て 性 能 は MMAI ロ 一 16 型 と 同じ ヒ 
ssvi-ig | | isnv [nenar 


MMAW-108 |10s~10A| Smv {| 5xlo'g | 10"g 
MMAW-11 型 | 10*~10 A 5 x10°9 下 意 周 
MMAV-12% | i010 A| mv | 5xlo'g | 10“g | 


eR 
3 
4 
[sxio"g | 


5x10" 9 


カタ ログ は 誌 名 御 記 入 の 上 御 申 込み 下さ い 。 


wm*a を 川口 電 横 製 作 所 


東京 都 港 区 芯 白 人 金 三光 "町 "な 
TE し L し 白金 (441) 8312・6141 一 614 3 
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直視 型 撰 択 レ ベル 計 _ 


才 4 
a ts Ue - 


a 
et 
a a 
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写真 説明 
本 装置 を 18CH 多 重 搬 送電 話 端 局 (12CH 実 装 ) の 線路 出力 側 に 接続 観 
測 し た 場合 で 、 左 より 2 策 目 は 話 中 回 線 、7 番 貞 は 1K c の 標準 レベ ミル を 
示し 、 共 の 他 は 信号 レベ ル で 、 通 話 路 間 陣 は 4Kc で あり ます 。 こ の 様 に 回 
線 を 切断 する こと な く 、 線 路 に 本 装置 を 並列 に 接続 する だ け で 機器 の 動作 状 
態々 を 調べ る こと が で きま す 。 
電気 的 特性 
測定 周波 数 帯域 2 Ke ~450 Kc 走査 周波 数 電源 周波 数 の # る ぷ @ 
測定 周波 数 帯域 貼 0 一 100 Kc の 間 轄 続 可変 使用 プ ブラウン管 50P7(F) 
測定 レベル 十 10db 一 60db 電 源 AC 100V 150W 
測定 目 夏 LIN 約 20db 
LOG 40db 
目盛 誤 基 土 0.5db 以内 (LOG 目盛 ) 


て 


- ; a A 2 
に ry 


ies ドラ ジジ スタ ーー 

© の = ニキ シー・ チ ュー ププ 使用 (4 桁 表 未 ) 
ONI EI RI T979192919./19:919- 9Nolt 
© 極性 自動 的 に 表示 

© 精 度 4 ド 

© 直接 プリン ター 使用 可能 

EAA ER 000MQ 


付 属 機 器 


AC/DC . コン バー ター model 110 
オォ オーム メ ーー ター model KIM—O000 


付属 機器 使用 に より 、A C 電圧 ・ 据 抗 
値 等 も 測定 可能 


但 東 株 式 会 


東京 都 港 区 芝 靖 平 町 1 虎ノ門 
定 計 (5501)S31683 3169.7:5301==.9 


ビ 


ル メ ント 社 日 本 総代 理 店 
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米国 エレ クト ロ ・ イ ンス 


NEW & PRIMARY FREQUENCY & 


TIME STANDARD SYSTEM OFFERS 
YOU THE HIGHEST ACCURACY, 


RELIABILITY & SPECTRAL PURITY 


Ssparts in day long term stability...1 part in 10'° typical short term 
stability の laboratory conditions*...10 microsecond system resolution... 
fail-safe operation despite power interruption...compact design (23" high ), 
transistorized...simple operation... (fp) quality, dependability and manufacturing 


know -how guarantee performance. * Averaged over 1 second intervals. 


This new $ Primary Frequency/Time Standard System is sturdy, reliable and precise. 
Featuring compact design and low power operation, it is specifically designed for shipboard, 
mobile and field as well as laboratory use. It is suitable for satellite navigation systems, missile 
and satellite timing-tracking and single sideband communications. 


The System includes a Frequency Standard. Frequency Divider and Clock, and a Standby 
Power Supply, in addition to a comparison device and receiver (not pictured). The System 
makes HF time comparisons with a WWYV receiver and an oscilloscope and VLF comparisons 
with a VLF receiver and a frequency counter. 


tp 103AR 
FREQUENCY STANDARD 


P724AR 


STANDBY POWER 
SUPPLY 


HEWLETT-PACKARD COMPANY 関 商 事 株 式 会 社 


Palo Alto, California, U.S.A. 男 区 神田 東 福 田町 1 番地 
| | 3136 竹 


coir 3CXI0, 000A3_ 


oy er 


t 


UNIQUE NEW EIMAC 3CX10,000A3 CERAMIC TRIODE 
OFFERS VHF POWER=UP TO 20 KW 


Eimac expands its ceramic tube line with the introduction of This newly developed triode is also well suited for such 
the 3CX10,000A3 — the only 10 kilowatt air-cooled ceramic applications as broadcast, FM and single-sideband trans. 
triode in the field. This advanced power tube is intended for mitters, ultrasonic gerterators and sonar pulse amplifiers. 
use at maximum ratings through 110 megacycles. It can also be used as a class-AB; or class-B linear amplifier 


An outstanding feature of this clean, efficient ceramic  ™ audio or r-{ service. 


triode is the large reserve of grid dissipation assured by A companion air-system socket and chimney, as sh 、 
platinum-clad tungsten grid wires. Overload protection has above, is available with the 3CX10,000A3 to meet your 
also been built into the 3CX10,000A3 to make it ideal for specific requirements. Watch for a low mu version of this ~ 


use in industrial heating — dielectri¢ and induction. high-power triode in the near future. : 
GENERAL CHARACTERISTICS Max. Frequency Marx. 
Operating Filament Filament for Max. Plate-Diss. 
. EIMAC 3CX10,000A3 Height Diameter Temp. Voltage Current Ratings Rating 
CERAMIC TRIODE 8.25” 0” 250°C. 7:5 102 amp. 110 Me. 10,000 watts 
日 本 総代 理 店 


EITEL- McCULLOUGH, INC. 


San Carlos, California 


関 商事 株 式 会 社 


東京 都 千 代田 区 神田 東 福 田町 一 番地 
電話 -(8660ー 代表 31 346 


ーー7TRk- 


"= 105D 


数 字 素 示 ト ラン ジス タ ・ カ ウン タ 完 成 


新 コ ー ド 変換 素子 の 開発 に より , 弊社 が 始め て カウ ンタ に 数 字 表 示 管 方 式 を 採用 
し て か ら , 「 カ ウン タ が 見 や すく 使い や すく な っ た 」 と の 御 好 評 を いた ゞ いて お り 
まし た が , : 此 の 程 ト ラン ジス タ ・ カ ウン タ に 数 字 表 示 管 を 使用 する こと に 成功 し ま 
Rc 

従来 か ら 知 られ て いた トラ ンジ スタ ・ カ ウン ター・-TR・- 105 に 比べ , その 表示 方 
式 が メー タ 方 式 か ら 数 字 表 示 管 を 使用 し て いる の み で な さく, 周波 数 測定 範囲 も は る 
か に 高く な り , また 時 間々 隔 , 周期 測定 に お いて も わが 国 で は 最高 の 性 能 を 有する 
Ro 


見 や すく , 軽量 ・ 小 型 


計 数 桁 数 ・10 進 5 桁 
周波 数 測定 男 囲 ・10CPS 一 2.5 MC 
時 間 々 隔 ・3kS 一 105sec 


周 期 ・10-° sec 一 10 KC 
= プア プリンター 接続 可能 


‘SY 1 ' 


—ーTR- 
高 性 能 ・ 多 様 な 機種 
理研 o カ コー 


1. -TR- 111D 10cps 一 220 MC に わた る 広 穫 囲 の 周波 数 ,0.3 kkS 
ー107S に わた る 時 間々 隔 測定 , 9 一 10KC に わた る 周期 等 の 高 
精度 測定 の で きる 最高 級 エ レク トロ ニッ ク ・ カ ワウ > 

2. -TR- 110DD 10cps 一 2.5MC の 周波 数 測定 , 0 一 10 KC の 周 
期 測定 。3 kkS 一 105S の 時 間々 隔 測定 等 , 1 台 で 6 つの 共 本 的 層 
能 を YY つ エ ニ ペ デー サル カウ ンタ ー て で て す 。 

3. -TR- 109BD 10cps 一 200KC の 周波 数 測定 , 0 一 10 KC 
周期 測定 , 30 xS 一 104S の 時 間々 隔 測 定 が で きま す .、 


4。-TR- 108DD 10cps 一 200KC の 周波 数 測定 , 100 xS 103 "TR- 278 Digital Printer 


s の 時 間々 隔 の 測定 が で きる 小型 高 性 能 の エレ クト ロニ ッ ク ・ カ 
Ct 


=-TR- 111D =-TR- 110DD “=-TR- 109BD -TR- 108DD 


パル ス 機 器 の 設計 製作 大 学 理工 

科 卒 業者 . 

樽 械 設計 技術 者 ディ ジタル 機器 の 筐 体 , プリ ン 
ター, 自動 制御 機器 の 設計 製作 

いずれ も 年 令 35 オ まで , 給 3 一 5 万 詳細 は 本 社 総務 部 


事 ケ テグ "理研 工業 株 式 会 社 


本 社 ・ 東 京都 練馬 区 旭 町 2 8 5 TEL (933)4111( 代 ) 
大 阪 営業 所 ・ 大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 町 71 TEL (312) 0051~6 
ピリ レ (312) 2695( 直 ) 


エレ クト ロニ クス 技術 者 
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0 ) 


3 


0 


a 


て > 


NN 


2 


; 
〇 繰返し 周波 数 内 部 同期 50kc 一 5 Mc 
外部 同期 50kc 一 5 Mc 
© >* kN 0.05ks —1l1ks 
OG = 性 正 お よび 負 


o 出 E 正 15V, 負 13V y 
Oo 出 ‘ - 759 抵抗 減 誤 器 に よ ょ り | 

10dB step 4 段 

1 dB step 10 段 

立上り 時 間 20mks 以 下 

下り 時 間 30mkrs 以 下 

す グ ・ オ ォ オー パー シ ュー ト 上 よ 5% 以下 

#330 % 


性 能 
© 繰返し 周波 数 10%ー1Mcec 
〇 ペル ルス 巾 0.1ks—100ks 


o 出 力 李 性 正 お よ ょ び 負 
o 出 力 電 圧 20V 
Oo 出力 イン ピー ダン ス 759 
o 出 力 波 形 立上り 時 間 20mks 以 下 
トド り 時 間 20mks TT 
サ グ ・ オ ー パ ーシュ ー ト +5% 以 F 
〇 同期 出力 主 出 力 パ ルス よ り 0.1ks 先 行 
出力 トリ ダー 電圧 正 5V 上 20% 
〇 最大 デュ ュー テー 502% 


ー プ ログ ラム パパ ルス 発生 器 一 


さき お な 用 途 | ルス 市 | 立上り 5 時間 | 下り 時! 
“ | メモ リー コラ 1 ~~10/4% |0.1—1 4s 0.3 ~ l/s 
CP-201 | テー 試験 用 | (連続 可変 ) | (連続 可変 ) | ( 連 終 可変 ) 
ーー 線 反 し 問 波 数 | すか ーッ ュー ト 

1A1| 2ke~20kc | + 29%1 以 下 

夫 統 相談 ) (連続 可 談 :) 


な 用 途 | パル ルス 中 立上り 時 間 | 下り 時間 
コア マト リ 3 -194s |0.1 ~ lzs|0.2 ~ 1 
2 ( 字 連 林 介 ) | (軍団 可変) (連続 可変 ) 
_ 線 圧し 周 渡 C2 re 

1 ke —20kce 

(連続 可 寂 ) 


東京 都 北 多摩 郡 国 分 寺町 恋 ヶ 洋 1080 電話 国分 寺 597 
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ms 1 oe 


High Voltage 


エレ クト ロ ル ミ ネッ セン ス 


TYPE SLP-—2000 


Oo パパ ルス 電圧 0 一 2000V 負極 性 連 統 可 座 
© ペル ス 渡 形 立上り 時 間 0.4gs 土 20% 
下り 時 問 lzs 士 20% 
TN 
o> ペペ ルル ス 幅 2 ヶ zs 一 200gs 連続 可 談 励 振 -* ル ス 幅 に 
て 決 坪 
© 繰返し 周波 数 109 一 10kS& 連続 可 : 玉 振 パル ルス の 繰 返 
し に で て 潜 室 
OO 出 カ イン シン ピー ダン スス 約 5k9Q 
© ら 記 振 用 ルス 出力 0 一 20V 連 統 可 談 
© 大 振 用 ルス 渡 形 立上り 5 り 時間 0O.lzs 士 20% 
下り 時 間 0.2gs 土 20% 
RE D2 IT 
ム © 凛 振 用 ルス の 繰返し 10% 一 10kS 連 綾 可 座 
© 〇 © ら 盛 振 用 ルス 幅 2kzs 一 200kgs 連続 可 座 
© 同期 用 ルス 出力 10zs-100 ヶ gs 先行 連 統 可 談 
十 10V 土 20% 
© 同期 パル ルス 出 力 波 形 イン ピー ダン ス 5002 50% 貴 
#1 Ss 
0 の ーー 基 30%% 
ム © 所 要 電 力 約 900VA 


上 記 の ほか 1000, 750, 500V の 高圧 パ ルス 
発生 器 を 生産 いた し て お り ま す が , 御 希 望 に 
ょ り 多 少 の 仕様 変更 , その 他 特 別 計 六 も おぉ 受 
ke 


4 
出力 imp 


10 c/s 
—100ke/ s 


= 固定 2 Zs 
7 50n + る ペ 間隔 0 一 100k s 


1Ka+8v 固定 y 
75n+ ゃ YY 間隔 0 一 100k s 


20V a 
2V —150 4 s 


東京 都 北 多摩 郡 国 分 寺町 恋ヶ窪 1080 電話 国分 寺 597 
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1 ox ント <2 っ % 回 路 測定 


MODEL MD -—85 


真空 管 ・ ト ラン ジス え タ の 差 動 に は 、 出 力 電 流 
が 100% 指 示 で きる の で 高 能 率 を 発揮 し ます 。 


な 場合 も あり ます 。 


複 動 


この メー ター は を ムービ ング ニコ ニ イ ルル を 
2 回 路 以 上 有 を し て お り ま す の で 同時 
に 二 つ 以 上 の 電流 、 電 庄 を 重 罰 有 父 は 
相 妥 し て 指示 する こと が で きま す 。 


真空 管 電圧 計 回 路 の 場合 1 個 の 真空 管 と 竹 似 回 踏 の み で 回 踏 が 成立 し プリ ッ ジ 回 路 の 不用 


2 つの = コ ィ イィ は 同等 か ある 比 を と っ た Amp/T の 異な る ぁ る も の も 製作 し て お り ま す 。 


株 式 会 社 


85 税 9 
85 
65 呑 9 


2 回 路 
3 回 路 
2 回 路 


三 科 


4 端子 


ク 


3 閣 子 


電 恵 計 益 胃 作 所 


東京 都 北 多 摩 郡 国分 寺町 恋 ヶ 演 1069 
TEL: (国分 寺 )219.494 .608 


SV—502 
広 束 域 高 感 


句 


V.C.F タ イプ ・ プ ロー プ 人 入力 方 式 
に よる 高 感 度 、 広 帯域 V.T.V.M. 


. 良質 な 20※~1M% まで の 短 形 
SV—508 > = V. T. V. M. tei i 波 と 正弦 波 が 別々 の 出力 端子 か 
き se ら 同 時 に 取り だ せま す 。 


2 段 に わた る 著 積 回 路 に ょ 
り 0.0001V 1000V まで 
の パル ス 電 庄 測 定 

が 可能 で す 。 


SV 502 AGE201 

ET 周波 数 範囲 20%~1M% 
以上 は 倍率 器 に よる) 知 形 波 

末 波 数 等 性 10 一 10MS% キキ 1dB 


(RT ANNE 1 } 出力 電圧 0~10V (PーP) 


度 3% 立上り 時 間 約 0.1ksec 
周波 数 精度 キキ 2 % 


ー ダ ンス MQ 並列 3 PF 以内 (3V 以 上 ) 正 弦 波 

RATA 出力 電圧 0~10VR:M・S 

0A2, 1N21Cx2 下 率 1% 以 下 

‘6R— HH1, 6EJ?7X3, 

(caa oaz. oA72 x 2 使用 真空 管 6 AH6,6AW8, 
SV— 501 列 6CL6Xx2 

205 x 290 x 325 %a 

0 0 305%a 12AT7 


SV— 501%, 外形 寸法 380x300X245% 


SUNN 


ェ レ クト ロニ クス 測定 器 


SV—508 


実用 周波 数 男 閉 10% 一 150KC 

測 定 電 圧 0.0001V 一 
1000V (P—P)16 レン 1 地 
低 レ ン デ 0.01 V 

入 カ イン ピー ダン ス 2MQ 8PF 

実用 最小 立 上 時 1k sec 


30Mn 以上 並列 8 FF 以内 , 10 実用 最少 バ パルス 3 


林 土 5%(- ペ ペル 
え ス ) 士 3 (サイ イイン) 


85—105 V,50~608% 
外形 十 法 335 x180 x 150 


三 和 無 線 測 器 研究 所 当 お 

ーー 東京 都 北 多 麻 郡 国分 寺町 恋 

Lo ァ zi て ウド K/ ペ 所 521 番 地 = 電話 (国分 寺 ) 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 司 町 1ー1 電話 東京 (231) 0621。、3906 

園 カタ ログ 御 希 望 の 方 は 〒 20 円 同封 の 上 御 申 込 下さ い 
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日 本 で 始め て の 真空 管 増 巾 器 式 、 世 界 で 始め て 磁気 増 巾 器 式 自動 電圧 調整 器 を 発表 し た VOLCO が 、 ふ 回 
又 世 界 で 始め て の 全 ト ラン ジス ター 増 巾 器 式 の 自動 電圧 調整 器 を 商品 と し て 市 場 に 提供 する こと に な り ま し 大 2 
性 能 は 従来 の 真空 管 式 と 全く 同様 な 優秀 な も の で す 。 
邦 命 と 信頼 性 は 従来 の 磁気 増 巾 器 式 よ り は る か に すぐ れ て お り ま す 。 
サー ビス 倫 行 店 
周 東 忠信 戴 地区 吉沢 精 摘 工業 株 式 会 社 関 大 地 区 株 式 会 社 豆 巣 商会 
本 社 東京 都 文京 区 湯島 新 花 町 35 


Tel. (921)1042. 7088.(929) 0289 
が 羊 、 横 訂 Pe 


太 阪 市 北 区 東堀 川町 1 
Tel. 大 阪 6⑥ 2556 一 7 


A 委 生 EE fem 23 
Tel. 中 (2) 947 一 9・9140 


中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 地区 新川 電機 株 式 会 社 
Tel. 長 時 4601 計 
新 i 上 市 下 大 川 前 石油 企業 会 館内 
Tel. 新 滋 (3) 0603 RR 


中 京 地 区 株 式 会 社 朝日 商会 
名 古屋 市 千種 区 覚王山 通 3 一 34 
Tel. 073) 8147~ 9. 8140 


日 本 電源 機器 株 式 会 社 


高松 市 南 鍛 治 屋 町 4 一 18 
Tel.。 高松 (2) 7343 
福岡 市 上 小山 町 3 一 4 
Tel. 福 岡 (2) 0514 (3) 6344 


wn 


1. 


BOONTON RADIO CORP 


— 


新 製 品 UHF Q METER 
210~61OMC 


TYPE 280—A 


HATS 
a 


416 CORRE 


Q Meter 及 び R XMeter の 開発 を 手がけ 、 その 製品 は 、 多 年 広く 変 


BOONTON RADIO 社 は 創立 以来 、 
用 る きれ 親しま れ て 参り まし た が 、 比 度 の 新 製品 280 一 A 型 Q M eter は 世界 唯一 の UHFQ Metertk し て 画 期 的 


な 製品 で あり 更に 多く の 御 要望 に こたえ る も の と 確信 致し 来れ 
詳細 資料 、 そ の 他 の お 問合せ 、 叉 同社 の 他 製 品 に つい て は 何卒 下記 に 御 連 絡 下 きい 。 


日 本 代理 店 
理 経 産 


東京 都 港 区 芝田 村 町 2 の 12 


Jl$S ih 
品 保 証 価 格 低 


ONDENSER 


人 圧 進 相 用 ュ ン デン 一 
導体 パリ スタ ー( 電 子 回 路 素 了 ) 


() 東 未 電機 工業 株 式 会 社 


本 社 東京 都 千 代田 区 丸の内 1 一 1 日 本 交通 公社 ビル TEL (211) 1391 


4 


FAR CHILD 


SEMICONDUCTOR CORPORATIOMN 


1 KMC SILICON PLANAR TRANSISTOR 
NPN DOUBLE-DIFFUSED UHF TYPE 2N917 


PHYSICAL DIMENSIONS 


ABSOLUTE MAXIMUM RATINGS (2580) (in inches) 
Maximum Temperatures | 80 Dia 際 
Storage Temperature ー65°C to 十 300°C な 
Operating Junction Tmeperature 十 200°C Maximum R a 
Maximum Power Dissipation $00 MIN. 
Tatal Dissipation at Case Temperature 0.3Watt | | | 0 00 
at Ambient Temperature 0.2 Watt 250 


Maximum Voltages 100 + .010 DIA 


Vcgpo- Collector to Base Voltage 30 Volts R58 
VcEo- Collector to Emitter Vltage 15 Volts EMITTER COLLECTOR 
VEpBo- Emitter to Base Voltage 3. 0 Volts 


i KR CASE 
へ 033 


Characteristic Min. Typ. Max. Units Test Conditions 


DC Current Gain [c=3. 0mA Voep=1.0V 
DC Current Gain =10 A Vep=!.0V 
Base Saturation Voltage 
Veg(sat) Collector Saturation Voltage 
h, High Frequency Current Gain. 
f=100mc 
a Maximum Frequency of Oscillation 
Cea Output Capacitance 
Cop Output Capacitance 
CTE Emitter Transition Capacitance 
Icpo Collector Cutoff Current 
Lego(150°C) Collector Cutoff Current 
Vego! sust) Collector to Emitter 
Sustaining Voltage (pulsed) 
Available Power Gain N Ie=5. 0mA 
(f=200 me) 
Power Output I~=8.0mA Vep= 15V 
(f==500 eC * 8 


ョ を 旨 后 兼松 株 式 会 社 東京 支社 電子 部 


東京 都 千 代田 区 丸の内 1 の 6 (東京 海上 ビル 新館 ) TEL (281) 6811 (大 代表 ) 
前 一 29 


超 低 周 波 機器 の 名 門 


広帯域 プッ シュ ボタ ン 式 発振器 
ーー 
(©.00!—100, 000cps) 440 A 宅 
周波 数 範囲 :0.001cps 一 100kec 連 続 可変 

: 


デス トー ショ ン : 出 力 レ ベル に 無関係 に 0.1% 以下 


\ で ク タ 


4 


Pa 


~~ 
% 
\ 


周波 数 較正 : 二 1% 

増幅 度 変 化 : 土 0.2Sdb 以 下 
正 弦 波 、 余 路 波 両用 

較正 付 、 対 数 出力 レベ を 調整 付 
安定 化 電源 付 高 安定 装置 


’ 4 40 ーA 型 
Oscillators 0.001 cps to 520 kc 


Power 
Consumption Page 


Oo i to 1 he 2 i. a 

[009 ate Li he [2% 100 mw/i0r i 
pi | 2% | om/s |1/0% | 150wam | s 

a pi ze 3 CC r/o EG 

35 a he 3% | 0 w/in 

ors | tomi | 2% | mo 1% | wam | 
| ons | 001 prto 100 te | 1%° | 100 mw/ior [1710%* | 120 wa | 2 
sr 00 mw/ 10v | 1710% | owame | 14 


3 


| oscillators except 430-AB and 440-B have both sine wave and square wave. Models 440 are push-button tuning. 
_*Higher at end of range. **Available for rack mounting at $5.00 additional. ***Rack panel construction. 


]】 その 他 の 製品 : フィ ルター, UHR 電源 , 電力 増幅 器 (直流 1Me) 
日 本 総代 理 店 


昌 新 商 事 株 式 会 社 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の 4( 三 和 銀 行 ビ ピル ャ 7 階 ) 
電 話 東京 (241) 3861・5726・5727・4326 

大 腺 へ 大 孤 : 枯 東 ミ に 紅 ご < 
電 話 北浜 (233) 9568・6903 

名 古屋 名 古屋 市 東 区 布 池町 32 ( 太 洋 ビ ん) 電話 (4 ) 2531( 代 ) 内 線 16 
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ry = mois Galiy. 2 “+ 


» 


I 


Es 


TIMRRLOS 


Si トラ ンジ スタ 熱 抵抗 測定 器 


Pe トラ ( 主 も て 2.3 順 方 向 電流 lmA, 10mA, 100mA 


パワ ー 用 ). の 定格 ジャ ンク ショ ン 温 度 以 内 (コレ クタ 側 ) (フル スケ ー ル ) 
に 於 ける 熱 抵抗 を 測定 する こと を 目的 に 設 2.4 順 方 向 電 圧 降下 検出 感度 5 mV ①.C) 最 大 
計 製 作 さ きれ た も の で あり ます , 9.5 バイ アス 極性 _ NPN の み 
2.6 附属 恒 骨 槽 "50°C-75°C_ 100*C1259 
4 点 切 替 可能 (最高 温度 に 達 
する 所 要 時 間 約 50 分 ) サー ミ 
ス タタ 温度 計 付 
2.7 順 方 向 電 圧 降下 検出 計 0.1V ス テッ プア >x10」 
0 ~100m V 
2.8 確 度 コレ クタ 電圧 計 2% 以 下 
エミ ッ タ 電流 計 1.5% 以 下 
順 方 向 電 流 計 1.5% 以 下 
I 順 方 向 電 圧 降下 検出 
2) 電気 的 性 能 1.5% 以 下 
2 ジグ ケズ 坦 0 ー10 VV 0100V.{P—P) 恒温 槽 温度 1'%@ 江 3B 
2 3) 外形 、 寸 法 及 重 量 
2 っ 2 エミ ッ ズ タ 電 流 0 一 100mA. 0 一 1A, 0 測定 部 本 体 560 天 ( 巾 ) X340 天 ( 高 ) X 
~ー 5"A, (平均 電流 ) 3 レン ジ 360% ( 奥 ) 40kg 


東 ^ 京 " 都 目黒 反 原町 1 2 3 
電 (713) 8101 (代表 ) 一 
社 阪 市 北 区 木幡 町 3 
電 (36957 2 2 


トラ ンジ ス タタ 熱 抵抗 肖 定 器 


sR O33 


1) 本 器 は トラ ンジ スタ ジャ ンク ショ ン 温 10V 及 100V2 レヒ ンジ 
度 測 定 (交流 法 ) 回 踏 を 改良 し た ゃ の で , コレ クタ バイ アス AC (509%s)100V を スラ イド 
最大 定格 ジャ ンク ショ ン 温 度 以 内 に 於 ける レギ ュ レ ヒー ター で 調整 し , 変 
コレ クタ 消費 電 力 及 熱 抵抗 を 測定 する も の 圧 器 出力 は 10V 及 100V 切換 
で あり ます 。 Ico 電 - 流 計 直流 50zA 1.5 級 500z A, 

2) 電気 的 性 能 5mA, 50mA シ ャ ント 仁 
エミ ッ タ 電流 計 直流 10m A, 100m A, 1 A 4 レンジ 切換 使用 

1.5 級 シ ジャ ント 付 、3 ピ ンジ Ico 測定 電圧 AC (50%) 変圧 器 出 力 0 一 
切換 使用 50V, 7 レヒ ンジ 切換 
エミ ッ タ パイ テス AC (509%)100V を スラ イド 恒 温 横 35* 一 90* の 任意 の 4 点 切換 , 
レギ デ ギ デュ レー ター で 調和 瑞 し 変 庄 土 1 温度 計 付 
器 出 力 は 20 V 寸法 及 重量 本 体 ( 店 2564%mx ( 高 ) 294 
以 8 衝 9 反 王 抗 人 10 "gt00957 YK9「 切換 べべ (奥行 ) 330 %n 
コレ クタ 電圧 計 直流 200z A 1.5 級 電流 計 重量 約 40kg 恒温 箕 収 容 条 


を 使用 し た P 型 真空 管 電 庄 計 
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BLE EAH ME ICE に ES5 
4 ny a rd / 2 em 5 fw 


高 性 能 ジ シリ コン 整流 体 の 専門 メー カー と し て 


下記 音 種 整流 体 多 量 製 攻 中 で す 


2 


" れ て いる 整流 体 で 、 


以上 の 外 に S 型 , 史 , 3 M, 


基 非 御 利 用 下さ きい 。 お 間谷 


実 頭 逆 耐 電 計 50 一 500V 
出力 電流 ( 半 液 ) 70A( 自 冷 ) 
250A ( 風 冷 ) 


、 東 洗 体 は : 宅 全 に ハー メチ ッ ク シ 


> きれ て お り 、 大 電力 用 と し 
ム \ 、 用 笑 か が あ n 人 


カタ ログ No S814 二 A 


実 頭 聞 耐 電 庄 50 一 600 V 
出力 電流 ( 半 渋 ) 25A( 自 冷 ) 
, 45A( 風 冷 ) 


中 容量 電力 用 と し て 最も 利用 さき 
栄子 は セラ 
ミッ クシ ー ル され で て おり ます の 
で 外気 の 妹 細 を 受け ませ ん 。 

カタ ログ _. No. S -803ーC 


実 頭 逆 硬 電圧 50 一 600V 


出力 電流 ( 半 波 ) 3A( 自 冷 ) 
9A( 風 冷 ) 


小 容量 電力 用 と し て 、 素 哨 ち らし 
い 特 性 を 発揮 し て お り ま す 。 
軸 流 体 ベ ネー ス 120" C ま で 使え ま 
4 

カタ ログ No.XS-819 


実 頭 逆 耐 電圧 100 一 600 V 
出力 電流 ( 壮 波 ) 300mA 


取扱 い が 科 戦 で 、 小 型 、 力 量 で 
ゎぁ あり ます の で 、 小型 電源 、 底 流 
阻止 用 件 に 非常 に 多く 利用 きれ 
けけ 理 \ 


カタ ログ No. S-805ーD ! 


容 頭 逆 面 電圧 400V 
出力 電流 ( 半 波 )300mA 
400 mA 


素子 は 合成 樹脂 で シー ル さ きれ て 
お り 、 低 価格 で あり ます の で , 
高 性 能 の シリ ゴン シン 流 体 を 使っ 
て 手帳 に 直流 電源 か が 作れ ます 。 
カタ ログ No.S-816-B 


わせ は 、 


6A, 25H, 


カー トリ ッ ジ 型 


45L, 
単 相 プリ ッ ジ 、 三 相 プ リッ ジ 季 の 、 ス タッ ク に 組み こん だ も の も 発売 し て お り ま す 


70U 弄 , 


ーー 


作 さ れ 


7 


実 頭 導 本 電圧 50 一 800 V 
出力 電流 ( 半 波 ) 45A( 自 冷 ) 
150A( 風 冷 ) 


電力 用 と し て 、 あ ら ゆ る 用 衝 に 


. 適 - + る よう 敵 作 され た 信頼 慶 の 


高い 敵 品 で あり ます 。 許容 温度 
は 、 買 流体 ベー - 190° Cc で す 。 
カタ ログ No. S802-D 


実 嘩 は 測 電圧 50 一 600V 
出力 電流 ( 半 液 ) 6A( 自 冷 ) 
20A【( 風 冷 ) 


婦 流 素子 は 合成 本 脂 で シー ルル き 
れ て お うり 電 流 耐 蓋 を 大 きく 製 
て ちや りさ ま すず の で 生 
て 秀和 利用 線 え る 襲 品 で す 。 

カタ ログ No. SS 一 813 一 A 


容 頭 聞 耐 電圧 100 一 600V 
出力 電 深 ( 半 濾 ) 800mA 


雇 気 増 巾 器用 、 通 信 機 用 等 、 小 
列 直 流 電 源 と し て 、 数 多い 用 大 
を 持っ て お りす すす 。 


カタ ログ No.S-806-D 


垢 逆 硬 電 計 600. 800. 
1000. 1200 V 
出力 電流 ( 半 渋 ) 100mA 


高 電 圧 回 跡 に 適する よう に 製作 


きれ た も の で 、 安 定 な 特性 を 持 
て お や まま 3 守 


カタ ログ No. S808-C 


| 炭 頭 遡 出 電圧 1500 一 16,000V 


出力 電流 ( 半 波 )45 一 380mA 
カート リッ チタ イプ で すか ら 、 
取扱 い が 情 で す 。 
標 葵 型 (45mA) と 高 電 流 弄 (380 
mA) と に 分 か れ で いま す 。 
高 電 圧 回 踏 に 多数 利用 され て お 
り ま す て す 。 

カタ ログ No.S-809-D 


各種 シリ コン 幣 流体 を 


各 営 業 所 又は 出張 所 に お 願い いた し ます 


日 本 イッ ター- ナシ ッ ョ ナル 整流 震 株 式 会 社 


東京 都 千 代田 区 神田 折田 町 1 の 24 番 地 (= 


シバ パ バビル) TEL (291)6246 代 表 ・ 直 通 8986・8996 番 
TEL (312) 0.0 51~6 番 
TEL (97) 2 8、7 2 番 
TEL 楽 野 7848. 衝 
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大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 町 92 番 地 ( ヤ ノシ ゲ ビ ムル) 
名 古 ュ 屋 市 中 区 鶴 重 町 2 の 11 番 地 (田中 ビル ) 
神奈 川 県 素 野市 曽 屋 1204 番地 


[| 
[| 


25 LITERS/SECOND 
D-563 Pump and Magnet 


0 LITERS/SECOND 
j— 11404 Pump and Magnet 


8. LITERS/ SECOND 中 で は 、87 / ン ポ ンプ グ が 、 電 子 管 排気 装置 に 使用 され て いま す 
V—11402 A Pump 3 oi ts 。 
V—11403 Magnet 


次 天 達 真空 度 10 “mmHg 以 上 

次 生 作 昔 : 空 度 : - 筋 閉 2 x102mmH ge—10™°mmH gE. 

次 500"°C の 高温 度 迄 動作 きせ 得る 。 
次 設置 に 際 し 、 取付 位置 、 取付 方 向 、 振 動 、 加 速 慶 等 
まる: 制 5 随 カ が ない 』 

次 長寿 命 で お る 


a 
1 LITER/SECOND 振 E 気 」 束 許 L/S sec 404:./:sec 125¢7/ ee 
V=11411 Pump 400¢ / sec 1000f / sec 3000¢ 


V11412 Magnet 


NEC イオ ン ポ ンプ 全国 一 手 販売 特約 店 


和 a 文 株 式 会 社 
E> 日 本 無 株 式 穴 詩 
本 店 東京 都 中 央 区 日 本 橋 大 伝馬 町 2 の 1 電話 (661) 2286 ( 代 ) 
東京 都 港 区 芝 三 田 四 国 町 二 番 地 i 西区 准 下 町 1 の 38 電 語 (44) 5478 
区 河岸 通 2 の 26 電 話 (3) 4266 


御 戸 市 生 ) 
ーー 枕 イー6 を - 押 C3) 495 


RRR 


( 


本 < で は らら め @ の の 


垂直 軸 (VERTICAL) と 水平 
軸 (HORIZON NT AL で る 
ラグ ケイ だ 時 で は . SE 
の 広帯域 シン クロ スコ ー プ で す 。 


主 な 特長 
@ V( 垂 直 軸 )、 互 (水平 塚 ) と も に プラ グ 
イィ イン 式 で すか ら 、1 台 で あら ゆる 用 途 に 
利用 で きま す 。 
@ 垂直 軸 増 幅 部 の 帯域 が dcー50MC と 
広帯域 で す 。 
@ 2 現象 切換 時 の 過度 奏 消 去 回 路 を 備え 
て いま す 。 
@ 掃引 速度 の 徴 調整 が で きる の で 、 任 意 
の 掃引 速度 が 正確 に 校正 され て 読み と る 
と が で 人 ます 。 
最大 掃引 速度 は 、 いま まで の 約 2 倍 の 
10mgsec/cm で す 。 


OR 


rss 


拒 近く の 計測 器 販 売 代行 店 、 ま た は 営業 所 に 
お 問い 合わ せ 下 さい oe 


ELECTRONICS 


私 ト 8 志和 


= ミ t ‘ 胃 過 三 世 三 カタ ログ 進呈 
| 葉 記 本 倫 壮 市 港北 区 細島 町 


く 新 宛 売 > 501A 型 
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Y 


PA 


RADIO PRODUCTS, INC. 
US. A, 


パノラミック ラジ オキ プロダクト 社 


2 ラム 人 が 


IUMC ~44,000Mc 


Model SPA—4a 


一 主 な る 仕様 一 


周波 数 培 囲 : 10Mc ~44KMe 


i 

チュ ー ニ ング ヘッ ド の 

周波 数 寺 囲 : 10Me ~44KMce (8 バン ド ) 
掃引 巾 :0~70Mc, 0~5Me 

分 解 能 :1Kc ~80Kc 


感 


pt 


マー カー-:0~70Mc 


度 : バン ド RF 感度 (dbm ) 
1. 10~ 420 Mc —95~ -—105 
2. 350 1000 Mc 一 90~ -100 


3. 910 ~ 2200 Mc  —90~ -—100 
4.1980 ~ 4500 Mc —80~ - 90 
D345 T0388K Me m=80 シ 95 
6210:86o 1 K Mc 90 
CL BO 4 EM 00 = 85 
04 4 KMor =55»~7 —85 


入 カ イン ピー. 509 


指示 CRT:5ADP1 


源 : 115/230V 50~60% 


御 一 報 次 第 詳細 カタ ログ 進呈 
日 本 総代 理 店 


Natisnai 4 下 電 疾 貢 品 株 式 会 入 


大 阪 市 北 区 天神 橋 筋 1 ~14 ナシ ョ ナル ビル 
電 話 大 阪 (35) 65315. 9851~4 (312) 4531~5 
東京 都 港 区 芝田 村 町 6 ~~ 7 ブン 0 ョ 各 才 0 ルレ ラビ ミリ ルレ 
電 話 東 京 (431) 0545・4941 ・5419・7875・8985 
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TG-—670 明 型 短 形 波 信号 発生 器 


沿 甘 貫 


Fr 


寸 頁 本 昌 


TG—27E 型 映像 掃引 信号 発生 器 


100KC 一 2MC 一 15MC 連 続 可 突 
最大 1.6 V(p 一 p) 以上 


揚 引 周 流 数 
授 引 出 カ レ マ ペル 
出 カカ 減 論 句 
掃引 出力 偏差 


出 カ イン ピー ダン ズ ス 
掃 引 周 渡 数 


マー カー 周波 数 


TG-27E 寸 法 及 重 量 


60Gs, 1KC,15KC 及 び 250KC+5% 
759 

759 負荷 に 於 て 最大 1V(p 一 p) 以 上 
10dBx 3 及び 0 一 10dB (連続 可 座 5) 
サナ サ グ 1 9% 以下 ォ オー ノノ ァ マ ーー シッ ウト 
1%T 

0.02gpgsec (0.03 psec, 0.05 psec 
切換 可能 ) 

2 一 4V (p 一 p) 外部 同期 可能 
30dB 以 上 (出力 1 Vp 一 p に 於 て ) 
178x 228x260%: 6kg 


TG 一 660A 型 VHF 掃引 信号 発生 器 


掃引 周 濾 数 男 
掃 引 帯 域 巾 


所 引出 力 人 偏差 
掃引 出 カレ ベル 
控 引 周 波 数 
出力 1 汰 誤 夫 


マー カー 周波 数 


信 号 対 雑音 比 


TG-660A 寸法 」 及 」 量 7 量 


100KC— 220MC 
50MC 以 上 は 中 心 周波 数 キモ 15MC 以 上 
50MC 以 下 は 中心 周 波数 キキ 30% 以上 
全 帯 域 に 於 て キ 0.5dB 以 内 

0.7V (rms) 以上 50n 負 荷 に 於 て 

12 ~ 60 84 
固 官 20d4Bx2,10dBx1,6dBx1、 
連続 可変 0 一 6 dB 
500KC 一 250MC (10 バ バンド) 

( 水 卓 発振 器 賊 正 可 能 ) 

40dB 以上 

408x 228 x 26 0™%n 


3 dBx 1 


10dBx5 1dBx10 


100KC 一 15MC 土 0.5dB 以 下 
200KC 一 10MC 0.2dB 以 下 
752+39% 


内 部 (電源 周波 数 ) 
外部 (50% 及 は 60S ) 
可 族 0 一 15MC 連続 


固 志 1.2. 4.5.7、10.15MC ( 水 品 ) 
350x 220 x 245%: 13kg 


15kg 


25 電話 三田 (451)154・ 


(6 ンド) 


BENERAL RADIO NEWS 


ow 1000-Megacyclie 


FREQUENCY STANDARD 


Any of AlIIlI of These Outputs with 
Stability of 5 Parts in 101° 


1120-AH 
1000-Mc Frequency Standard 


e High performance at reasonable cost 
with 5-Mc fifth-overtone Warner 
crystal and two-stage oven. 


.$6450 


A 5-Mc Crystal Oscillator with 
Decade Dividers to 100 cps. and 
Decade Muiltipliers to 1000 Mc. 


e Short-Term Stability: 1 part in 10° 
per'min, using 1! sec samples. 


s Long-Term Stability: 5 parts in 101 
per day, averaged over 10 days after 
て 60 days operation. 

1103-B Synchronometer 

1114-A Frequency Divider 

1113-A Standard-Frequency 
Osciator 


1r2-A and -B Standcarg- 
Freauency Muitipiters 


s Low Noise: Below 5 Mc — Ppulse- 
type dividers provide fail-safe opera- 
tion and minimize phase noise. Above 
5 Mc — phase-locked crystal oscilla- 
tors provide clean signals — f-m 
noise less than 1 part in 10°. 


1120-A 
5-Mc Frequency Standard 
.. $3640 


With Decade Dividers to 100 cps 


« 々 Synchronometer gives resolution 
(+0.2 msec) for time comparisons 
consistent with stability of sky-wave 
signals from WWV and other sta- 
tions. Direct digital readout. 


INCLUDES three top 
instruments oniy 


s 10-kc and 100-kc square waves for 
triggering purposes. 


es Harmonics for measurements well 
beyond X-band can be produced 
with simple distorting and mixing 
diode. 


For Use With These Standards . 


1105-A Measuring Equipment provides 
high selectivity for the measurement of 
weak signals in the presence of noise; 


e Additional Plug-In Units provide 400 
cps and 60 cps; 1114-P6 $85 and 


1130-A Digital Time and Frequency Meter i114-P7, $115, respectively. 


for general laboratory-work. e Type 1116-A Emergency Power Sup- 


ply available as an accessory:. 


GENERAL RADIO COMPANY - 旨 屋 電 握 株 式 会 入 o 
TEKTRONIX INC. ) x Zz 


< 東京 都 中 央 区 京橋 二 丁 目 三 番地 守 随 り RS の) 
日 本 続 代 理 店 電 話 (561) 9256 ( 代 ) 5848 輸入 課 直 通 
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世界 の トッ プレ ベル を 行く 


戸 店 士 
流 電 源 箕 直 
本 邦 で 完成 す / 


最大 200V 30KW ま で 
定格 出力 の 0 一 100% 連続 可変 
出力 電流 安定 度 1 x10 /H 
リッ プル Lr hah 


疾 置 の 標 稚 定格 

炎 で 妃 こ 交流 a 200.V 

入力 交流 電圧 変動 許容 範囲 15% 

入力 を 慌 二 大半 迷 50 ま た は 60% 

最大 出力 直流 電圧 20 V 

出力 電流 可変 範囲 0 か ら 100% 迄 連続 可変 

出力 電流 変動 率 出 力 電流 10% か 6100% 迄 の 範囲 で 

5 x10-* / 時 間 以 下 

出力 電流 リッ プル ん 含有 率 10-s 
スイ ーー プ 巾 100,10,1,0.1% 切 替 
スイ ー プ 時 間 15 分 


I Double yoke type—NMR 用 ・ESR 用 お ぉ よび 戸 豆 Tm 
Broad line type NMR と ESR 共用 EE 4 
a) 本 体 磁 林 直径 300、210, 150, 100mm 各種 
磁極 間隙 _ 7020 mm ポー ルピー ス 双 は スペ ー サ ー 交換 。 " 
磁場 強度 gap 60 mm で 5500 一 20000 が ウス 各種 。 
磁場 均一 度 最高 10*" まで 
hr b) 付属 機構 Yoke 直立 型 ,45* 傾 斜 型 , 可 動 傾斜 型 (090*) 回 転 台 +200*? 
Bitter type 一 Hall 係数 また は ESR 用 移動 台車 
磁 李 直 径 60, 80, 100,120 mm% 各種 
磁 桂 間 隙 0 一 60 mm 可変 
磁場 強度 磁 標 間隙 40 mm で 30,000 が ウゥ ウス まで 
Wei type 一 教育 用 人 簡易 マ グ キ ネ キット 
Helmholtz type 一 Plasmaー サ イク ロト ロン 共鳴 な ど 
パル ス 磁 場 と し て 50,000 ガ ウス 以上 発生 させ る 空 雇 マグ ネッ ト 
お よび パル サー も あり ます 。 


EE は 第 二 事 業 部 営業 課 へ 


東京 電気 精機 株 Nt 社 


本 社 ・ 第 二 事業 部 東京 都 千代 田 区 神田 仲町 2 の 11 (251) 9186 代 表 (291) 2096 
研 究 所 ・ ア ポン ド ビ ル 東京 都 千代 田 区 神田 族 葉 町 2 の 21 8 に 4 
の 場 文 京 . 立 川 ° 消 田 
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日 本 総代 理 店 
Hughes Aircraft Co. 


Memoscope oscilloscope 105 
Freq. Bandpass IOMC. Bandpass 
Writing Speed 1,000,000 inches/ sec 


_Parametric Amplifier. 
PLS Bond 


取扱 品目 
© Microwave Tube 
© Storage Tube 
〇 その 他 各 種 電子 機器 部 品 


東 計 0 会 を = 攻 近 


: 
高 拓 磁率 金 族 性 材料 の 代表 的 忌 化 曲線 
” 


硬 京 耐 度 C0) 


oo eect oes ea06 Gy cos ot uoe ues or 6s e ee 0 te s ‘ a = 0 0 i199 
ーー 人 6 カカ (=? ッ > ド ) 


営 業 品 目 


純 鉄 製品 純 鉄 振動 板 銀 造 磁石 (TMK ) フェ ライ トコ ア 
1 % ヶ イ 1 素 鉄 合金 (LSS) セ メ ン ジ ュー ムル 特 丈 鋼 (フェ リプ ロッ クス )(FBK) 
純 ニ ッ ケ ル 製 品 ( 鉄 ・ ュ コパ ルト 合金 )(SME) セン が ええ ホ っ アプ 0 
セン パー マッ クス (TMH) セン パー シル SPS) TM ダス トコ ュ コア チタ ン 酸 パリ ウム 磁器 
セン デル タ (M。。) アル フェ ル ( 磁 章 合 金 板 ) (AF) (モリ プ テ ン パー マロ イ 圧 粉 泥 硬 フェ ライ ト 磁 事 振 動 板 
TT・M 合 金 (Fe 一 Nj パー マロ イ 4 ) パオ 用 ステ ン レ ス 条 カー ボ ニ ル コア (ヴァ イプ ブロ ックス) (VBX) 
4 ボボ 半 み コア R 造 成型 礎石 及び 磁石 鋼 々 材 ポリ アイ アン 磁気 録音 テー プ 
語 計 を 信 福 技術 特 人 性 カタ ログ 御 請 求 次 第 お 送り いた し ます 。 ® 倫 種 在庫 販売 


東北 金属 工業 株 式 会 ty 特約 店 


理 経 産業 株 式 会 社 国 内 


東京 都 港 区 芝田 村 町 2 の 10 (591) 7970, 7971, 6985 


ee 
I 


日 ・ 米 ・ 英 ・ 独 ・ ス イス 特許 3 守 司 堂 技術 庁 長 宮 賞 受賞 
= “ = | 技術 庁 長 祝 中 受 中 
HIGH 世 界 取 高 水 準 in| 'é¢ 特許 庁 長 官 人 賞 受賞 


大 河内 記念 賞 受賞 


PRECISION aE 
PATENTED J. MICRO MOTOR “ ¢ a 明 己 
高 信 頼 度 高 追 従 性 安定 性 能 
D. C. SERVO MOTOR, SERVO MOTOR GENERATOR 
マイ クロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精巧 な 微小 形 低 損失 直流 電動 機 で , 短 起 動 
時 定数 , 高 信 頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いら 5 1/2HP の 直流 電 

動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 
特に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 蘭 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か ふつ 安定 で ある 。 
当社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 じ よ っ て 納入 し ます 。 


特 徴 
(1) 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 い (6) う 一 50°C~100°C で 作動 
(2) 直径 18mm 軍 量 43g (7) 定格 出力 時 定格 回 転 数 3,000, 
(3) 高 能率 0.5W 型 5226 2W 型 73 5,000 r.p.m. 
(連続 定格 出力 時 ) (8) 180g の 加速 度 に 耐え る 
(4) 和 定格 負荷 連続 作動 2,000 時 間 以 上 (9) Hg 10-*mm に お いて 作動 
(5) 右 転 , 左 転 特性 一 致 (10) 短 起動 時 定数 0.02 秒 以 下 
製 造 品 目 
微小 形 低 損失 直流 電動 機 微小 形 速 度 計 発電 機 付 直 流 電 動機 
微小 形 低 損失 直流 発電 機 信 号 用 直流 電 動機 


Ti, 
I 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ クロ モー ター, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 
モー ター 及び CL-3R, CL-3R, CL-2 A, CL-2 A, マイ クロ モー ター 

後列 左 よ り CL-2 A ギヤ ド マ イ クロ モー ター, CL-4B マイ クロ モー ター, CLS-3 R 
CLS-3 R, CLS-2 A, CLS-2A (ガバ ナー 付 ) マイ クロ モー ター 


トラ ンジ スタ テー プレ コー ダー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目 黒 区 下 目黒 4 一 851 番地 電話 (713) 代表 2137~9 


' 前 一 


CONSOLIDATED 


TYPE 5-124 RECORDING OSCILLOGRAPH 


t 


EA 


ED 


軽量, そし て ポー タブ ル で あ ! 
は 全面 パネ ル で 操作 出来 る 
ボ タン 伝 達 機 構 
ジュ ー ル 構造 の 採用 
面 操作 , ラッツ ッ ク 取 付 可 能 
rー タ ー フ ラッ ヤシ = ョ 方式 採用 
= に ら 完 全 記 録 
チャ ン ネ ルル 炒 
記録 速度 1/4~64 


Consolidated Electrodynamics Corp., 
日 ” 本 総計 代理 引 店 


コロ ン ビ ヤ 杭 易 株 式 会 社 


本 社 東京 都 港 区 芝田 村 町 1 丁目 川 手 ビ ル TEL (591) 7206~9・7200 
大 阪 出 張 所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 44 和 番地 TEL (44)3067~8 


SS B 用 標準 水晶 フィ ルター semums 


特 長 1 ssgs 送 受信 袖 の 簡易 化 
中 心 周波 数 が 1005 kc で ある か ら 送 受信 機 は シン グル コン メ ィ ヾ 
ーー ジョ ン で 村 成 で きる 。 


※ 出 力 は 可逆 任 が あり ジリ し スト ー ク 式 の 場合 、! ケ で 送受 信 
に 共用 する ゃ こと を が で きる 
3. 息 好 な 特性 る 

b TOKE I 2 Op.2 ko uD is tt 

90db /OCT の 減 論 特性 8 得 られ る 。 

伝送 損失 が 少な い 。 

» 一 20°'C ~~ 二 70°C. の 広 温 
CD 


電 困 で 動作 安定 、 温 度 係 数 は 極め 


小型 時 まま 量 で ある 。 
多 入出 力 共 、 平 衛 回 路 に も 不平 笑 回 路 で も 使用 で きる 。 
5. 高安 定性 
pp 経年 変化 は 極め て 少な く 、 双 振動 、 衝 設 に 強く 高温 多湿 の 悪 
条件 で 劣化 する こと は な い 。 


OF 05C 


2. 中 心 周波 数 1005 kc 
a 3. 周波 数 特性 ( 下 。 表 ) 
| 通過 帯域 特性 


3 db 帯域 巾 / 6 db 帯域 巾 0.8 以 上 
4. 伝送 損失 4 db 以下 
スプ リア スズ 特性 
二 10 kc の 範囲 に 於 いて 一 70db 以 下 
6 太 細 カイン ピー ダン シズ ス 
A CF 1005 4.7KQ 


CF1005 A 75 N 
周波 数 (ke) | 伝送 損失 最小 点 よ り の 減 論 量 


1003. 1 661 db A 上 
1003.5 2007db る 0 


1006. 1 6 db 以下 
1006.5 20 db 以上 
1006.9 66 db 以上 


尚 、 上 記 特 性 は 中 心 周波 数 1000 ke より 1500 kc まで 製作 で きま す 。 


日 本 電波 工業 株 式 会 社 


本 社 及 工場 。 東京 都 渋谷 区 代々 木 新町 8 4 番地 
電 話 東京 (371) RE a OS 


"a 褒 較 量 馬 


NR 


EN 
1 
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米国 ミカ 社 製 エポキシ ガラ ス 基板 
代 理 店 


東洋 プリ ント 配線 株 式 会 


業 所 東京 都 千代 田 区 神田 小川 町 2 一 3( 新 小川 町 ビル x8 階 ) 
TEL (291) 3381~ 5 内線 28~ 30 
本 社 ・ 工 場 東京 都 北 多 護 郡 小平 町 小平 学園 東 区 37~1 
TEL 国分 寺 196, 小平 507 
技術 本 部 東京 都 北 多 座 郡 小 平 町 小平 学園 東 区 51~31 
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社 


© 感 

O 桁 

© 〇 © 精 度 
〇 © 周波 数 測定 還 囲 
o ゲ ーー ト 時 問 
〇 家 編 9p 時 き : 寺 
© 時 間 測 定 緒 囲 
O 〇 © 周期 測定 著 囲 
O 測 定 波数 
O© 〇 標準 周波 数 出力 
© 電 源 
ご の 外形 寸法 


振動 記録 装置 
周波 数 分 析 器 
各種 フィ ルター 
レベ ルレ コー ダー 
残響 直視 装置 
スト ロボ ライ ト 
ヤ ャ ング 率 測定 器 
発 振 器 

Tr 式 安 定 化 電源 
磁性 材料 試験 器 
0 フー 
レベ ル 分 類 器 
パラ メト ロン 回 路 測 定 器 
数 値 制御 装置 


C 

C 
| 

6 


還 a 


直交 は 負 世 5V_ (10K2) 
15V (100kE) 


< ズ 家 示 

キ (0.001% Vv Count) 以内 
1%~1Me 

0.01, 0.1, 1, 6, 10, 60, 100 秒 
約 0.5 一 5 秒 

10gS —10Ssec 

0 一 10ke 土 0.3% 以 内 

1 及 び 10 

1, 10, 100%, 1, 10, 100, 1000kce 
交流 100V 50 一 60% 約 25VA 
330hXx 370wX190d mm 


に いい に 


日 本 電子 測 器 株 式 会 社 
本 社 ・ 工 場 東京 都 中 天 区 月 島 西 仲 通 10 一 7 電 話 (531) 0101 ( 代 ) 


大 阪 出 張 所 大阪 市 北 区 太融寺 町 8 (アト ラス ビル ) 電話 (36 )8176 一 8 
他 台 到 電 仙台 市 袋 町 27 電 話 (2) 9961 


ロロ 坪 る 


その 他 各 種 コ ン デ ン サ 


安 中 電 拠 株 式 容 詩 


社 : 東 京都 品川 区 大 崎 本 町 2 の 42 8 
Re 1 (491.)170 和 16:6 (人 代 }ー9 


直紀 小 リ ンマ ノル レス トラ ンス 


e 拭 鉄 芯 型 の た め 温 度 特性 極め て 安定 
e 一 55"C 一 二 130"C に て パル ス 巾 変化 土 10% 以 内 
e 高 イン ピー ダン ス で も 減 論 が 僅少 
良好 な パル ス 波 形 
e 特 下 モー ルド に より 完全 密封 弄 
e 拉 線 比 ト ラン ジス タ 4: 4:1, 真 空 管 1 : 1 
下記 の 他 , 真空 管用 13 種 を 用 意 す 
トラ ンジ スタ 用 (プロ ッ キ ング 発振 デー ター) 
直流 抵抗 ( 略 値 ) A he RS 


> ーー w 
Se B56 00 A A 


ン グ ) 

0.159 0.559 0.099 0.05 0.03 0% 0% 30% 

0.5 ヶ 0.562> 0.21 ヶ "0.1 0.03 0: 々 0 ン 2-302 

株 式 0 を 1 する を 10147 か て 02008 ヨ 0 を 0 

会 入 # 2 ムラ 製作 記 2.0 2.22 0.5 2 0.5 0.03 22 102 202 

会 社 2.3. を 2.7 タ 0.5 1 0104」 02 世 2 タ 262 

本 東京 都 新 宿 区 柏木 4 の 689 4.0» 2437 2 ク こ 08 2 に 002.07 3.0:2152 る 25% 

電話 東京 (371) 7206 代 5.0 5 5 が 100 あ 2 人 03 さ 00109240 > 18 ヶ ミ 30 タ 

ma Rtn EE 結 
電話 大 阪 (36) 5459 - - 


ト 


薬 f「 事 ! 本 Ta 入 カ 電 源 1%50/60% 90~110V 
” + 出力 電圧 変動 入力 電源 電圧 及 出力 電流 の 全 変 動 
DT—6F10 和 ) 特 懲 対し 0.1V J 下 
1) 押 谷 スイ ッ チ の 採用 に ょ よ 脈 動 率 5SmvV レ TF (r.m.s) 
り 取扱 容易 で ある 出 力 極 性 正 、 負 何れ も 可能 
2 ) 入力 及 負 荷 の 変 王 に 対し 出 カカ 計 電圧 計 及 電流 計 
て 応答 が 加 い 。 過 電 流 防止 装置 トラ ンジ スタ ー 式 防止 装置 使用 
3 ) 過 負 荷 及 短 絡 する 合 大 電流 の も の は 継電器 併用 
織 置か が ある ろ る, | 穫 ) i の 二 庄 | | 遇 電 溢 
の 6V 
5 ) 尊 電 池 と 直 い 保守 が 不用 [5T=8 F10 | ク 6V 
ご の D6F20| 6YV 
。 |DT—12F 5 | 12V 
eA ロロ | a i 
避 業 品 目 | DTー12F10| 2 12V 
AM. FM 標準 信号 発生 器 各種 掃引 信号 発生 器 LDT—12F20 | 、 々 2Y 
トラ ンジ スタ ー 定 数 測定 問 容 率 。 レ ベル 測定 器 LDT24F5| 2 24V| 2 
ee s た es DT —24 F = 24V 
空 管 電 圧 計 ラジ オ ・ テ レビ 用 測定 器 ーー ーー 
中 線 共 用 装置 自動 電位 差 適 定 装 置 「prT ニ 30v05 DC1~30V | 
DT-36V5 1 >1~36V 
1DT-36V10| 2 RV 
DT-36V20| 21~36V 


今や プリ ンタ ーー の 附属 し ィ 
数 値 , 紳 定 装置 は 過 去 の も の メ < 
0 内 いす プリ 婦 
ーー は 数値 油 定 装 置 の 重要 部 客 
a 


性 能 
〇 ③ 桁 OS lar 
5, 桁 の 人 各 栖 
BV RE, A 
ダン ス 100K@ 

手動 及 自 動 遠 陣 操 作 
1 秒 と 丸 ココ 


Oe 10 


A カト 


③ 操 作 
⑨ 繧 返し EN 字 速 度 
〇 動作 中 信号 発信 * 
〇 ⑨ 動 作 終 7 信号 発信 * 
〇 小数 点 自 動 移 動 * 
〇 ⑨ 符 号 及 単位 の EN 字 * 
〇 ③ 二 色 切 換 * 

〇 ⑨ 容 送り 
© 電 泊 


FC MOOV UEOOV i* 
RG 

御 仕 様 に 
坦 り 人 作 し いい ナー し ます 。 
( *※ 御 仕様 に より ます 。) 


〇 ⑤ そ + その他 より 設計 


フン ンス 


ター 式 安定 化 直 


流 電 


誠 家 直 


沿 別 仕様 に も ゃ 応じ ます 


用 遅 

デカ トシ ペー ム 
チュ ー プ 、。、 フ リッ プ 
ジタル 対 打 層 

〇 デジ タル ポルト ダメ データ ー 守 の デジ タル 
定 、 a 

ORI RT LA EE の 眉 置 と 
組合 せ て 、 時間 、 、 放射 能 電 
雇 電流 7 涼 時 埋 吐 、 あら 
ゃ る 数 値 記録 。 


青葉 精機 製作 所 


大 イチ 

I RT FDF 

. 拉 護 

a A 
の 


ィ マ ルス 奴 


A (CEI) 


2 EO 


DAIOU DENKI 


" Ss 形 防水 スラ ググ 


DOD DDDDDDDDDD QO 


/ 


I EC [ ⑪① 絶縁 物 ⑨ 締 人 金具 
RY . \ Ne ② 当 人 金 ⑩⑲ ロッ ク ナ ッ ト 
に に 寺 トコ ] || ③⑨ 畠 組 巻 付 巻 ⑪ 本 体 
= | ④ ゴム バッ キン グ ⑫ 中 心 必 体 


⑤⑧ ゴム 止め の リング 袋 ナ ッ ト 
⑥ ゴム バッ キン グ  ⑭ 止め リン グ . 
⑦ ゴム 止め リサ ング ⑲ ゴム リン グ 
⑧ コー ド 押 え 人 金 具 : 


i : 


は 日 本 電信 電話 公社 仕様 の S 形 同軸 ュ コネクター ( 仕 2063 号 ) の 防水 性 と ュ コード 接続 部 の 機械 的 強度 を 増す 
は が 0 良 用 も の で あり ます 

従来 この 種 の 接 モ セン は 同軸 ュー ド 側 の 防水 構造 が 不 完全 の た め , 屋外 の 使用 に お いて 風 等 に より コー ド が 振 
動 す る と き に 間隙 が で き , 雨水 が 侵入 し て 絶縁 低下 等 の 事故 が 生じ ゃ すか っ た の で あり ます が , 本 品 は 編 組 クラ 
ンプ 部 の 改良 , 二 重 ダ スケ ッ ト の 使用 に より 防水 効果 を 増し , 更に コー ド の PVC 被 押 を 十分 に クラ ンプ じ て 振 
動 に も 耐え うる よう 工夫 し た も の で あり ます 。 

な お 本 品 は 日 本 電信 電話 公社 仕様 仕 2063 号 SS 形 同 軸 ュ ネクター に 胡 合 し , 電気 的 性 能 は 同等 で あり ます 。 


日 本 電 業 工作 株 式 会 社 


: 東 京都 千代 田 区 神田 須田 町 2 一 19 


TEL (2@51) 7381( 代 )= 4 
下 場 : 東 京都 練馬 区 刀 町 3 4 9 TEL (933)4171( 代 )ー4 
大 阪 出張 所 : 大 阪 市 北 区 堂島 上 1 一 2 新山 本 ピ ビ x 内 TEL (312) 1961 
福岡 出張 所 : 福岡 市 福岡 呉服 町 37 赤坂 門 ビ ピル 内 TEL (4) 8198 


モリ 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 氷 川 区 日 募 里 町 3 丁目 606 番 地 
電話 荒川 (891) 5214( 代 ) 5428 番 
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ダイ オー ド カー プ トレ ー サ 587 形 


主要 営 僅 品目 ht 


真空 管 電圧 計 ・ 低 周波 発振 器 ・ 定 電圧 直流 電源 オォ 未 式 人 金 調 2? ド 電 


オシ ロス コー プ ・ 筐 形 波 発生 器 ・ プ リン ト 配 線 基 板 


本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 一 67 電話 (771) 9191 (代表 ) 玉川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 一 1175 電話 (047) 8171 (代表 ) 


WIDEBAND DC AMPLIFIER 


MODEL 112A 


‘+2gpv Stability for over 400 Hours 
<5gpv Noise 

100 KO Input,<109 Output Impedance 
‘+ 45V, 和 + 40 mA Outpout 
‘40.kC Bandwidth 
‘20 to 2000 Gain with Standard plug-in 
' Integral Power Supply 


Equivalent Input Drift (A fer Wormup) --* 
eee Less han 2pv for 400 hours C7 も BC D1 83| PAL 
Equivolent Input Noiso 
eens less than 5 gv peok to peok from 0O 0 3 cps. 
verre “less than 5 pv RMS from 0O to 750 cps VOLTMETER 
eee less thoan 12 gv RMS 0O %0 50 kc. | 
ーー 本 押 提 埋 代 間 昌 昌 用 用 理 HE 提 用 提 用 扶 押 | 
Goinss eens Ten steps from 20 to 1000 with continuvous 1 to < ACCURACY 


2 times vernie odjusment of eoch seting. 
05% DC 0 2 ke. 


AC V: 0.1 光 至 3pIGITS 
: DC V:0.0] % 斑 1D| 持ち 


Gain accurocy 


Mic ro-Goin-**** i Re TS で individual gaoin 
seting % goin accuracy. 
Fad tney eonee 0a Mh 2 ke 03 db wo a 600 9 99 9v Ru 
wn ot c: oo な 
Si Ds A TO 400 ohmt tin ve NT ine 000. hme _ MOUEL : ” A 0 
自作 本 迄 稀代 二 電 : 交 お 問合せ は … 総 発 売 元 


松 株 式 会 社 全 森 式 写 走 郊 水 電 波 


東京 支社 電子 部 
東京 都 千代 田 区 丸 2 内 1 (東京 海上 ビル 新館 ) 電話 (281)6811( 大 代表 ) 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 一 67 電話 (771) 9191 (代表 ) 
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電子 計算 科 に [] 自 重利 従 D 回 | 路 
に | |l ン ペラ メト ロン Ea 


TLLTLTT LI 


j 
" "4 3 伊 届 Bo 


EE ee CA RG TR: TT RE RC Ne 1 


EI WW TT 


[| パラ ミス ター[] メモ リー・ マ トリ ックス 


パラ メト ロン 演算 回 路 シ ステ ム は 、 日 本 で 生れ た 独 得 の 計算 機 方 式 で 、 そ の 
優れ た 安定 性 は 、 自 動 制御 方 式 の 決定 版 と いわ れ て いま す 。 米国 を 始め 各国 
も 高 ぐ 称 筑 され 採用 も 本 格 化 し で お り ま す 8 TDK は パラ ジロ 32 ス S25 交 
テム の 回 路 素 子 パ ラミ スタ ー 、 記 憶 素 子 メ モリ ー マ ト リッ クス 等 を 量産 する - 
ほか 、 電 子 計算 機 、 自 動 制御 装置 の 製作 の ご 相談 に 応じ て お けり ます 。 


1 月 1 日 より 商標 が 左 東京 電気 化学 工業 株 式 会 社 
の の に な ks 東京 都 千 代田 区 神田 松 住 町 2 番地 


大 自 。 徹 澤 諾 還 注 計 z 


0.5zgV, 10-" A 迄 安定 に 測定 出来 ます 。 ( 特許 181159 
微少 直流 電圧 (電流 ) 計 ee 
(目盛) 
0~50kV 用 玉 0~2000kV 6Vr ン ジ 切 秋 
0 +25kAV 有 カモ 0 +10004V 
0~1X10*A 有 J 玉 0~2 X10-'A11 レ ンジ 茹 桂 
0+5 X10-ADE0O xX1 X10-6A 
(用 途 ) 
府 電 対 の 較正 , 熱電 耐 電圧 示 差 熱 光 電 管 電流 , { 


Nd 
Po bs sooem me ォ ン 化 電流 の 測定 及び 電位 差 計 ホイ ー ト スト ッ プ 
(営業 品目 ) リッ ギ ヂ の 検 電器 と し て 使用 出来 ます 。 


L し LCR チェ ッ カ ー 周波 計 セル ャ メー ター 電子 窟 3 7 ョ コロ 8 = \ 
式 記録 計 テレ メー ター 装置 各種 工業 用 計器 ( 誌 名 記入 申込 に カタ ログ 進呈 ) 


Mvartvouit 。 2 大 倉 理 気 株 式 全 計 


本 社 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番 地 電 生 宮 398)】 5 11 LL 代表) 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル ん 24 号室 電話 (36) 5791 一 5, 5891 一 5( 交 換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 富 士 ビ ャ 44 同 室 電 話 小倉 (5) 8 62 1 


トル ク 計 と 
バハ ラフ ンジ グマ ジン 


ーー lL ‘ 東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 司 町 2 の 5 電話 (231)3684:3784 
共 穴 = 測 秦 株 式 会 社 大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 大 了 李 寺 町 8 アト ラス ビル 電話 (36) 8176~8 
フ 上 J と 敵 也 半 エ 場 東京 者 板橋 区 志村 本 運 23 末 107 電話 (01) 4906 


小型 軽便 な 


全 ト ラン ジス ター 式 パ ルス 発生 


本 器 は 千 形 波及 び 三 角 波 ペル ス 発 生 器 で 、 種 
々 その 波形 を 変え る こと が 出来 る 様 に 設計 
4 いま すす a 

主 に 、 音 声 源 ・ ピッ チ 聴 覚 用 テス ト 、 式 は 、 

波形 の 談 換 用 と し て 一 般 の パル ルス 発 生 器 と 

し て る も 使用 出来 ます 。 


性 能 
① 繰 返し 周波 数 _ 50% 一 50009 
(3 段 切換 連続 可変 ) 
③⑦ ペ ルス 店 50zSー15mS . _ 
(4 段 切換 連続 可変 ) ! 
③ 極 性 正 双 は 魚 
(アテ アース 基準 ) 2 
④ 出 力 レ ベル 最大 15V (負荷 6002 の 時 ) ‘ 
(出力 調整 付 ) 
⑤⑤ 果 部 イマ ピー = 
の a 56002 以 下 
⑥ 外 部 同期 "2 V 以 上 で 駆動 正弦 波 P.P. 
⑦ 電 源 AC 100V 土 10V の 変動 に 


対し て 安定 に 動作 す る 


武蔵 電子 工業 株 式 会 社 


る 麻 孝和 析 半 学 半 困 次 和泉 50 
6 3 に 55 代表 
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ee 
LL 


高 信頼 性 紹 緑 形 皮 肛 抵 抗 益 


(略称 : RM 型 抵抗 器 ) 
CC 部 品 の 完成 ! 
MIL- i i 


形状 は 小さ い 


信頼 度 が 大 きい 


Actual- Size 


理研 電 長 壌 造 株 式 会 社 


電話 (901) 617 


7 6 (代表 ) 


—— 


谷間 機 . 付 


= Pe Cc 
— ~*~ 60°C ~— +80 
且 7xL 


株 式 会 社 奥村 製作 所 


東京 都 板 橋 区 熊野 町 3 5 


電話 (961)1596・2728 
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SOSHIN> NE ンジ テンサ 


高い 〇 ・ 高 変 定 度 


防衛 庁 NDS 規格 認定 試験 合格 会 社 


a 2 
用 双 信 電機 株 式 会 社 
用 本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 2 電話 東京 (771) 8111 ( 代 ) 
長野 工場 長野 県 北佐久 郡 洪 間 町 岩村 田 電話 岩村 田 2 1 1 


世 界 の 最 . 高 水 準 を 行 < く 


光 社 技術 陣 は 多年 チョ ッ プ の 改良 研究 に 従事 し 、 構 造 、 振 動機 構 、 接 触 機構 等 に 独自 の 改良 を 行い 、 特に 双子 接点 を 
採用 し て 寿命 、 信 頼 性 、 雑 音 の 点 に 特色 性 能 
いま する 


6.3V 25mA (50%) 20mA (60%) 
周 濾 数 50 土 5% また は 60 二 5% 
電 庄 邊 4.5 V— 7.5V 

3 SPDT 
ペー スピ ン 3—4 一 5 
1z V—11.5 Vv 50V (最大 ) 1gkV~—1.5V 
は 孔 変 換 和 電流 て 地 大 ) 1 る A 


接点 問 お よび 接点 栗 体 oN 
癌 絶 線 抵抗 10°92 以上 


秦 線 雇 体 間 和 赴 緑 抵 抗 100 M2 1 上 
30° 
3% 以内 


200k V TF 
負荷 抵抗 100M9Q 


3 E 45% MBB 55% 
SCP—618 - 


営業 品目 4 


5mA lmA 


20G 以上 


i TNE EP OE 
者 20.000 時 間 上 1 リ 上 
超 小 型 カ レン トチ テ チョ ッッ ン * f CE ST ER TEER + 


超 小 型 有 標 継 電器 ・ 小 型 継電器 
吉 種 継電器 ・ 配電 融 制 御 笑 装 箱 ※ 1. 御 使 用 な きる 定 馬 動 周波 数 を 御 指 定 下 きい 。 
電源 装置 ・ そ の 他 各 種 有無 線 装 RS 


・ 接触 幸 は BBM ま た は M BB の 何れ か を 御 指 定 下 る い 。 な お ,. 特 に 御 要 局 の あお る 場合 は 15% 一 75 
置 な ら び に 部 品 2% の 範囲 に て 特別 に 調 橋 も 致し ます 。 


サツキ 電機 株 式 会 社 


横浜 市 零 見 北 寺 尾 町 161 番地 電 話 a 7830 
て 和 夫 役 社 綱 川 昭 一 


20%¢ x48mm 


っ て 完全 な 耐 仔 性 を 有する 、 素 晴らし い パ イ 継手 に は 
王 元 化 樹 脂 で 成型 され た エル ボ 、 チ ー ズ 、 人 か に 
な に 迄 厚 素 樹脂 を 用 いた 配管 用 部 品 及 び 同 器 て 取り 揃え て お り ま す 
腐 触 の 心配 ゃ 異種 イオ ン の 混入 が 念 メ し た 液体 輸送 の 確保 及び 
工程 管理 の 合理 化 は 、 剖 素 樹脂 バ < 実 現さ きれ ます 


INDICATORTUBE ONS 


ー— 
表 示 官 (お 合用 mgm 


計 数 放電 管 

各種 記号 表示 装置 に / た 示 っ 肖 

長寿 命 用 表示 管 は 、 特 に 放電 に よ ょ る 陰極 スパ リレー 放電 管 

ッ タ 現象 を いち な ぢ る し く 抑 える 事 に 成功 し た パイ ロッ ト ォ ネオン 管 

も の で 、 連 続 一 陰極 表示 及び 短 時 間切 換 表 示 カウ ン テ ン グ ユ ニッ ト 

共に 従来 の 相当 品 の 数 倍 以 上 の 寿命 が 得 ら れ 電子 管 式 計数 穫 

る 様 に な り 、 特 殊 使 用 又は 相当 長寿 命 を 要求 自動 計数 制御 番 

GR-20!1 す る 表示 装置 に 使用 し て 充分 御 満足 項 け る も 微少 時 間 測 定番 
の と 思い ます 。 光電 ビ ピックアップ 


陽極 供給 
直流 電圧 


平均 陽極 
電流 


東京 都 渋 谷 区 上 通り 2 一 2 安田 ビ ピル) 電 408, 6804 
大 阪 取扱 店 BB ON 電気 ・ 北 区 曽根 崎 上 2 一 7 電 話 (34) 3531 


数 々 の 特長 を も つ 沸 素 脂 製 品 は 、 弊 社 Z 


e 上 記 に 関す る 資料 御 請求 下さ 


三 馴 化 パ イプ 規格 素 


外科 外 冬 許容 | 次 有 厚 肉 厚 許容 間 内 篤 胃 品 長き さ 
10%m +0.4™m | 1. +0.3™m 0.2 wa | 7 | 1-3°5m 
13 ) i (7) 7】 10 | | 7 | 120 
+0.5™in | 2.0™m + 0.4 "mn 0.2 ™m | 13 ™m | " i 120 
J) 7 7 Pr | 20™m _ i 80 
J J 26 mm | 7 62 
m | 34 "mm " 75 
) I 40 ™ | " 63 
yl ) 52 | 
株 式 会 社 欄 名 尊 1 
東 京都 台 東 x. | 電話 (831) 3161 Rh 
; た 阪 市 東 佳 吾 区 加 聞 福 井戸 2 の 28 電話 大 阪 (79)1866 一 7 番 
半 素 樹脂 携 フ ュー ガル ポ ボ ポンプ 


東 . - 孝 人 化 大 
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水平 型 ・ 平 型 ・ 双 子 接 点 型 ・ 有 極 型 ・ 小 型 ( 交 ・ 直 流用 )・ そ の 他 特 殊 型 各種 


MA2P 型 (DC 用 ) 
定格 電圧 6,12,24 48 O00 YDG 
動作 電力 最 少 0.4 W 

最 : 交 K 2.5W 
接点 組合 2 回路 切換 
電流 容量 _ 2A (100 VDC) 

取 テイ 

(オク タル ソ ツケ ゲッ 
二 法 51x35x35 mm 

( 取 全面 詞 培 


WW a 見 電 械 必 也 
東京 都 品川 区 西 大 崎 3 一 515 


TEL 詞 大崎.【{491 う 代表 2136 
工 場 東京 ・ 信 州 第 一 ・ 信 州 第 二 


関西 地区 代理 店 関西 制 谷 機 器 株 式 会 社 。 大 阪 市 大 淀 区 本 庄川 崎 町 3 一 26 TEL (37) 9859_ 


TPM 025 一 03 型 ' 


ee 最大 負 共 電流 
500 mA 
TP 030=10 10 A 


Pn fr 直 相 プラグ イン ユエ ユニット 


エミ ッ タ 接地 トラ ンジ スタ の が 1 に な る 周波 数 (ft) が 直視 で き 
さま 


アロ イデ ィ フ ュー ジョ ント ラン ジス タ の コレ クタ の 電圧 に よる 


ie rc 20 


i | YY 較 : fr=20MC 
測定 周波 数 10MC 1 尚 疲 4 5 CE Y 四 : fr=20MC/cem 
fr 測定 純 囲 2.5,10,20, 50, 100Mc/cm (5 段 切換 ) 4 6 . 


を 民 Ve=9.0V X 軸 :Ie 一 2.5mA/cm 


コレ クタ 電圧 1 一 15V 連続 可変 

ェ ミ ンタ 電流 0.1,0.2,0.5,1.0,2.5,5.0, 10.0, 20. 0, 50.0mA/cm (9 段 切 換 ) 
様 性 PNP, NPN 切 換 式 

外 形 寸法 147.(W) "x (HH) X232W (1 


コロ ナチ ナ 電気 株 式 会 入 


茨城 県 勝田 市 市 毛 TEL (水戸 ) 8546,( 勝 田 )663 


ロナ チ ナ 商事 株 式 会 科 


東京 都 台 東 区 車 坂 21 TEL (841) 0967,5926 


dt 


STANDARD PULSE GENERATOR 


1. 用 途 オシ ロス コー プ の 挿 引 時 聞 の 較正 、 
信号 波 末 の 比較 な ど に 使用 し ます 。 
こい 多き 能 
2・a マ ーー カー 出力 
・ a ・ 1 イン ター クル 011m 05 
les, 5ks, 10ks, 50ks, 100ks, 500gks, 
lms, 5ms, 10ms, 50ms, 100ms, 500ms 
ls, 10s 
2 る 確度 て で て 014196 で Tt ボボ KR 
AV tS 
2 放 極性 プラ ス 、 マ イナ ス 切 換 
: 林 能 
・b トリ が ーー 出力 
・b・1 周波 数 1Mc/s 100kce/s 
10kc/s, lke/s, 100¢/s, 10¢/s, 1lc/s 
"be 出 の 5V (pS CIOkCG 
1 ジ フ 
電 源 AC95V 一 105V 50c/s~60c/s 
消費 電力 450V A 
寸 法 約 540x370x300 


ーー 営業 品目 一 。 重 量 約 40kg 


パル ス 応 用 各種 測定 器 ・ 多 現 象 オ シロ スコ ー プ ・ 高 “AL ~ に em 
周波 電源 装置 ・ 半 導体 関係 測定 器 ・ パ ラメ トロ ン 関 港 通 信 機 抹 式 剣 訪 
係 測定 器 ・ 標 準 時 間 発振 器 ・ 微少 時 間 統 計 機 ・ 医 用 東京 都 港 区 西久保 信 幡 町 1 0 
電子 管 測定 器 ・ 其 の 他 超 広帯域 増 巾 器 関係 電話 (431) 2762273-3 
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世界 に 迷人 然 た り -………- 


り 禁 マイ 2 は ーー、 窟 


スイ ツ り チ - se 
A 


この 二 極 マイ クロ スイ ッ チ は 本 邦 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 放 い て は 従来 の 単 極 の 
薩 本 型 と 同一 に 総 ゆ る 品種 が 完成 致し まし た こと は 世界 で も 最初 の 画 誠 的 な も の で す 。 こ 
の 眉 功 の 理由 は 本 器 が 応 差 の 動き (M 、D .) に 於 いて 外国 品 の 欠陥 ( 応 差 の 動 さ x が 大 きい こ 
と , これ は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 於 いて も 、 国 内 に 於 い で も 普及 され な い 理 由 の 
ー つ と 益 え られ ます ) を 完全 に 除去 し た こと で す 。 こ れ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 律 金 
新 分 野 へ の 審 明 と まで 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特徴 は 次 の 如く 追加 され る の で す 。 


(1) 外す , 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 耐 圧 1000V. A. C. 一 分 間 


(2) 機械 的 八 命 は 50 万 回 以上 , 接点 間隔 。 絶縁 抵抗 500V. 1000M9 以 上 
。 は 従来 の 単 極 品 より 広い . 動作 に 必要 な カカ (0. F.) 300~450g 
(3) 動作 カカ , 応 差 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 之 の 動 を (P. T.) 0.5MAX. p 
(4) 単 季 品 を 2 ケ 並 べ て 使用 する の と 違 。 動作 後 の 動き (0. T.)} 0.13MIN. 
い ス イッ チ の 投入 切断 は 2 回 路 同時 戻り の カ (R. F:) MgMIN, 日 本 開閉 器 工 業 株 式 会 社 
(5) 規 格 詞 差 の 動き (M. D.) 0.01~0,15 
電流 礁 量 125 :250V. 10A. A. C. 東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 64 4 ィ 


TEL 東京 (72) 代 表 3181 一 5 


\ 


しい 上 食 回 の 興 計 は 
ます 四 和 0 プリ ント 画 税 化 5 


©⑨ プリ ント 配線 な ら 専 門 メ ー カ ー の 銘 光 工業 に お 任せ 下 き い 。 

支 配線 図 や 簡単 な 略図 か ら で も 、 す ぐ で プリ ント 化 致 し ます 。 

太 設計 か ら 製 造 ま で 一 貫 し た 優れ た 技術 と 完全 自動 化 さ れ た 設備 か ら 
b. 生れ る メイ コー の プリ ント 配線 は きっ と 御 満足 の ゆく こと と 存じ ます 。 
2 ジ と ら 電子 球 集 般 が 


ブリ ント 配 


銘 光 責 巣 株 式 会 社 


東京 都 世田谷 区 祖師 ケ 谷 2~696 TEL (416) 3177 (代表) 
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RAPH 


101 一 X 形 


WjSIGR, 


a 


瞳 室 か ら の 解放 , 無 現 像 方 式 の 電磁 オシ ログ ラフ 
* 現像 操作 の まっ た さく 不 用 な 
・ 座 光 中 和 後に 観 半 で き る 
7 放 相手 ガル ポポ ノ メ ー タ ー を 偽 肝 
・ 大 振 尿 で も アテ アー クタ エ ラー (円 弥 灰 ) な し に 記録 
・ 損 作 も 保守 も 容易 
宇 な 侍 栓 ' 
SS ト 和 ,.420 ま た は 13 
Ea マフ ノ メ ー タ ー 電 奈 0 カカ 式 就 度 G9 
光 : に Fm: IOcm 
志 を まえ し 由 153mm。 長き る 30.5 m 
ER 選 1.2, 5,10 cm/sec 
(スイ ッ チ に よる 切換 ) 
・ 記 録 線 連 庶 J 750m/ sec 
e 放り 時 1/10, 1/100 sec また は , 1, 1/10sec 
FW i 呈 AC90 一 110V,50 ま た は 60S%% 350W 
e FF 庄 本 体 24.5※23x39.。 電源 人 13.5x20x25.7 
* 時 本 体 約 14ke, WA 10kg 主要 吉 処 
ィ ン シンク 大 きす シロ ダグ ダグ ッ う フ 
. et が 0 寺 - 
販売 元 三栄 測 器 商行 株 式 会 社 a 
東京 孝 条 宿 区 柏木 1 一 95 Tel. (371y 7117—8.,. 8114 万 ES EAN 
ms 光 三栄 レコ ー ダ ー 製 造 株 式 会 社 三栄 測 如 株 式 会 社 デラ ウン 管束 罰 損 時 守 填 
CCS 座 MI 低 ) (電子 寺 畔 品 隊 係 ) 
mm RE * ‘ — 
トラ ンジ スタ 式 イ メー ジオ ル シ コ eg カメラ 
多 全 トラ ンジ スタ 化 き れ て いる 為 小 型 ・ 軽 量 で 消 要 電力 
か が 僅少 ( 約 200W ) で す 。 
多 4 本 レン ズ タ ー レ ッ ト 方 式 , ベー ムレ と ンズ も 使用 可能 
Or 
金 真空 管 式 カ メラ 以上 の 安室 性 と 機動 性 を 有 し て いま す 
多 電 気 部 品 は 夫々 の プリ ント 基板 に 取付 けら れ 全 部 展開 
出来 る 構造 に な っ て いま す の で 保守 ・ 点 検 が 容 娘 です 。 
(現在 CB 己 C, 信 越 放 送 ・ 北陸 放 佑 等 の 民放 者 属 で 御 使 用 
中 で あり ます ) 
ドラ ンジ ス PE 型 テ レビ 中 鞭 車 
羽 が 国 遇 和 7 の 全 ト ラン ジス タ 式 テレ と ピ ビ 中 継 車 で , 上 掲 の 
イメー ジオ キル シコ ンカ メラ を は じ め あめ, 構成 機器 は すべ て 
トラ ンジ スタ 化 き れ て お り ま す の で 消 要 電 力 栓 め て 少く 
且つ 電 原 を 自 蔵 し て お おり ます の で 中 継 放 送 に 作 れ た 機 痢 
力 を 久 揮 色 し ます 。 
(北陸 奴 短 で 活 忠 中 の TV 式 中 継 車 ) 
(本 機 は 日 本 電子 機 鍛 製作 所 と の 共同 製作 で す ) 
上 通 棋 様 式 音 7 
1 P = 了 
東京 都 港 区 芝 西 久保 巴 町 49 番地 ( 三 角 ビ ル ) 電話 (431 ) 5536 ・5686 ・5750 
場 東京 ・ 川 崎 ・ 藤 沢 ・ 水 戸 営業 所 東京 ・ 大 阪 ・ 水 戸 
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PE st ec 


高 性 能 の OS 半導体 製品 


Las 

EL 

- OS サー ミス タ 気 
_ 温度 測定 用 時 間 遅 延 用 | 壌 
> 温度 補償 用 サー ジ 電 流 吸 収用 | 和 不 


> 折 巾 制御 用 音 種 測定 お よび 分 析 用 


六 笠 大 累 灯 作 所 


社 東京 者 練馬 区 貢 井 町 4 1 〇 番地 電 話 (991) 1 1 0 1 ( 代 ) 番 
銀座 営業 所 東京 都 中 央 区 銀座 西 フ 7 丁目 6 番地 (福田 ビル ) 電 話 (571) 8500・8501 番 


。 RP タッ チズ テー… 
SN LPLZ' 
人 ラベ a Rk OK. / 


aw ee" FI カカ UE 
i フ “ 4 yr/ gM (周り WiktenD 504. sec(20kce) 
人 ケ | 各 
NK CcC-1071 店 a 7 式 0 a 計 還 内 
i を 示 桁 数 行 0 一 999 数 和 守 表 示 賞 『 
実用 新案 申請 カタ ログ 贈 昨 


ト HD 斗 電 株 式 商 太 EL Gs 


バイ 7 イッ パー- タ ーー バイ 7 コッ パタ 


ォ ー ト ラジ オ ・ 宜 伝 カ ーー 拡声 機 用 
航空 機 ・ 船 舶 ・ 車 輔 無線 横 用 


DEAC F-L 方 


直流 徴 少 電圧 の 変 流 一 自動 制御 , 記録 , 測定 
入 力 1zV~30YV, 1mA 


ATT 


度 動 AC50~60CPS.6.3V 60mA. 
その 他 400 cps 馬 動 チ ョ ェ ッ パ 等 各種 


o> 進 電 波 株式 会社 


東京 都 品川 区 北 品川 4 の 564 電話 白金 (441)1126( 代 )-8 


カタ ログ 進呈 
得 り 希 詞 の 方 は 本 庄 名 記入 の 上 


吾 = 、 0 a 
優れ た 設備 の 工場 か ら 、 優れ た パー ツノ PR 課 ま で 申込 み 下 さい 


=  f ーー fg Af 李 ミン ミ 電 機 株 式 会 社 
i) A 絞 東京 都 北 多摩 郡 狂 江 町 小 足立 1056 
TEL (416) 2219・2619・2692 
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温度 特性 の 1 例 
SX YT 
70 O40 


周波 数 穫 350 %~2000% 
周波 数 許容 偏差 C 項 の 全 範 に 対し て 士 0.01 以 内 
適用 温度 範囲 0C ご ーー 十 60C 

周波 数 温度 係数 3 X10- 以 下 


(GTeut standard crystal unit 


周波 数 100KC・ 124KC ・128KC 
範囲 0 ご 一 60C 用 or 40 ご 70 ご 用 
係数 | 士 1 X10-/c 以下 


東京 谷 3F 卓 2136* 
電 Og 


町 5 番地 


" 


に た 


西 日 0 宗 秩 式 軟 詩 


本 社 ・ 工 場 大 分 市 大 字 駄 原 2899 番 地 電話 (2) 6141 
中 東京 営業 所 東京 都 日 0 室町 三井 ピル 内 電話 (241) 5084 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 中 之 島 三井 ピル 内 電話 (44) 3731 
福岡 営業 所 福岡 市 天神 町 39 三 井 銀 行 ビ ピル 内 電話 (74) 4084 
名 古屋 出張 所 名 古屋 市 広小路 西 通 三 井 物産 ビル 内 電話 (54) 3171 
小 廊 出 張 所 小倉 市 京町 10-381 五 十 鈴 ビ ピル 内 電話 (5) 2810 
札幌 出張 所 札幌 市 北 二条 西 3 丁目 越山 ビル 内 電 話 (2) 2056 
熊本 野 在 所 熊本 市 大 江 町 九品寺 2 9'4 の 1 (4) 3343 


J 
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505A 形 i 全 に 短 落し て も 1 2 1 形 505cC 形 


( 全 ト ラン ジス タ 式 ) 安 , 。( 特 許 出 願 中 ) ! 全 ト ラン ジス タ 玉 の (電子 管 式 ) 


i 


es 本 器 は 出力 埋 征 100-500V (連続 可変 ) で 300mA 
本 器 は 出力 電圧 0~46V (連続 可変 ) で 6A (最大 ) 1 Ett hitbhietilonos = 


わり まず 。 
の 電流 が 供給 で きる 直流 安定 化 電 源 で あり ます 。 
; 1. 安 定 化 直 流 高 庄 
oe 出 力 100 一 500V 0 一 300mA 
出 力 電 庄 0 一 40V 連 統 可 変 安室 度 二 0.05% 以 内 
出 カカ 電 流 6A YY I ル 7 AmV TF: 
出力 電圧 安定 度 二 0 5 以内 に a A rie 6.9VDC 0—1A 
= 、 子 計 また は 自動 制御 プラ ント 用 に ES = 
a 適する よう 総括 し 、 そ れ ら の 各回 路 の 保 安定 度 。 二 0.5% 以 内 
内 部 抵 抗 061n 以 下 護 を な ら び に 警報 回 路 を 有 し 、 ま た リレー リル 10m-VA 
。 0 等 に よる 制御 運転 回 路 を 有する 総合 電源 . 繊 条 用 交流 出力 (2 系 統 ) 
ペ カ 電 源 AC100V 50 一 60% ご つ ぁ り ます 出力 電圧 6.3VAC (unreg,) 
単 相 (仕様 に より 各種 を 製作 し で お り ま す 。 ) 出力 電流 3A 
消 匠 電 力 最大 3900VA 入力 電源 . 室 格 (1I ) AC200V3 相 50/609% 
定格 (TT ) AC100 V、 単 相 電圧 変動 キキ 5% 以 内 


{ 


本 器 は 後段 加速 形 5 イン チ プ ブラ ウン 管 を 有する シン クロ スコ ー プ 系 統 と 2 個 
の 直流 増 巾 器 を 有する 検出 系 統 を 結合 する こと に より 、 試 料 4 個 を 接続 し 任意 
eid Sci び 定 量 測 定 す る こと が で きる よう に な っ て お り ま す の 

、 従 来 こ の 種 測定 装置 で は 非常 に 困難 で あっ た 比較 お よび 定量 測定 を パネ ル 
“ig ne se tet 


測定 項目 . B=B(t) 磁 東 密度 波 計 
H=H (t) 磁界 波形 
| (H) BーH カ ー プ 
= (t) 巻 . 線 出 カ 
3 財 定 周波 数 50. 350. 420,1.000,1. 200% 
感度 B 軸 10mV/cm 一 10V/cm 
日 軸 100mV/cem 一 10V/ cm 
位 相 療 1% 一 100kc 十 5* 
使用 CRT 5ABP1 
入力 電源 90 一 110V、 50 一 609% 


量 カタ ログ 


東京 都 八王子 市 元 本 郷 町 2 一 1 55 
TEL 信 王子 (026)2 局 2380・6748 一 9 
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音響 ・ 振 動 ・ 電 気 の 標 準 測定 器 
人 周波 トラ ンス 総合 特性 試験 淫 置 552-T 
290¢4~—~20Kc 


最少 読み 取り 0.1 db ラッ ルス ケー ル 10db 


0~ 59.9 db 
0.1db ステ ッ フ * 


3008 


20%~20kc 28b 
土 0.2db 


ee=d 


a 3 
xp 
Y 軸 +54db 


X 軸 20%~-20kc (3・6・12r.p.m) 
トレ ー サ エリ アア 8 cm X 12cm 


日 本 測 器 株 式 会 von 


社 東京 *. 都 鶴 当 区 あ 容 要 お 交 S02 
TEL (591) 1034・3864 
横浜 工場 横 浜 市 保 』 キ クタ 」 谷 区 西 欠 保 町 8 3 
TRE T430040 計 7 
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et eer 


A 
見 組み 合わ せ た 
日 立 中 央 研究 所 
イメ ー ジ オル シコ ン に よる 
電子 ズー ミン グ 
ズー ミン グ の 電子 化 東芝 マ 研 


燃料 電池 の 現状 と 問題 点 


NHK 技 研 
電子 線 加 熱 共 着 法 
理化 学研 


芋 現 謙 箇 況 


麻理 化学 研 


セ ュ ニッ 
光 継 電装 置 と その 応用 


日 本 セレ ン 


EK 


(KK) 


特許 紹介 ・ 内 外 新 ! 
し い 技 術 者 ・ 読 者 ペー bs 


Ofice and Industrial Automation 
情報 処理 を 核心 と し た オ 
技術 機器 の 普及 と 啓 蒙 の た め の 技 術 誌 


7 月 号 一 特集 ・ 情 報 処理 機構 
© 情報 処理 全般 の 機構 〇 情報 検索 の た め の 機 械 〇 


ー ト メー ショ ン 


自動 翻訳 機 ⑧ 機 械 要約 法 〇 ⑧ 音 声 の 機械 的 認識 ③④ 人 
工 頭 脳 と 情報 処理 ・ ル ー プ 自動 制御 ・ シ マビ ェ ト の 
電子 計算 機 (3③・ 企 業 の オー トメ ーション 
・ ア ヌメ リカ の 経営 機械 化 の 例 (3) 
8 本 を 村 され る | 
各 謀 5 ご ) H 
1 部 \ 180 直接 者 入っ 御 予 約 
誌 半 カ年 \ 960 店 頭 販 売 を 
放 7 ポカ 年 1920 まん | 
A 3840 の で 御 予 約 な き 場 合 
(ファ イル 2 部 付 ) は 入手 困難 で す . 
て 海外 向 げ は ユカ 年 送料 360)0 1 


東京 都 台東 区 仲 御徒 町 3 一 20 (池内 ビル ) 
電話 (831) 6464・5094 振替 東京 34089 


光政 書院 
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- 高 能率 計算 機 


中 山 良 明 他 
本 田 健 一 
難 波 
4 ヒビ カド ミミ RR i 
ト 田 公 
セコ ニッ ク 光 導電 体 と その 応用 に つい て 

松 = 和 肉 ” 実 
牧野 昭三 郎 


eS Se 


進 


正 他 


・ 新 ら 


凍 取 四 洪 論 さ で ユー で > 晶 訪 吉 避 


ジン 


SY 


店 > 
瑞 OOH 則 益 扶 
・ 立 細 ら 


= 
型 OOIN 1 


x 


=| 省 に 高 度 の 学問 的 水 導 
よる 
画 電子 技術 者 の 要 ! 


aia 
を 維持 し , 


業界 の 発展 に 寄 


ゴ ’ 


こたえ 業界 の 指針 た ちら ん と する 


FP 


E.L. を 用 いた 表示 並び に 論理 装置 


穫 大 


トラ ンジ スタ 正弦 発振 器 の 現状 


(技術 英文 の 書 


半年 分 


Sh | 


NT TZ Ty 


避 電 
3 
mo 
醤 


メリ カ の 研究 者 達 
グラ ジブ ポン フラン スエ 穫 
連載 / サ イ バ ネ ティ クス 入門 


確実 入手 に は 直接 購読 を 


900 円 (5 分 引 ) 
1 年 分 1,710 円 (1 割引 ) 


定価 150 円 120 責 


き 方 ) 


正 隊 厨 隊 了 野 路 喘 図 盾 男 


踊 層 普天 憲吾 放 3 遊 后 嘩 ささ 
妹 言 虹 江 3 避 摺 定 = 六 べ > 二男 


副 蘭 舞 己 ・ 山 一 ニニ rH 吾 で ここ ロロ 


1 立 中 研 
D.C. コン バー ター の 設計 


Eg 
昌 


東 


試験 所 


電 々 公社 


・ 山 ペー ォ 再 ご 還 ・ 


沙 膝 詩 蘭 吾 
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HY 
で ご ※* 舞 庄 ぶ 
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~~ © 
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褒 *ー 汗 展 上 ※ 譜 聞 


過 こ = に 


< 川 光雄 


SA 他 
菊地 誠 


ニー ク 社 


池原 止 藤 秀 
前 田 光 治 
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陣 千 


HOOO 1 


ON NMED 


踊 扶 


LL コレ ーー 
Nd 拉 L 


時 百 州 の き 吾 NS 同意 ーー 4 


NVI INS 相 指 理 憶 措 画 


展 虹 溢 蘭 避 ・ 山 一 ニ ・N き I ・ で TIT で UI で 4 


且 避 芋 下 忠志 ・ 弄 上 謙 忠生 > 


( 喋 電 ・ 二 ) 


= 


ブン. ラウ 
オナ オン シン ロ ズ スズ コー ププ 


本 器 は いわ ゆる シン クロ スコ ニー ププ とい われ て いる も 
の で 130mm の プラ ッ ウン 管 を 使用 し , 垂直 増幅 DC 一 2 
Mc, 2 m V/cm 一 20V/em の 高 感 席 沢 用 オシ ロス ョ コー テテ 
で あり ます 。 

本 器 は 従来 この 種 の 製品 に あり が ちな 取扱 い の 複雑 
きゃ や, 不安 定 き を 取 除 き , 簡単 に 操作 で き る よう 留意 
し て 設計 きれ て お り ま す 。 

用 途 

一 般 正 弦 波 波形 , パ ルス 波形 , リ レー や スイ ッ チ 等 の 
動作 波 天 な ど を 各々 線 う 返し 現象 , 或 は 1 回 限り の 現 
象 に つい て 定量 的 観測 な ら び に 写真 撮影 が で きま す の 
で 直流 か ら 2Mc の 和 帯域 に わた る 諸 種 の 調整 , 試験 , 
i 則 定 に 好適 です 。 

特 長 
1 掃引 方 式 は 1 つの ダイ アテ アル で 選択 で き , 極め て 安 
定 で す 。 
高 感 庶 , 高安 定 で す 。 
平衡 入力 可能 。 
優れ た 直線 性 。 
等 レ ベル を チェ ” 3 る と が で き 大 
煙 点 が 明る い 。 
定量 的 測定 器 で す 。 
表面 パネ ルル は 操作 が 容易 な ょ うに 設計 きれ て いま 
すず 。 
格 
垂直 軸 回 路 
語 度 : 2mV/cm 一 20V/cm 13 と レヒ ンジ (2mV/cm 
ー50m V /cm で 平衡 入力 可能 ) 
確度 は 全 レ ンジ 土 3 % 以 内 
周波 数 特性 : 感度 2 m V/cm 一 10m V /cm で は 
DC 1.5Mc — 34dB 以 肉 。 
感 護 20mV/cm 以 上 の 全 レ ンジ で は 
DC—2Mec 以内 
直線 性 : プラ ウゥ ウン 管 上 士 5cm の と ころ で 3% 以 下 
の 衰 姜 
2. 水平 軸 回 路 
掃引 方 式 : 
トリ アガ 撮 引 , 単 掃 引 l, 自動 自 了 大 掃 引か が 単 一 スイ ッ 
チ に て 切換 可能 。 但 し 自動 自 励 揺 引 で は トリ ガレ 
ベル 寺 に 固定 。 ト リガ ダ す る 信号 は 25% 以 上 ,。 
掃引 速 慶 : 
2S/cm 一 1 ヶ gS/cm 20 レ ンジ 確 席 土 3 % 以 内 。 
トリ ガ 周 波数 範囲 : DCー2Mec 以上 
3. プラ ウン 秒 回 路 
プラ ウン 管 :130 HB1A 加 遠 電圧 約 2.6kV 
直 : 接 偏向 感 護 : 垂直 軸 約 10V/cem 
水平 軸 約 16 V/cm 
4. 電 原 : AC 100V 土 10V 50/609& 約 200VA 


ee i 


ON の Nh WN 


天 


款 横 河 電 製 作 所 
: 豆 詩 he 
本 社 ・ 工 場 : 東京 都 武蔵 野市 喜 祥 寺 3000 電話 東京 (391) 代 表 1901・ 武 蔵 野 局 (022-2) 代 表 3701 支店: 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 小 倉 。 出張所: 新潟 ・ 広 島 
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電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 肖 
昭和 36 年 8 月 開催 通知 "20 人 


本 会 会 員 は 誰 で る も, 任意 の 委員 会 に 自由 に 参加 で き , 研究 発表 も で きま す 。 研究 発表 希望 
者 は , 委員 会 名 を 指定 し て 前 «月 末日 まで に 本 < 会 宛 お 申込 み 下 さい 。 


EE 1 電子 計算 機 研究 専門 委員 会 委員 長 後 藤 以 紀 
日 時 8 月 24 日 ( 木 )14 時 へ ~16 時 30 分 

場 所 日 本 電子 工業 振興 協会 ( 洗 区 芝 西 久保 巴 町 35 ) i ‘9 
論 天 ①TITAC 到 に つっ い て 琴 飼 直 吉 君 当麻 志和 状 君 足 エ A 


NE hi 


(2) KDC 一 [の 磁気 テー プ 記 憶 装 置 3 
_ 二 溢 前 田 憲一 君 ・ 坂 井 利之 君 ・ 矢島 修三 君 ( 京 大 i 
“ 古谷 勝美 君 ・ 太 田 栄 一 君 ・ 万 代 博 売 君 (日 te 
4 2 磁性 材料 研究 吾 門 委員 会 委員 長 es 
才 日 時 8 月 24 晶 ( 木 )14 時 ~17 時 RR 
場 所 電気 通信 学会 会 議 室 ( 生 代 田 区 富士 見 町 2 の 8, 国電 飯田 橋 駅 水道 橋 寄 り 政 炉 日 下車 ) a 


4 


講 。 題 (1) 強 星 薄膜 の 復 素 通 秦 率 の 測定 。 小学 原 直行 君 ・ 久 崎 。 力 君 都立 信 
関口 真彦 君 ・ 長 久保 新 三 君 金子 。 了 君 TDK 中 研 ) 
2 新 計 算 機 用 素子 ベ ズ プ ラ ト r ン に つい て 志 村 秀 雄 君 ( 通 


8 航空 電子 機器 研究 専門 委員 会 委員 長 岡田 実 
|。  - 時 8 月 28 日 (月 )14 時 へ ~16 時 30 分 i 
; 場 所 東京 大 学 航空 研究 所 (目黒 区 胸 場 856, 14 号館 図書 室 ) 
議 題 FAA の 実験 を ンタ ー 祝 察 報 告 3 A 
岡田 実 寿 (東大 航 研 )・ 山 中 恒夫 君 (東芝 通信 機 技術 部 


0 ーー 


A 


; 


- 
0 
芝 
- 
» 
gE 
0 


 ※ 上 記 以 外 の 各 委 員 会 は 本 月 休会 


トラ ンジ スタ 研究 専門 奏 員 会 シン ポジ ッ ゥ ム 期 日 変更 に つい て 


‘ 1 ジス 研究 専門 奏 員 会 a 委員 長 岡部 豊 比 古 
。 本 会 誌 5 月 号 で お 知ら せ し ま し た トラ ンジ スタ 研究 専門 委員 会 の [ 座 則 カト ラン ジス タル 
と トラ ンジ スタ の 許容 電力 損失 」 に 関す る シン ポジ ゥ ム は , 来る 9 月 開催 予定 の 所 , 
11 月 の 本 会 全国 大 会 シン ポジ ウ ム に ふり か える 事 に 致し ま bo 従っ て 申込 原稿 提出 等 : 
mt。 全 還 大 会 シン ポジ ゥ ム と し て の 手 統 を と っ て 衣 く 事 に な り ま す が , 本 用 呈 関 は 
3 研究 成果 を お 持ち の 方 は 辻 っ て 御 応 募 地 き た いと 存じ ます 。 


RS 4 


昭和 36 年 度 東洋 レ ー ョ ン 科 学 技 術 賞 候補 者 
お よび 科学 技術 助成 候補 者 の 推 せ ん に つら に て 

社団 法人 東洋 レー ヨン 科学 振興 会 よ ょ り 本 学会 完 上 記 愉 補 者 挫 せ ん の 依頼 が あり まし た 。 
に 
に 学 技 術 賞 候補 者 (本 賞金 え ダル 副賞 250 万 円 ) 本 学会 に 関す る 分 野 で , 下記 に 該当 す 

の 

その 効果 が 大 きい も の 。 (4 技術 上 重要 な 問 呈 を 解決 じ て , 技術 界 に 次 献 す る こと 大 な る 

も の (原則 と し て 1 件 1 人 
2. 科学 技術 研究 助成 候補 者 (1 件 約 1, 000 万 円) 
本 学会 に 関す る 学術 , 技術 の 基本 的 な 研究 に 従事 し , その 研究 の 成果 が が わが国 の 学術 の 

進歩 と 技術 の 発展 に と 対し, 献 買 する こと 大 な り と 考え られ る 研究 を 行っ て いる 研究 用 も 

し く は その グル ー プ 。 
本 学 < 会 は 科学 技術 賞 候補 者 に つい て は 2 件 以内 研究 助成 候補 者 に つい て は 3 件 以内 推 せ 
ん する こと に な つて いま すか ら , 応募 希望 者 は 関係 の 研究 専門 委員 長 ま た は 本 会 事務 所 に 
連絡 の 上 , 必要 事項 記載 書類 を 昭和 36 年 10 月 16 日 まで に 本 会 事務 所 に 御 提 出 下 さい 。 
応募 者 に つい て は 理事 会 で 選考 し 推 せ ん 手 を どり ます 。 た な おお; 科学 技術 全 分 野 を 通じ 。, 
科学 技術 賞 は 4 件 以内 , 助成 は 約 14 件 , 贈呈 表彰 の 期日 は 昭和 37 年 3 月 の 予定 と の こと 8 


岡部 記念 研究 将 笹 金 の 申請 を よび 推計 に ついて 一 
岡部 記念 学術 奨励 金 な は, 電気 通信 お ぉ お ょ び 電 子 応用 に 関す る 学術 に 従事 する 新進 の 科学 者 ま 
た は 技術 者 で , 特に 独創 性 が あり 優秀 と 認め られ た 研究 を な す 者 を 美 励 し , 将来 の 発展 の 
一 助 と する た め に 贈呈 する も の で ある 。 科 学者 また は 技術 者 自身 の 申請 に 限ら ちず 偏 人 , ま 
た は 団体 に よ ょ る 他 葉 も 認め る こと と いた し ます 。: 申 請 希 望 者 お よび 推 落 者 は , 下記 各 項 を 
参照 の 上 申請 また は 推 基 し て 下さ い 。 


A 


» 


a } 

1. この 料 励 金 は , 申請 者 だ および 被 推 歳 者 に つい て 本 会 の 岡部 記念 奨励 金 委 員 会 が 審査 選考 
し , 理事 会 の 決議 を 経て 贈呈 する 。 

2。 この 奨励 金 の 額 は , 1 名 5 万 円 と し , 2 名 に 贈 時 する 。 た だ し 適当 の 者 が な いと き は 
1 名 に 止め , ある い は 贈 量 を 見 合せ る 場合 も ある 。 , 

3. 申請 者 また は 被 推 葉 者 は , 和 36 年 12 月 31 日 現在 で 稽 35 以下 で ある も の に 限る 。 

4. 申請 また は 推 為 手 続 (て イ ) 申請 者 は 所 定 の 申請 用 紙 に (請求 に ょ っ て 送付 する ) 必要 
事項 を 記入 し て 申請 する 。 こ の 申請 と は な る べく 所 属 長 の 推 共 を 得る こと と する , 
「(m) 推薦 する 場合 は , 本 人 の 了解 を 得 て イ 項 の 申請 書 を 作成 し , 推 功 理由 を 附 し て 推 

に 訪 す る 。 審 査 の 都合 上 , さら に 詳細 な 資料 の 提出 を 求め る と と が ある 。 

RN 5 申請 書 ま た は 推薦 書 提出 期限 昭 和 36 年 12 月 31 日 

ど 6.| 申 請書 また は 推薦 書 提出 先 。 東京 都 千代 田 区 富士 見 町 2 の 8 社団 法人 電気 通信 学会 

か 7." 発表 方 法 は 受領 者 に 通知 する ほか , その 氏名 , 略歴 , 業績 厩 要 等 を 本 会 誌 に 掲載 する 。 

a 8 中 請 赤 加 は , 特別 の 加 情 の な い 際 り 反 部 し な い 。 た だ し 。 守 奏 の 都合 上 損 出 を 求め た あ | 
+ 考 文 献 , 著書 等 は 返却 する KR ke 8 
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の 昭和 36 年 度 電気 通信 学会 を 国 大 会 ーー Ke 
一般 講 演 ちょ び ム 講 演 募 集 
申込 お よび 原稿 提 田 期限 8 月 21 日 (月 ) 午後 5 時 上 


一 般 講 演 ・ シ ン ポ ジッ ム 講 演 夢 集 要項 


3 期日 昭和 36 年 11 月 11 日 (H) ~13 日 (月 ) 
ee 会 場 東京 電機 大 学 (東京 都 千 代田 区 神田 錦町 〕 : 

ペ 1. 応 蓮 者 の 次 格 2. 講演 槍 容 3. 応 夢 上 の 制限 (以上 6 月 号 会 告 参照 ) | 
‘ 4. 講 演者 連名 の 場合 は 講演 者 に 〇 包 D を つけ る と と (この 登録 され た 議 演 者 以外 は . 稲田 記念 学術 奨 
™ 励 金 受領 着 選 定 の 対象 た となり ませ ん ) 3 2 
3 5 発表 形式 次 の いずれ か に よる 。 (A) 一 般 演 譜 CB) シン ポジ ッ ム 講演 cs , 
「 当 する 内 容 の を の で ある こと ) 内 容 審査 の 結 課 (CA) か ら (B) へ , また は (B) か ら (A) へ 
3 柚 変更 する こと が ある 。 (で の 場合 原稿 の 書き 替 を 葉 よ び 参 加 費 の 変更 は 行わ な い ) 

放 | 6: シン ポジ ッ ゥ ム 課 題 a 


x ‘ ーー 


- “ EE ME a EE Re 


都 門 | 課 是 | 関係 委員 開 
5 EE 3 CT ET TR Te RS 
3 理 論 | S—1 パタ ー ン 認識 の 諸 問 是 A イシ ホメ ーション 理論 
| | オー トマ トン と 謝 動 制御 


同 。 上 | 8 一 2 高 信 問 訟 化 の 譜 問 題 こ | 信頼 性 と 品質 管理 
i 半導体 ・ ト 83 高 出力 トラン ジス タ と トラ ンジ スタ の | トラ ンジ スタ | £ 
; と 和光 話 容 電力 損失 | ] ] os = 3 
半 憧 ・。 |84 航 更 お よび 航 窟 用 レー ダー の 詳 問 題 | 航空 電子 機器 の 


| 提 流 伝 ば ん ‘85 電波 区 収 剛 


"y 0 1 hp RC 
: 層 中 を マイ ク ョ 波 伝 送 
‘ 8 gt sob : |. 戻 用 電子 装置 


| 入 議 。 3_8 p CM 通信 方 式 (部 分 的 回 路 を 関 、 通 信 方 式 a a \ te 
する も の は 除く ) a Os 


i: 区 形式 CA) の も の は 1 件 10 分 以内 A eI 0S 
“ wn は 1 件 20 分 以内 。 TV 
‘8. . 喘 演 予 生 : 論 護 お よび 別 避 の 居 (6 月 号 会 告 参照 ) 4 
Ey 者 参加 旨 発表 形式 (A&) は 400 円 , CB) は 500 円 , 大 会 次 第 書 , 参加 剖 , 中 80 部 を 選 呈 
了 た だ し 品 演 不 採択 の 場合 は 参加 費 を 返却 する 。 a “} 
び 原 mx @) 「 講 引 申 込 用 紙 」 計略 「 原 褒 の 替 き ガ 」 は 申し 出 に よ り 変 


する こと と い た し ま し な この 機 を の が El まず 本 5 希望 いた し ます 2。 , -。 


聴講 者 が : 科 学 計 算 用 内 部 記 情 方 1— ア ド 0 ジタル 形 計算 機 を 用 いて , 自己 の 直面 し て い る 問 
題 を 解き 5 る よう に 

1. ハー ドウ ェ ア ー に 無関係 な プ ブ ョ グラ ミン グ お よび コー ディ ング の 初歩 

2. 電子 計算 機運 用 上 と くに 必要 な 各種 方 程 式 の 求 解法 の ェ ッ セン ス 

の 手ほどき を する 。 ま た 電子 計算 機 の 能力 ・ ・ 効 用 を 周 詳 者 が 体得 し うる よう に 

: き 3. 各種 の 具体 的 応用 例 と 経済 的 効果 の 解説 

| を 実施 する . 

。 に =| 時 昭和 36 年 9 月 25 日 (月 ア ~30 日 ( 土 ) 6 日 間 , 毎日 午後 エ 時 か らち 5 時 ま で 

会 " 場 日 本 電気 工業 会 4 階 講堂 (東京 都 千 代田 区 永田 町 2 の 1, 都電 ・ バ スズ 溜池 下車 

科目 ぉ よび 講師 : 5 ; 
EE 急 | 期日 | 科 。 上 陸 間 問 包 


0.5 


; |, 5. 電気 機 棋 へ の 応用 
. 避 の 避 厳 | 械 松 立木 ( 電 。 唄 ) 1. 変圧 器 の 設計 計算 。 10.5| 用 口 芳 居 ( 東 。 芝 ) 
* 29 日 | 。 2. 変圧 紅 の 特性 計算 |0.5| 栗 田 健太 郎 (日 立 ) 


3 i rR 1.5| 田村 康男 ( 早 大) 3. 交 流 横 の 設計 計算 0.5| 清水 照久 (富士 電線 ) 
ーー 4. 電気 横 器 の 特性 計算 10.5| 小田 壮一 ( 明 電 合う 


f に > - 闘っ 語 - つ 2 司 - 葉 

の 祭 条 (B) i 
: ‘a: Vt 衝 < 5. 計算 使 用 の 実際 況 堂 多 舌 ( 電 。 試 ) 6. 旭 倍 技術 へ の 応用 
二 Y 


3. 数値 解 析 1 洛 波 伝播 関係 0.5| 池 上 文夫 ( 通 研 ) 
1. 党 衝 分 方 恒 式 の 肥 松 立木 (0 電 起 ) 2. マ イク ョ 波 技 系 0.5| 中 大 昭 次郎 ( 三 鞍 電機 ) 

ーー 数値 解法 3. フ ィ ル タ の 好 計 0.5| 家 所 得 奈 日 本 電気 ) 
2. 逝 立 一 次 方 種 式 の 高田 勝 ( 東 。 大) 4. ト ラフ ィ ツ タ 計 算 0.5| 新井 克彦 ( 通 。 研 う 


CT 玉 夏 夫 民 方 衝 式 の 5 多 積 ( 電 
CE 六角 泥 堂 多 積 


‘27 日 . 


0 : 7. その 他 へ の 応用 
0 1 4. 押 弄 . OR 共 1. モ ン テ カ スル 本 法 1.0| 度 津 。 一 (松下 通信 う 
1. 電 . 0.5| 小宮 C 1 研 2. デ ョ ィ ジ 3 0.5 ( 略 杯 
| 無効 電力 配分 RE 30 日 ri を 李 本 葉 て 同調 地 電 ) 
日 「 2: 過 護 安 定 度 0.5| 由 衝 (CH) さて 5 a 
Co | 者 0.5| 橋 謀 婦 答 (電力 中 硬 ) A Ri 
| a 0.5| 山田 迷 ー( 三 圧電 内) 4. 原子 炉 設計 計 四 0.5| 中山 隆 ( 原 研 ) 
| 送電 線 ・ ケ ー プ ブル 収 計 |0.5| 信田 連日 立 電線 ) 0 
想 講 立 ( 予 季 1 冊 氏 を 含む ) 正 員 2100 円 学生 ( 准 員 を 含む ) う 1,800 円 会 員 外 2,400 円 2 


事業 維持 員 か ら の 参加 者 が 正 員 で な い 場 合 は , 継 持 員 会 要 1 口 に つき 1 名 の 拓 合 で , 正 員 の 「 
扱い と し ます 。 

| 予稿 B5 版 約 2550 ペ ー ジ オフ セツ ト 印 刷 , 一 般 玉 布 価額 650 円 (送料 100 円 ) 由 講 者 に は 1 

は 区 上 げ ま す が , その は か に 入 用 の 場合 は 上 記 の 価額 で 頒布 し ます 。 

定 上 只 200 名 , 聴講 決定 者 に は , 聴講 券 お よび 予稿 引替 券 を 送付 いた し ます 。 る 

車 唆 締切 8 月 31 日 ( 木 ) た だ し 期間 中 で も 定員 に 達し 次 第 締め 切り ます 。 。 A 
| 晶 込 先 電気 学会 東京 安部 (東京 者 千代 田 区 有楽 町 1 の 3, 電気 クラブ 内 ) 

i 住所 氏名, 勤務 先 ) 正 員 , 学生 , 事業 維持 員 , 所 属 学会 会 員 外 の 区 別 を 記載 し , 聴 庶 料 
の を 涯 を て 申し 込む せこ と 。 * 
: 。 予 策 だ け 入 用 の 方 は , その 覧 を 札 載 する と と (本 は 会 中 で も お わけ する 予定 で す が i 

確実 に 入手 し た い 方 は 8 月 31 日 まで に お 申し 込み 下さ い ) 3 

〇 振替 で 申し 込む 場合 は 東京 3168 番 , 電気 学会 宛 と し 通信 柚 に 必要 事項 を 記載 する こ 0 


電気 学会 東京 支部 ・ 「 電 気 通信 人 東 京 文 他 


4 


Fr - 昭和 364 年 度 i 会 案内 
| 会 場 盛岡 市 上 田 岩手 大 学 工学 部 
日 程 10 月 12 日 ( 木 ) 午前 > 午後 … 一 般 講演 及び 報告 夜 …… 懇 親 会 
10 月 13 日 ( 金 ) 午前 …… 一 般 講演 及び 報告 午後 シン ポジ ニュ ャ ゥ ム 
10 月 14 日 ( 土 ) 午前 > 午後 …… 見 学会 
シン ポジ ッ ゥ ム "最近 の 制御 技術 
見 学会 A 班 岩 洞 地下 発電 所 見 学 ( 会 費 300 円 , 定員 30 名 , 申込 先着 順 ) 腎 温泉 (7 時 ー 


30 分 発 ) 盛岡 市 ~ 岩 洞 ダ ム 取 入口 ~ 玉 山高 原 ~ 第 一 発電 所 ~ 第 ご 発電 所 
3 7 高原 第 一 発電 所 ~ 第 二 発 電 所 店 


BB 班 谷村 氏 .K 新興 製作 所 及 縦 度 観測 所 見 学 (会 費 500 円 定員 50 名 , 申込 | 
作 先着 順 ) 貞 温 泉 (7 時 30 分 発 , > 友 岡 市 へ 新興 製作 所 (花巻 市 ) ~ 線 度 令 測 所 上 違 、 
(水沢 市 ) ~ 中 潤 寺 (平泉 町 ) へ 平泉 駅 (16 時 30 分 解散 ) 0 
C 班 富士 製鉄 K.K. 釜石 製鉄 所 見 学 (会 費 500 円 人 員 制 限 な し ) 盛岡 バス セー 
ンタ ー (7 時 20 分 発 う > 釜石 【 こ の 間 定 期 バ ス 利用) ~ 釜 石 製鉄 所 (16 時 解散 ) 
懇 鶏 会 10 月 12 日 ( 木 ) 午後 6 時 30 分 ょ り 会場 清 温 医 (上 温 泉 ) 会 費 300 円 
' 会 場 の 都合 に より 定員 100 名 , 申込 先着 順 と する 。 
講演 及び 技術 報告 募集 要項 
q 講演 者 及び 報告 者 主催 学会 会 員 に 限る 。 連 名 の 場合 は 講演 者 , 報告 者 に 〇 印 を っ つけ る 事 
| | 庄 演 及び 技術 報告 内 容 講演 es Si 技術 報告 一 最近 行っ た 工事 | 
報告 現場 実験 報告 ) 新 製品 の 紹介 等 特に 現場 に 直結 し た 実験 研究 の 発表 
Et 申込 Ses し 都合 に と より 講演 を 制限 する こと 


ふと > る 
: I 1 件 15 分 以内 但し 都合 に より 制限 する こと が ある 。・ 
| | 騎 演 及び 技術 報告 中 込 先 仙 如 市 税 小 路 5, 東北 大 学 工 学部 電気 工学 科 内 0 
i 電気 関係 学 会 東 北 支部 連合 大 会 要員 会 | 
_ 計 湊 及び 技術 絆 告 込 太 護 演 及び 技術 報告 の 予 衝 集 は , オフ セッ ト 印 刷 に より 出版 し ま 
典 | す 。 講演 者 及び 報告 者 の 出さ れ た 原稿 を その まま 印刷 の 原版 と する も の で すか 
財 


PV 


Fm ~~ 
a 


に ら , 原 筑 は 所 定 の 原稿 用 紙 た 記載 する 必要 が あり ます 。 原稿 用 紙 ( 本 次 1, 200 字 ) 
は 講 交 及び 技術 報告 申込 に より 差 上 げ ま す 。 (郵送 を 要する 場合 は 返信 料 20 円 こ 

i を 添付 し て 下さ い ) 講演 及び 技術 報告 申込 に は 所 属 学会 , 講演 人 又は 技術 報告 題 トー 

き 目 ) 論 交 著者 講演 及 び 報告 者 を 記入 し て 下さ い 。 講 告 及び 技術 報告 申込 期限 


| は 呆 和 36 年 8 月 31 日 午後 5 時 (この 時 刻 後に 到着 し た も の は 受 受理 し ませ ん ) 講 | 
\ 補 人 9 間 吉 克幸 告 者 か ら は 。 褒 泊 及び 撤 術 入る 替え 別 則 50 部 の 実費 200 円 | 


原村 細 多 基 限 9 月 15 日 午後 5 時 
か 稿 集 希望 者 は 所 要 部 数 を 申出 て 下さ きい 1 部 約 300 円 

見 学会 . 超 太 会 申込 9 月 15 日 密 申込 先 宿 舎 幣 許 申込 と 同じ ] ” 
RA 申込 先 ・ が 岡 布 止 田 岩手 大 学 工 学部 電気 工学 科 一 戸 英 叙 移 。。 5 
0 A 者 了 9 月 1 15 日 名 宿舎 感 岡市: 杜 険 砺 定員 50 名 一 紳 500 同 コ 
TE ys 貞 温 泉 : 清 温 荘 定員 80 名 同上 
。 昌 唱 衣 秀 山 奉 定員 50 名 員 上 " 


の 
電気 四 学 会 東海 衣 部 連合 大 会 ーー 3 
標記 連合 大 会 を 下記 に ょ り , 一 般 講演 並び た 2 部門 の 分 科 会 ste MME LRT. 3 
礁 っ て 応募 され る よう 希望 し ます 。 計 で 
会 場 名 古屋 大 学 工学 部 (名 古屋 市 生 種 区 不老 町 ) 
昌 程 11 月 10 日 ( 金 ) 午前 > 午後 Os; 
特別 講演 , 一 般 講演 , 超 高 圧送 電 技術 分 科 会 講演 , 講演 終了 後 , 懇親 会 
11 月 11 日 ( 土 ) 午前 > 午後 。 一 般 講演 , 放電 プラ ズ マ 分 科 会 講 閣 
| 講演 集 要項 (一 般 講演 , 分 科 会 講演 共 ) Es 
| 応募 者 の 主 側 学 会 会 員 に 限る 。 た だ し 東海 支部 所 属 者 に 限ら ない 。) 連名 の 場合 も 詳 演 者 
| 格 は 会 員 で ある と と 。 ; 
| | 量 注 内 容 最近 行っ た 研究 , 計画 お よび 工事 報告 , 現地 試験 報告 新 製品 の 紹介 等 。 特に 「 
な 現場 に 直結 し た 実験 , 研究 の 発表 を 希望 する 。: 
| | 応 の 申込 件 数 の 制限 は 行 は な い 。 た だ し 内 容 が 極め て 類似 し た も の が 数 件 に わた る 
| | 銘 限 - こと は 認め な い 。 
_ 麟 演 部 門 一 般 講演 並び に 分 科 会 講演 の 別 を 明記 し , か つっ 一 般 講 演 の 場合 。 連合 大 会 (人 本 
ec 国 ) の 部 門 た 江 じ て 。 発表 希望 部 門 を 申出 る と と 。 た だ し , 組合 せ の 都合 に よ 
< り 変更 する と と が ある 。 
講演 時 間 一 般 講演 は 1 件 15 分 以内 , 分 科 会 講演 は 1 件 20 分 以内 で 替 要 時 間 を 申出 る こ 
ご, と 。 た だ し 都合 た より 短 千 する こと が ある 。 
講演 要旨 用 与 印刷 に より 論文 集 を 発行 する 。 講 演 申 込 者 は 下記 た ょ り 要 堅 を 提出 する と と 。 
1 件 に た つき 一 般 講演 は 2400 字 以 内 ( 刷 上 り 2 頁 ) 分 科 会 講演 は 4800 字 以 内 ( 吊 
上 り 4 頁 ) と する 。 た だ し 図面 を 入れ る 場合 は それだけ 文章 を 縮め る こと 。 
図面 は 縮 以 し な いか ら 適 当 の 大 き さ に 商 上 入 の 必要 は な い 。 (論文 集 1 貢 の 
た 大 き さ は 200 x 130mm) 
括 2 寺 = 斑 300 円 , 泊 者 に は 論文 集 1 部 及び 別 出 50 部 を 岡 呈 する 。 た だ し 別 賠 50 部 以 
| 湖 加 費 上 (50 部 単位 ) の 希望 者 は 必要 部 数 を 講演 申込 用 紙 に 記入 し 申込 むこ と 。 
rE (1 部 に つき 2 円 申 受け る ) 
| 申込 方 法 (① 講演 申込 書 , 原稿 の 書き 方 , 原稿 用 紙 は 申出 に より 薬 上 げ る 。( こ の 際 一 般 
[お よび 句 演 と 分 科 会 講演 の 別 を 申出 る こと ) 郵送 希望 者 は 10 円 切手 同封 の こと と 。 
’ 2) 講演 申込 用 紙 に 所 要 事 項 を 記入 し 、 所 定 の 原 策 用紙 に か いた 原 笑 と 参加 旨 
300 円 を 芋 を , 10 月 7 日 ( 土 ) 午後 5 時 まで に 提出 する こと 。 
論文 集 申 入 希望 者 は 代金 を 大 え て 所 要 部 数 を 申出 る こと 。 (1 部 約 400 円 ) 
画 箱 会 申込 10 月 7 日 ( 土 ) まで に 申し 出る と と 。 会 費 500 円 
。 参 演 論文 集 部 是 会 申込 名 古屋 市 千種 区 不老 町 EE TM, 
電気 四 学 会 東海 支部 連合 大 会 保 


a me 
ER a1 
* ey 


| に 


昭和 3 6 年 電気 四 学会 連合 大 会 参加 者 へ 

4 太 阪 で 開 態 し た 電気 四 学 会 連合 大 会 の 参加 者 で , 実行 表 員 会 発行 の 「 な に も わ 案内 」 の 配布 を 
* 涼 お 受け に な ら な か つた 方 は 。 残 部 が 若 平 あり ます か ら , ご 希望 た ら ば 住所 , 氏名 を 明記 し て 9 月 30 日 ま ー 
a Ee, TitsiAF Ee 申込 先 太 匠 市 部 條 区 に 放 野 田 W 9 丁目 a rar EC 


ge 昭 7 36 “NN 還 科 法人 計 碧 二 部 叶 信 大会 各 二 ニ ーー a 
_」 時 昭和 36 年 10 月 21 日 ( 土 )22 日 (日) 
会 場 立命 館 大 学 広小路 学舎 
応募 者 の 資格 主催 学会 会 員 に 限る 。 連 名 の 場合 で も 講演 者 は 会 員 で な けれ ば な ら な い 。 ' 
講演 内 容 最 近 行 つた 研究 ま た は 挙げ た 成果 で 未 発表 の も の に 限る 。 内 容 が 不適 当 で ある か , 又は 
印刷 の 対象 と な ら な いも の は 採択 し な い 。 
応募 制限 同一 人 の 講演 は 1 件 に 限る 3 
講 演 時 間 1 件 20 分 以内 で 所 要 時 間 を 申出 る こと 。 
講演 申込 締切 8 月 15 日 ( 火 ) 午後 5 時 必着 の こと 。 
原稿 締切 9 月 10 日 (日 ) 午後 5 時 必着 の こと 。 
申 込 先 京都 市 北 区 等 持 院 北町 立命 館 大 学 電気 工学 教室 内 
電気 関係 学会 関西 支部 連合 大 会 実行 委員 会 (振替 口座 京都 4526) 
車 和 方 法 a) 「 講 演 申 込 用 紙 」 「 原 稿 用 紙 」「 執 筆 注 意 寺 】 は 上 記 宛 請求 すれ ば 一 括 交 付す る 。 
(但し 郵送 を 要する 場合 は 返信 料 10 円 を 添付 の こと) (b) 講演 申込 用 紙 た 必要 事項 を 記 
: 入 し , 講演 参加 費 (参加 費 は 執筆 注意 書 に 従い 予稿 則 上 り 1 頁 を 希望 る も の は 400 円 
0 刷 上 り 2 頁 を 希望 する も の は 600 円 ) を 涯 を , 8 月 15 日 物 に 申込 むこ と 。 
参考 (a) 採 所 され た 講 買 予 策 は オフ セツ ト 印 刷 と し て 発行 する 。 (Cb) 庵 演者 へ は 大 会 の 次 」 
第 書 , 参加 章 お よび 講演 予稿 別刷 100 部 を 贈呈 する 。 (C う 』 シ シン ポジ ャ ゥ ャ ム , 特別 講演 , 
。 宴 親 会 は 企画 中 で あ っ て 詳細 は 追っ て 発表 する 。(d) 他 交 部 所 属 会 員 の 参加 を 歓迎 する _ 
電気 学会 Ex’ Ea 上 照明 学会 , 日本 音 細 学 会 , デ ee 4 ン 学 会 
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ー 真 塗 に 関す る 研究 連合 講演 会 講演 募集 
a pi 
| 会 場 京都 会 第 会 議場 (京都 市 左京 区 韻 崎 ) 誠 注 会 終了 後 , 褒 規 会 を 開き ます ー 


講演 申込 締切 昭 和 36 年 9 月 15 日 ( 金 ) 


講演 予稿 集 1 題目 1 頁 , 原稿 用 紙 は 申込 締切 後 送り ます 。 原稿 切 日, 1 月 4 日 ( 土 ) 
申 込 先 大 阪 市 西区 江 ノ 子 島 , 大 阪 府立 工業 引 肪 時 内 真 憲 会 関本 部 
, a ete 次 の 書式 と より 官製 ガキ に 記入 の こと 。 


「 克 窪 運 合 講演 会 申込 
1 EE RE 

2 希望 分 野 (内 容 分 類 下記 参照 ) 

3 講演 時 間 €20 分 以内 う , 幻 灯 の 要 , 不要 て ライ ヵ 版 に 限る ) 
記紀 4 中 注 者 名 (連名 の 時 は 叶 注 者 の 左肩 に OI を つけ る こ &) | 
A A 3 
= | 5 所属 学 協会 名 3 3 

| 6 之 売 季 原 用 紙 侍 先 ) 
8 le ツ 
(真空 化 学 工業 ( 乾 控 を 合せ ) 
C2) その 他 : 


が EE ' : 
re « A sr. i 計 Ss 
志 気 学会 北陸 去 部 連合 大 会 注 募集 一 一 一 


期日 会 場 昭 和 36 年 10 月 12 日 ( 木 う 13 日 ( 金 ) 人 宮山 大 学 エ 学部 て 高 剛 市 吉 定 朱 ) 

講演 者 会 員 に 限る 。 所 属 支 部 及び 発表 件 数 の 制限 は し な い 。 た だ し 実行 委員 会 に お いて 必要 と 息 め 

た 場合 に は 適宜 怒 理 する こと が ある 。 連 名 の 場合 は 講演 者 に た 〇 印 を 付け する こと 。 

講演 肉 容 最近 行っ た 研究 , 成果 を あげ た も の , 計画 お ょ び 工 事 報 告 , 現場 試験 報告 , 新 製品 の 紹介 等 。 

講演 時 間 1 件 15 分 以内 。 た だ し 都合 に と より 短縮 する こと が ある 。 

講演 要旨 騰 写 版 に て 出版 の 予定 。 応 募 原稿 は 次 の 規定 に よ ょ る 。 

( イ ) 字数 お よび 図面 原稿 の 字数 は 本 2,200 字 以 内 。 400 字 詰 原稿 用 紙 を 用 いる ご と 。 
た だ し 図 ょ び 表 が ある と き は その 大 き さ だ に 相当 する だ け 字 数 を 滅 ず る こと と 。 大 只 」 
10 Cm* の 図表 は 約 60 字 た に 相当 する う また 図 , 表 は 刷 上 り の 大 き さ に 書く こと 。 

(r=) 提出 締切 期日 昭和 36 年 9 月 2 日 ( 士 ) (期日 潤 守 ) 

た 3 申 私 先 高岡 市 古 定 塚 富山 大 学 工 学部 電気 工学 科 内 支部 連合 大 会 実行 委員 会 

賠 講演 者 に は 20 部 まで 無料 それ 以上 は 実費 と する 。 

ーー 電気 四 学 会 九州 壮 部 第 14 回 連合 大 会 講演 聞 集 - 

日 時 ・ 会 場 昭和 36 年 10 月 28 日 ( 土 ) 29 日 (日 於 福岡 市 九 州 大 : 学 

講 演 者 会 員 に 限る (九州 支部 所 属 会 員 に 限ら な い ) 

講演 部 門 次 の 六部 門 の 中 希望 部 門 を 申し 出る こと 。 た だ し 組合 せ の 都合 上 変更 する こと が ある 。 

| 1. 電気 物理 2. 電 気 計測 3. 電 力 工 学 4. 電 気 機器 5. 通信 工学 6. 照 明 工 学 

」 | 監 演 内 容 最近 行 な っ た 研究 , 計画 お ょ び 工 事 報告 , 現地 試験 報告 , 製品 の 紹介 等 。 

講演 の 制限 募集 演 の 発表 件 数 は 制限 し な い 

講演 時 間 15 分 以内 と する 。 会 場 の 都合 で 若干 伸縮 する こと が ある 

| k ‘did 原 積 400 字 庄 原稿 用 紙 4 杖 以 内 と し, 図面 お よび 表 を 入れ る 場合 は 本 六 を 制限 する こと 。 著 者 

A 。 が 運 名 の 場合 に は 語 演 者 に 〇 印 を っ ける こ 培 

た 別 出 希 望 者 は 実費 で 配布 する か ら 必 要 部 数 を 申込 まれ た い 。 

| 申込 期限 講演 申込 お ょ び 原 稿 提出 は 9 月 25 日 まで 

甲 和 巡 先 福岡 市 箱崎 九州 大 学 工 学部 電気 工学 教室 内 電気 四 学会 九州 支部 連合 会 

附 記 28 日 ( 土 ) 品 親 会 29 日 見 学会 開 側 予 定 


の 技術 者 と 研究 者 の た め の 
て 。 光学 交 測 定 法 に 関す る 講習 会 


1 
5 
i 
_ 
) 
_ 
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3 oe Di ni 
ます の で , 会 員 諸 君 の ご 参加 を 希望 いた し ます 。 

| 工期 日 昭和 36 年 10 月 3 日 ( 火 ), 4 日 ( 水 )/ 5 日 ( 木 ),6 日 ( 金 ) 

2 所 講座 家 の 光 会 館 ( 新 宿 区 船 河原 町 11) 実習 中 央 計量 検定 所 , 機 械 線 合 研究 所 ・ 

関 目 3 日 光学 的 測定 の 基礎 , 顕 徹 鏡 , 測 長 機 , オー トコ リ メ ー タ お よび アラ イナ ー, 実体 写真 測定 
0 4 日 投影 機 , 各種 光学 的 測定 機器 , 工作 機械 用 測定 器 , トラ ン シ ツ ト お よび レベ ペル , 高速 度 
i 写真 測定 5 日 お ょ よび 6 日 実習 ( 謎 逆順 目 に 準じ て 行 5) | 
上 | 4 定員 詳 義 の み 100 名 講義 お よび 実習 100 名 (いずれ も 先着 順 ) 
隊 5 会費 講 逆 の み の 場 合 会員 1,500 円 , 会 員 外 2500 円 * 

0 う 講義 お ょ び 実 習 会 員 3,000 円 , 会 員 外 5,000 円 (いずれ も テキ スト 1 僅 代 金 を 合せ )" 

4 障 6. 申込 先 東京 都 次 京 区 本 富士 町 東大 工学 部 精機 教室 内 社 攻 法人 精機 学会 , 
| 脱税 共 交 学 会 と し て , 本 全会 見 も 寺 放 学生 全員 と 由 潤 の 取 失 受 洲 0 ます 。 OT 
。 征 則 学会 TEL (929) 0727 叉 は 本 会 宛 お 問合せ 下さ い i 
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L 録 測定 装置 は 専門 メー カー の 製品 を …・ 


ペン 書き オシ ログ ラフ , 増幅 器 , 電源 部 が 一 筐 体 に 組み 込ま れ て お り , 操作 の 人 簡便 化 
を は か る た め 各 部 の 操作 パネ ル は 全部 上 部 の 記録 面 に 統合 され て お り ま す 。 ま た 増 
幅 器 ば 各 要 素 ご と に アラ グイ シン 方 式 に より 挿入 きれ て お りり ます 3 


1. 1~12 要 素 ま で 各種 
2. 周波 数 特性 : 0 100Ss 
i, 3. 記録 最大 振幅 : +20mm 
4. 非 直線 性 歪 : 1.5% 以内 
5. 利得 調整 : 各 レ ンジ 間 連 続 可変 
6. 減衰 器 : 自 感 
7. 入力 形式 : 単 極 ( 片 線 接 地 ), 双 極 
" 8. 0 調整 : フル スケ ー ル 内 任意 に 可変 


9. 安定 性 : 最大 感度 の 電圧 値 の 1% 以 
内 


各種 増幅 器 仕様 (下記 の どの 型式 も 組み 込む こと が で きま す ) 


ペン ガル バ ノ メー タブ 順一 50 と 組 
合わ せ て 0 80s (電磁 オシ ロ 
用 と し て 使用 の 場合 0 ~ 5K%) 


シル ッ ラミ ノア メー タタ 一 15 と 旨 


MA +PW 型 
jl み 合 わせ て 0 ~- 8 4 


(® 


Qa 
吾 
紀 | 呈 


ペン ケル メメ ババ ノ メー タ DTIET 一 30 と 組 
み 合 わせ て 0 一 50 S46 
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記録 測定 装置 は 専門 メー カー の 製品 を … 
虹 ey 1. 記 録 紙 : 有 効 記 録 面 35ScmX25cm (巻紙 


記録 紙 使 用 の 場合 は 、 ス イッ 
チ に より 紙面 の 自動 取 換 え お 
よび 時 間 軸 送り 可能 ) 

2. 記録 速度 : 最 大 速度 50cm/sec (フル スケ 
ー ル 所 要 時 間 一 X 軸 0.7 秒 、Y 
軸 0.5 秒 ) 

3. 最高 感度:0.5mV/cm ( 両 軸 と も ペン の 
動き に 対し て ) 

4. 分 解 能 : フ ルス ケール の 0.1% 

5.。 ペン リフ ト : 電 気 的 に ペン の 上 げ 下 げ が で 
きる 
リモ ー ト コン トロ ー ル 可能 

6. 記録 面 の 傾斜 : 記録 面 は 、 水 平 お よび 25? 50?、 
75" の 4 段 に か える こと が で 
きる 


多 素 子 の 時 間 的 な 相関 関係 の 動作 
の 解析 に ご 利用 くだ さい 。 
1 . 記録 方 式 イナ か 及 人) 


2. 記録 振幅 : 2mm 
3. 紙 送り 速度 : 各 種 
4. マー カー 数 : 1 50 ま て で 可能 


A A 
A-S-b I TG FY 


写真 の 如き コー ナー レフ レク ター の 場合 ) 
ン テ ナ 利得 9 db 以上 
F/B 20db J 
入力 { ッ ピ ー ダ ンス 509 また は 759 
V.SWR 1.05 以 下 (+3% の 周 
波数 帯域 に て ) 
半 條 角 
E 面 約 48° 
H 面 約 46° 
偏 波 面 水平 、 垂 直 、 任 意 


長 

アン テ ナ 利 得 が 高い 
F/B が 小さ い 
VSWR が 小さ い 
指向 性 アン テ ナ に 適する 


途 

TV 放送 と その 受信 
FM 放送 も その 受信 
V.H.F 帯 無線 通信 


写真 は 当社 平塚 電線 製造 所 構内 に て 測定 中 の 
コー ナー レフ レク ター アン テ ナ で あり ます 。 
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古河 電 失 工業 藤 式 置 社 


人 社 科 東京 千 部 六 1 田 遇 に 尋 / り 内 2 旋 の 製 14 
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エレ クト ロニ クス ダイ ジェ スト PR シリ ー ズ No. 38-1961 


エレ クト ロー クス 易 場 多才 計 


イ ジェ スト 連載 ・ 好 評 の トレ ー ニ ング ・ コ ー ス その 他 
第 32 集 制御 用 電子 機器 の 設計 


1. 制御 用 電子 機器 の 現状 と 将来 ere ( 東 京 大 学 ) 寺 許 満 
2. ブロ セス 制御 用 変換 器 (その 1) ieee (山武 へ ネ ウ ェ ル ) 高 島 浩三 
9 ” (その 2) ues ( 横 河 電 機 ) 藤 木 久 田 
4. 電気 的 諾 量 の 検出 装置 ee (大 倉 電 気 ) 渡 辺 に 
5. AC サー ボ モ ー タ 及び 速度 発電 機 駆動 和 回路 ( 群 馬 大 学 ) 須 藤 三 全 
6. DC サー ポ モ ー タ 及び 速度 発電 機 駆動 回 路 二 ee ( 安 川 電 機 ) 田 中 為 「 夫 
り . パル スモ ー タ と その 駅 動 回 路 TT ( 山 洋 電 気 ) 伊 藤 文 夫 
8 データ ・ ロ ガ ee ( 東 恵 芝 浦 ) 宮 崎 数 久 、 
Dy 結 城 信 一 
9 ブロ セス 制御 用 操作 装置 eieeeeeereereeeereseenerereeee・ ( 北 辰 電 機 ) 士 屋 喜 一 
畠 山 正 俊 
る 技術 評論 そる そ ト ッ プ ニュ ー ス シ 
エレ クト ロ ・ ル ミネ セン ス と その 応用 プラ ズ マ ジェ ッ ト の 原理 と その 応用 
(東京 大 学 ) 国府 津 隆夫 ( 新 明 和 工 業 ) 中 村 武 三 
る そ ト レー ニン グ ・ コ ー ス シ 
る 連 載 シ RE 
レー ダ 講 座 (防衛 庁 陸 幕 ) 松原 茂 本 電気 ) 香川 揚 一 ・ 伊 藤 文夫 


CR Re 三浦 硬 


「 (振替 ) 東京 8184 千代 田 区 富士 見 町 2 の 8 紅 山 関 ビ ル 
(エレ クト ロニ クス ダイ ジェ スト 電話 C301)3231 代 (331)5624(332)560t 


A5 判 」 712 頁 電子 工学 , 通信 工学 専攻 者 は も ちろ ん , 工学 ・ 理 学 ・ 医 学 の 技術 者 な ら び に 学 
図版 1400 上 制 本 生 を 対象 と し て , エレ クト ロニ クス の 基礎 か ら 電 子 計算 機 , 工業 用 電子 装置 , 
Ng te dE te ta Ry 

価 2,000 円 携 [内 容 〕1 編 気体 エレ クト ロニ クス の 基礎 2 編 電子 管 3 編 固体 ェ 
送料 100 円 レク トロ ロニ クス 4 編 電子 回 路 5 編 電子 計測 お よび 制御 6 編 電子 計 

算 機 7 編 工業 用 電子 装置 (高周波 , 超 音 波 , 放電 , 放射 線 用 , 半導体 応用 , 


ぐ 内 容 見 本 進呈 自動 機械 用 , 照明 , 電熱 , 溶接 制御 、 電力 用 電子 装置 ) 8 編 医用 電子 装置 
= 
に OR 0S 
: 古 賀 豊 城 編 ¥450 〒70: 
鐘 柚 米 一 郎 編 RE 
VE ティ ジタル 計算 機 の 論理 設計 
電気 専攻 以外 の 工学 , 医学 。 原子 力 , 自動 制御 , 計 尾崎 弘 訳 ¥1,350 F700: 


算 機関 係 の 技術 者 を 対象 と し て , エレ クト pr ニクス の 
入門 , 解 読 を 目的 と し て 警 わ され た . 初 歩 的 な 知識 の 
列 に 終る こと な く , 基礎 知識 と その 展開 , 応用 が 充分 
で きる よう 解説 . 太 A5 判 450 頁 価 1,350 円 〒90 
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東京 都 新宿 区 東 五 軒 町 ・ 振替 東京 8673 番 
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わが 国 科 学 技 術 の 振興 方 策 に っ ついて:* 


正 員 和 鶴 


原 登 


(科学 技術 庁 ) 


2S まで ご 相 人 か いた だ だ さま わた 徐 原 で と ざい ます -. 
総会 の 日 に 講演 いた し ます と と を た い へ ん 光栄 に ぞ ん 
YY ま 

1. 世界 各国 に お ける 科学 技術 政策 

演題 は 「 わ が 国 科学 技術 の 振興 方 策 に つい て 」 で ご ど 
ざい ます が , その 内 容 に 入る まえ に K, 最近 における 科 
学 技 術 の 重要 性 が どの よう に K 高 まっ た か , 技術 革新 と 
いい , また 経済 の 発展 と いい 』 ある い は 国民 生活 の 向 
中 と いい ます けれ ども , 最近 の 情勢 と いた し まし て 
は , 科学 技術 の 振興 な くし て 人 類 の 発展 が な いと さえ 
る の で で ど ざ いま すそ れつ きま ら じ て 考え ま 
すこ と と は , と この 3 年間 く らい の 間 に , 世界 各国 の 科学 
技術 に 関す る 認識 が , まっ た く 一 変 し た と いう と と で 
あり ます . 

まず 第 1 に» アメ リカ を 例 た 取り ます と , 昭和 32 年 
秋 , ツ 連 に よっ て 人 工 衛 星 が 打 ち 上 げ ら れ ア テイ ゼ ン ハ 
ワー 大 統領 は いま さら の ど と く お ど ろ き まし て , た だ 
ち に 大 統領 科学 技術 特別 補佐 官制 度 を も うけ まし た . 
そし て M.I.T. の Dr: Killlan を それ に 任命 いた し ま 
し た が 同 博 士 は た だ ち に 各界 の 権威 者 18 名 か ら な 
る 大 統領 科学 許 問 委員 会 を も うけ た の で あり ます . こと 
の 委員 会 は 約 1 年 間 い ろ い ろ 検 討 い た し まし て , 大 統 
領 宛 2 つの 勧告 を 出し まし た . そ の 第 1 は 「 米 国 科学 振 
舞 方 策 」, 第 2 は 「 科 学 技術 情報 改善 方 策 」 こ れ は イィ 
2 ホシ 4 6 あり まま が 革 る の まう 6 イン ホメ ニー 
ショ ン と いう こと と が 欧米 各国 で いか に 重大 視 さ れ て い 
る か と いう こと こと が わか り ま す . と この 勧告 に より まし て 
大 統領 は た だ ち に 連邦 科学 技術 会 議 を も うけ まし た . 
Dr. Killian の つぎ に 補佐 官 と な り ま し た の は , Dr. 
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教授 で あぁ あります. 昨年 アイ ゼン ハハ ワー が 日 本 を 訪 ず れ 
る と いう と と が 一 一 と これ は だ め に な り ま し た けれ ご 
も , 日 本 を 訪 ず れる と き に , アイ ク は こと の DKisi 
tiakowsky を 帯同 し て 来る こと に な り ま し た . 経済 座 
問 も その 他 の 顧問 も 帯同 し な い の に か か わら ず , 科学 
技術 特別 補佐 官 だ け を 帯同 し て 来る と こと と に な っ て いた だ 
と いう こと と に 意味 が ある と 思い ます . アメ リカ 大 使 館 
か ら わ た くし の と こと ろ に 相談 が あり まし て , DriKis: 
tiakowsky が 大 統領 と 一 緒 に 来る ..。 それ に つい て も せら 
と も 進歩 し た 研究 所 を 見 た り , 指導 的 地位 の 人 々 と 民 
談 る も したい かち,。。 す べ て アレ ンジ ルル て ぐれ で と いい a 
で , わた くし ども は 諸般 の 準備 を 整え て 同 博 士 の いろ 


いろ な 見 学 の 場所 ある い は お た が い に K 話 し 合う 機 全 
等 を 計画 し た の で あり ます が , と れ は も ちろ ん な だ (で i 語 


終わ っ た の で あり ます . ご が 議 人 
つき は イギリス で あり ます . と 承知 の よう に イキ ギリ 
ス に は 科学 技術 研究 庁 (D.S.I.R う と いう 官庁 お が ぁ り ま 


す . と れ は 約 30 年 前 か ら あ り ま し て , 国立 研究 機関 
と し て 物理 , 化学 その他 14 の 研究 機関 が DSIRI 


の 人 森 下 に 統合 され , 総合 的 な 研究 体制 が 確立 され て お 
り ま す . と この D.S.I.R. の 所 管 そ の 他 の 科学 技術 行政 1 
の 総括 は , と れ ま で 枢 機 相 が と れ を 担当 し て お り ま し 
た が , 華 由 年 第 2 次 マタ ミラ ン 内 関 が 成 立 じ まじ で 


き に, あらた め て 科学 担当 大 臣 を も うけ まし た . そ う 3U 


て 保守 党 の 有力 者 Sir Hailsham を 任命 し て , と この方] 


に 工学 は る もちろん, 農業, 医学 方 面 も る あわ せま て 統 7 


括 さ せ た , も ちろ ん 原子 力 , 宇宙 等 も 含め て いる の で 唱 
あり ます . イギリス に は 放 問 機関 と いた し まし て で , 科 7 
学 政 策 会 識 が あり まし て , と と で 最高 方 針 を 決め る の 1 
で あぁ あり ます が , その 放 問 機関 と は 別に , 執行 機関 が あ 
り ま す . と この 執行 機関 と し て は 科学 技術 研究 会 議 , 医 


学研 究 会 議 , 農業 研究 会 識 の 三 者 が あり ます が , 最初 
に 申し まし た 科学 技術 研究 庁 は と の 科学 技術 研究 会 議 


に 局 し て いる の で あり ます 昨年 わが 科学 技術 庁 の 調 「 
査 団 が ョ ー ロ ッ パ に まい り ま し た と き に た に, 最高 政 筑 を 7 
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決め る 科学 政策 会 議 の 会 長 の Sir Todd が いい まし た 
と と が 非常 に わた くし ども の 心 を 動か し まし た . それ 
は 「 ィ ギリ ス は 第 2 次 大 戦後 , 科学 と その 研究 は 内 閲 
, の レベ ル で 考 う べき 重要 な 問題 で ある と と を あら た め 
て 副 識 し た 」 と いう こと こと で あり ます . 科学 を 単に 研究 
放 入 機関 に まかせ る と か , 科学 者 技術 者 に まかせ る と か . 
適当 に 予算 を 与え れ ば いい の だ と いう と と で は な く , 
最高 の 国 の 内 閣 レ ベル で どう し た らい いか と いう こと 
を 考え る べき で あぁ る と いう の が Sir Todd の 発言 で あ 
て 9 で あみ あり. ます. 

ンス で あり ます . フラ ンス で も ド ゴ ー 
議 | 内 問 で は 科学 技術 担当 大 臣 と いた し まし て 副 総 理 格 
軸 の Jaquinot を 任命 いた に し まし た . そし て 昭和 -33 年 
放 語 月 科学 技術 閣僚 会 議 を も うけ まし た . その 議長 は 
放 疹 理大 臣 , それ に 各省 の 大 臣 と 学識 経験 者 12 名 か ら 
語 有 な る 会 議 を 成立 さま せ た の で あぁ あります. そし て 多額 の 科 
放 症 鞍 策 特 別 予算 を 新設 し まし た . 

較 請 つき に ド ィ ッ で ぁ り ます が , ドイ ツ も や ゃ は り 科 学会 
罰 有 | 議 と い ぅ も の が ぁ り まし て , 国家 的 に 重要 な 問題 を い 
及 ろ い ろ 研 究 い た し まし て , 科学 技術 予算 の 使い 方 に つ 
有 有 いて も 狂人 告 する . あぁ あるいは 長期 振興 計画 を 々 た て る 等 の 
< と を 行なっ て お り ま す -. また 別に ドイ ツ 研 究 協 会 と 
半 で うる もの が で ご ざい まし て , お た が い の 連 柚 を は か る と 
] とろ る い は 衝 六 折 四 を する と か RS 


ます - ドイ ツ で は さら に 注目 すべ き と と は ,。 ド 
> 学術 後援 財団 が あり まし て , 民間 か ら の 寄付 金 を 


較 語 < の ょ うに えて み ま す と , 欧米 各国 に お さま し て 
は いずれ に し て も と の 3 年 くら い の 間 に 非常 に 科学 技 
衣 術 の 振興 に 熱心 と な り ま し て , いずれ も 大 臣 レ ベル 
で これ を 検討 する 体制 を 整え て いる と いう と と が わ 
か る の で あり ます -. 

| 有 日 本 で は 昭和 31 年 に 科学 技術 庁 が で きま し た も 
ちょ うど 5 年 に な り ま す . また 34 年 に 科学 技術 会 


5 大 臣 , 経済 企画 麻 長 宮 , 科学 技術 庁 長 官 それ 日 
| 本 学術 会 議 の 会 長 , その 他 学 識 経験 者 3 名 一 一 今後 2 
名 増員 し ます か ら 5 名 に な り ま す 一 ーー か ら な る 最高 会 
ldoaeiiettAts 


(0 


先 宮 の 梶井 博士 も その 1 メンバ で あり ます -・. 


2. 外国 技術 の 導入 状況 お よび 技術 輸出 状況 


つぎ に 具 体 的 な 問題 入り まし て , わが 園 の 外国 技 
術 導入 状況 , お よび 技術 輸出 状況 に つい て 申し 上 げた 
いと ぞ ん じ ます . 戦後 に お ける わが 国 の 経済 発展 は ま 
と と に 驚 異 的 で あり ます . その 成長 率 は 経済 企画 庁 あ 
た り の 経済 計画 より も いつ も 上 回 っ て お り ま す ・ 世界 
で せ も 日 本 の 経済 の 発展 に つい て は 非常 な 注目 を 払っ て 
いる と と ろ で ご ど ざい ます が , さて その 経済 発展 は は た 
し て ほん と うぅ の 基礎 の 上 に 立っ て いる か どう か と いう 
と と を わた くし ども は 反省 し な けれ ば な らち な いと 思い 
ます . すなわち 経済 発展 を 裏 づけ る も の は 科学 技術 の 
振興 で あり , 技術 革新 で ある と 申し ます が , わが 国 の 
そう いっ た 科学 技術 の 推進 を 高め た ゆえ ん の も の は な 
に か と 申し ます と , も う 申 し 上 げ る まで も な く 外 国技 
術 の 導入 で あり まし て , と これ に よっ て わが 国 の 著しい 
経済 発展 を も た らし た と いう と こと が で きま し ょ うぅ = 

図表 1 を どら ん に な り ま す と , 技術 導入 支払 額 お よ 
び 技 術 輸出 受取 額 の 推移 が 示し て あぁ ありま す 。 いずれ も 
日 本 の 円 に 換算 し て あぁ あります 技術 導入 に つき まし て 
は 2 つの 法律 が あります. 第 1 は 甲種 技術 援助 契約 で 
あっ て , と れ は 昭和 25 年 5 月 に 制定 され まし た 「 外 


、 図 表 1 技術 導入 支払 額 よ び 技 術 輸出 受取 額 の 推移 


枝 条 理 入 申 四 下 
棒術 導入 2 葉 
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計 913 便 円 (導入 ) 
9.6 傍 円 (輸出 ) 


中 8 昭 8 8 98 88 89 


年 8 昭 
2 LA A C8 8 


( 注 ) 1、 「 甲 」 と は 「 外 資 に 関す る 法律 」 に ょ る も の で 契約 ま 
た は 対価 支払 の 期間 が 1 か 年 を こえ る も の で ある . 
2. 「 選 」 と は 「 外 団 放 替 お よび 外国 劉 易 管理 法 」 に よる 
も の で , 契約 また は 対価 支払 の 期間 が 1 か 年 以内 の も 
の で ある .、 


昭和 36 年 7 月 電 気 通 


言 学会 雑誌 


資 に 関す る 法律 」 に よっ て 規定 され る も の で あり まし 
て , 終戦 後 の 日 本 の 経済 発展 を 促進 する た め に , と く 
と 法律 を も うけ , 必要 な 外国 技術 の 導入 を は か っ た の 
で あり ます . その 法律 で は 対価 支払 に 対す る 外貨 に よ 
る 送金 を 将来 に わた っ て 保証 し た と いう と と ろ が いち 


じ る し い 条 件 で あり ます . その 当時 は 外貨 の 保有 量 が 


少な いか ら , や や も する と 外国 に 対し て 技術 を 導入 し 
て も 外貨 が 支払 えな い 場 合 が お とこ とる. それ で は 外国 の 
投資 家 の 意 欲 が そ が れ ま すか ら , 一 定 の 梗 を も うけ て 


外貨 の 送金 を 約束 する と と に よっ て 外国 か ら 技 術 の 導 


る 宮 が が ん ビ し よう と いい うと と で あり まじ て ," と れ 人 は 
契約 の 期間 また は 対価 支払 の 期間 が 1 年 を 超え る も の 
で あり ます . 


第 2 は 乙種 技術 援助 契約 で あり まし て , と これ は 「 外 


国 為 替 お よび 外国 貿易 管理 法 」 た と よる も の で あり ます -. 
と これ は 普通 の 為替 管理 の 立場 か ら 考 えら れ た も の で あ 
り ま し て , 必ず し も 外貨 送金 を 保証 せ ず , 契約 期間 る 
1 年 以内 で , まあ 簡易 的 な も の で あり ます . それ ら を 
表 に よっ て み ま す と よく わか り ま す の で ,- い ちい ち 申 
し 上 げ ま せん が , 昭和 34 年 席 は 223 億 円 に 達し て お 
り ま し て , 図 画 と よっ 
わか る こと と と 思い ます .・ 昭和 35 年 は 300 億 円 に 近く 
な っ て いる と 思い ます が , 最近 は 貿易 為替 の 自由 化 の 
た め 増 加 の 傾向 に あみ あり ます . し か ら ば 外国 技術 導入 の 
内 容 は どう いう 状況 か と 申し ます と , まず 化学 関係 に 
つい て は 最近 は 石油 化学 , 合成 繊維 原料 , 合成 樹脂 , 
化学 肥料 。 染料 , 合成 ゴム と いう の が 相当 た くさ ん 契 
約 さ れ て お り ま し て , 例 の ポリ プロ ピレン の 問題 な ど 
は こと こと に 入る の で あぁ あります .・ 冶金 関係 な ど は 鉄鋼 の 生 
産 加工 , アル ミ , 非鉄 金属 , 真空 鋳造 の 問題 , 真空 鋳 
造 に つき まし て は 実は 理化 学研 究 所 で 日 本 で も 相当 程 
度 や っ て お り ま し た が , 大 容量 の も の が で き な い と い 
うと と で , や む を 得 ず 外国 か ら 技 術 導入 し た 経 線 も ご 
ざい ます . 機械 関係 で は 鉄道 車輌 , 舶用 機関 , 各種 の 
産業 機械 が あぁ あります . 電気 関係 で は ど 承 知 の 通り テレ 
ビジ ジョン, トラ ンジ スタ 等 の 電子 工業 関係 に つい て 相 
当 多 数 の 会 社 が ゅ と う の RCA な り ウ エス タン な り と 
契約 し て お り ま す -. 

つき に 技術 輸出 に つき まし て は , と の 図面 の 右 の は 
| うに まっ 黒く 小さ く 書 いて あり ます が , 昭和 34 年 を 
例 た と り ま す と , 3.2 億 円 で ある あります. と これ は 技術 導 
入 に 対し て 1.5 必 に あたり ます . 技術 輸出 は 東南 ア 


て 北米 と か ヨー ロッ パ も 多少 は あり ます . と 承知 の 


だ いた い 甲 種 と 乙種 の 割合 が 
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カナ マイ シン の よう な も の 曹達 灰 , 塩 安 , 昔 性 曹達 ) 
水産 加工 , まぁ と これ は 先進 国 と それ か ら 後 進 国 , す な 
わ ち 相手 に よっ て その 内 容 も 変わ っ て まい り ま す 
そん な らい っ た い 外 国 で は どう だ ろう か と いい 5a 
な りり ます と 図表 2 に アメ リカ 。 フラ ンス PGR 
ツ 導 っ つい で 亡 上 日 本 も 記入 し て お きま じじ した が る UN 


図表 2 


各国 に お ける 技術 導入 お よび 技術 輸出 
(昭和 32 年 度 ) 単位 億 円 


種 別 技術 導入 | 技術 輸出 | 比率 
RC 導 78.8 505.4 6.40 
スス 259.2 109.8 0.42 
大 っ お 0 科 0 355.7 96.0 0.27 
日 本 153.0 1.8 0.01 


在 の 数 字 が まとまり ませ ん の で , 昭和 32 年 の 統計 に 
より まし た . アメ リカ は 断然 技術 輸出 が 多い の で あり 
ます . すなわち 技術 輸出 が 技術 導入 に 対し て 6 倍 以 上 
に な っ て お り ま す . フラ ンス, 西 ドイ ィ ツ は 技術 導 玉 の 
ほう が や っ ぱり 多い の で あり まし て , 技術 輸出 の 比率 
は それ ぞ れ 0.64, 0.27 で ぁ あります: 日 本 は 昭和 34 年 


度 は 0.015 で す が , 昭和 32 年 度 あ た り は 0.01 で あぁ 


り ま し て , と これ を 見 て な さけ な く な る の は あな が 世 わ 
た ぐる し だ け で は な いこ と い ます 。 せめ で 西 ド イ 1 人 2 
上 げた いも の だ と いう 5 気 が い だ し ます 

今後 の 対策 と いた し まし て , 技術 導入 が は た し じ し で い 


いか 悪い か と いう と と が , いろ いろ 議論 され て お り ま i 


す . われ われ と し まし て は 技術 導入 が 基本 的 の 技術 で 
あっ て , わが 国 の 技術 水準 を 向上 させ る も の と どい うこ 
と な ら ば 技術 導入 し て も 一 向 さ し つか ええ ない, ある い 
は 技術 導入 に よっ て 生産 され た 品物 が , 外国 に 輸出 さ 
れ て 外貨 を た くさ ん か せ ぐ 場合 も いい で し よう ある 
い は 技術 を 導入 し た た め に 日 本 と お け る 産業 に いち し じ 
る し い 経 済 効 果 を 与え , 生産 能力 を 上 げ る と いう 場合 
る いい で し ょ う . わた くし も 外資 審議 会 の メン バ の 
1 人 と し て 毎月 2 回 会 議 に 出席 し て お り ま す が , 最近 
は どう で も いい よう な 平凡 な 技術 導入 が か な りあ り ま 


す . し か し 最近 は 貿易 為替 の 自由 化 と いう 立場 か らい 


ちい ち 断 わる わけ に も ゆか な いと いう 外資 審議 会 の 状 
況 で あり ます . 

技術 導入 に は いろ いろ な 段階 が あり ます . 第 1 の 部 
類 は 植物 に と た と えれ ば , 切り 花 を 買っ て くる よう な も 
の で ある . と これ な ん か あま り 感 心 し な い . 第 2 の 部 類 
は 工業 化 が すん で すでに 完成 され た 技術 を 輸入 する い 
わ ば 苗 を 入れ る よう な も の で す . 第 3 は 日 本 に ある 技 
術 る さら に の ば す , いわ ゆる 接ぎ 木 の よ うな もの. 第 
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' 4 の も る の は 基礎 技術 る いれ て 日 本 で 開発 する .。 と れ は 
種子 を むこ と うか ら も ら っ て くる と いう と と で す . も 5 
& ひと つ 第 5 と し て 非常 に 残念 な の は 日 本 で すべ て 開 
発し 独立 し て 完成 し た が た だ むとう の 特許 に 引っ か か 
る , すなわち 同種 の 種子 の 場合 , 日 本 で いく ら 発 明 し 
て 全部 完成 し まし て 特許 の 優先 権 を 主張 され る 場合 
Gi ロー ヤリ ティ を むこ と うに 抜 わ な けれ ば な らん と い 
3 場合 が ある . とこう いう いろ いろ な 段階 が あり ます が 
せめ て 3, 4,5 の 段階 の も の で な けれ ば あま り 入 れる 
計 価値 が な い の で は な いか , そう いう 立場 か ら 日 本 も 大 
" 二 いい に 反省 し な けれ ば な ら な いと いう 気 が い た し ます . 
EE 3. わが 国 お よび 列国 の 研究 投資 
放っ ミ き に, わが 国 の 研究 経費 , これ を 研究 投資 と いっ 
較 語 で ちり ます が , それ が どう いう 状態 に ある を お 話 い た 
請 し きしょう .「 昭 和 35 年 科学 技術 研究 調査 報告 」 が は ほ 
| ん の 最近 まとまり まし た . とれ は 科学 技術 庁 が 協力 い 
た し まし て , 総理 府 統 計 局 が 調査 を し て まとめ た も の 
庫 ] で ぁ り まき ます. 対象 は 産業 界 , 研究 機関 , 大 学 等 で あり 
計 まし て , 還 和 34 年 度 中 に どの くら い の 研 究 費 を 使っ 
主 6 で れい から 還 和 25 年 4 月 1 束 で どの くら い 
| の 員 を よう し て いた か 等 の 諸点 を 調査 し た も の で あ 
. 図表 3 を どら ん に な り ま すこ と , 会 社 等 , 研究 


図表 .3 わが 国 研 究 機関 , 従 業者 , 使 用 研究 費 の 総 表 
k (昭和 34 年 度 ) 


ke! 


ぁ ; 


、 和 4 


= 


円 
153,280 95,615 


42,938 


34,538 14,290 | 25,669 
65,586 24,921 27,534 
253,404 82,149 | 148,878 


) 基 0 が 使用 研究 費 ( 文 出 笑 ) で 総額 1489 人 円 に な 
sr も ちろ ん こと の 中 に は 理学 , 工学 , 虐 学 , 医 学 の 
宛 費 が 全部 含ま れ て お り ま す . 営利 会 社 等 に お きま 
層 は 956 供 円 > それ か ら 研究 機関 に お きま し て は 
首 億 円 」 大 学 に だ お さき さま し て は 275 億 円 で あり ます . 
で れ は 昭和 34 年 度 の 国 必 所得 が 9 区 9912 億 円 で ど 
放 きけ の で , その 1.5% に みた り ま す - つき ぎ に 研 究 
関係 の 従業 者 数 は 25 万 人 で その うち 研究 者 数 は お よ 
で 8 人 で ぁ り ます 
EN 0 ERE RC 
| 美 禁 別 内 訳 を 見 ます と , 全体 が 956 億 円 で で ざい ます 
が その 中 で 製造 業 が 大 部 分 で 858 億 円 と な り ま す . 
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図表 4 会 社 等 が 支出 し た 科学 技術 研究 費 の 業種 別 内 訳 
[昭和 34 年 度 支 出 経費 ] 
円 外 の 炎 字 は 使用 研究 費 の 売上 高 に 対す る 百分率 


SK 


その 他 製 造 生 
14,761 百 万 円 
(15.4%) 


と の 製造 業 の 内 訳 は , 化学 が 234 億 円 。 それから 電気 
機械 器具 が 212 億 円 。 こ と の よう な こと と に な っ て お り ま 
す . と くに わた くし ども 関心 を も っ て お り ま す の は 使 
用 研究 費 の 売上 高 に 対す る 比率 で あり まし て , と これが 
1 番 多 い の は 電気 関係 で あっ て , 売上 高 に 対し て 研究 
費 は 2.3 必 で あり ます . それ か ら 化 学 が 1.9 必 』 電気 
を 除い た 機械 が 1.2 必 , 輸送 機械 が 1.2 少 , こう いう 
状況 で あり ます 、 と くに 科学 技術 の 進歩 の いち じ る し 
い 分 野 に お きま し て は 研究 費 も 相当 の び ぴ びている.。 ま た 
逆 に いえ は 研究 費 が の びている か ら こ と こそ 進歩 が いち し 
る し い の だ と いう と と が いえ る と 思い ます . 

つき の 図表 5 は 科学 技術 関係 研究 機関 が 支出 し た 研 
究 費 総額 の 推移 で ござ いま す が 了 昭和 33 年 度 は 790 億 
円 で も り ま し て , 国民 所 得 に 対す る 割合 が 0.94 必 で 
あり ます 昭和 34 年 度 は 研究 費 総 額 が 最初 に 申し 上 
げ ま し た よう に 1489 億 円 で あり まし て , 国民 所 得 に 
対す る 割合 が 1.49 必 , すなわち 約 1.5 必 で あり ます . 

と ここ とこ で ちょ っ と 申し 上 げた い の は 従来 の 統計 の と り 
方 と 阿 和 34 年 度 以 降 の 統計 の と り 方 と が 変わ っ た と 
いう と と で あり ます : 図面 で は 昭和 33 年 度 ま で と , 
34 年 度 と は 向き を 変え て 書い て ど で ざ いま す が , と れ 
は 統計 の と り 方 が 変わ っ た と いう つも り で あり ます . 


すなわち 注 に 書い て あり ます 通り , 公共 企業 体 に 関す 


る も の は 了 胎 和 33 年 以前 に お いて は 国 公 立 公 益 法 人 等 
研究 機関 に 入れ て あり ます が , 34 年 度 か ら は 民間 の 
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図表 5 科学 技術 関係 研究 機関 が 支出 し た 研究 費 総額 の 推移 
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” pa 
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3 ーー 和信 公益 流 人 等 研究 村 関 
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( 注 ) 昭和 34 年 度 と 昭和 33 年 度 以前 と で は 調査 対象 に お いて , つぎ の よう な 異動 が ある . 

@⑨ 大 学 お ょ び 研 究 機関 に つい て は , 公共 企業 体 等 は 昭和 33 年 以前 に お いて は 国 公 立 公 符 
J 「 法 人 等 研究 機関 の 部 に 入っ て いる が , 昭和 34 年 度 は 民間 会 社 等 の 部 に 入っ て いる -. 
 @ 会 社 等 に つい て は , 昭和 33 年 度 ま で は 研究 機関 単位 。 忠和 34 年 度 は 会 社 単位 で 行 な 


ャ R 


I 


EE p. 」 われ て いる : し た が っ て , 昭和 33 年 度 ま で は 比較 的 規模 の 大 き な 会 社 の み を 把握 し て 
3 7 いた が , 和 34 年 度 に お いて は , 資本 金 100 万 円 以上 の 会 社 は 一 応 す べ て 把握 され て 
-_ - tv 

1 林 定 対 泉 の 差 に 基く も の は 約 250 TiS られ る . 


が がら 林 図表 6 各国 に お ける 研究 投資 
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くら い 引 く と , だ いた い 麻 年 度 と 比較 対 
央 で きる と いう と と で あぁ り ま すか ら 池 
な わ ち 33 年 度 790 億 円 と 対し て 34 村 ) 
1240 億 円 と 考え れ ば いい と どう < が 
に な り ま す . そ と を で と 説明 し ませ ん と 急 
に 了 昭和 34 年 度 は 研究 が 熱心 に な っ だ ご 
思わ れる と いけ ませ ん か ら ご 注意 ね が い 3 
ます . と これ に よっ て 見 ます と 会 社 の 研究 
が 非常 に さか ん に な っ て きた , で 承知 の | 
よう に , 各 会 社 で 中 央 研究 所 を さか た に 
つく り 出 し た . 民間 で は 研究 の 大 切な と 
と が し じみ じ みわ か っ て きた ど と 
が いえ る と 思い ます . つぎ に 国 公 立 2 
法人 等 研究 機関 ,。 と れ が 案外 の ぴ て で 
いと と が わか り ま す . わた くし 自身 
研究 機関 に 関係 し て いな が ら 反 省 し 
り ま す が , 国 の 研究 機関 が の び て 
いう と と は 残念 で る り ま す .。 
それ で は いっ た い 外 国 に お け る 
資 は どう で あろ うか , 図表 6 を ご ら 
ry 


*$ | 9 6180 億 円 
園 の 予算 の 2 倍 近く が 研究 投資 t 
て お り ま す . 問題 は 国民 所 得 に 対す 2 
率 で あり ます が , アメ リカ ィ 1 ギ ! 
フジ ステ 西 ポ イツ それ を 0 科 2 
1.8, 1.5%, ソ連 は 4.0 必 で 租 当 大 
の で あり ます . た だ 図表 6 に お 
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国民 所 得 の 1.5 必 に は な っ て いる けれ ども , 国 の ほう 
は だ いた い 前 年 と 同じ くら いで ,* 民間 の ほう が 2 倍 に 
な っ た : 日 本 の 政府 は な ぜ も っ と 予算 を ふ や さ な いか 
| と いう こと が こと の 数 字 か ふら わか る の は 残念 で あぁ ありま 
放す . 科学 技術 会 議 の 答 中 に より ます と 10 か 年 の 研究 
投資 を 考え て お り ま すか ら , 昭和 45 年 に は いっ た い 
どう な る か と 申し ます と , 昭和 45 年 の 国民 所 得 21 兆 
2432 億 円 の 2 と し て だ いた い 4249 億 円 と な ら な 
けれ ば な ら な いと いう 答申 で あり ます -. 
さき ほど 国 の 研究 投資 の 増加 率 が 1 番 悪 いと 申し ま 
し た が , 図表 7 は 国 の 科学 技術 振興 費 予 算 で あり ま 
すず 注 に あり ます よう に こと の 中 に は 国立 大 学 の 各部 関 


図表 7 わが 国 の 科学 技術 振興 費 予 算 の 推移 ( 億 円 ) 


靖 江 革 放 究 得 
試験 研究 助成 筑 
区 包 泉 子 力 関係 党 


科学 技術 諏 興 偶 の 対象 
が 毎年 少し ずっ 変わ る 
た め 和 タ 少 の 差 棋 が あぁ る 


昭 8 898 紹 昭 昭 , 昭 昭 昭 昭 
OO 200 30191 9 98 4 7 9538 


( 注 ) 科学 技術 振興 予算 に は , 国立 大 学 の 学部 関係 の 人 件 
費 , 教育 研究 費 , 付 置 研究 所 の 経費 を 含ま な い . 
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係 の 人 件 費 , 教育 研究 費 , 付 置 研究 所 経費 は 入っ て お 
り ま せん と これ を 見 ます と 関係 予算 の 増加 状況 が わか 
り ま す . 昭和 36 年 度 は 本 年 度 予算 で あり ます が , 277 
億 円 と いう と と で あり ます -. 

図表 8 は 各国 に お ける 政府 支出 科学 研究 費 で あり ま 
す が , 右 の ほう に くわ し い 数 字 が の っ て お り , 左 の ほ 
うに 国家 予算 に 対す る パー セン テー ジ が の っ て お り ま 
す . 日 本 は 国 の 全体 の 予算 の 1.4 必 で あぁ あり, アメ リカ 
は 10 必 で あり , イギリス は 5.4 必 で ある と いう こと と 
が わか りり ます. 前 の 図表 5 で は 使用 研究 費 で 表わし て で 
お り ま す が , 図表 7 は 研究 予算 で 表わし て あぁ あり ます -. 
予算 の な か に は 自分 の と と ろ で 使わ な い 補 助 金 等 も 入 
っ て お り ま す の で , と この 点 ど 注意 ね が いた いと 恩 い ま 
す . 要する に , 民間 に お きま し て は 最近 研究 熱意 が 相 
当 認 め ら れる けれ ども , 国 と か あぁ あるいは 大 学 と か は , 
その 熱意 が まだ 足 ち ない, と この 点 大 い に 政 府 は 反省 し 
な けれ ば ば ならない と いう と こと が いえ る と 選 い ます . 
ひと つ お も し ろ い 数 字 を 申し 上 げ ま し ょ う ・. 図表 7 
で 昭和 34 年 度 の 大 学 関係 を 除い た 全体 の 国 の 研究 予 
算 が 225 億 円 で あり ます が , 今度 は 図表 1 に も どり ま 
し て , 昭和 34 年 度 の と どろ を どら ん に な り ま す と , 
技術 導入 の 支払 が 223 億 円 で あり ます . で すか ら 国 の 
研究 予算 と 技術 導入 費 が だ いた い 同 じ く らい だ と いう 
と と が わか り ま す . 最近 トラ ンジ スタ ラジ オ が た ささ 
ん 外国 に 輸出 され て 外貨 を か せい で いる . その 額 が 
337 億 円 で すか ら , 日 本 の 研究 予算 より も は る か に 多 
い , と いう と と が に いた る の で す 。 


4. 科学 技術 関係 の 人 材 養成 


科学 技術 の 振興 に 一 番 大 切な の は 人 村 栗 成 で ある と 
と は 申し 上 げ る まで も あり ませ ん が , 最近 に お きま し 


図表 8 各国 に お ける 政府 支出 科学 研究 費 
科学 技術 研究 予算 の 政府 予算 総額 に 対す る 割合 (%) 


10.0 
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図表 9 わが国 科学 技術 関係 研究 者 数 の 推移 


B82 そん 


数 字 は 各 年 
4 肌 1 日 の も の で ある 


58 29 年 30 3 32 33 34 35 

( 注 ) 事 和 34 年 以前 は 大 学卒 業 後 5 年 以上 , 短大 卒業 後 8 年 以上 の 
研究 者 で ある が , 昭和 35 年 は 4 年 制 大 学 李 業 と 同等 以上 の も 
で 研究 上 指導 的 役割 を 果して いる も の を 研究 者 と し , また 調 
査 対象 も 前 年 まで と 多少 相違 し て いる . し た が っ て 昭和 35 年 
の 数 字 を 34 年 以前 の 数 字 と 単純 に 結び つけ る こと は で き な い . 


図表 10 今後 10 年 間 に お ける 科学 技術 者 の 
供給 人 過 不足 予想 


昭和 35 年 | 一 580 | 一 17,403 | 2,979 | 一 4,348| 一 19,352 
36 | 402.| =—16,470]| 3,025 | —35900| =17,747 
37 | —359| —15,077| 2,990| —4,248| —16,694 
38 | —228'| —13,0601 2,904 | —4,219| —14,603 
39 | —385 | —13,943 zto6 —4,520| —15,992 
40 | 288| —13,884| 2,902| —4,464| —15,734 
E14;696 E2828 | =4,643| —16;:815 
2 | 397 | —14,821- 2,852 | =—4,704| —17;070 
3°| =425 | =15,306| 2,799.| —4,887| 一 17,819 
Ma —422| =15;732| 2,771 | —4,991| —18,374 
45 Sj6,253| 2,751 | —5,116| —19,214 


—50,040|—189,414 


て 技術 者 は 引っ ぱり だ と で , 大 学 の 卒業 生 は すぐ に 売 


_ れ て 足り な く な る , 大 企業 は ある 程度 うる お いま すけ 


れ ど も , 中 小 企業 や 大 学 や 国 の 研究 機関 に は ぁ ま り 来 


ない: わた くし の 科学 技術 庁 で る 技術 者 を 75 名 募集 
し た の で す が , 32 名 し か 来 な い . 公務 員 試 験 は ずい 


~ + 
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分 受け ます けれ ども を も, だ ん だ ん 欠け て じ ま ラ て で 残る の 
は わずか だ と いう の が 現状 で あり ます . どう し て も る 理 
工科 学校 の 卒業 生 の 数 を 増やし , さら に 質 ゃ よく し な 
けれ ば な らら ない, と これ は 目下 の 急務 で あり ます : 

そこ で 図表 9 を ご で らん に な り ま す と , ご れ せ 営利 湊 
人 と 国 公 立 と 大 学 に わけ まし て 年 次 別 の 研究 者 の 数 が 
の っ て お り ま す が , や は り 昭 和 35 年 度数 が 急 に 増 将 
て お り ま す の は 注 に あり ます よう に 昭和 35 年 度 が か がら 
調査 の 対象 を 変え た た めで あり まし て , と れ を 前 年 魔 
と 単純 に 比較 する こと は で きま せん が , だ いた い の 條 
向 は わか る と 思い ます . 

図表 10 に は 今後 10 年 間 に お ける 科学 技術 考 の 供 
給 過 不 足 予 想 を 示し て ど ざ いま す . と れ は 科学 技術 会 
議 の 答申 に の せ た も の で ご ど ざい ます . 理 と 工 を 合わ せ 
ます と , 約 17 万 人 が 不足 いた し ます . 農 は 人 奈 る . 医 
は 少し 足 ち な いと いう と こと で あぁ り ま し て , 上 農 の 中 で る 
いわ ゆる 農学 科 は だ いぶ ん 余る , 農芸 化学 と か 示 産 と 
か いう ほう は る っ と 増やさ な けれ ば な ら な いと いう 現 
状 で あぁ あります. いずれ に し まし て る 理工 系 の 17 万 火 
の 不足 を あ ち ど うい うふ うに 養成 し て ゆく か と いう こと と が 
問題 で , 最近 は 科学 技術 庁 長 官 と 文部 大 臣 の 間 で や り 
と り が あり まま した. ひと くち に 7 万 人 と いで 80 
今後 10 年 間 に こ れ を 満た す の は ちょ っ と や そっ と で 
は ゆか な い , 国 公 私 立 大 学 が 協力 し て 計画 的 に 体制 を 
と と の える 必要 が ある の で あぁ あります. 工業 高等 学校 は 
どう か と いい ます と , 10 年 間 で 44 万 人 不足 する * そ 


れ か らい わ ゆ る 現場 の 技能 者 が 140 万 人 不足 する , と 7 


うい うこ と に な っ て お り ま すか ら ,。 今後 と う ゅ っ だ た 技 
術 関係 の 教育 や 研究 に 対す る 人 員 , 現場 技術 者 , 生産 
に 従事 する 技術 者 等 の 養成 に つい て は 格別 の 対策 を た 
て て ゆか な けれ ば な ら な い の で あり ます -. 

簡単 に 申し 上 げ ま す と , 昭和 32 年 度 の 理工 系 大 学 
入学 生 が 約 1 万 9000 人 で あります. それ に 対し て 33 


年 , 34 年, 35 年 3 年 間 で 8000 人 増員 計画 を 立 で て 7 
それ で 2 万 7000 人 に な っ た わけ で す . と この 2 万 7000 
人 に 対し さら に 毎年 増やし て 昭和 45 年 と に は 1 万 60007 
人 だ け プ ラス させ 増加 し て ゆこ うと いう の が 文部 省 の 導 | 


案 で ぁ り ます が , と これ で は な か な か 17 万 人 に は な らち 
な い . 伺 と か る っ と 早く と の 不足 を 補う 方 法 は な ゆい か 
と いう 問題 で す ・. 


一 方 大 学卒 業 生 の 質 の 向上 が 大 き な 問題 で あり ます 


が , と れ に 対し て は 先生 が 得 ら れ な い , 設備 が 悪い と 
いう 点 が 非常 に ネッ ク に な っ て お り ま す . た と を ば 国 


立 大 学 の 工学 部 の 実 只 習 設 誠 に つい て 考え て みろ ま す _ 
EE 


“ 


1030 [講演 ] 篠原 登 : わが 国 科学 技術 の 振興 方 策 に つい て 


と , その 全 設 備 に つい て 明治 , 大 正 に 設備 し た も の が 
10.5 必 , それ か ら 困 和 元 年 か ら 20 年 まで に 設備 し た 
も の が 76.5 必 , 終戦 後 , すなわち 昭和 21 年 か ら 35 
年 まで に 設備 し た る の が 13.0 必 と いう と こと に な っ て 
お り ま す 、 し た が いま し て 大 学 の 実験 設備 は 大 部 分 戦 
。 争 前 の も の で あぁ る . わずか に 終戦 後 の 新 し い 近 代 設 備 
N は 13 し か な いと いう と と が いえ ます . と うい うこ と 
放 】 と で は た し て 実験 実習 の 完全 を 期し 優秀 な 卒業 生 を 得 
調 2 と と が で きる か どう か 問題 で あり ます . 


3 5. 政府 の 科学 技術 振興 政策 の 例 


語っ き に 政府 で 行なっ て お り ま す 科 学 技術 の 振興 方 策 
較 語 と っ いて ご 説明 申し 上 げ ま し よう . も ちろ ん 政府 は 国 
| 立 大 学 で 人 材 を 作 成 し , 国立 研究 機関 で 基礎 研究 を や 
語っ て で, ある い は 補助 金 等 を と 出し て 民間 産業 に ど ご 協力 を 
する と いら うこ と は 当然 で ご ざい ます が , 最近 きま りき ま 
語 し 7 に < 政府 の 振興 方 策 に つい て 二 , 三 の 例 を 申し 上 げ ま 
及 し ょ よう. まず 科学 技術 振興 に 対す る 税制 上 の 優 財 措置 
で あります . 従来 と も 指定 寄付 金 制度 と いう の が あり 
| まして, た と えば 研究 機関 を や つく る と か , 大 学 ゃ 学部 
有名 設 する と か 施設 設備 を する と か と いう と さき に は , 
た と えば 1 年 な ら 1 年 に 限っ て , と くに 大 滅 大 臣 の 認 
用 可 を 得 て 指定 し て で て もらって, そし て 免税 し て も ら う と 
放 いう と と は 従 示 と も ゃ っ て お り ま し た か, それ と は 別 
及 に 今年 か ら ド ィ ッ で ゃ っ て いる よう な 方 法 を まね て 科 
且 鞍 術 に 対す る 寄付 金 の 損金 算入 制度 を も うけ た の で 
放り ます . これ は 営利 法人 に お いて 従来 税金 の か か ら 
及 な い 付 金 の 梗 と いう も の が あり まし た . その 枠 と い 
机 306 の は ちょ っ と こま か い の で あり ます が , 資本 金 の 
有 有 10004 の 2.5 と な 人 Ff の 100 分 の 2.5 と を 加え まし 
で < れ を キ 分 に し た 知 が 容 付 金 の 免税 の 析 で あり まし 
PC さき の 枠 内 で は 慈 問 事 業 に 寄付 し よう が 研究 に 寄 
有休 じょう が 大 学 に cg 付 し ょ う が な ん で も いい 会 社 で 
は され を 損金 に 算入 する と と が で きる と いう 枠 が あり 
| まし だ. と とろ が 注 年 の 4 月 1 日 か ら そ れ と まっ な たく 
[Fibs oc っ mme し て tis し て その 要 
内 は 科学 技術 振興 の み に 使う と いう と と に する ・ す な 
| や ち 別 格 を も うけ て 従来 と 同 頼 の 限度 額 ま で 損金 算入 
i 認め る と いう の で あり ます . と れ が 本 年 度 か ら の 新 
語ら 、 せい ぜ い ど 利用 ね が いた 
| いと 届い ます 

が それ か ら ま で な た 試験 研究 機械 の 耐用 年 数 の 短縮 な ら び 
| に 特別 償却 , とれ も 相当 大 幅 に や る と と に な り ま し 
有 | た それから 工業 所 有 権 の 譲渡 に よる 収入 に 対す る 減 


税 , これ は 国内 に は 通用 し ませ ん が 外国 に 技術 を 輸出 
する 場合 に, その ロー ヤリ ティ 収入 た 対し 半分 だ け 損 
金 算入 を 認め る 制度 が 2 年 くら あら いま え か ら 実施 & ミ れ て 


お 


は 


り ま す . その 他 今 後 , 試験 研究 準備 金 制度 の 創設 等 
国 と し て 是非 考慮 し な けれ ば な ら な い 制 度 だ ろう と 


思い ます ・ と こう いう よ うに 政府 の 金 を 民間 に 助成 金 と 
し て 出す より も , 税金 を 免税 に する ほう が は る か に 民 
間 で は 喜ぶ の で あぁ あり ます . 民間 に お ける 科学 技術 の 研 
究 が ます ます 助長 され る よう と の よう な 制度 を 活用 し 
て いか な けれ ば な ら な いと 思い ます -. 


それ か ら 本 年 度 か ら 新 技術 開発 事業 団 と いう も の を 


創設 する と こと に な り ま し た .: と れ は 従来 理研 の 片 す み 


PC 


し 


試験 的 に や ゃ や っ て お り ま し た 制度 を 改め て 拡充 し 独立 
た 機関 を 設け る と と に な っ た の で あり ます . 日 本 で 


発明 され た 優秀 な 技術 が 実用 化 さ れ な い 例 が 多い が , 


な 


ぜ か と いえ ば 会 社 の ほう で 危険 負担 を し て まで ;, 成 


功 す る か し な いか わか ら な い 技 術 を 生産 に 移す と と は 


あ 


が 
$, 
で , 


殿 
無 
格 
馬 
す 
し 


も 
い 
ん 
本 


ぶな いと いう 考え が あり ます . その 危険 負担 を 政府 
引き 受け て , 成功 する か し な いか わか ら な いけ れ ど 
優秀 な 発明 で あれ ば こと の 事業 団 で これ を も の に し 
生産 に 移し て る も 安全 と いう と と を 確か め て か ら , 
間 に こ とれ を 実施 させ て ゆく , と いう の で あります . 
例 を 申し 上 げ ま す と 人 工 水 晶 が 成功 いた し まし た . 
線 用 の 水晶 と し て 天然 水晶 の 2 分 の 1 くら い の 価 
で 製造 する と と が で きま す ・ 今後 事業 団 に よっ て 各 
面 の 国産 技術 を 育成 する 体制 を つく る わけ で あり ま 
が , 出資 金 総額 は 今後 の 分 を 合わ せ 50 億 円 を 予定 
, も ちろ ん 全額 政府 出資 で あり ます . 

政府 自ら が 日 本 の 科学 技術 を 振興 する た め に も っ と 
っ と 大 き な 努 力 を 払っ て ゆか な けれ ば な ら な い の は 
うま で も あり ませ ん が 。 と これ に は どう し て も みな さ 
方 の 大 き な 総 合 的 な 力 と に よっ て 世論 を よび お こと し 日 
の 全体 的 な 向き を 変え て ゆか な けれ ば な ら な い . 最 


初 に 申し 上 げ ま し た よう に , 世界 の 列国 は と の 3 年 く 


ら 


い に ま っ た く 一 新 し た 体制 を と りつ つ ぁ る の ば に, 日 


本 だ けが の ん びり と し て お り ま すこ と と は 世界 の 落 後 者 
に な る お それ が ど ざ いま す .。 わ た くさ し も みな さま 方 の 


き 


びに ふし て お た が いた に 強く 協力 し て 科学 技術 の 振興 


に 過 進 し た い 、 と くに 進歩 の いち じ る し い 電 気 通信 や 


"GO 
で 


電波 の 面 に お いて , また エレ クト ロニ クス の 面 に お い 


も っ と も っ と 大 き な 飛 忠 を と げた いと 考え る 次 第 で 
ざい ます . 
ど 清 聴 を お 礼 申 し 上 げ ま す 、 あ り が と うど ざい まし 
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ETM: いる と と は 事実 で あり まし て , と れ は 実は 研究 投資 全 

体 を 国民 所 得 の 2 に も っ て いく と と を さき さほど 申し 7 

に OD 講 師 。 へ 印 質問 者 上 げ ま し た ね . その へ ん が まず 第 1 の ステ ッ プ で あぁ デー 
へ "た だ いま た い へ ん くわ し い ど 講演 を いた だ きま て , さち に それ 以上 た に も っ て いか な けれ ば な 5 な 電 ; 

し て あり が と うど ざい まし た . 最後 に いわ れ ま し た 寄 。 国 の 予算 に 対す る 研究 予算 の あり 方 を オペ レー ショ 
付 金 の 損金 算入 の 問題 で す が , も う 少 し くわ し くさ 数字 ズ ・ リ サー チ あ た り を つか っ て 出せ る と 面白 い の で す 
ある い は 規則 を 知り た い 場 合 に は どう すれ ば いい で し ! 本 
まう の 3 へ アメ リカ な ど は 今年 は 軍備 を 半分 近く と る と 且 T 
〇 どう ぞ ど 遠慮 な くわ た くし の と と ろ に お 出 で く いて お り ま すね . bo さい a 


だ さい . すか ら 非 常に 苦し いと 予想 され ます . それ に 対し て 正 


人 パン フレ ッ ト み た いな る もの は あり ませ ん か . 本 が 少な い の は 問題 で す が , それ に し て も あま り 政 府 
つ ©) 資料 も ご ざいます. どう ぞい つ で も いら し て く 予算 配分 が よく な いよ うな の で ……. ; 4 


だ さい . ’ e) 民間 の ほう は 中 央 研究 所 が ほう ぼう に で きま し 
へ たい へ ん お も る しろい お 話 を うか が いま し て , ま て 非常 に の が て いる が , 国 の 予算 が 一 番 の びな い の で | 


の RG i 


詳 た 真 重 な 数 字 を 聞か せ て いた だ きま し て , わた くし よ すね . "で 

く 考 えて みた いと 思っ て お り ま す が , お 話 が あり まし へ 具体 的 な 数 字 で た い へ ん 有益 な お 話 を うか 

放 た 日 本 の 国民 総 所 得 で すね . 9 兆 円 と お っ し ゃ っ た の た と と を あり が た く 思 いま す . 学会 の 総会 で と 

| で す が , と れ は 何 年 の 数 字 で し ょ うか , 34 年 を 例 に GO 

放 取ら れ た の で し ょ うか . あれ は た し か 10 何 兆 くらい に 有意 義 だ と 思う の で , 今後 電気 通信 

3 じゃ な いで すか いて いつ る も る 科学 技術 庁 か ら こ と うい うお 族 ne 

EE | © と れ は 34 年 度 で ご ざい ます . 9 兆 9912 億 円 。 いと 思う くら いで あり ます -. っ 

の さい ます さき ほど 実は 篠原 さん に た い へ ん ぶし つけ な と と 放 
へ いま は どの くら いで し ょ う . 申し 上 げ ま し た どうも 科学 技術 庁 を お や り 


} 「O 〇 - いま は と と に に 数字 を も っ て お り ま せん . いる が いっ とこ とう 目立ち ませ ん と 申し 上 げ な た}』 
有 | > わた くし そん な と と お うか が いし て , ちょ っ と わた くし そう 思っ て お り ま す が , 今日 は それ 2 
申し 上 げた い の で す が , 図表 7 は 36 年 に と な っ て お る J と を し て くだ さっ て あり が た い の で す が = 
| の で す ゃ . eet 国民 所 京 に お り ま す と うか が うと と が で きま す が , 大 
得 が 10 区 する と まあ ぁ 約 5 分 の 1 の …- り ま す と で きま せん の で ぜひ 積極 的 に PR す z 
eR だ いた い 還 必 所 旨 は 政府 予 算 の 6 科 ぐ らい に な と っ て いた だ きた いと 思い ます な お と の 横 
uo ます ね . Ny を うか が える か どう か 笑 問 で ご ど ざい ます が , の 
| 人 へ で すか ら た し か に 277 億 と いう 科学 技術 の 予算 。 く か ら み て お り ま す と , 池田 長 宮 が 発言 され た と 
inset catsceronernbnsor : 


3 。 kK 残念 に 思う の で す が , な に か それ に つい て 
= パ 語 国 に 同情 し て いる の で す が , くたくた で が あかり まん も な た もち : 


A ON bani Q た い へ ん ね し か り を 受け まし て ま と と で 
る の a) EL 


. か 2 回 目 まだ た 科学 技 和 拍 興 財団 と いう 3 oy 
RC 人 錠 円 ER る . 0 


で 立派 な 会 館 を つく る と こと に な っ て いま す 、 これ で あぁ あ 
る 程度 PR で きま す が ま だ 充分 で な いか と 思い ます -. 
と の 点 は 重ね 重ね 不 行 届き の いた り で ど ざ いま す の 
今後 自ら むち を 打ち まし て で きる だ けど 希望 に 洒 
う よ う に PR の 面 に も 力 を そそぎ たい と 思い ます 、 
さて 文部 大 臣 と 池田 長官 の 話し 合い で す が , 文部 省 
で は 45 年 度 ま で に 1 万 6000 人 の 増員 を し ょ う . そ 
| で 毎年 3000 名 くら い ず つ 増やし て ゆく , それ が 6 
年 間 す な な わ 7 年 目 に と 1 万 6000 人 に な る . 卒業 する 
まで に 4 年 か か り ま すか ら 7 年 目 に 1 万 6000 人 増 や 
さき な いと いけ ませ たん. そう し ます と だ ん だ ん 増え て ゆ 
きま す が , 結局 3 角形 に な る わけ で , 最後 の と と ろ は 
『 万 6000 和 人 で あぁ っ て る も 合計 17 万 人 に な り ま せん . そ 
の 半分 以下 に な っ て し まう . それ じゃ いけ な いか ら る も 
員 と 私 立 大 学 を 活用 せよ と いう の で す が , 私 立 大 学 を 
認可 する 場合 , 文部 省 は うる さく いっ て な か な か 認可 
じじ て ぐれ な い , も っ と 私 立 大 学 の 自主 性 に まかせ その 
協力 を 得 て 大 学 の 卒業 生 を 増やし て いっ た ら ど うか . 
議 部 省 は それ は ども っ と も だ が 今年 は で き な い 来年 か 
| らら ゃ り ま し よう と いっ て いる . 池田 長官 は 今年 か ら や 
| れ と いう の が ポイ ント で あり ます . 一 例 と し て 東洋 大 
放 | 学 工学 部 は 3 月 31 日 に 認可 し た と いう ェ エピソード も 
主 で ご ざいます. また 来年 度 以降 に お いて は 大 蔵 省 で も お 
そら うく 務 邊 を ぁ る 程度 多く 文部 客 に つけ る の じゃ な い 
及 か と いう 気 が い た し ます . 
衣 へ 図表 3 に 会 社 , 研究 機関 , 大 学 と いろ いろ で ど ざ 
いま す が , 研究 者 あたり の 研究 費 が 会 社 と 大 学 と あぁ ま 
り た と えば 1 人 あぁ た り の 研究 費 が 2 倍 あ た り は 違 
間 | っ て いな いと いう よう な 結果 に な っ て お り ま す が , わ 
放し と ども 大 学 に お ね おり ます 者 が み ま す と , どう も 1 け 
放 た くら い は 大 学 で 実際 に 使い ます 研究 費 と いう も の は 
少な い , 多分 計算 する と いろ いろ な も の で 差引 か れる 
| 恨 拠 が 違っ て いる , この 表 で み ま す と 大 学 も 民間 に 比 
べ て で 半分 くら い 研 究 費 が 使わ れる よう で す が , 現実 で 
| は か な り そ の 点 違っ て いる の で は な いか と 思い ます . 
OO と こと に 統計 を と っ た と き の 基 洪 を も っ て お り ま 
| で ん か ら ょ くわ か り ま せん が , お そら く 大 学 の 研究 偶 
| の 中 に は ょ くい われ ます 光熱 水 費 と か その 他 の 雑費 が 
| 相当 含ま れ て いる の で あり まし て , いわ ゆる ほん と う 
| の 研究 費 と し て 使わ れ て いる の は こと の 額 よ り 相 当 少 な 
は 寺 
議 計 会 な る べく そう いう 表 の つく り 方 を し て いた だ き 
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ませ ん ・ こ の 表 の 内 容 を くわ し く あ ぁ あら わす よう な 方 法 
ゃ と れ ば いい の で すか 

スム 斎藤 さん の お っ し ゃ っ た 通り です が , 図表 3 で 
その 数 字 が 出る わけ で す . 大 学 の 支出 額 が 1 人 あたり 
100 万 円 ちょ っ と 出 て いる わけ で す . と いっ て 研究 機 


O 〇 大学 に お ける 研究 費 は , こと に あり ます よう に 
276 億 円 で すね . と の 中 人 件 雪が 156 億 円 , 原材料 費 
が 16 億 円 , 設備 費 が 57 億 円 , その 他 の 経費 が 47 億 
円 , 合計 276 億 円 . 人 件 費 が 57 必 を 占め て いま す . 
1 人 あぁ あたり の 研究 費 は 100 万 円 余 で す -. 

へ そう し ます と 会 社 あ た り は 人 件 費 を 含ん で いな 
いで し ょ う が か: 

〇 国立 研究 機関 に お きま し て は , 理工 学 関係 の 研 
究 費 は 1 人 あたり 246 万 円 だ どか ら 大 学 の 2 倍 以 上 で す 
ね . それ か ら 研 究 機関 に お ける 経費 は 国立 , 公立 , 私 
立 を 通じ 合計 が 257 億 円 で す . その うち 人 件 費 が 100 
億 円 , 原材料 費 が .17 億 円 , 設備 費 が 95 億 円 その他 
が 43 億 円 人 件 費 は 全体 の 39 必 を 占め て いま す . 
会 社 も ゃ やはり 人 件 費 を 含ん も で お り ま す . 会 社 の 大 小 に 
よっ て ちがい ます が , 大 会 社 の 1 人 あぁ た り の 研究 費 は 
300. 万 円 以上 た に なり ま す -. 

へ それ に 対す る サ ゼ ッ シ ョ ン を 申し ます と , 昭和 
24 年 か 25 年 ご どろ に 文部 省 で 大 学 付属 の 研究 者 会 議 が 
あぁ あり まし て , 官庁 ある い は 会 社 の 研究 者 1 人 あたり の 
研究 費 と いう も の が 大 学 よ り も 多い は ず だ と いう こと と 
を いっ た , と と ころ が 文部 省 で つく っ な た 表 を 見 ます と , 
会 社 の ほう は 研究 者 で な いよ うな 相当 下 の 人 まで 入っ 
て いる , 研究 に 従事 し て いる 者 と いう と と で 簡単 に 計 
算 し ます と , 大 学 は 手伝う 人 が 少な いか ら 大 半 は 研究 


者 , 会 社 は 手伝う 人 まで 入っ て いる か ら 人 数 で 割り ま -「 


す と 大 学 1 人 あたり の 研究 費 と 似 た る の に な っ て し ま 
うと と ろ が 実際 に は そう じゃ な く て , 会 社 な り 官 庁 
な り の 研究 所 で は 研究 者 の 人 数 が 少な く て 手伝い が 多 
い . 大 学 で は むし ろ 手 伝い が な く て 困っ て いる と いう 
i ae tn 

こ に ・ で すか いま の お 話 も そう いう こと と を 考え に 入れ 
Catt, AS OMNESROR SITs 
多い と いう と と に な り ま す 、 

O わた くし の お 答え する と と を 答 を て いた だ た だ いで 
あり が と うど ざい まし た . つい で に 申し ます こと 会 社 の 
研究 費 は 人 件 費 328 億 円 , 原材料 費 185 億 円 , 研究 設 
備 費 が 286 億 円 その他 が 157 億 円 , 計 956 億 円 で ど 
ざい まず 、 
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Richards の 鍵 定 理 の 四 端 子 網 回 路 へ の 拡張 * "0 

} 正 員 齋 夫 伸 自 


(東北 大 学 工 学部 ) 


要約 Richards の 鍵 定理 は Bott と Duffin の 相互 誘導 を 用 いな い 二 端子 網 回 路 を 合成 する 方 法 を 導く 鍵 と な っ た 有 「 
名 な 定理 で ある . と の Richards の 鍵 定 理 を 四 端 子 網 回 路 に 拡張 し た 場合 を 行列 で 取り 扱っ て , ほとん ど 同 じ よ うな 定 
理 が 得 ら れる と と を 証明 し た . 証明 に よっ て 四 端 子 網 回 路 の 一 つの 分 解法 が 提出 され る . とこ と に 分 布 定数 回 路 の 一 種 で \ 
ある 結合 線路 形 ろ 波 器 の 合成 に は 重要 な 手段 で ある , 結合 2 本 線路 の 抽出 を 可能 に し て いる 0 


1. Richards の 鍵 定 理 Y., ==| Yat 0 は 
111222 12 
BD Richards. は 文献 (1) に つき ぎの は よ うな 定理 を {2 0 Xd 十 る 22 2 ャ 2 2 Oh ! 


報告 し て いる . すなわち 


FY(%) が 正実 関数 で あ る な ら ば ヵ 」 を 任意 の 正 数 と —%22 PP; の 4 et 1 )| 


Re zu 
yo-yo ae rn 3 
, ) 2Y(h,) 0 Y(?) {2, CY 2 TE が 1 


1 な る (か も また 正実 2 数 で ある 、」 CO ] 
7 と れ が 有名 な Richards の 鍵 定 理 で , Bott と Du- 

| が , 相互 請 導 を 含ま な い 二 端子 綱 の 合成 法 の を 考 。 y = YC の 
えた 鍵 と な っ た も の で ある . pr 
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2 a ne 0 0 
> 多 映 子 網 回 路 へ の 拡張 
Ty + a a )| ” ” 
上 の 定理 が 多 堪 子 納 回 路 へ 拡張 で きる も の と 仮定 し Re 


Ni 


DD) を 書き 直す と , 多 端子 納 回 路 は 行列 で 表 。 アー pp a Yat Yat 2 や a 
"0 和 わ さ れ る か ら , - セ rT Rt da が 半 0 ee 4 


. 行列 [YC] が 正実 行列 で 拓 大 は の を 寿 A we | 4 
意 の 正 数 と bt 上 の 値 が [Y'( ヵ ] の 各 元 素 の 値 で あぁ な 
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i! 補 CYP]= CI] fCY CIEY G2 
[DX 3 A= CYC CK) 
- 翌 BEKO 4. [2Z(p)] の 分 割 


Y 党 計 の Yi お な びる 5 る 2 は YU ” び 
[YC?)]! の 各 元 素 で ある も の と する . 


て これが 多英 子 納 に 拡張 され た Richards の 鍵 。 関数 の 正実 性 を 利用 し て , Richards の 
. 一 般 形 で ある が , 次 節 以降 で , これ が 成立 する 有明 す る 方 法 ウ に な ら っ て , [XY( ヵ ] の 逆行 列 [ZC 
} I を つき の よ うに 分 割 す る . 行列 の 各 元素 を 
3 相 商 了 細 回 路 の [Y(»)] EFZ kt 
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a 
で きれ は , [2Z] は と れ ら の 直列 接続 回 路 に な る . 

ta は 対称 行列 で ある か ら , 任意 の 実 係数 4 に 
FR 

の 2 
関数 で あれ は ば, [2 の ] は 正実 行列 で ある . そ 
まず 上 式 の 虚 軸 上 jw, で の 実 部 の 値 を 求め て 
=, A 竹生 選 作 
3 ンー RP RIED ET RZ 
4° 

0 6 (2)} 
(GR, A RZ | 


RZ RZ 


RZ jo) RZ (Fj 0,) 
0) 
立つ な ら ば R22 の (jo,) 愛 0 と な る か ら , 上 式 
< 式 (④) の 値 を 代入 し て , 
£Z jo = Si} RPZn— St 
4 bP", £ a 
BAZ, fd | 2 @,* 
が の ES 
Z(G oD* RiZia(j 0,) {RZ Cj ody] 


な る % ヵ 


< 
, [ コ ] 内 は 負 に な ら な い . し た が っ て 上 式 は 


' #t ReZin® (jon 20 rR 


際 で は 分 子 も また 零 と な る の で , 分 # 
£0 の 因数 が 約 せ て 極 に な ら な い . 


たがっ て 2Z の は ヵ の 右 半 面 で 解 


や 2Z2⑦ が 虚 軸 上 有限 の 点 カ =j@; で 極 を 


‘ 計 


斉藤 伸 自 : Richards OM Om に 


る . て の よう な [2 の] と [2Z の の ] の 正実 性 が 証明 


が [2Z] は 初め の 条件 か ら 正実 行列 で ある か 


あり 。 二 次 形 式 2m(⑳ も また 右 半 面 で 解析 的 


RR 


— の ©;* 


Co + 
と な り , と れ は 正 で ある .。 た だ し gc は ZZ の P=jo: 
の 極 の 劉 数 で ある も の と する . し た が っ て , る 21) 2 
いずれ か が 極 と な る 場合 は も る もちろん. ZZ 2Z225 2Z12 が 
同時 に 極 に な る 場合 に も 
0) 
の 関係 か ら , 
RZ Co RZ NF o;) 
{RZ Ion 0 

が 成立 し て , 二 次 形 式 Zija⑦⑳ の 極 の 留 数 は 常に 正 で 
ある . 

以上 の よう に , 用 m②⑦ は 正実 関数 で ある た め に 必要 
な 条件 ウッ ⑪ を , すべ て 満た し て いる か ら , 結局 [ZZ②] 
は 正実 行列 で ある . [Z⑭] 関し て も 全く 同様 に し 
て , 正実 行列 で ある と と が 証明 で きる . 


5. [\Y"(p)] の 正実 性 


[Z の ] の 正実 で ある と と が 証明 され た か ら , その 逆 


行列 [Z の ] つ も 当然 , 正実 行列 で ある . [2Z の の] は 
書き 直す と 。, 
[Z] = A 0 CR £2; た 
PW eg 
CPs— £, Zi;:) まさ 人 人 の 
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(が ーー? 
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Ch a ey 
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と な る . (} は 式 ③⑬) 参照 の と &) 


また [2Z の の ] の 各 元素 は »=e に 雰 点 を も つか ら ,。 


逆行 列 の [2 の ]-! は p= に 極 を も っ て いる 、 その _ 
と き の 留 数 を [re] と する と , FERNOMONWE 
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1 たい 
7 = の Gca) (Sa PA) — で PT 了 
(6) 
で ある . た だ し [ac。] は , = に お ける Z の 留 数 


PE が 
CE 
| | 

すき 成り立つ. また 式 (6) の ヶ sjee を 書き 直す と と, つぎ 

の うなる: 


Co 
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Ti1oc = 衝 2 2* 
1122 る 12 a A i02200 — Ui 200 
RE 

X22 ds2c0 


DRG er Ki ade)” 
Wn Ry = PGi 
上 上 式 分 母 の 第 2 項 は , Z の 極 の 留 数 の 行列 式 で あぁ る 
か ら 正 , 第 3 項 は 式 (7) の 関係 か ら 正 で ある か ら , 
に 0 (8.a) 


区 1 る 22 12 £, 
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X22 
の 関係 が 成立 つ . 同様 に xz»> に つい て も 
FE pO 
(8.b) 


ある つる の 1 に も まま かぁ = の 地 タ 取出 
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と する と , [Ze の の] は 正実 行列 [Z⑳⑦]-! か ら p= 
eo% の 極 を 取り 除い た だ け の も の で あぁ る か ら , 当然 , 正 
実行 列 で ある . 

式 (5) と 上 式 の 関係 を あ 用 いて [\] は 


[Y= [Ze の ] コ + {tra] ERC] » 
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と な り , 右辺 第 2 項 の 行列 は 式 ⑱ 式 (6⑥) より 
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と な る か ら , {[rea]ー テ [YC ゃ り ]|» も また 正実 行列 
で ある . し た が っ て , 正実 行列 [22 の ]+ と {Lrg] 


+ テー[YC ぁ りう] » の 和 で 与え られ る [] も まだ , 当 
然 , 正実 行列 で ある . よっ て 証明 され た . 

[2Z⑰⑦] か ちる も 同 様 に し て 証明 する と と が で きる 

以上 の よう に 四 端 子 細 回 路 の 場合 を 例 に と っ て , 謗 
明 し た が 一般に 々 端子 対 回 路 の 場合 も , 行列 の 元 
が ヵ 行 ヵ 列 と な っ て , 演算 が 複雑 に は な る が 全く 同様 
に し て [Y'] の 正実 性 を 証明 する と と が で きる ・ 


6. 物理 的 意義 


式 ② を CG》)] に つい て 解く と , 
[XC] =[2LY CP 
ht Ch] YC 


b 
[tCA] ‘ 
+ EYCh EY CA)] [Yo | 


[Eo tc 


と 得 ら ちら れる. 上 式 右 辺 に ある [YC?)] つ [YC の 
[YCP)] て は, [YC?)] お よび [\ て 2] が 正実 行列 


: で ある か ら , と これ も る 正実 で ある と と は 容易 に 証明 で き 


る . し た が っ て , 上 式 右辺 の 行列 は すべ て 正実 行列 で 
ある か ら , 図 1(a) の よう な 回 路 で 表わす と と が で き 
る . また , 逆行 列 [Z( ヵ )] を 求め る と , 
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(dd) 並列 形 援 頃 (b) 直列 形 拉 枝 


図 1 [XC の ], [ZC の] の 分 解 
Fig. 1—Analyzed [Y((%)] or [Z(b)] into 
(a) paralle!l and  (b) siries cone . 
nection type network.,. 
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と な っ て , 図 1(b) の よう な 回 路 に な る . 
導 TY'( ヵ )] の 次 数 は 式 (3) を みる と , 一 見 し た と と 
| ろ , [XY( ヵ )] より ご 次 高い よう に 思え る が , 分 母 と 分 
| 子 に ⑦- ヵ )* の 因数 が あっ て 約 せ る の で , 同 次 で あ 
放 る . 純 リ アク タン ス 回 路 の 場合 に は , さら に ( ヵ -2)* 
1 が 分 母 と 分 子 に 出 て 結局 二 次 低 く な る . 

Richards が 同軸 形 回 路 (同軸 線路 で 作る 分 布 定数 
| 回 路 ) で , 単位 同軸 ( 従 続 接続 の 同軸 素子 ) の 抽出 
| に Richards の 定理 を 応用 し た よう に , 拡張 され た 定 
有理 は , 結合 2 本 線路 の 抽出 に 利用 で きる ⑪。 ヵ 」=1 の 


A 4 CD 
マヤ 1 と) 


C1) YC1) 
1) Y,,(1) 


= 4 


2 ks ] om (Crip) 
ーー a ™ 
0 図 2 結合 2 本 線路 の 抽出 
> Fig. 2—Extraction of one set of coupled transmission 
line from CY(2]. 
の 値 を 線路 定数 CW : 自己 特性 イン ピー ダン ス . 4: 
Mk を: 結合 係数 ) と する 結合 2 本 線路 を , 図 
に 抽出 すれ ば , 残る 回 路 の 定数 が 丁度 =1 
と き の Y'( ヵ ) に な る . 
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合 に も 同じ よう な 定理 が , 成り 立つ と と を 証明 し た 
集中 定数 回 路 の 場合 に は , 多 端 子 網 回 路 の 一 つの 分 解 7 
法 を 提出 する 鍵 と な る . Bott と Duffin の 方 法 の よう 

に , 相互 誘導 を 含ま な い 回 路 を 合成 する 手段 に まで は 
進展 し て いな い が . 回 路 綱 合成 の 一 つの 方 法 で は あぁ 
る . 分 布 定数 回 路 の 場合 は , 結合 2 本 線路 の 抽出 法 を 
得る きっ か け と な り , 結合 線路 形 ろ 波 器 設計 の 重要 な 
手段 と な っ て いる . 

証明 は , も っ と 簡単 な 良い 方 法 で で きる と も 思う 
が 取 逆 え ず , 証明 を 行なっ て みた . 何ら か の 参考 に な 
れ ば 幸い で ある . 

御 指導 を 賜 わ っ た 永井 健三 教授 , 佐藤 利三郎 助教 授 
に 御礼 披 し 上 げ る . 
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結合 線路 形 ろ 波 器 
一 結合 2 本 線路 の 抽出 に よる 設計 法 ーー 


正 員 斎 職 伸 自 
(東北 大 学 工学 部 ) 


Rg we " 

要約 分 布 定数 ろ 波 器 と し て は , 主として 同軸 形 ろ 波 器 の 黄 計 法 が 多く 報告 され て いる が , と と で は 分 布 結合 線路 を 
する , 結合 線路 形 ろ 波 器 の 設計 法 を 考え て いる . 与え られ た 回 路 パ ラメ ー タ か ら , 結合 2 本 線路 を 抽出 する 方 法 
回 路 と 相反 回 路 の 例 を 説明 し て ある 特性 近似 関数 に は 特別 の 関数 を 考え る 必要 は な く , 集中 定 表 回路 の 場合 と 


で 求め て よい . と の 設計 法 は ・ ス トリ ッ プ ・ ラ イン ・ フ ィ ル タ の 設計 に も, その まま 用 うる と と が で きる . 最 


子 に 使っ た . 同軸 形 ろ 波 器 の 設計 法 が 多く 報告 きれ て 
いる . 同軸 形 ろ 波 器 は , 線路 構造 が 簡単 で 作り 易い か 
ら , 実用 上 大 変 , 有利 な 回 路 で ある 。 し か し な が ら , 
その 反面 に は 簡単 な 構造 の た め に 特別 な 設計 法 が 使わ 
れ , 集中 定数 理論 を その まま 適用 で き な い うら み が あ 
る また, 線路 の 特性 イン ピー ダン ス の 値 に も , 製作 
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で きる 範囲 が 限ら れる か ら , 理論 Ns 
製作 は で き な い と と が ある . と れ ら の 欠点 を 補う 意 
etN ahi 
と な っ て お り , 線路 構造 は 複雑 に な る が , それ だ け に 
種々 の 回 路 が で きる . 相互 イン ダク タン ス を 使わ な い 
| 同軸 形 ろ 波 器 に 対し , 結合 線路 の 使用 は , 相互 イン ダ 
語 クタ ンス の 導入 を 意味 し て , 回 路 の 実現 が , より 容易 
に な る こと と が 背け る . 

本 報告 は 結合 線路 形 ろ 波 器 の 設計 法 を 吟味 し た も の 
の 1 部 で , 結合 2 本 線路 を 抽出 し て 回 路 を 合成 する 方 
法 を 説明 し た も の で ある . 


2. 分 布 結合 線路 の 伝送 式 


1 の よう な 玖 地 上 の 平行 2 本 線路 の 伝送 式 は , 線 
路 が 無 損 失 で ある と し て , 電信 方 程 式 か ら 次 式 の よう 
求め られ る の . 


Eo 


図 1 大 地上 の 平行 2 本 線路 
Fig. 1—Two-wires coupled transmission line 
above the earth. 


3 3 = [Valeos( 27) +[W]ILL]; sin(27) 
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ER sot MED RO, 1 

朋 は 送 端 側 の 電圧 , 電流 , [V。], [75] は 受 端 側 の 電 
圧 , 電流 で ある . [W] は 線路 の 構造 か ら 定まる 定数 
| 2 Woab Uaes a dE 
y 畠 を : 
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を 線路 定数 と する 結合 2 本 線路 と , 回 路 [Y] と を 
図 2 の よう に 接続 し と も の に 分 解 で きる と と を 隊 示 し 
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A dp 
Y,, = Y el も と る 
LI YY +dY, 2 RVD 


tt WaPo 4 | 
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図 2 結合 2 本 線路 の 抽出 


Fig. 2—Extracting one set of coupled line from AY 
上 式 で 周波 数 々 を 1 と お く と , や 
rd id RT nt 
Y,2(1D) =1/W(d —R) 
Y= WCa-) 
と な る か ら 書 き 直 し て , つき ぎの 関係 を 得る . 
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式 ⑬, 式 ④ の 関係 は , [Y] に 間 作 に 成立 っ 
と と は 重要 で ある . MW 
と れ は 遡 に 回 路 [Y] は 式 (④ で 与え られ る 


て いる . 文献 ②) に 報告 し た 通り , と の 分 解 t 事 
実 , 可能 で あぁ る. すなわち 「 与 えら れ な た 回 路 [] は , 
式 ④⑭④ の [W] を 定数 に と もつ 結合 2 本 線路 と , 
で 与え られ る 回 路 [Y'] と の 縦 続 接続 で 表わす と と が 
で きる . (次 式 は 式 (2② を Y に つい て 解き , 求め 5 
れる . まだ 文献 ② の 式 (3 に 相当 する )」 
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WY YY 
S re i ( 終 続 接続 の 同軸 線路 素子 ) 
) 抽 出 に Richards の 方 法 や を 用 いて いる の と 同様 
| で , 結合 2 本 線路 の 抽出 に 上 述 の 方 法 を 用 いる . 1 組 
Pa | の 4 合 2 本 線路 を 抽出 する ど と に 。 残る 回 路 [Y] の 
六 は ニ 次 (リア クタ ンス 回 路 の 場合 ) 2 を て 


4. 対 称 回 路 

RN きき に 回 路 が 対称 な 場合 で は ツヤ 計 で ある か ちら, 
5 結合 2 本 線路 も 式 :(④'393 ら 5 9=1 と な っ 
路 と な り 。 残る 回 路 [Y 和 ] も 対称 と な っ て , 
は 1 
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路 の 等 価 回 路 は , 対称 ラチ ス 形 回 路 に な る と 
2 利用 する と 演算 が 簡単 に な る . 回 路 [Y] の 等 価 
ci (⑤ の よう に Z。, 25 と する と 
PN 
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aml 下 YE Y, 
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W= tz.) + ZY 


『 Zs; (1) 3) 
= Zi;(1) 中 Zt) 
と 線路 定数 が 得 ら れる. 


図 3 対称 回 路 の 等 価 テ ラチ ス 形 回 路 
Fig. 3—Equivalent lattice type circuit 
of symmetrica} one. 


また 2Z。 か ら 5 22(① 〇 ①=WQー£ な る 特 任 イ ン ピ ー 
ダン ス の 単位 同軸 を :;』 Richards の 方 法 ” で 抽出 する 
と , 残る 二 端 子 回 路 Z。′ は 次 式 の よう に な る . 」 _ 
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路 で 与え た と き の 回 路 素子 と 同じ る の に な っ て いる . 

と れ は 対称 回 路 [Y] が ら , 結合 2 本 線路 [WV] を 措 王 
出す る 演算 は , [Y] を 等 価 テ ラチ ス 回 路 で 表示 し た と 

き の 回 路 素 子 Z2, 2Z5 か ら , WU ユー め の , WU は + め の 昔 一 
放 位 同 四 を 抽出 する 演算 に , 置き か える と と が で きる の 
を 示し て いる . 等 価 回 路 に よる 演算 の 方 が 簡単 で あ 
り , 理解 する の も 容易 で ある . 

、 5. 


相反 回 路 


3 相反 回 路 の 条件 は 四 端 子 定 数 か ら は B/C=R?(R は 
定数 ) と 与え そら れる か ら , Y パラ メー タ に 書き 直す と 


RW 
| Y mr 


YY = i 
4 


と な る : 
な る . 


mr 


RS (MR 
1 OP ; 
0 = Ya a ke rh 


{2— WCY,,+dY,,—2 YD | “ 


TE NE EIB HR* SR) 
と な る . と の 関係 を 式 (3) , 式 (④ に 用 いる と | =U WRC Yiit Vas—2RY a) に 
 - SR で A 
a 10) | ととろ で , 上 の [Y] が どん な 性 買 の も の が 調べ て な 」 
: 2 ーー る と , や は り 相 反 回 路 に な る と と が 解る 。 そ れ は , 0 

p 0 Re ; hn To 

2 lt aa 7 

2 CY eG ns i ーー ヵ * に 3 £*) 3 。 * 
a Cat dy -28Yidfa ーー まま 2 9} i 
Ml EE 2 WAT CY +dY- i Ct 2 ] ; 


」 相反 の 条件 式 ⑨, 式 U0) を 用 いる と , _ [ 
RY NE Ye i 
yt 回 路 [Y'] 軍民 の 殺人 韻 漠 司る - 


re i es . 


te ECE) ER 
1 の 


OR 


に 3 だ >1 の 関係 と あっ て 式 ① の 制限 細 B 
2 次 RN 


t よう に 得 ら れる . と と ろ が と こと で 問題 と な る の 


mtn mesma 


B 5.151 £°+2.605 
4 1 (9, 103p°*+7;2029 
上 の 値 を 式 ⑮⑤), 式 ⑧ で 同軸 形 回 路 に 作る と 
HH の と 3 る の よう な る る 2 2 の 
れ 相対 応 す る 線路 素子 を 式 ⑦ に 用 いる と , 求め 
結合 線路 形 2 回 路 の 各線 路 定 数 が 得 られ る . A " 
相反 回 路 ヵ =/0~ 人 1 の 保証 通過 域 の 最大 
3dB と し た ヵ z=4 の 無極 チェ ビシ ェ フ 特性 
祥 ラ スー スタ は RA ニア オニ と て ; 
B00 Nt 
(4.310 耳 “+ 3.3489) SO 
7.8196 5‘+8:18241 9° FT 
£(4.3101 p° +3.3489) 
OC 
"(4.3101p" +p3:3489). 1 1 
と 得 ら れる か ら , 式 ⑭, 式 QO の , 式 UU) を 
2 組 の 結合 2 本 線路 を 抽出 する と , 同 路 は 図 


Zs= 


Y,, se 


番目 の 結合 2 本 線路 の 定数 に 。 k=1.2796 g 


3 、  , Me te " Po Ro a 0 
斉藤 仲 自 : 結合 線路 形 ろ 波 時 夫人 3 


0.4031 O14tZ a な い 値 で ある . 
[RSG mm a a 2 を 分 解 じ し て で て 
0.476 4.023 242 Ys iE 
Fs Tm TS 15 TY aa 2.7874 p* +1 
こつ 100200 ち よこ 
f 4 PC4.3101 p* + 3.3489) 


ーー と すれ ば 5 2 の に つい て 式 (④⑥5 式 


(5) を 適用 し て 結合 2 本 線路 を 抽出 すれ ば 


ーー & ce(R) 
図 4 有 林 チ ェ ビ ジェ フ 特 性 n=5 低 城 ろ 波 器 W=2.4425, d=0.8953, k=0.2640 
Fig. 8 example of asymmetncal Circuit, の 線路 定数 が 得 5 後に 残る yy は 2 に な 


1 
W-2291 We} IN4 る が 逆行 列 の Z" を 求め る と , 1.1492 一 な る イ ン ピ 
d*0.1921 d=2.2Z79 


k=0.05684 ‘=1.2796 ー ダ ンス が 残る . 結局 , 求め る 回 路 は 図 5(b) の よ 


ーー “うな 構造 と な る 。 と の 回 路 は 大 地上 の 2 本 線路 で も 


w=2.4428 っ て 実現 する と と が で きる 値 が 得 ら れ て いる . 
We=J.8026 4 038dd Wo=11492 \ 
1. 実科 突 
s (9 ヵ ー5 の ワ グ ナ 特 性 , し .P.F を 試作 , 実験 し た 例 
を 図 6 に 示す . 図 (a) は 回 路 の 線路 定数 を 示し た 
図 5 相反 回 路 の 例 も の で , 図 (b) が 試作 回 路 の 構造 , 図 () は 減衰 特 
4 Fig. 5—A example of untimetrical circuit. 性 曲線 で あ る < 計算 値 と 実測 値 は 割合 し \ 良 く で 
w= OO Wei) WF いる が , 多少 , 外れ て いる の は 試作 回 路 の 構造 で 入力 
RE ag 端 と 出力 端 と が 近く に あっ て , 電磁 界 の 乱れ に よる 漂 
9 ERR 蓄 容量 が 作用 する た め と 思わ れる . な お , 線路 の 長き 
(a) n=5 の 7 ッ グ チ 特 性 右 路 な ど は , 多少 調整 で きる よう に し た 方 が 実際 上 は 工 合 
が よい . 
| 
8. 結 言 
i 


結合 2 本 線路 を 抽出 し て 回 路 を 合成 する 方 法 を 説明 
し た 結合 線路 形 ろ 波 器 の 設計 法 は , 他 の 方 法 も あぁ る 
けれ ど , と と に 説明 し た 方 法 も 宣 要 な ー つ で , 演算 が 
複雑 で ある よう に 見 える が , 単なる 機械 的 な 計算 を 行 。」 
な えば 良い 。、 む し ろ 考 え 方 は 簡単 で ある . 4 | 
実際 の 製作 に あたっ て は , 種々 の 問題 が 付随 し て 出 
て 来る 、 た と えば , 線路 素子 の 定数 と 構造 の 関係 , 不 
連続 部 の 電磁 界 の 乱れ , し ゃ 断 周波 数 に よる 線路 定数 
の 変化 な ど で あ る が , 本 報告 で は 設計 理論 を 紹介 する 
に 止め て , これ ら の 問題 に は 触れ な か っ た . : 
何ら か の 参考 に な れ ば 幸い で ある . 御 指 導 を いた だ 
いた , 永井 健三 教授 , 佐藤 利三郎 助教 授 に , 心から 御 ; 
礼 押 し 上 げ る . 
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図 6 試作 実験 例 circuit”, LI.R.E., 36, 2, p 217, (1948). 
A Fig. 6—The trial filter, a (E 和 35 10 日 交付 ) 聞 
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ン ェ フイ トド に まき る マイ クロ 波 周 波数 通 倍 * 
: 正 員 牧 本 利夫 正 員 山本 正隆 8 間 
" (大 阪 大 学 産 業 科学 研究 所 ) - 
. ; ‘ 
" 要約 ミリ メー トル 波 の 発生 を 目標 に , フェ ライ ト に よる 周波 数 通 倍 を 理論 と 実験 の 両面 か ら 検討 し た . フェ ライ トリ 
の 形状 は 変換 効率 に 著しい 影響 を 与え る . 球状 フェ ライ ト で は 変換 効率 は 単に 入射 電力 に 正 比 例 し , フェ ライ ト の 磁気 
PD . 的 性 質 に は 無関係 で ある が , 板 状 フェ ライ ト に 対し て は その 磁気 的 特性 が 変換 効率 を 左右 する . 運 倍 器 の 最大 出力 , 最 
| 大 変換 効率 が , スピ ン 波 発生 な ど に よる スピ ン の 才 差 角 の 飽和 に よっ て 制限 され る . . PD. 


実験 を 9.3 Gc/s, 35 Gc/s, 50 Gc/s の 三 周波 数 帯 で 行なっ た . 2kW の 50 Gce/s 入力 か ら , YIG の 単 結晶 を 用 いて ) ブ 
約 10W の 100 Gc/s 出力 を 得 た . 従来 の 通 倍 方 法 と は 異な り , 静 磁 界 方 向 に も マイ クロ ド 波 磁界 を 加え る 終 磁 界 形 運 倍 
に つい て 検討 し , 実験 で これ を 確認 し た . 


\ 


a M が マイ クロ 流 磁 界 々 が 加わ る と と に よっ て 才 差 運 
動 を する と , それ に よっ て 磁化 の 高調 波 成 分 を 生 

フェ ライ ト に よる マイ クロ 液 周 波数 運 倍 は Ayres る. と うし た 高調 波 成 分 は 磁化 の 運動 方 程 式 ① を 7 
らち に よっ て 3 Gc/s 帯 で の 実験 の が 行なわ れ て 以来 , 解け ば 得 ら れる . 、 a 
ミリ メー トル 波 , また は サブ ミリ メー トル 流 発 生 の 手 7 Ca 
段 と し て , より 高い 周波 数 で の 実験 が 行なわ れ て 来 MM ‘ 
た 。 わ れ わ れ は 同じ 原理 と よる ミリ メー トル 波 発 生 を 7 は 磁気 回 転 比 で, 価 は 一 1.759x10"x4zxjl が 
目標 に, 最初 , Melchor ら が 9Gc/s 帯 で 行なっ た も (Couloms/kg・H/m) で あり, 8 は 机 気 括 失 を あ 8 拉 


] の と 同様 な 方 法 で , 9;3 Gc/s の 運 倍 を 試み ふ , 運 係数 で ある . 


i i 


倍 機 構 , その 条件 な ど を 明らか に する た め に 実験 を 進 通 倍 波 の 定性 的 概念 は , は ん 雑 さき を 避け ため 

め て 来 た . 続い て 行なっ た 35 Gc/s の 運 倍 実 験 で , フ 式 ① の 損失 項 す な わ ち , 右辺 第 二 項 を 無視 し 

志位 e る 周波 数 運 倍 が , 具体 的 に ミル メー トル を 解い て 得る こと が で きる . 磁界 互 , 大 

波 帯 の 強力 な 発生 源 と な り 得る と と を 示し た の ⑰, と れ ぞ れつ ぎの よう に お く . a 

うし て 得 ぁ れ た 結果 に 基づい て , 現在 入手 で きる マグ H=H,+he™' 

ネト ロン の うち 最高 周波 数 の 50 Gc/s を 通 倍 し て , MH=M, + met met™t 
: 約 10W の 100 Gce/s" (波長 3 mm) 電波 を 得 た ⑤ の の 7。 は 磁化 の マイ クロ 波 (周波 数 o/2 7) a 
有 同時 に 運 倍 機 橋 , 変換 効率 な ど に 関す る 理論 的 検討 を 。 加 。 は その 2 倍 波 成分 で ある . 直角 座標 を 考え , 
行ない , 実験 結果 と よい 一 致 を みた . さら < 従来 の 方 界 方 向 を < 方 向 と すれ ば , ; 
法 と は 若干 異な っ た 形 の 。 縦 磁界 形 運 谷 に つい て 考察 H,= He, M,= Mz 
給 . RN nd で あり , と れ ら は それ ぞ れ , 磁界 , 磁化 の 直流 5 
】 本 論文 に と お いて は , フェ ライ ト に よる 周波 数 運 倍 に 。 ある. mz> か を それ ぞ れ スカ ラ 成 分 に 分 け て , 3 
関す る と れ ま で の 一 連 の 実験 結果 の 主要 部 を よ 述べ, 通 ず mi を 求め る と 式 (3) と な る . 
4 OS OO AE tn Mis= Cihs—5 B, hy 


My = B; Ua h, 
Mz=0 | 
rM,H, wr M, 


i Rl! 生 rH 


= 計 +7 8 h,;) 
= (Eh 0 ) 


6 (hth 


7 M,Cr* 坪 +20) 
C= 


30or’ M,H, 
(rH =4 oF Ho 
静 磁 界 に 垂直 に マイ クロ 波 磁 界 を 加え た と する と 
i =0), 磁化 の 2 倍 波 成分 m。 は を 方 向 の 成分 式 
3 ® の み と な り , 交 方 向 に 直線 偏 波 磁 界 た 4。 を 加え る 
こ 式 6⑥) は 

maui— hs (8) 

: 20 

な る と の を 方向, すなわち 静 磁 界 方 向 に 生じ る 
: の 2 倍 波 成分 が , 運 倍 作用 の 理論 的 根拠 と し て 従 
か れ て 来 た も の で あぁ る の ②⑦. と の 機構 を ベク ト 
デル で 考え る と 図 よ の よう に な る . すなわち , マ 
np 波 磁 界 な 。 が 加わ る と と に よっ て 藤 磁 界 玉 
: わ り を 才 差 運動 す 
7 4 は Mis 
w sy を それ ぞ れ zy 方 


(7) 
A, = 


つ , 共振 点 に 図 1 磁化 運動 の ベク トル モデ ル 
Fig. 1—Vector model for pre- 
2 は Ps が hs cession of the magnetization. 


どー 
Ff 磁界 形 通 倍 
来 フェ ライ ト に よる 周波 数 通 倍 に 関し て は , 静 
1 向 に 重責 に マイ ク i (すなわち 横 


"2% と kx り , 磁化 ベク トル の 運動 は 図 2 
oe きこ とんだ カー ジオ イ 


図 2 終 磁 界 形 通 倍 機構 の ベク トル モデ ル 
Fig. 2—Vector model for the longitudinal type 
ferrite doubler. 


じ る 磁化 の 2 倍 波 成 分 mzz と < 方 向 に 生じ る zz 
(また は 方 向 に と 生じ る m2)) と を 考え る . @ に お け 
る 共振 磁界 で 両者 の 比 を と れ ば , 式 ④,(⑦ か ちら 

Msy 
2, 2 


Nz2z a 
Mz 


=2 


と な る . 
2.3 二 倍 波 へ の 変換 効率 
従来 の 横 磁 界 形 析 倍 に つい て , 式 (8 を る も と, 
2 倍 波 へ の 変換 効率 を 求め て みる . 損失 を も 考慮 し た 
磁化 の 運動 方 程 式 (1) を 解け ば , 式 (3) の 名 は 
g OMAH (1+8) —0}-520'r'8 MH, 
4 {rH (1 +) — oy +4 oy HH, 
と な る .、8 は いわ ゆる 磁気 共振 の 半値 幅 4 万 か ら 
26=4HIH, ’ 
で 与え られ る 、4 は 共振 点 が 万 (1+0 う =o* で 最大 
と な り ; 
M, 


1 共振 点 = 玉 


と な る 、M。 デ M, (M。 は フェ ライ ト の 飽和 磁化 ) で 
ある か ら , 以下 M。 の か わり に M,; を 用 いる と 。 式 - 
(8) は 共振 点 に お いて . 


Imaz lM C4 


と な る . て 
入力 電力 PF と その 磁界 hs と の 関係 は つ ぎの よ % 4 ’ 
に し て 求まる . 断面 積 z, 厚 さ t,。 体積 V=at な る 「 


フェ ライ ト を 仮定 し , これ に 入射 する 電力 を 評 』 と 
する と 3 
Pa= ali RL 
で あり 。 2。 は 実数 部 を 意味 する 。、 フ ェ ラ イト の 厚 き : 
t を 通過 し て 出る 電力 Pou は ctel と し て _ i oN 


Poue= Pine =P,,(1— ー2 る Dr 
で 与え られ , <¢ は 減資 定数 で あり 
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C= one 5 . 導 波 管 の 断面 積 4 と その 導 波 管 を 使用 する 周波 数 アー 


で あぁ る: うう は 虚数 部 を 意味 する . し た が っ て プ ェ ラ の 2 乗 を 乗じ た も の 224. は だ いた いい 一定 値 で な りり 
) イト に 吸収 され た 電力 PP は 次 式 に な る . FAeD XION, (Gu で 
d P= Pa Pou= Pn2¢t で ある . と れ ら の 数 値 を 用 いる と 変換 効率 は 。 
= Valhs Ra Ds RE 0 凍 
4 * で 側が 入力 電力 や の 比 件 式 と な 電力 PR 
: フェ ライ ト の 放 電 体 損失 を 無視 すれ ば = は 実数 で あり を で W で 表わし , 効率 を dB で 表 わ せ ば < 補 
Ras as 1 1(dB)=—71+10log, PEW) 0 


と な る . 入力 電力 を 10kW と する と , 2 倍 波 へ の 変 
換 効 率 は 一 61dB と な る . と の 値 は 実験 結果 に くら 
べ て 著 尼 くく 低い 。 また とう し て 求め られ た 効 放 は フェ 


度 な り ,; さら に 入力 電力 は 整合 に よっ て すべ て プ ' ェ ラ 
イト に 吸収 され る も る もの と すれ ば 入力 電力 が 


P,=P= hlo A ライ ト の 磁気 的 性 質 に は 無関係 で あり , この と と な 示 
験 結果 と 矛盾 する . * 半 : 
3 と な る . 運 僅 は 磁気 共振 点 で 行なう も の と し , 共振 点 2.4 フェ ライ ト の 形状 を 考慮 し た 変換 効率 a の 
p と お いて I 分 の 結果 は フェ ライ ト 押 佑 機 杜 に 関し て 図 ; 


"a 4 し ら な いと と を 示し て いる 2 
「 P, と その 磁界 た な 。 の 関係 が 式 (10) で 求まる . 


| た ーー 世 loV 和 (k 振 点 で ) 、(10) を 頭 に お いて 導 か れ た も の で みる, 0 


と の 関係 を 式 ⑨ に 代入 すれ ば 式 11) を 得る . 


NE GD TR 
な いま 極端 な 例 と し て 薄い 板 状 の フェ ライ 
MW 穫 4 の 方 形 導 波 管 の 申 央 に あ 2 磁気 双極 子 図 3 に 示す よう に 板 に 平行 な 静 磁 界 互 。 と 


x sjat c 
"net"! Ci よる TE モー ド 電 波 の 放射 電力 P は こ 角 な マイ クロ 流 磁 界 5 を か ける .。 と の 場合 


3 4 ト V * 0 ; 
a At EN の . 板 に 垂直 な 方 向 で あり, この 方 向 の 減 機 係数 
が 84 5 で ある に お な ね お 5 ; t¥ 
"で 与 45 れ 2. ta a enomnsmort ' N=N,=0} Nj=1 


絆 に 得 式 ) を 解け ば mm は 


M+ )(, + 0 1 


3 HAI (EH + ) —w@* —j or8 (2H,+ 2 ) 
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OE * a ] 
rH Ha + a a I 0 


OK と れ は 球形 フェ ライ ト I に 対す る 式 : 
9 0 
a RE 


"て Vy 


Ss 7 


+ ネ 


Mz の (3 + 4 ) - 
を 求め て , 共振 条件 を 与え , 
人 結 9 を 揚 る : 
M3 
[a | 共振 点 テ ーー Pr ) 


と れ を 球形 ? ェ ラ イト の 場合 の 式 (9 と 比較 すれ ば 


M;lusd4 H>1 と し て 近 


hs (16) 


取 W 薄い フェ ミラ イ ト 板 と 
_ 磁界 方 向 

Fig. —Thin ferrite disc 

a and fields directions. 


図 4 板 状 フェ ライ ト 内 の 
磁化 運動 


Fig. 4—The locus of magnet- 
ization in the thin 
ferrite disc. 
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2 M, 


: M2z uo AH 


板 状 フ ェ ラ イト を 用 いる と と に よっ て 磁化 の 
分 は 球状 フェ ライ ト の 場合 の M。/ue4H (C 
位 系 で は 4zM。/4 娘 ) 倍 に な る と と が わか る . 
ライ ト の 場合 の 磁化 運動 の ベク トル モデ ル 
トド うに な る . すなわち 共振 点 に お いて は 式 
ら mz| > my| で あり 磁化 M の 先端 
1 道 を 描き , 球形 フェ ライ ト の 場合 に くら べ て 
。 られ る 


EM. x M, 
i i ) =8.2x10 x*P.x( 入 ) 


7) 


dB 9 
PP 
)= 7(dB) 二 20log, 


M。, 
od H a 


7 は 式 (14) で 与え られ る フェ ライ ト の 形状 
『 い 場合 に 対す る 変換 効率 で ある . M;/。4H 
フェ ョ ラ イト (YIG) を 使え ば 板 状 じす る と と 
50dB 変換 効率 が 改善 され , 実 只 結 果 に は ほ 
叶 %. 

< 出力 ・ 変 換 効率 

で 示さ れ た よう に , 2 倍 波 へ の 変換 効率 は 入力 
NB, 入力 電力 が 大 きい ほど 効率 は 


ライ ト を 用 いる と すれ ば フェ ライ ト の 体積 は 周波 数 の 


bs か 


a A 


艇 本 利夫 , 山本 正隆 : el . 0 議 を 


の 
良く な る . LU 
どの た め に ある 大 き さ で 飽和 する と と が 知ら れ で 0 
る . 才 差 運動 が 飽和 する こと と に よっ て 2 倍 波 出力 も 飽 . 
和 す る か ら 変 換 効率 に は 最大 値 が ある . Oh 

才 差 運動 の 飽和 する に 要する 上 引 界 マイ クロ 波 磁 界 
ム ん 。 は 大 ぎっ ぱに 


hE 


で 与え られ る ヵ 。 と れ を 式 (10) に 代入 する と と に よ 
っ て 臨界 入力 電力 PP,。 は 
P=2z fn VCAH 

を 得る .。 とれ を 式 (17) に 用 いる と , と の と き の 2 倍 「 
波 出 力 は 、 

P= f VM (AH)’ x10° (19) 
で ,  V は それ ぞ れ 入力 周波 数 , フェ ライ ト の 体積 
で ある. 式 19) は 最大 出力 を 与え ,。 と これ を 用 いる と 
変換 効率 は ” 
FF -4.1x10*x VM 20) 


1c 


CE 


と な り , と れ が 最大 変換 効率 と な る . 単位 は すべ て 
MKS 単位 を 用 いる . 波長 に 対し て 同じ 大 き さ の フ ェ 


3 乗 に 逆 比 例 す る か ら 最 大 出力 と 最大 変換 効率 は それ 
ぞ れ 周波 数 の 4 乗 , 2 乗 に 逆 比 例 す る 。 い ずれ も 飽和 
磁化 M。 の 2 乗 に 比例 し , さら に 最大 出力 は 4 玉 の 
2 乗 に 比例 し て 大 きく と る と と が で きる . | 
体積 5x10'm' (0.5cm') の フェ ライ ト (YIGy 
を 考え , 4H=5/4zx10' AT/m (5e), M,=1. 7x_ rn 
10! Wb/m* (4x M。=1700 gauss) と し て 入力 周波 数 \ 
10 Ge/s の 場合 の 通 倍 波 20 Ge/s の 最大 出力 は 式 19) 
か ら 約 100W と な り , 最大 変換 効率 は 式 20) か 5 
約 12dB と な る . < よ 衝 0 
と れ ら の 価 を 増す た め に は , フェ ライ ト の 体積 を 大 | 
きく し な けれ ば な ら な いし , 和 飽和 磁化 M。 の 大 きい " 
材料 を 選ば な けれ ば な ら な い 、 量 大 出力 は 4 玉 が 大 
いと 大 まく れる が その て き の 座 交 称 og 
な る . a 
2.6 フェ ライ ト の 大 き さ と 励 振 モ ー ド 9 設 
変換 効率 を 与え る 式 103), (17) か ら は , フェ ライ ト 3 
の 体積 は 一 応 効率 に 無関係 で ある 。 し か し と れ ら の 式 , 
は その 誘導 に あたっ て , フェ ライ ト の マイ ク ョ 小 磁 界 ー 8 
に よる 均一 励 振 を 仮定 し た た め フ ェ ラ イト の 寸法 が 波 。 
長 に くら べ て 充分 小さ いと と を 条件 と し て いる し か 
し 実際 に は フェ ライ ト が 小さ いと 入力 電力 に 対す る 整 」 


0 必 
で 9 vr *. 5 \ yi i ON a 3 


で 


PE Cf 志 
= 休 A A I a * 
と た oT 


合 が と り 難 く な り , また 熱容量 の 点 で 過熱 が は や く 思 
J う よ う に 効率 が 上 が ら な い . また 前 節 の 結果 は 体積 が 
小さ いと 最大 出力 , 効率 も 下がる と と を 示し て いる . 
と うし て フェ ライ ト は 実用 上 の 観点 か ら あ る 程度 の 
大 き さ が 必要 で あぁ る が , と の 場合 は 均一 励 振 の 条件 は 
. 崩れ る と と が 多い . 一 般 と に 。 フェラ イト 挿入 部 分 で の 
; 励 振 波 と 2 倍 波 の 位相 定数 は 等 し く な い の で , 不 均 一 
. な 励 振 は 2 倍 波 で の 位相 条件 を 満足 し な く な り , 効率 
y を 下げ る と 考え られ る . 
3 し か し 一 方 , 不 均一 な 励 振 し と より 静 磁 モ ー ド また は 
次 科 ま き ッ マク モー ニード の 励 振 が 容易 と な り , - て これ ら 


多く の 共振 モー ド の いずれ か に 2 つの 周波 数 に 対す る 
3 位相 条件 を 満足 する も の が あれ ば , その モー ド を 迄 倍 
請 に 使う こと が で さき る. 

1 

. 3. 実験 と その 結果 

E 3.1 実験 の 一 般 的 概要 

】 入力 周波 数 9.3 Gc/s, 35 Gc/s, 50 Gc/s に 対し て そ 
f れ ぞ れ 2 倍 波 の 18.6 Gc/s, 70 Gc/s, 100 Gc/s を 得る 
有馬 倍 実 験 を 行なっ た . 9.3 Ge/s の 通 倍 実験 で は , 主 
| と し て ミリ メー トル 波 へ 拡張 する た め の 予 備 実験 と し 
3 


て , 電力 特性 を 確認 し 同時 に と フェラ イト の 形状 , 大 
き さ , 挿入 位置 の 問題 , 静 磁 界 特性 な ど を 明確 に し 
た . 続い て 35 Gc/s で 同様 な 実験 を 行ない , ミリ メー 
リト ル 波 へ 拡張 する た め の 良 好 な 見 通し を 得 た の で , 現 
」 在 大 電力 の 得 ら れる 最高 周波 数 で ある と と こと ろ の 50 
Gc/s を 倍 し て , 100 Gc/s (波長 3 mm) の 電波 を 得 
る 
実験 の 基本 回 路 構成 を 図 5 に 示す . 入力 電源 で ある 
ネト ロン は 9.3 Gc/s, 35 Gc/s, 50 Gc/s に 対し そ 
れ ぞ れ 725/A, 35 M10, 50 M10 を 用 いた . 周波 数 
| 50Gcejs 以下 の 電力 は サー ミス タ 電力 計 を 用 いて 測定 
er し た が , 100 Gc/s に お いて は 市販 の サー ミス タマ ウ 
ーー ント の 能率 が 吉 く , 乾式 カロ リ メ ー タ を 用 いて 測定 し 
GARI FF OT て RN 
観測 し な が ら と っ た . 以下 に 示す 実験 結果 は すべ て 整 
; MOT で ある 
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ンス は 9.3Gc/s の 有 倍 回 路 で は 位相 器 を 用 い 
ーー た が , 2 倍 波 の モー ド 変 換 の 原因 と な る らし さく 
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図 5 通 倍 実験 の 基本 回 路 構 成 
Fig. 5—Experimental block diagram of ferrite 
frequency doubler, 
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スカ 波 モ ー ド - ブ ィ ル ダ (2 倍 波 明 止 : 
図 6 50Gc/s の 通 倍 回 路 35 Ge/s の 回 路 も 同様 ) う 


Fig. 6—Composition of waveguide for frequency Wy 
doubling from 50 Gc/s to 100 Gc/s.. "er- , 


面 ) に 垂直 に 静 磁界 万 。 を 加え て , 導 波 管 を 了 選 
ー ド で 励 振 す る と , 静 磁 界 方 向 に 磁界 成分 を も っ た 1 
倍 波 が 励起 され る . と うし た 2 倍 波 の 基本 モー は ス 

力 波 の 基本 モー ド と 電界 方 向 が 直交 し , 導 波 管 0 
い 面 (gE 面 ) に 垂直 な 電界 を る っ た も の と な る s 
と と は 迄 倍 回 路 構 成 上 き わ め て 好都合 で あり , 
へ 簡単 な モー ド フ ィ ォ ル タ を 入れ る と こと ど に よら 
は 2 倍 波 に 対し て 短絡 され る し , 出力 は 入力 導 
対し て 90° 回 転 し た 導 波 管 か ら 取 出す と と が で き 「 
入力 側 の モー ド フ ィ ル タ の 後に 2 倍 波 用 の 到 チ - 
を 設け れ ば , 2 倍 波 だ が フェラ イト か ら 電 源 側 を : 
ン ピ ー ダ ンス は 任意 に か える と と が で きる . 2 人 
力 導 波 管 は 入力 波 に 対し て は カッ ト オ フ で あり 

パ で 結合 し て いる . 入力 波 が 出力 側 を も みる イィ 


わし く な か っ た の で , 35 Gc/s, 50 Ge/s の 回 路 
いた . し た が っ て フェ ライ ト の 位置 は 実験 的 に ) 
EE RS 

実際 の 放流 管 回 由 は 入力 波 と 出力 波 に 対し て 。 9.3 
Gc/s の 運 倍 で は WRJ-10 と WRJ-24 を , 35 Gc cfs 
で は WRJI-34 と WRJ-50 を , 50Gc/s で は i 
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図 7 フェ ライ ト 位 置 に よる 夢 倍 波 出力 の 変化 

Rig 7—Output power of doubled frequency as 
J a function of the ferrite position along 
the Waveguide axis. 


位置 か また は 到 面 壁 で 得 ら れ , 定 在 波 に 対し て 


・ 図 7 は 逝 倍 回 路 
i に 沿っ て フェ ライ ト を 移動 させ た 場合 の 2 倍 
i カ 生 0 で 中 央 で 最大 出力 を 

人 血 8 は 最少 を 示し , 逆 に 管 玄 で の 最大 出 
と 対し て で は 最少 を 示し て いて , 上 信 の 考え の 
と どき を 示 し て いる . 


15 20'25 30 
TR 9.3 Gc 入力 電 力 (kW) 

。 図 8 変換 効率 の 電力 特性 

5. 8—Conversion efficiency to the doubled 
i frequency versus input power., 


nt DE | hh, 


2 依 決 相対 出力 (gq8) 


訂 民 7 
フュ ライ ト に 枯 の 導き T (mm) 


9 フェ ライ ト 板 の 厚 さ と 2 倍 波 出 力 
Fig. 9—Doubled frequency output versus 
ferrite slab thickness. < 


主として 円 柱状 , カマ ボコ 状 , 板 状 の フェ ライ ト に 
つい て 実験 を 行なっ た が , 板 状 フ ェ ラ イト が 最も 効率 
が 高かっ た . て これ は 2.4 で 説明 し た よう に , 磁化 の 
運動 方 程 式 1) に 減 磁 係 数 を 導入 する と と に よっ て 
理論 的 に 示さ れ た と と で あぁ る 計 放 ね - カ マ 寂 所 状 フ ェ ーー 
ライ ト を 正面 管 避 に 密着 し た 状態 で は ;』 面 に よる 
フェ ライ ト の 鏡像 の た め , 壁 に 垂直 な 方 向 の 減 磁 係数 
は 1 と な り , 板 状 フェ ライ ト と 等 価 に な る が , と の 場 
合 は 非対称 位置 の た め , 2 倍 波 に お いて 不要 モー ド が 
発生 し 易く , DIR AE RR 
れる . 

形状 の 効果 は っ ぎ に 示 す 実 験 粘 果 か 5 一層 明らか に s 
な る . 縦 17.2mm, 横 9.5mm の 板 状 フ ェ ラ イト 
(Cu-Zn 系 ) の 厚 さ を 10mm か ら 5 lmm まで 変化 。 3 
きせ た 場合 の 2 倍 波 出力 18.6 Ge/s) の 変化 を 図 9 に 
示す 、 厚 さ 2mm で より 厚い 場合 に くら べ て 約 10dB 
の 出力 増加 が み ら れ る 。 と の フェ ライ ト の Mjag4 評 
の 値 が 3 へ 4 程度 で ある か ら , 薄板 を 用 いる と と た よ 
る 効率 の 増加 を 示す 式 18) の 結果 と だ いた い 一 致す 
る . より 薄い と とこ とろ で 出力 が 急激 に 下がっ て 来 て いる 
の は 執 容量 の 低下 と か , 加 合 の 困難 さと いっ た 別 の 因 
子 に よる も の と 考え られ る . さら に , 板 状 フェ ライ トー 
で , ある 厚 さ を 一 定 に 保ち な が ら 板 の 長 さ を か えて 。 4 
2 倍 波 出力 (70 Ge/s) の 変化 を みた の が , 図 0 
る 一 応 体積 効果 は 無視 する と と に すれ ば , 形状 の 効 
果 が 約 8dB と な り , ER EE 8 
する . A 

3.5 静 磁 界 特性 , a, re Ct 4 

式 (6) は 共振 磁界 に お いて 出力 が 最大 と な る と と 
を 示し て いる 。 し か し 実用 きれ る フェ ライ ト の 大 きき 3 } 
で は , 均一 励 振 を うけ る と と は 困難 な 場合 が 多い し , 
CD i 
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と フェライト 放 の 長き a 

" 図 10 フェ ライ ト 板 の 長 さ と -2 倍 波 出 力 
i Fig. 10—Doubled frequency' output versus 
Ot _ 


ferrite slab length. 


も っ た フェ ライ ト に つい て 行なっ た 数 多く の 実験 に よ 
る と , 2 備 流出 力 の 最大 は , 均一 才 差 運動 に よる 磁気 
共振 いわ ゆる Kittel モー ド と 思わ れる 磁界 あら は 


raminsnims is ocxs. 種々 の 形状 , 大 き さ を 
; 
論 
衝 ずれ て いた 場合 が 多い . 
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図 12 静 磁 界 特性 の 例 ( 板 状 フェ ライ ト の 硬 KC 
に 静 磁 界 を か けた 場合 ) 
Fig. 12—Doubled frequency output versus sea 
magnetic field which is applied parallel 
to the ferrite slab. 人 Nn 


OTA 5 Kivet を kg で 全く 
み ら れ な か っ た 例 で あ こと れ は Steier らち の い . 
P02 247 8 27 TN rR tO 
2. 
の 
ー ド が 励 振 され 易く な り , その うち で うま くさく 
を 満た す と と ろ で 2 倍 波 出力 が 大 きく 福生 れれ 谷 直 
RS 
と れ ら の 図 に 示し た 出力 曲線 は 表 穫 界 に 対し て 
り 鋭 いも の で ある が , 磁 磁界 の 変化 に た ともなっ" 
を た ん ね た ん に と れ ば か な り 広 い 出力 曲 線 が 得 
9.3 Ge/s の 通 倍 の 場合 の 実験 で , 約 
に な お し て 約 3000 Mc/s の 幅 を も っ た も の も あっ た 。 
3.6 フェ ライ ト の 種類 と 変換 効率 et 
板 状 フェ ライ ト を 用 いれ ば 変換 効率 が (Ms/4u4 
に 比例 する と と が 式 16) で 示さ れ た . 
I mn 


wc a 


4 


ry be 


を 10kW で 正規 化し た 変換 効率 の 価 を 表 1 に 示す -. 
M4 の 大 さい YIG の 単 結晶 が 最も 効率 が 高 か 
っ に: 実際 の 実験 で は 入力 電力 は 9.3 Gc/s で 30 kW 
有 】 50Gc/s で 2kW を 加え て , それ ぞ れ 18.6 Gc/s 
力 を 53 W, 100 Gc/s 出力 10W を 得 た . な お , 1 
| ca ust sm oma sce mss 
BK ッ メータ を テー パ で 結合 し て 用 い 衣 率 は 100 必 と し て 
に 
3.7 和 界 形 運 佑 の 実験 

| 裕 磁 界 形 通 倍 は 2.2 に 示し た よう に た, 静 磁 界 方 向 

と と れ に 垂直 な 方 向 に マイ クロ 液 磁 界 を 加 そ な けれ ば 
な ら な い . 方 形 導 波 管 を 用 いて と の 方 法 で 通 倍 を 行 な 
すれ は ば, 図 13 に 示す よう で k, 管 軸 と 45* の マイ 
波 磁 界 を 生じ し る と と ろ に フェ ライ ト を 置き , 到 面 
直 に 静 磁 界 を か ける . と うし て 静 磁界 方 向 (< 方 
と 管 軸 方 向 (z 方 向 ) に 等 し い マ イク ョ ロ 波 磁界 成 
' も た せる と と が で きる . も ちろ ん こと の 場合 管 軸 方 
磁界 を か け て も 同じ と と で ある . いま 定 在 波 磁 
ね て いる か ら , と の 場合 婦 , 名 は 共に 従来 の 
界 形 運 倍 で 加わ る マイ クコ 波 磁 界 の 1/ ソ 2 で あぁ 

この 関係 を 用 いる と 2.2 で 示し た 横 磁 界 形 と の 
な り , 両者 の 出力 に 変わ り は な い . 

の よう に 2 倍 波 出力 を ヶ 方 向 の 磁化 の 2 倍 波 


。 図 13 終 磁 界 通 倍 の 構成 

_Fig. 13—Field configurations in the 
] waveguide of the longitudi- 
nal type ferrite doubler, 


で 通 倍 実 験 を 行なっ た ふ , 変換 効率 は 予 


3 a 
の 
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=, 8 £ 


牧 本 利夫 , 山本 正隆 : フェ ライ ト に よる マイ ク ョ 波 周波 数 通信 


2 (に 従来 の 横 磁界 形 に くら べ て 同 程度 の も 


(C26 ) 


力 角 周波 数 ゅ の 共振 磁界 付近 で 2 つの 山 が で き て い 


. 振 が 行なわ れ て いる と 考え られ , 高い 磁界 で の 出力 が 


形 に くら べ て 改善 は な され な い が , 
限 が 減っ て , 最大 出力 , 効率 が 高く な る も の と 思わ れ 


に ある の で , 高調 波 パ ペン ピ ング の パラ メト リッ ク 増 幅 
器 の 可能 性 が 生じ る, 


変換 効率 は 入力 電力 の み に 関 係 し , フェ ライ ィ イト の 磁気 こ 0 
的 性 質 に は 無関係 と な る . そし て こと の 場合 , 入力 電力 : 
10kW で 変換 効率 は 61dB と な りお よそ 実用 的 で な s 
い 。 し か し , 薄い 板 状 フェ ラ ィ ト を 用 いる と と に よっ 」 i 

“4 


50 dB 改善 する と と が で きる . 


な い . 変換 効率 は 周波 数 に 無関係 で ある . つま り マ グ yl 
ネト ロン の ど と き 高 電力 源 が あれ ば , 常に ッッ ト 程 度 
の 2 倍 波 が 比較 的 簡単 に 得 ら れる . っ 


100 Gc/s (波長 3 mm) 電波 を 得 た . 
た ミリ メー トル 波 は 実際 に われ われ の と と ろ で 95 _ ” 
Ge/s 回 路 素 子 の 実験 に 有効 に 使わ れ た . 0 


ww 


9.3 Ge/s の 運 倍 の 静 磁 界 特 性 を 図 14 示す: 入 


る の は 横 磁界 形 で も み ら れ た Kittel モー ド 以外 の 大 


入力 936c ド 


2 倍 波 相対 出力 


Hr の Hr(2w) 
「 押 隊 界 (Hr: 共 拍 嘆 昌 


14 縦 夏 界 形 通 倍 の 静 磁 界 特 性 

Fig. 14—Doubled frequency output 
versus steady magnetic 
field of the longitudinal 
type ferrite doubler. 


2 倍 波 の 共振 し と よる も の で あろ うぅ. ) 
と の 縦 磁 界 形 運 倍 は 変換 効率 の 点 で は 従来 の 横 磁 界 
2 倍 波 の 共振 を 使 
うと こと に よっ て スピ ン 波 励起 に る も と づく 入力 電力 の 制 


る . また 磁化 の 2 倍 波 成分 は 静 磁界 に 対し て 垂直 面 内 


4. 結 言 
フェ ライ ト に よる 周波 数 通 倍 は その 変換 効率 が 入力 


電力 に 正 比 例 す る . 4 


球形 また は それ に 近い 形 の フェ ライ ト を 用 いる と ,_ 


て 通 倍 出力 は (Ms/ae4 内 )* 倍 に 増え る 、 すなわち V0 衣 


M;/usd HH=300 の YIG 単 結晶 を 使え ば 変換 効率 を rc 


波長 を 短縮 する と と に 関し て は 何ら 本 質 的 な 困難 は 


50 Ge/s, 2kW の マグ ネト ロン を 使っ て 約 10W の 
と うし て 得 ら れ 」 7 


和 呈 方向 へ も マイク p 液 各界 を 加え る 通 倍 記法 す 
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E- 薄い 誘電 体 殻 に よる 散乱 の 理論 


正 員 横 山 牽 
(防衛 庁 技術 研究 所 ) 


NR 
要約 電磁 波 の 薄い 誘電 価 帝 に よる 散乱 に 際 し , 殻 中 の 電界 の 接線 成分 を 一 次 界 の それ に 等 し く , また 芝 中 の 電界 の こ i 
法 線 成分 を 一 次 界 の それ の 1/N? (N は 帝 の 物質 の 屈折 率 ) に 等 し く お く と と に よっ て 散乱 界 の 厚 さ に 比例 する 項 が 正 。 
| 確 に 求め ああ れる と と を 示し , 例 と し て 半 波 長 ダ イボ ー ル に 対す る 球 帝 お よび 円 筒 殻 に よる 散乱 を 対象 と し , 既に 哲 出 き 
ーー れ た 詳 式 と 比較 し た 


i 言 な る 近似 が 可能 の 場合 ( 単 層 薄 壁 形 ) に は 式 i は 
0 ty RE Dy 0 
の 放 午 装置 を 詳 電 件 貞 で 避 設 する ラド ー ム ある い は ダ 
J に ポー ルカ パ < ペー の 入射 界 対 する 反射 め る い は 矢 過 の 0 a な 場合 に 限 る 
3 MCE で 無 了 半面 板 た 対す る 平 箇 波 の 反射 (通過 放電 体 の 形状 を 出 kr 
麻 と し て 取扱 われ て いる の .。 た と えば 算 直 入射 の 。 : 


電力 に 対す る 民夫 RF は. Os eos 


RF- 47° sin*(Nkd) 流 を 不変 に し た 場合 の 電界 (一 次 界 ) で お き 代 える 
5 | Rayleigh-Gans の 理論 が よく 知ら れ て いる が , て の 
よう な 近似 を と り 得 る 根拠 が 明瞭 で な い . し か る に ーー 
i 8 ™ dg が 実に 近 
ON Rs i gs 般 の 薄い 誘電 体 帝 に お いて , その 厚 さ [ 
i nom: 0 る と 共に , 衣 物 質 内 の 電界 は , 衣 の 周 部 を 除い て 
印 Nd 小さく 拉 ty 


+D, 


i 


»' Rayleigh-Gar の 近似 を わずか に 改変 し た 
Be r= A 2 RS NATE 


な る 極限 値 を と る と と が 証明 さき れる. (付録 1) 
」 と と に 選 , 選 は 帝 内 の 電界 の それ ぞ れ 接線 成 
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。 法 線 成分 を , が , 戸 /P7 は 一 次 界 の 対応 する 成分 を 表 
一 方 , 遠方 散乱 界 戸 *“(w) は 
N 
opGkr) (ée—e,e,)・ | 
N exp(—7 &r, ‘enE(r,)dV, (5) 


を 用 いて 算出 され る と で て に e7 は 点 ず お けろ る ヶ 
EE 同 の 単位 ベク トル で あり , 以下 他 の 単位 ベク トル る も る 
NR な 記 を 便 呈 する は 単位 テン ソル で , VW は 


Er) = 


mn 
| 


Fs 垢 の 体積 を 表 わ し , 積分 記号 内 の 互 (:) は 毅 内 の 電 

; i を 表わす. 
有 有 し た が っ て 式 ⑤ に ぉ いて , 厚 さ dg>0- の 場合 に 
は は, 互 (に !) と し て 式 (④⑦ の 右辺 を と り , か つ 厚 み の 
rs 方 向 の 積分 に 際 し て 単に を 乗 ずれ ば よい か ら , 式 
5) に よっ て 遠方 散乱 界 と お ける 殻 の 厚 さ d た 比例 す 


ES 
! ‘5 Oe る . 


出し た 方 が 全 単 で ある 。 ( 特 録 2) 


(« 最近 Andreasen ふ や お よび Philipson や は 


)) 双極 子 放射 に 対す る 薄い 球 上 凶 に よる 散乱 お 
肥 長 ダイ ポール 放射 に 対す る 薄い 円 筒 殻 に よる 
i 両氏 の 得 た 結果 に は 


だ 、 図 1、 匠 と 半 波 長 ダ イボ ポー ル 
a i 1—spherten’ shell and half-wave dipole: 


奇異 の 感 を 抱か せる も の で ある . 本 文 で 得 た 結果 と 比 。 
較 す る と , Andreasen の 式 は 式 (④ に お いて N= っ eo 
と お いた も の に 相当 し , Philipson の 式 は 同じ く N= 
1 と お いた も の , すなわち Rayleigh-Gans の 近似 を J 
用 いた も の と 一 致す る と と が 示さ れる 。 なお;, 単 層 薄 
壁 ラ ドー ム の 反射 の 上 限 が 平面 板 選 対す る 垂直 入射 平 - 
面 液 の 反射 ( 式 (3)) で 表わさ れる べき と と を 論じ た 」 
以下 , 時 間 項 は iexp (一 zw ゅ わ 「 を 仮定 し , MKS 右 ' 
理化 単位 を 使用 する :: また , 自由 空間 の 請 電 率 , 導 磁 こ 
率 を それ ぞ れ "es で 表わし た . A 


- ダイポール 放 射 に お よ ほ す 層 い We 
請 電 体 味 需 の 昧 枚 。 


gt 到 極 子 の 場合 : 

球 帝 と 半 波 長 ダ イィ ポー ル を 図 1 に 示す. 示す 下 
角 内 標 系 に 関連 する 球 疹 標 を (r,0,p) と し , 0 
ー ル アン テ ナ は を 軸 上 に あり , その 中 心 の 愉 標 を OO, 
0,7) と する . また 球 毅 の 半径 を 4a, 所 さき を d と する 2 
7 を な 坦 織 3 半 っ 撤 
T(z,) = Lcos[kCz,—-hW] (65 3 
を 仮定 し ; 最初 に 電流 素 片 7(<*。)dz。 に 基づく 双極 子 。 


3 ’ eh 


"の 達 方 散乱 界 を 求め て Andreasen の 表 式 と 比較 する ーー 


上 記 の 電流 素 片 に 基づく 一 次 界 互 が y < 成分 っ 
は 自由 空間 に お ける Scalar Green 関数 ; 
G(r,r;) = exp[tklr—r, DAr-rl 0 
の 展開 式 か ら 次 式 で 与え られ る の 8 
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Es” (r) = ck 7 
x RS る 
(2n+ DP, os i i aC en 


DTS ed as, 0 8 \ i 3 


rr 


tant Da + » p eos ough a » 


ra ei Pym Ceos 0 0) は Legendre 較 誰 nh は 
それ ぞ れ 球 Bessel お よび 第 一 種 球 Hankel 関数 を 表 ー 
わし , prime は 引数 と つい て の 復 分 を 表わす 。 

遠方 の 散乱 界 E*( ヵ x) (ra) は 0 成分 だ け を も 


ー ち , 上 上 式 を 式 ④⑭,⑮ EAUTKRTEL Bh. 3 
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9) 
| 有 | し か る に Andreasen は 微分 方 程 式 の 境界 条件 を 
| 争 単 化し て 

CN*— Dkd, kd, dla«1 

の 条件 の 下 に , 全 電 界 戸 (*) を 

E(r) = E*"(r) +E*“(r) Cr>a) 

と し て , つき ぎの 近似 式 を 導い て いる . 


Er) = Cales ETS 
kr 


- 
'Y 
i ; る (の bP (cos9) 10 

a 

ok 
4 2 
R,={1—i(N*—1)kd[kaj (ka)]’ 
i Lkah,, Cka)] 
計 式 (UO) の 散乱 界 の 分 を 式 ⑨ と 比較 する に Rj 
有 】 を 9 の 一 次 の 項 ま で と れ ば 式 ⑨ の 第 一 項 と 一 致す 
る 2. し た が っ て Andreasen の 式 は N>1 また は gz 
| 1 の 条件 が 必要 で 同氏 も 論文 中 に と と の と と を 述べ て 
| いる. また Andreasen の 式 に お ける kd の 二 次 以 上 
| の 項 は 仮定 し た 条件 か ら 推し て ほとん ど 意味 と 思わ 
| 22 半 波 長 ダ イ ポ ー ル の 場合 の 遠方 散乱 界 
| | この 場合 は 式 (⑧ を z。 に つい て 積分 すれ ば よい . 
| と の た ぁ 式 ⑥ に お いて {} 内 の 第 一 項 に 相当 する 
級数 を 補助 変数 9。 を 用 いて つき ぎの よう な 積分 の 形 に 
形 す る . と の 変換 は 後 で も し ば し ば 使用 する ・ 
と [sin 9 3 Cn+ DP cos 0 
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A M 

ムー4/4 か ら +4/4 まで 積分 すれ ば = wy 

A i 
gr exp (tkh cos 6cos( Fcos 0 lsin 0, ul 


と な る か ら , と れ を 式 1) の [ ] 内 の 級数 の 代わ 
り に 用 いて 6, に つい て 積分 する (付録 4. 式 ⑦ 
の {} 内 の 第 二 項 に 相当 する 級数 とも 同様 な 操作 を 
行 な た ば 。 結局 半 波 長 ダ イィ ポー ル の 遠方 散乱 界 は 次 青 
で 表わさ れる . … 


0 

N'—1)& で 
a mr Rn で 
47 ァ 7 py 

TT "> 
me 
[Ckh+z/2) jn(kh+z/2) A 、 


+ (kh—r/2) jCkh—7/2)] 
{bias (tad Cha, kad’ 0 


n(n+1) 


Ns Nz 


Ga 
球 衣 の 存在 に よっ て 変化 し た 放射 電力 PG の 7 は 
"4 仙 


Ny 
PS vai 


(ET E22 RE ESD 
で 表わさ れる . と と に 太 。 は 実数 分 を 表わす |「 
で , 戸 が か は アァ アンテナ 中 心 が 球 毅 の 中 心から た だ り 
れ て いる 場合 の 遠方 に おけ る 一 次 電界 で 次 式 で 与え ら 
れる な 


(3 NO 
cos( —cos 0 
Et (r) = —1 & ea < 
tt ck 
“exp(—7zkh cos 0) 


図 2 は (N*—1)kd=0.2, N?=5, ka=5,7 の 
に つい て 4=0, 4/4, 3 8, M2 の と き の PO w 
(13) か ら 算出 し た も の で た が 大 きく な る ほど 


+ 


, R パ 0b ーー で 0 3 TIER " 2 誠 で 
I ID TD 
A ジジ NN 8% Nl 


> 


ーー 次 別 パ ター プ 
hk 


な し か る に に 図 き に 示す よ * 
に 半 波 長 ダ ィ ポ ー ル に 電界 が っ 
ヶ 軸 と ゃ 軸 と の 定め る 平面 内 に 


} コン の 乱れ が 大 きく な る る と と は 双極 子 の 場合 と 同様 で 
あぁ ある, 

2.3 半 波 長 ダ イ ポ ー ル の 放射 イン ピー ダン ス 

a % 。 の 変化 ある 平面 波 exp ( 湾 zcos 6) が 
| テン テ ナ 導 体 の 存在 する 部 分 (0,0,z) に お ける 前 入射 する 場合 , 電界 の < 成分 
| 乱 夫 見 の 成分 を 求め る た めで に , まず 球 殻 中 で 満足 さ は sin 6@,exp (zkzcos 9) と な 
) れる 電界 の 方 程 式 を つぎ の よう うに 変形 する . り , 給電 点 の 電位 差 を V, 電流 
Y Kk VIE) +REC)= UN RE C5 z を 7 (不変 に 保っ) と すれ ば 
に 有 】 し た が っ て 散乱 電界 を 求め る に は 球 毅 に 仮想 的 Ts[V+2exp(ikh cos 6, ) 


rce (NN*ー1) が が 互 (*) が 分 布 し て いる も の と みな 9 eos( Seose) es) 
よっ て 自由 空間 に お ける transverse な ル と 平面 波 。 « 2, 
りな い ) dyadic (tensor) Green 関数 GGr,r」,) ed CE TT な 
やめて (0,0,<) に お ける 散乱 電界 の z 成 分 E: パ “(<) Wat dil: (19) 
は 次 式 で 表わさ れる の . が 成立 する の 。 た だ し 2 は 球 殻 が な いと き の 放 射 イ 


| と ン ピ ー ダ ンス で ある .: 
RE Cr がら 上 よ 了 平 導 の 入信 
‘ EG)dV, G6) ため に 要する 電位 差 の 変化 分 は 3 


個人 合 % に 無関係 な こと を 考慮 し て 不用 な 項 を —2exp(ikh cos 6cos( Feos nk snd.(20)、 
省 に Gi, "2』 は 次 式 . で 与 お ちち れる ' 


S00 で 与え られ る . 式 18) の [ ] 内 の 級数 は sin exp 」 
EE Ne Gike cos 0.) を 表わし 。 し た が っ て 式 QS) は と の よ 
7 うな 平面 波 の 連続 集合 の 電界 の = 成分 を 表わし , と の 


8 jnCkr) 入射 に 際 し て ん を 不変 に 保つ に 要する 電位差 の 変化 
=aGa+1) ek PpP,(cos 0e; 計 虹 と 


Bs (cos Oes 


® 


8§ 12 TRr Ra=T) 

0) は AN の て お いで が の 代わ り C A さ 10 (NE-DAg=0.2 甘い 
5 の で ある . まさ 。 NY A 
流 楽 片 edzy だ けが 寄与 する E(x) を fe 開 人 I - 
> に 前 と 同じ よう うに 式 (16) に お いて Er,) 4 0 
(8) を 代入 し , 厚み 方 向 の 積分 は 単に 9 を i 
らち に K 式 (⑨ か ら 式 (11) を 導い た と き と ; 
形 を 行なえ ば ‘ CR 

1 go i * は 4 
ES te 0 添 
“ SP 3 1 
| ” ={ 
‘ ‘2 5 sin 0,d 0, 2 (2n+1) \ De TZ = FRITX と 
; TRrha=5) en 
3 PA (cos | rea > 0 
a “ A i 
, 0 図 4 球 般 に よっ て 囲ま れ た 半 波 長 ダ イボ ー ル の © 
‘firenrnr, Pha x | アン テ ナ インビ ー ダ ンス の 電気 義 能 太 。 
に 対す る 変化 3 当 
DY 4 + Rt を 0 Fig. 4—Change of radiation impedance of a half-wave Yk rw 
dipole antenna surrounded by a dielectric 
spherical a a function of the electrical - て 0 
(18) distance kh. ~ ) TAR ‘wr s ¥, 
{ i A &? Nd t . 
We EN Ry CR 0 i i vy 
FF) ; "yy + 計 2 & a i A WV 人 ’ i = で \ » は . 邊 
A , nC NO A 
i i で a A 
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分 が 式 (18) の [ ] 内 の 級数 の 代わ り に 式 (20) を 
代入 し て 得 ら れる と と , お よび 結局 半 波 長 ダ イ ポ ー ル 
の 場合 に 相当 する も の は さら に 上 に 得 た る の を z。 に 
つい て 積分 じ て 求 め あら れる と と は 式 19) の 形 か ら 明 
ら か で ある . な お , xz。 に つい て の 積分 に 際 し て は 再 
び 式 ⑨ か ら 式 (11) を 導い た と きこ と 同様 な 変形 を 
行なえ ば よい . 結局 , 半 波 長 ダ イィ ポー ル の 放射 イン ピ 
ーー ダン ズ の 変化 062=0 太 一 6 X, は 次 式 で 表わさ 
れる . 


tN*— Dk 


0 a ER 


a=172( カ 1) 
[kh t+)2) ja(kh +1/2) 
2 Ckh 1/2) 1* { CLhahaCha)]* 
}. 
a Ca +1 Ch Cha)]*! 2%) 
図 4 は (N° 一 1)kd=0.2;, N°=5, ka=5,7 の 場合 
底 お ける と 3 る 32 選 と の 関係 を 示す . アン テ ナ が 展 
の 市 心 に 位置 する 場合 に 放射 イン ピー ダン ス の 変化 
が 最大 な こと は 双極 子 の 場合 と 同様 で あぁ ある, 
な お R77? が 式 13) か ら 求め た 全 放 射 電力 
の 変化 分 に 等 し いと こと が 確か め ら れる . 


3. 半 波 長 ダ メイ ポール 放射 に お よ ぼ す 薄 い 
円 筒 殻 の 影響 


図 5 に 示す よう な 円筒 殻 
の 高 さ , 半径 , 厚 さ を それ 
を ぞ れ 2 gad と 円 穫 
と 同軸 の 半 波 長 ダイ ポー ル 
テン テ ナ の 中 心 は 原点 と 一 } 


0 Zr 
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ペー 
> 


< 


a a A a on a fe co 


CO の と a 丈 
連 す る 円 筒 浴 標 を (?,?, る の 1 
フナ 本 図 5 円 筒 霞 と 半 波 藤 
cos kz と 仮定 する ., . ダイ ポ ボール 
Ek は acy Rd. 
式 で 与え 上 れる cal cover. 
ー7z (<+A/4)exp(tk 2,) 
47 ァ Yalss | 2 Di 
A ho] 
2 pz 
. * Ik 4 ik pz) 
ー va, p:) expG | 


1 24 


22) 


p= NP + (2 +A’, p= N+ em’ 
円 筒 殻 の 場合 に も 両 底 の 周縁 部 を 除い て 近似 的 で 式 
(④ が 成立 し , 式 (5) か ら 人 遠方 散乱 電界 EE。**(r) を 
求め れ ば 
Er) =~ (N'-1)kd Yles h 
8zr 


*exp (tkr){[K,(09,2/4) 
+K,(¢, —A/4)]ka 
*sin 0 J,(ka sin 0) (7/ 
+Kk,(0, —A/4)]ka 
“cos0 J, (kasin 0) —2[(kU+z/2) 
K,(0,2/4) + (UL—7z/2)K,;(09, —/4)] 
: | 
N? 
+Kk,(0,2/4)]sin 8 cos (kl cos0)} 
が 得 ら れる . と こと に 
R00 = 


| exp[tk(\v/(z+ 0)* +a°—gcos 0D] の 
a VA ECR EN 


cos 0 sin(k/ cos 0) +2 LK,(@,1/4) 


(23) 


K,(@, 0) た (z+@) 


.exp[ik( ソ (z+@)*+@-zeos の ] a 
(z+E)* +a 
[exp[ikv +E)° + 0] 

KC0,@ - | ID 
‘J,;(kpsinD の dp 
_[“exp[iky C+)’ + ] 

KG6,0 = | M+E) + 
“kpld,lkpsin Nd p 
で , 思 zx) , (Cz) は それ ぞ れ 雰 次 , 一 次 の Bessel 関 
数 を 表わす . 式 (23) に お いて KK, を 含む 項 は 側 


面 の 積分 の 寄与 する 分 , Ks,K。 を 含む 項 は 両 底 の 積 


分 の 寄与 する 分 を 表わす . ' 
ー 次 界 パ ター プ 談 化 し た パタ ー ジ 

メス 
0 給 


{N° Dhd=0.2, N2=5 
EO0IRTNA; 22=4 ry) 
図 6 円 答 殻 と 同軸 の 半 波 長 ダ イ 
ポー た ル の 放射 指向 性 
) Fig. 6—Radiation pattern of a 


half-wave dipole coaxial 
with cylindrical cover_ 


SR 


N 


EE 
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| 図 6 は N*=5, (N?—1)kd=0.2, 27=2; a=04127 2 
の 場合 とお いて 式 13), (23) か ら 求 め だ た 放射 特 件 を 
科 わす 

円 筒 潤 に よる 半 波 長 ダ イィ ポー ル 放 射 の 散乱 は 両 底 が 
有無 い 場合 に つい て Philipson や に よっ て 解析 され て 
| いる が 同氏 は 磁界 を 

. 二 Hr)= Hr) +d-H,(r) 

> "(第 一 項 は 一 次 界 , 第 二 項 は 散乱 界 ) 
| 

4Aziou, Js; 

[GCr,r,) x E**(r,)]dsS; (24) 
か ら 出 発し て 円 筒 衣 が 存在 する 場合 の 利得 を 々 の 一 次 
D! まで 算出 し た . と と に 8S, は 円 筒 殻 の 表面 を 表 わ 


・ とれ は 式 2 の 右辺 
を 採用 し て いる と と か ら 予 期 さ れる 。 し た が 


が を - 成 分 に 比較 し て 極め て 小さ い 場合 に 限り 成 
5 の で , 同氏 の 挙 び た 最良 な 実測 結果 は と の 場 
a てい 2. 
座っ 

4 薄 忌 ラド ー ム の 反射 の 上 限 

、 の 存在 に よる 送信 機 へ の 反作用 は 算 直 入 射 
- ム に 対す る 入射 角 30* 以下 ) に お いて 最も 
: が 知ら れ て いる . と れ か ら , 厳密 な 証明 は 
5 が, 一 般 の ( 凸 表面 ) 落 礎 ラド ー ム に よっ 
『 れ て 給 流 内 に 送り 込ま れる 電力 の 上 限 は , 


F し | 7 ts 
3 krc eT EN Le 
Ek DPA . (25) 
| 


BE ーD4d 27 用 と な る と と が 予想 され 
c= Cmale) が * で 単位 振幅 の 波 は 1/2¢ の 
も の と する 。 な お , と の 上 限 が 球形 薄 う 


『 が 存在 する 場合 に 実現 され る と と は 
> ら の 反作用 を 求め る 場合 と 同様 に し て 証 
0 

< 得 た 結果 の 最大 の 欠点 は 各 式 が (k の と 共に 


ラッ Pa 


村山 間 : sigma zooms 論 の ts 


os Oa 


われ る . Philipson の 実験 で は と この 範囲 は さら に 拡張 
され て いて NN*=6 付近 に お いて 厚 さ が 波長 の 4 必 付 7 
近 ま で は 定量 的 な 結果 を 与え て いる . 誘電 体 が 損失 を 
有する と き に は 放 電 率 を < と し て 上 の 各 式 に お いて で て: 
NN*==e(1+z tan 6)/zc。 を 用 いる . 
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付 録 2 
(1) 式 (③④ に つい て . 乗 者 は 前 に 一 次 界 戸 か が 
が ezexp( 決 rcos 0) で 散乱 体 が 球 油 の 場合 に dg っ 0 
と 共に 謗 電 体内 の 電界 戸 (*) が 
E(r) =[e;- 1—1/N’) (1+C)sin 0 cos ge;} 
exp(zkr cos 0) (CC: 常 数 ) (Al) 
な る 極限 値 を と る と と を 証明 し た が , 同 所 の 式 12》 
に お ける 虚数 項 は さそ 1/2 ka) か ら 5 当然 省略 され る 、 
し た が っ て そこ と kK 得 た C の 値 は 誤り で C っ 0 (gd っ 0) 
と し な けれ ば な ら な い 、 式 (AD) (C=0 と お く ) を 
書き 直せ ば 本 文 の 式 (④ と 等 価 で ある . pa 
一 般 の 放射 別 お よび 毅 の 場合 に も , 次 人 節 の 式 WA NY 
に お いて # が 上 殻 外 に あれ ば 厚 さ dg っ 0 と 共に 右辺 は nN 
消失 する か ら 互 (の つ 戸 が (r) と な り 。 し た が っ て 衣 i 
物質 内 の 電界 は 境界 条件 か ら 本 文 の 式 (④ で 表わさ _ K 


‘Methods of 


れる . DR 
(2) Keller は 誘電 体 と は 限ら な い 一般 の 薄い 殻 0 
を 対象 と し た が , 基礎 と し て 用 いた 積分 方 程 式 が 9 戸 


する 息 で ある . と れ は 式 (② に 類する 近 /8n (xn: の 水 り トル を 含む た め 結果 が 複雑 に な wg 
C32 ) “ “ tg 4 た ら i « 3 A 3 
CS 
「 » a A I 
ML : HS; Gr i ME p20 


っ て いる 散乱 体 が 存在 する 場合 の 電界 が 満足 する 基 


礎 積 分 方 程 式 は 


3 rE (r= ーー els 

4 

; | (Gr,r9 EG) 

て 

5 EE TD Gr av | 

' 2 | “Gr,r,) x HG)dV, 


} 

" (A 
} を 用 いた 方 が 便利 で ある . と と に を,g は 散乱 体 の 誘 
|| 電 , 半 磁率 を 表わし , V。 は 散乱 体 の 体積 を 表わす . 
度 式 は つぎ の よう に も 変形 で きる . 


EG) EY) = — 1 
) | “Gir,r EdV, 


+ | Cla-D REGALGG,r 
7 Si 

tau)Inx HC,)GCr,r,)}aS8, 
(A3) 

, と と に S は 区 の 表面 で , ヵ は 散乱 体外 に 向う 法 
有線 ベク トル を 表わす . 式 (A の ,(A& 3) は 散乱 体 の 存 
| 在 が 自由 空間 中 に お ける 仮想 的 分 極 P=(e 一 EM 

= d/o) (rz—go) 玉 の 存在 と 等 価 で ある と と か ら 導 か 

A れる mn. 


1 


2 E (Cr,) E+ (A4) 
と お おき, omo ET ots よう. = 
Er ade tT, ds, SC RS 


Es = p(ted Ce Wat, Ceo 


RY teos 9, cos 0 cos(p,—® 村 0, sin 9} 
A は 点 に お ける 9 方 向 の 単位 ベク ト 


0 in 0, sin 0 cos (oie -) 


4 i 0 


CS 0, cos 9 


(3) 式 ⑨⑪ に ついて. 式 ⑤ の 右辺 の EG を 


a cos 0。 な る 変数 変換 を 行なっ て 


I EE 
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上 式 に お いて 
2x 


i re 


h exp(iz cos pcos(M pd p=277" TS, (A) 
中 い て ます に つい て 積分 し さら 


P, (cos 8,)cos 0, 
=taPin + (2+ DP GD 
P, (cos 0,)sin 9, 3 
=n(r + DP PZ2nr + 半 
を 代入 し て 拉 


27 
| sin 0, exp ( —zka cos 0, cos 0) 


[CP (eos 8,) + (n+ DP cos0D} 
“J, (ka sin 0, sin 0)cos 0+n(n+1) 
LP Ccos 0 EP Cos 0D} | 4 
“J, (ka sin 9, sin 0)sin a 0, 

さら に 公式 
スー (zsin 8 sin 8,) < 1 
(COS 0 SnD ad 0, A 
=27° 4P "(cos 0) (2 庄村 
に よっ て 9。 に つい て 積分 し て 整理 + れ ば 。 
。 . 
A EG Pi 
2 ヵ 7 二 1 : iE 科 
(cos Ncos9—n(n+ DP, 11 (cos Dsin 9} 
Fa (ka {nt DP CcosD の cosd TT 
+n(n+ DP,_, (cos sin 9] : 
上 上 式 の {} 内 は それ ぞ れ zP (cos 0 の, (z+1 
(cos の 0) と な り ,。 さら CK Fai (Ra), Fn-1Cka) を 
で 表 わ せ ば 結局 0 


S=4x(— prteos ai 


どど な な る れれ が 穫 9) に お いて N を 合 ま な い 
応 す る も の で ある . N を 含む 項 も 同様 に し て 式 A 
の 第 二 項 の 寄与 で 表わさ れる . a 
RC oR NE 
つぎ の よう な 積分 が 現われ る . 


2S= ド 2 cos( Feos 0 JP (eos0) 
0 ; 
_ “exp(ikh cos 0 0 


PUL 
ce a0; i 


P, (cos h, i 


3 1 C9 


キ expls ( 如 5) I 衝 辻 dt 
部 分 邊 分 を 行なっ て 


blir3y arte-5)]. 


mt 15+ (5) 


(nF tP. wat 
大 の 第 一 項 は 消失 し , 第 二 項 は 式 (A 5) (m=0= 
いて 結局 


((& + る ) jn(kh+ NS 
(5) 


球 地 の 中 心 に 位置 する point source の 放射 


Ot 本 


CF FM 信 号 の ェ コ ー ひずみ に つい て は Rice 
解 を 与え た が の , か れ ら の 行なっ た 近似 計 筑 
能 の 領域 を か な り 残 し て お り , また , その 
け と は 言え ね の で つき ぎの 点 を 研究 の 対称 と 


超 多 重 FEM 信 号 の エコ ー ひ ずみ 


志 の 修 

( 沖 電気 工業 株 式 会 社 ) 
| 要約 多 箇 信号 の エ テ ュ ー ひ ずみ に つい て は , Rice が 近似 計算 に より 一般 的 に 求め る て いる が , 
) 能 と され る 領域 が か な り 残 され て いる .。 また , ひずみ に 関す る デー タ も と ぼ し いと 考え られ る の で , 近似 不能 」 
縮 少 お よび 不足 デー タ の 補充 を 目的 と し て , と と に 発 表す る 次 第 で ある :。 
e の 近似 不能 領域 を 狭く する 近似 を 示し , それ ら を 用 いて FM.PM いずれ の 場合 に お いて も ゃ も , チャ ネル 周波 
度 , 反射 係数 , 運 外 計 間 が わか れ ば , 各 チ ャ ネル の エコ ュー ひずみ に よる SIN が 。 わ か る よう KK 図表 化し た .」 


が 各 チ ャ ネル の 周波 数 。 た ; 最高 チャ ネル の 周波 数 。 


r=a と お いた も の に 等 し い 。 < : 
角 82) の 位置 ベタ トル を ヶ 」 と すれ ば , その 部 分 が “ 
寄与 する 散乱 電界 は source の 付近 の 点 か に お いて 8 


Ca A eikdexp [ —ike,,*r] 


4z 
[CG P27]'8Q (AD 

で 表わさ れる . し か る に 平面 波 exp[ 一 湾 e…#] ( 電 
界 の 方 向 は 式 (A 6) に お ける も の と 同じ ) を 受信 し 
た 際 導 波 管 に 入り 込む 波 の 振幅 は 送受 信 の 相反 定 
理 " ゎ に より 

—C,0ALGC0, p)/4 a] (A8) 
で 与え られ る 。 た だ し cs。 は 導 波 管 め ら 単 位 振幅 の 波 
を 送り 出し た と き に 放射 と し て 出 て ゆく 球面 波 ( 式 
(A6) の 形 ) の 振幅 を 表わす . し た が っ て 式 (@ の の 
exp[- 六 e,*#] の 代わ り に 式 (A8) を 代入 し て 積分 
すれ ば ~ 


| G0, 8N=4z 
を 用 いて 管内 に 入り 込む 波 の 振幅 


V2¢P, が 得 ら れる . 
(昭和 34 年 10 月 1 日 受付 。35 年 6 月 21 日 受付 


CN*—1) kd cul 
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その 近似 計算 に お いて 


値 計算 し いか な る 場合 の S/N 8 知る と と が で きる = 
よう 図表 化す る 特に 従来 の 発表 で は , FM に 対し 

て 最高 の S/N お よび 最低 の S/N の 場合 し か 計算 きこ 
れ て お ら ず , また PM に 対す る 計算 は ほとん ど みあ { 
た ら ぬ と 思わ れる の で と れ ら を 計算 し て お く . 


2. 記号 に つい て Ey 


以下 いち いち た だ し 書き で 記号 を 説明 する の は わか 
り に くい と 思わ れる の で と と に 一 括 し て 上 げ て お く 、 
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Pj 角 内 送 波 財 波数 fr; r= た すなわち 最高 チャ ネー 


ル 周 波数 刻 で 規準 化 し た 各 チ ャ ネル 周波 数 . rj; 違 メ 肖 


射 係数 . 了 ; 友利 信号 の 層 近 時 9; 0 放 信 en 


-h ss 
ej J WK RN りさ 
| pg i i A な kt 
# Cs 2 « re Y: 3 nl NO 人 
hl re a 42 r ne = A ON i Sg " 
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A MAN cs 
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移 . m; 実効 変調 指数 . 4 4 すなわち 最高 チャ 
ネル の 周波 数 で 規準 化し た 実効 周波 数 偏 移 。 U; U= 
2z ヶ rT. ?⑦ ; 超 多 重 変調 信号 ,FM で は 〆⑦④ が 信 
与 と な り PM で は ?⑦⑰⑦ が 信号 と な る . (FM 信号 
は sin(ZZ 二 ) に 比例 し て いる ). Ro ぁ ⑦④ の 自 
己 相 関 関数 . W。(}) ; 変調 信号 ぁ ①⑦ の の 電力 スペ クト 
ラム 。 到 」 メー2z ヶ ププ て WC) ; ひずみ の 電力 スペ ク 
トラ ム . の の,() ; Dirichlet の 不 連 続 積 分 . 


3. 一 般 論 


Rice の 与え た よう に 各 チ ャ ネル の ひずみ は チャ ネ 
ル 周 波数 ナ の 関数 と し て の 


We=rG-Hceos2PT) CS 
で 与え らち れる. * 

EE Ge-mo| [er —1]eos2zfrtdr 
(2) 

H= emo [en 1l]cos2 rfrtdr 

(3) 
CR =2Rr =R, lc T=Rir=T) 
(C4) 


すなわち "RR,(0) =2[R,(0) R(T)] (5) 
以上 た より W。(/) を 求め れ ば よい が , と の 計算 は 
か な り 複 雑 で ある の で 近似 計算 に よら ね ば な ら ぬ . そ 
れ の 近似 方 法 を 分 類 す れ ば 

3.1 太 ,() に より 展開 する 場合 

e+Ro) を 太 ,() の べ キ 級数 に 展開 し て 。 つき の 式 
を 得る . A 
Gr 3 Ws;lus) 


n=1 


(1—cos27 Tn,)d 1b; 
『 Wluz) (1—cos2z7 Tau,)d pa 


「 WalupD CO DR DT 


: Ww(- Das (1-eos 2x TF Fm) 


(6) 
0 ニー Wola 
m=1 n! J -% 
0 | 0 


(1—cos2 7 Te hn dn 
Wr Fuss TT PNR 


t=1 RE LE tl 
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3.2 Gram-Charlier の 級数 展開 に よる 場合 
と の 場合 に は G> 刀 と 考え られ , G だ げに より 
W。 (7) は 大 体 定 まり G は つぎ の よう に た に な 


LN ° 
2f6 = EE Sa 
[e/ 


n=2 
れれ だ し 0 
(— pn 
ete (2m1! mn 0 RE) | 3 
t 
= Gn! Fr Wf) (cos27 fdf 
] (9) 
と が (10) 
EE 
[ Ce 2 Ck 
Bi 
bas 
1 2 
es ES 
bo=Ci;o +4 CC, (12) 


また 瓦 ,z) は Hermite の 多項式 A?2 で ある 
4. FM お よび PM の 場合 


FM の 場合 に は W,(/), PM の 場合 に は W,⑦ 
が . 変調 信号 の 電力 スペ クト ラム と な る わけ で ある 
が , この 2 つ は 最高 チャ ネル 周波 数 まで は 平坦 で それ 
以上 の 周波 数 で 零 と な る と 仮定 し て , 各 チ ャ ネル の 周 
波数 (75 で 規準 化 さ れ た ) だ の 関数 と し て の S/N を 
つき ぎ に 求 め る . すなわち W。(/7) を W。 (ff) また は 
W。(f) で 除 し , と これ を の 関数 と し て 表 わ せ ば よ 
いわ け で あぁ る. て これ を …S(F) と 表わす . と この と き dB 
で 表わし た 各 チ ャ ネル の S/N は , 一 10 log;。lSCZ)] と 


な る . 以下 とれ を FM と PM の 2 つの 場合 と 対し 


示す . 

4.1 FM の 場合 

4.1.1 太 ,(z) に より 展開 する 場合 式 ⑥⑪,⑰ 
の 場合 そ で は , 策 2 項 まで と っ て (第 虐 項 は crosstalk 
に な ら ぬ ぬか ら 無 視 す る ) ぶ ぷ (Zp) は 

SF IHNIAA SP TCU, FS 
EE 
TU;F) © 

sin== sin 


0 
Ck || 4 A 
14 


R,(0) = 2 Ceos O+USU)] A5 


(3) 
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スス SCF) = 2 rme- OCGin PTIIT,E) GD Nn 


4.1.2 Gram-Charlier 青 数 の 場合 ; cos a 
EC た だ し UV, -(1 )G- が 


、 2F2 1(FY 
3 SCF) = Ro Fs } 6 3 sin aE aE Ua XX 


F 
ht Sa =)| RO =2m 1 | os 


™ 


ER Fe-ReDsins OL LO ! 
RN 5 4.2.2 Gram-Charlier の 約 数 に よる 場合 
| ここ で n=2,3 の と き に は 式 1) より NL EY 
| Ov li rb ri 


A 2 カー AR 
Gnmle| sinU E ジ a —)| 
“i l U a 
=U"sin U+21U"—cos U a nD FT CE 


n=2 


27n(27—DL: ヵ z=2,3 の と き に は 
T= =sin U 18) 
4.1 .3 U= 2 Tl の 場合 C= 
ド 2 
5 - (FE 3 CD pp 
0 PT も ちろ ん Zs は 式 (18) の も の で あぁ ある. 
(i a9 (AY ' 4.2.3 U1 の 場合 
1n 
sp)-2(7). ew ED, CF) 


n=2 e 
co 1] ga 4 ” ¢ : 
光 (2 } cosFzdz (20)AN 5 さ で“ rn 2 26, ee 


ヵ 々 が 偶数 な ら sin?PT を と り 庁 数 な ら cos?P7' を と 
me t 


0 村 


Dirichlet の 不 連 続 積分 の 一 種 で ある . 


5. 数 値 計 


1 近似 領 城 
Fig. 1—The approximation domain. 
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. 3 SIN 比 (FM の 場合 図 ) te i 
' Fig. 3—The SIN ratio in case of FM¥ a 3 
の 領域 を 図 1 示す 。 すなわち C 部 : 式 (24) を 用 う 、 "で 3 
図 1G) に は , FM の 場合 D 部 ; 式 (21) を 用 う . i 
び の 値 に 対し 用 うべ き 近 似 の 範囲 が 示さ れ て い E 部 ; 近似 不能 領 城 。 「 」 し, 8 
a i FNP; 式 (24) を 用 う . と 
5.2 JU,P ; A'as; A'asy お よび 9U,P) 5 mag 


13) ある い は (19) を 用 う 、 
Bi: 式 (13) を 用 う . 1 

式 (16) また は 19) を 用 う : " 
PM の 場合 。 図 1 (b) に は , PM の 場 


間 ・ 


i の 値 選 対 し 用 うべ き 近 似 式 の 範囲 が 示し て 


拓 和 2 


; mm'as' を 各々 求め 図 2 に 示す 、 と れ ら より 各 チ ャ ネ 
ル の S/N すなわち -10loglSCP)| を Si 
FM; Fm1.0;.0,75,.0,5'0.25. 半 8 
A=0.10.2. 0.4, 0.6, 0.8, 1.0, 2.0, 
OT C0 AB ot 
PM FE = 0 5 0 0 2 DN 
‘A=0.1, 0,2 0,4, 0.6, 0.8, 1.0, 2.0,. 
OS: BR 
の 各々 に 対し び の 関数 と し て 求め 図 3 お よび 図 4 に 


a 
WE 
J 

A 


” 


3 昭和 36 年 7 月 電 気 通信 


(SIN) 
010g,, IsCF)[ 
(dB) 


(F=10) (PM) 
20 


40 


60 


位 =0.75) (PM 


i > 
ZC 
0 


ahrpnopl0S 
TCTORLDTrhM— 


oo 


{(F=0.5) (PM) 


Porn=cLLLL 
(ーー メ ーー に 


CE 0 
5.1 FM の 場合 
 ① 図 3@ へ ~ 図 3 の ①④ に は F=1.0, 0.75, 0.5, 


0.2 の 各々 に 対し び お よび 4 を 変え た と き の S/N 


学会 雑誌 第 44 券 7 号 1061 
(S/n) 
10 Logsp 1SCF) 
0 
(aB) (F= 028) CPM) ・ VI 
n=0.1、 A NS MV 
0.2 クタ i et ペア 6 
A LY i 
9.6 へ へ HAI? 40 
0.8 NN ray, 60 
1.0、\ \ 80 
NR 
6B.0 OS 
60 
0.1 1.0 10 U 
(d) 
{s/n) 


0 og |stF)] 
(a8) 


(F=0) (PM) 


き 
tt 
=) 


PRP=EcSL0OLHs 


20 ト 


Conrm—= 


40 


Oco 
xX 


60 


N° 


80 


6.1 10 10 u 


Ce) 


4 SIN 比 (PM の 場合 ) 
Fig 4—The S/N ratio in case of PM., 


の 最小 値 が 示し て あぁ る. 最小 値 と 言う 意味 は と と で 示 


し て あぁ る 値 は 実際 の S/N か ら 反 射 係 数 と sin?P 
の 影響 を 除い た る もの で あぁ ある.。、 す な ね わ ち 


と 
m3 


EW 


a a 
EE 


ww 
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(4) 屯 ,A を 一 定 に と し た と き の SIN は UU? 形 中 


する と ある と こと ころ で は 直線 的 に (dB で ) 減少 し , そ 
と か ら は 大 体 平均 的 な 特性 に な る わけ で ある が , その 
直線 的 な 領域 に おい て は 図 3a) ~ 図 3(d) に 示し て 


ある SIN は 実際 の SIN か ら 5 20log r+20logsinPTI 


を 引い た も の で ある 。 すなわち , と の 和 領域 で は 実際 は 8 


sin PT7' に よる 振動 を 行なう わけ で ある . 


(nm) 平坦 な 領域 と 入る と 大 体 G を 万 と な り sin 
PT に よる 振動 は な く な り 実 際 の 値 よ り 20log ヶ r を " 


引い た も の が 示し て ある . 

G⑧ 4, を 一 定 に し て び を 増加 させ た と き , 直 
線 的 に 増加 する 領域 で は 4 が 大 きい 方 が ひずみ が 大 き 
い . = し か る た 平坦 領域 で は 大 体 4 が 1 に な る まで は 4 
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a i A Ct Re, 
が 小さ い 方 が ひずみ が 大 きい . し か し 4 が 1 より 小さ modulated FM a by non-linear attenuation 0 
- は 正 刻 演 状 に : 0dB and’ phase shift”, B.S.T.J. (1957. 
いとこ とろ で は 正弦 波状 変化 し , 大 体 より わ ず (4) 新選 修 :“ ェ ュー 歪 に 関す る 一 考察” 昭 35 a 
有 か に 小さ いと と ころ に 集中 し て いる . 1689. ‘| 
CG) に 対し て は , だ 1 の 範囲 で は すなわち チ (5) 佐藤 : “数 理 統計 学 ”. | 
+ ネル 内 部 で は , 下 が 小さ い ほ ど , すなわち チャ ネ § 
_ ル の 低い ほど ひずみ は 小さ く な り , 了 ア =1 すなわち 最 付 録 
# 高 チ ャ ネ or る . (A,) : = (2) の e- Ro®)+Rolr) を 
0 -R,(0) + RC) 


GO 取 4Ga)~ 図 4e) まで は , F=1.0, 0.75,0.5, x n 

有 | 0-25, 0 の 各々 に 対し び お よび を 変え た と き の GE 2 LR 
SIN の 最小 値 が 示し て ある . 最小 値 と 言う 意味 は 先 er 2 

っ FM om 人 ac ロ し ょ うに , 実 所 の SN か ら 反 利 作 数 。 の よう に 展開 し (も ちろ ん 2 

お よび sin*P7 の 影響 を 除い た も の で ある . す な MD i a A 

5 4 * 2 
Py CD) 到 m を 一 定 と し た と きき の SIN は びり が 1 に et Db" | ( 付 2) 

* まで は リゾ の 増加 と と も に 直線 的 に 減少 する : RK 
が 大 体 ]1 を 越え る と 直線 的 な 減少 は な く な り そ と すれ ば Dam と dzm の 聞 に は 式 U2 の 関係 が あ 
の まま 一 定 値 に お ち つ く か (変調 が 深い すなわち 吉 る . 式 ( 付 一 の を 式 (② に 代入 し て 

が 大 きい と き ) ある い は 一 定 値 の 回 り を 上 下 に 振動 す fe CF 

る (mm が 小さ いと き ). と れ は が 大 きく な る と 全 チ 2zf4G =2| 0 


ャ ネル に わた っ て 希望 信号 と 反射 信号 と の 間 に 時 間 運 id 
と よる 大 き な ひ らき が 生ずる た めで , ほとん ど 反 射 と Dr be < cosF ud a 
希望 信号 対し 相関 を 失い , それ 以上 び が 大 き i 


0 近作 “ に すなわち , と れ を 計算 し て 式 (8) を 得る . 
ゆえ ん で ある . , また Rs() を z=2z ヶ fr と し て , 変数 々 で 胡 わ 


直線 的 に S/N の 減少 する 領域 で は 宮 が 大 し Taylor 展開 し て 式 1) を 得る . 
地 が 小さ い ほ ど , ひずみ は 大 きい . また , (A ; 刀 (x) は Hermite の 多項式 で 。 
と は 交 が 1 より 小さ い 場 合 に は り の 人 金 依 H(z) =(-1)"e そそ ee 4 (4 
> て 言え る と と で ある . dz" 
し か し リ >1 の 領域 で は 7 が 大 きく な れ ば で 定義 され ,。 た と えば , (x) =1, H,(&) =z, Ha 


は 減少 し て 行く と と に な る . =—l, H(z) =2—3z, Hz =x'—6'+3, HT 
Mm を 一 定 と し て みた 場合 に び が 増加 する と =v—l0+15z, H(z) =x°—15 2z! +45 x°—15.. " 
の 直線 的 に 増加 する 領域 で は 『 ア =0.75 前 後 で 等 と な る . \ 


詩 洛 が が 存在 する で あろ うと と は 言え そう で A); 式 (9⑨) の W。(f) と し て 


, ひずみ の 最大 に な る の は FF=0 の と き EM の 場合 , の の - 六 作 0ZfEh J 


st 明らか で ある . Ff 
計算 に 色々 と 御 世話 に な っ た 日 大 工学 部 学生 0 

tf ( 付 5) う _ ne 

ts る 

震 PM の 場合 WiC の ーー 0 sh 

C1) WAR. Benett, H.E. Curtis and 8.0. Rice: 衝 el 
0 nterchannel-interference in RM and RM , 4 ナンカ r 
I systems under noise loading conditions”, 6 
B.S.T.J. 34, 3, (May 1955). を 代入 し て 計算 すれ ば , 式 16), 24) を 得る . t ) 
W.J. Alberskeim : "Echo distortion in the FM (A 文献 U 〇 ) より 7 3 


mission of frequency division Te 
el 1952). 
: “Distortion produced in a noise 


A A 


i Not Deosyud a 7 


0 3 A 


な る 関数 を 用 いて , 
i の 場合 =2z ヶ 1 な ら 
pn- (2) emei 


" 
( 


1 ATF) —IC— A*U*, Fcos 2 PT]' 
! 4 EU Re DI CR cos PT ( 付 8) 
PM の と き UK1 な ら 
"4 2 
Fr GR = | eTIIG mF) 
3 
1(—27mF)cos2 PT+2[I(—,F) 
ns co 2 PT FO 
Ar MMOD Feo PT sin’ a 
( 付 9) 
そこ と で F が i % Sin gp ”# 
Et & ) (10) 
i ( 仁 の ye 
当 Gz,y) = A "DC ( 付 11) 


た だ し , Ce | (2) COSY LA 
8 , mC Eo 
; \ p ( 付 12) 


' C8 EC EC 人 大 じじ で 1 G9} お よび 


計 、 26 を 得る . 
CAD; ; 式 (20) の 用 (F) は Dirichlet の 不 連 続 


* 


"0 a 
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いい _P-N ジャ ンク ショ ンダ イオ ー ド を 用 いた マイ クロ 波 
< は 中 之 格 に OT* 
RS 中 で 5 相 ・ 洒 久 
a a (富士 通信 機 製造 株 式 会 社 ) 0 
相 約 PN ンク ンズ イ キー を 用 た 同 凍 選 佑 拉 村 を 小 所 李 周 只 と 大 折 要 叶 折 は と に 分 け て , 前 者 で は , 
= 画家 6 高 次 成分 に よ り 通 倍 が 行なわ れる が , 後者 の 場合 は strage effect に よる 電流 波形 が 伯 倍 の 要因 に な っ 
UE Gauntateeeg り 確認 し て 両者 の 場合 の 解析 を 行なっ た 実測 は 大 振 柱 大 折 時 で 久 


A を 使用 し 入力 0.5 Gc, 300mW で 出力 4Gc, 3.6mW を 得 そ の 能率 は 大 体 19.5dB で 解析 (一 20 
し た . 人 St RN Rs EN 


線 性 を 利用 し た 運 倍 理論 は 小 振 幅 時 と 大 振 息 励 振 時 で 
取り 扱い が か な り 異 な り , まず 小 振 幅 動作 と し て は 文 
献 の ① に 2 運 倍 3 運 倍 の と き を 扱い , と れ を ヵ 運 佑 叉 
張 し 実用 的 な 式 を 誘導 し た の が 交 献 ② で , 文 喜 ⑭ は 

。 本質 的 に 文献 ② と 同じ 式 を 誘導 し て いる 、 し , 


ッッ ls ん 
KM I « Te 
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—— rn 

’ EN pa + A 
積分 と 言わ れる も の で 区 


j co で 本 
a =| (a 2 (413) 0 


ws で 
と 共に 用 いら れ , 必 ,(F) と d(CF) の 間 に は つき ぎの 0 
関係 が あり , つぎ つき に DD 湊 が か), dz(F) ぁゃ 求め 2 


で さる 


4 
た 


en 


a 
dld, CF)] ne 
ERAN CF) で 
CO 
た と えば ee 
DF) = | A 0 
_ | ; 
0 Fl 
I TR 
0 F>2 
0 
D, | 1 3 | Fa 
| 1 FE 
CLG 0 
0 > 
(昭和 35 年 10 月 22 Rp 朋 


‘yd , 
た WV) 


UDC 621.374.4 : 621.382.2 1 
621.3.029.64 1 


と 


a 


1064 柚 示 3 P-N 0 同調 


隊 2 和 と し て Ik り 朱 う べき 電信 を は. oC 1 
| て は 広帯域 時 に つ き 文献 (4) で 電流 波形 が 運 倍 波 の =~nO CN の ご 
: 出 や すい 形 で あみ る と と を 指摘 し > これ を フー リエ テ 人 分析 よっ て 玄 =ーY =oCan(V:/2 V の どど な る 
、 し て その 最良 値 を 計 筑 し て いる が , 実際 に は 同調 形 で た だ し =( パ イィ アス 電圧 ) (接触 電位 差 ) 
” 使用 する 場合 が 多く その 取り 扱い も 異な り , と の 解 を いま V/Vs= “CnCs と する と Y=oC CV 
。 与え た の が 文 (5) で ある . P-N ジャ ンク ショ ンダ 2 V の * コ と な り 式 ⑫) より . 
イィ イ ォ ー ド の 大 振幅 励 振 時 の 電流 波形 が 文献 (④ の よ EIC oC oC TM NE 
】 うに な る と と は 既に 文献 (6) に 示さ れ て お り , 文献 Cd (2T ) 
の CR Ce ta 本 報告 は 文献 (④ また G;=l@& CR; Gr= (MoCR;, 121 OD に 


- E 0 2 一般 招 解 析 ope Ck 


FA 盟 の 等 価 回 路 は 図 1 の よう に 示す と と が と な る . と と に R。 は 祭 石 の 直列 抵抗 > @。 は し ゃ 断 


角 周 波数 で ocCR;=1 な る 値 で ある . 
| で きる. すなわち 共振 時 の 方 程 式 は も PE 
CV + YiV, } (1) =4/V。 と 置く と , 付記 1 に 示す よう に 下記 の 式 が 得 
放っ A CN られ る か ら ' 
3 る K _V: QCGG] 
は ー 次 旬 , 二 次 箇 の 2V, 20, : 
ne 成分 の 電流 の ピー クタ 件 0 2.( Q, の 
| 肥 ,V。 は 一 次 側 。 二 次 側 の i CG 
用 | の 7e 成分 の 電圧 の ピー ク 條 な る 文献 (2) に 示す 式 が 得 ら れる 。 
G,Gs は 一 次 側 , 二 次 側 の 
有 有 仙石 お ちょび 回 路 の 損失 コン ダク タン ス 4. 大 振幅 動作 
| Pr は Vp V1 が ,77 に 変換 され る アド ミタ P-N ジャ ンク ショ ンダ イオ ー ド を 使用 し た 場合 文 」 
し 。 通 佑 蜂 で は 1Yial=| Yal で Gi=Gr=0 台 ④⑤(6) に 示さ れ て いる よう に 正 ペ イア テス 時 に 
iVil=| YiaV Vi = Ya VV =|7mVal で , 損 。 は 容量 は 無限 大 に な り , 逆 パ ペイ テス 時 に は 0 の 容量 に こ 
. と き は 能率 1 で 変換 が 行なわ れる . また G4 な る と する と 電流 波形 は 図 2 に 示す よう に な る . hs 
g と し て ヵ を 求め る と 7=GzVa り 4 で 1 他 で VV な る 定 電圧 を 考え 実際 に 加わ る 電圧 が 正 「 
パイ アス 部 に ある と どき に は イン ピー ー ダ ンス と し て は 無 間 
視 で き , 鉱石 の 直列 抵抗 R』 に より 電流 は 決ま り , 加 」 
eR えら れる 電圧 が 道 パイ アス 部 に くる と 正 ペ イア ス 時 に 
容量 部 に た くわ えら れ た 電荷 が 外部 回 路 に 流れ て 図 2 
で 信 =ー4: に な っ た と き (と の と き の c@ot を 9 と 
する ) 電流 が 不 連 続 的 に 0 となり, 運 倍 能率 は 図 2 に 肖 
示す 電流 波形 を フー リ ェ 分 析 す る と と に より 求まる 、 
上 記 の 波形 に な る と と は 文献 5)(6) K 示 きれ て お ・ NS 
まな た 付則 2 に を の 大 様 を 示し じ だ < - そ マ 寺 計 角 
以上 に より 図 2 の 基本 波 電 流 の peak 値 を 1 
と き の 上 記 フ ー リ ェ 係 数 を cos zt, sinnot 対し こ 
て それ ぞ れ gu, hy | 


ーー Y= ラー 
と 示す と と が で きる 、 Nt 


Tc, t V,/2 VV,sin(not+n0) 


図 1 通 倍 問 等価 回 店 
Fig. 1—Equivalent circuit of 
multiplier. 


2 鉄 D 電 流 波形 


Fig. 2—Diode current waveform. 


4 
‘ は る ある も る 式 3) は 
A GIG) A 1 " 
I (C/G RG,G, 
また 7 る 1 の と き は G;, 子 Gz の と き 高 能率 と な り 
(9 ar hi =Q; Cs 2 WR) 
? (4) 
と な る ES 


8 
訟 お | rd(ot) ; 


9 
Ft do 履 合 え (sin29+sin 2 & 
ー2cos%(sin¢+sin 0) 


な ポ 】 


いい : re) 


DC 2z—G—¢$ et 


2 R, 


Rs 


7 Gawd 
I sna DX a WX 
= A 


100 200 300 て と Ro 


と な り , 実験 値 と 


ーー 垢 込 電力 mW) 6) ーー パ バテ?2 電 EE 
図 3 8 運 倍 特性 513 Me っ 4104 Mo) 3 
Fig. 3—Sth multiplication characteristics. 
10log(g +h) リ デ ー27dB 7= 
P,,~300mW V,=3.9V 
計算 値 は 大 体 合 


4. 実 験 値 


鉱石 は Microwave 社 製 Varactor MA 460A : 
使用 し , 513 Me より 4104 Me へ の 8 運 倍 の 測定 
行ない . 人 石 と 直列 に 同軸 線路 より な る . 入力 信 
対す る 共振 回 路 を つけ た と き と 単 に 集中 定数 と よる 束 
合 器 の み を 用 いた と き に つき 測定 し , 出力 側 は WY 
4 の 導 波 管 に より 誘導 し て いる . り ) (bP) KF 
よう に K 運 倍角 率 は 入力 250mW で 最も よく , 

ス に よる 出力 の 変化 は な め ら か で 安定 で あり , 
AE TO 


-20dB 


EG 


5. 結 


し た 迄 倍 器 の 優位 性 を 認め , その 動作 機構 を 大 体 
か に する と と が で さき た. また 式 C@) よ so 

た 出力 周波 数 が 鉱石 の し ゃ 断 周 波数 の 数 分 の 1 て 

は 。 あま り 問 時 で な い の で 高い 用 流 認 に 利用 で き « 
と が 予想 され る ・ es ; 
s 1 


“Harmonic eth with - 
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\ eA 

YE GV 

VC + YY LG 
・ の eENCA 

chk 7(GGE) = GV V1Z. を 代入 し で 

NR CC) = GV./Il, = GGG; GO) 

GG./GD \ る 9 
= (GIGH) 


. 


Seo, aR 
Ot 


* わ ち 図 (g) で ot が 0 か ら ぇ まで の 間 で は ダ 


の 増加 分 4QQ は その 間 に 流れ る 電流 量 と ミノ 
キャ リヤ の 再 結合 に よっ て 失わ れる 電荷 量 の 若 
| dQ=isinwtdt-(Q/r)dt 
は ミノ フリ ティ キャ リヤ の ライ フタ イム 
: と し て Q⑩⑰=0 と する と 


Ee 
ノリ ティ キャ リヤ の 再 結合 と により 「 

失わ れる 電荷 量 の 和 で ある か ら 
dQ=isin wtdt + (Q/r)dt 
Q(0) =Q。 の 初期 条件 を 入れ て 


QW) = 
a 
OT 


+ot 4 
( - ニ = _ Sin ot 


+ cos or ) | 


Q 〇 (c/o) =0 な る ¢ を 求め る と 
z+ ’ “ 
e *: = (sin or)—cosd 


A 


と これ を ゲラ フ 紀 示す と 図 5 の よ " 
うに な る . 図 4 の 実測 値 か ら 分 か 


図 4 電流 波形 の 周 x し ーー ヒー 
波数 に よる 変化 
Fig.4—Current-form 
Fig. 5—&or—@ curve. 、% 
る よう に , MA 460 A で は 500 Mc 程度 で は ほ と ん どど J 3 


lA =|4;| と 考え て よい と と が 分 か る . ” 
付記 3. で @, の 計算 


Le 
= 誌 dlwt) 
z=COS@t—COSY < ot 
z=0 0<ot<2 
幸司 
ot § at=® 
| iaon =-| idl@ot) ょ 0 
ale-$ eg 、 
sin 0+sing¢—(@+¢)cos¢=0 
4 alata * 選 (ay con < 
1 ’ 3 
ES Es t t 0 


十 (cos's + す } ©@ | 


= Gin20-+sin 29) 


で 


a 


¥ 


ー2cos %(sin 90+sin ぁ の + pn i 放 


| er ros) 
hi 
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* Pe UDC _621.396.2.029.55 : 621.394 RE 
\ 短波 SSB 多 宣 電 信 方 式 * 
正 員 有 和 性 秀 一 正 員 竹内 恒 . 二 i 
(国際 電信 電話 株 式 会 社 ) 3 


要 約 国際 短波 通信 に お ける 多重 電信 方 式 と し て は 。, 時 分 割方 式 が 一 般 に 広く 利用 され て いる 
ら に 無線 周波 数 の 利用 効率 向上 を 計る た め , 色々 な 様式 の 周波 数 分 割方 式 の 採用 が 各国 に 


4 

と の 場合 , さら に 各 音 声 周波 副 搬 送 波 に 時 分 割 と くに ARQ 多重 方 式 を と かけ, 多重 度 を 向上 する と と も に , 誤字 の 発生 
必 を 防止 する 方 式 が , 最も 実用 上 の 効果 が 高い も の と 認め られ る . 

; 筆者 ちあ は, 米国 RCA 通信 会 社 の 協力 を えて , 

て 検討 し , 数 次 に わた り 東 京 ・ 村 港 間 で 通信 試験 を 重ね て きた . そし て , その 結果 を 解析 する と と 区 よっ て , と うし な 方 
: 式 を 短波 回 線 に お いて 運用 する 場合 は , 

J (1) FSK の 次 調 指数 が 小さ い . (2) 受信 回 数 に お いて , 各 副 搬送 波 の 高 次 側 波 帯 を 除去 し , 低 次 側 波 幕 の な で 信 
号 を 復調 し な けれ ば な ら な い . 

の 2 条件 か ら , と くに 電波 の 伝 ぽ ん 通路 が 単 一 で な い 場 合 に 発生 する 多重 信号 に よ 

7 と れ が 誤字 発生 に 無視 で きぬ 影響 を 与え る こと を 明らか に し た . その 結果 , 多重 信号 発生 の 比較 的 多い 日 米 回 線 に お おい 
3 て は , こう し た 方 式 に お いて , 周波 数 分 割 と 混用 する 時 分 割方 式 と し て は , 電 鍵 速度 約 100 ボー すなわち 印刷 電信 2 通信 
路 が 実用 上 の 限度 で ある と の 結 諭 を 得 た . 
EE と の 結論 に 基づい て , 数 個 の 音声 周波 FSK 副 搬送 波 に , ARQ 時 分 割 2 通信 路 方 式 を 組合 わせ た SSB 多重 電信 方 
:\ 式 が , 東京 ・ 季 港 (RCA) 回 線 に 商用 され る に いた っ た . ’ 
g 

E - 

2 言 

| 国際 短波 電信 通信 に お いて は , 使用 し うる 周波 数 に 

有 】 | は 限度 が ある の に 対し, 回 線 増設 の 必要 は 増大 し て ゆ > 利用 し うる と と に あっ た . 

| < く の で , 各種 の 多重 電信 方 式 が 実用 化 さ れ , つぎつぎ 

| と 商 用 され て いる と れ ら を 大 別 す る と , 

替 (1) 時 分 割方 式 (2) 周波 数 分 割方 式 


(3) 時 分 割 と 周波 数 分 割 と の 混用 方 式 

| に 分 類 さ れる .。 と の 外 に 通常 トウ イン プレ ックス 方 式 
と 呼ば れる 2 通信 路 方 式 ) お よび こと れ と 時 分 割 と の 混 
i と れ ら の 方 式 は , すべ て 無線 回 路 に お 
いて は 周波 数 偏 位 キー イィ ング (FSK) に よっ て 信 号 を 
有 技 送 し て いろ . と れ は 短波 回 線 特有 の 激しい フェ ー ジ 
ーー ング と 避け 得 ざ る 空 電 や 混信 に よっ て , 受信 機 入力 の 
sr が 低下 し た 場合 ) と れ に 伴っ て 発生 する 信号 ひ 
| チム を 抑圧 する た め に 外 な ら な い . 

と うし た 多 画 電信 方 式 の うち 最も 早く 完 世 され 科 用 
Rt 時 分 割方 式 で あっ た . と くに 時 分 割 多重 方 
誤字 自動 訂正 機能 を 組合 わせ た , い は ゆる ARQ 
完成 きれ 。 そ の 国際 標準 規格 が 確立 され て 以 
i Ni OR 今日 で 


a Ng 
 ' 


へ >\ 


3 Okan eR 
0 ARITAKE and KENJI 


た 周波 数 分 割方 式 の うち 標準 的 な 方 式 は , 倫 声 周波 FSK 多重 電信 を 短波 の SSB 方 式 に よっ て 送受 信 す る も の で ぁ る 。 ーー 


と うし た 周波 数 分 割 と 時 分 割 を 混用 し た 様式 の いく つか の 方 式 と に つい 3 


C9 


Dr A さ 
お いて 試み られ て いる . そう し 


っ て 受信 信号 に 相当 な ひずみ を 生じ , 


< 6 夫 8 
tt 


運用 する と と が 常識 化 され る 段階 に まで 普及 し て い 
る . 短波 通信 に お いて と の よう に 時 分 割方 式 が 観 迎 さ 「 
れ た の は , 第 一 に 通常 の FSK 電信 送受 信 機 が その ま 「 リ 
さら に FSK 方 式 C お いい 
て は , 伝送 に 必要 な 帯域 幅 は , ほぼ シフ ト 中 で 決定 さき 
れ , キー ィング 速度 を 増加 し て も その 広がり は 比較 的 
僅か で あぁ る 事実 る, 時 分 割 を 有利 と し た 条件 で ある ・_ 
し か し 時 分 割方 式 で は 短波 回 線 特 有 の 多重 信号 の 存 リ 
在 の た め , 4 通信 路 多 重 (合成 キー イン グ 速 度 約 200 ボ 
ー) が 実用 上 限度 と な っ て いる したがって, より 
の 多重 方 式 の た め に は , 必然 的 に 周波 数 分 割 の 導 。 
必要 と する . こ と の 場合 まず つき ぎの 2 点 が 問題 と な 
(a) 配列 され た 各 画 搬送 波 を 受信 回 路 に お ! 
確 に 分 離し , ひずみ の 少な い 復 調 信号 を る うる ため に 
は 送 ・ 受信 機 の 無線 周波 炒 の 相対 的 変動 が 林 め て 少な 
く な けれ ば な ら な い . ' 
(0) 無線 送信 機 と し て 通常 SSB の 送信 機 を 
し た 場合 , その 出力 を PEP (Peak envelope p 
で P と し 。 測地 送 波 の 数 を NN と すれ ば XN が 
RE BR OR 
く 他 C1 “7 
と れ ら 2 上 の う 5, 4 に つい て は 胡 下 の 送信 村 の 
波数 安定 度 の 著しい 向上 と , 受信 機 に お ける AFC 
EN 


= 
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め SSB 送信 機 の 出力 を 増加 する と と は 技術 的 に は 可 
能 で あみ っ て も , 経済 上 困難 で ある . た ざし 現在 国際 無 
線 電 信 回 線 は 一 般 に 受信 点 に お いて 通常 相当 余裕 の あ 
る 信号 強度 を 保ち つ ゝ 運用 され て いる . た と えば は 東京 
* 柔 港 間 の ARQ 4 通信 路 回 線 は 5kW の 送 波 機 と , 
送 ・ 受 信 に 姜 形 空中 線 を 使用 する と こと に よっ て , 運用 
時 間 中 平均 S/N の 最低 値 と し て 40dB を えて いる 
し た が っ て これ は に 通常 観測 され る フェ ー ジ ング 幅 上 20 
dB を 考慮 し て も , S/N に 関す る 限 り は 時 分 割 4 通 
入 路 回 線 の 許容 最低 S/N10 dB に 対し , 10 dB 位 の 
祭 裕 を も っ て いる . と くに 周波 数 分 割方 式 の 受信 回 路 
紀 使 用 され る 狭 帯 域 ろ 波 器 の 通過 帯域 幅 は , 通常 の 電 
信 受 信 機 の 2 な いし 7 分 の 1 で あぁ る の で , と これ に よる 
S/N の 向上 も 期待 で きる . た ぶさ 実 際 の 回 線 が 奈 裕 の 
あろ 出力 と 信号 強度 に よっ て 運用 され て いる の は , 通 
常 の 雑音 レベ ル よ り は は る か に 高い 空 電 や 混信 の 妨害 
を も 克服 し て 運用 を 確保 する た めで あっ て , と の 点 に 
つい て は 周波 数 分 割方 式 は まず ひと つの 弱点 を 持っ て 
いる . 

と うし た 周波 数 分 割方 式 に よっ て , も っ ぱら 国際 規 
格 の 印刷 電信 を 運用 する 場合 は , さら に ARQ を 使用 
すろ こと と が 望ま し い . し た が っ て 実用 され る 方 式 と し 


て は , 各 副 搬送 波 に ARQ 時 分 割方 式 を か け 一 層 多 重 


aA。 4 通 全 路 時 分 制 朋 量 を 配列 する 方 式 (m=2) 
1 2 3 


935¢k 1815% 2295 0}3 


8。 2 通 二 中 時 分 亡 騙 和 を 二 列 する 方 式 (m= る 


CC 2 多 合 路 時 今 誠 玉生 を 配列 する 方 式 《mm=1) 
- 和 太る る 


2838 2805 
図 1 短波 SsB 多重 電信 方 式 に だ ける 一 搬送 波 の 配列 


Fig. 1—Three types of sub-carrier arrangement, 


A 


C46 ) 


度 を 高め た 方 式 が 最も 適切 で ある . と こう し た 見 地 カ 
ら 筆 者 あ は RCA 通信 会 社 と 意見 を 交換 し た 結果 , 図 
1 に 示す A,B お よび C の 3 種 の 周波 数 分 割 と 時 分 
割 と の 混用 方 式 に つい て 実用 化 を 重ね て きた . と の 場 
合 , 回 線 運用 の 質 的 規準 と し て は , CCITT の 国際 規 


格 で ある 誤字 率 1 万 分 の 1 を 目標 と し た . 
2. 多重 信号 の 影響 
2.1 概説 


と うし た 様式 の SSB 多重 電信 方 式 の 実用 化 並び に 
その 試験 的 な 商用 は , 欧米 各国 に お いて も 行なわ れ て 
きた が , いずれ も 通常 の FSK 回 線 に 比較 する と , 誤 
字 の 発生 が 相当 に 多い と こと が 報告 され て いる の ゆ の ,. し か 
し , そ の 原因 は 必ず し も 明確 に され て いな いか , こ と これ に 
つい て は は 前述 し た 対空 電 お よび 混信 の 弱点 と と る に, 
さら に 本 質 的 な 多重 信号 の 影響 が 考慮 され な けれ ば な 
ら な い . いま 図 1 の よう な 方 式 に 共通 する 信号 の 伝送 
条件 は , つき ぎの 2 点 で ある . 

(1) FSK の シフ ト 幅 と キー イン グ 周 波数 と の 比 「 
mm が 2 また は 1 と いう よう な 小さ い 値 で あぁ る. 

(2) 受信 回 路 の 副 搬 送 波 分 離 用 と し て , 位相 特性 
の 良好 な 帯域 ろ 波 器 を 使用 する と , その 通過 帯域 幅 は 
一 層 鉄 く な る の で , 復調 に 利用 で きる キー イン グ 側 波 
帯 は 低 次 の も の に 限定 され る . 

さて , 一 般 に ee= 下 sin wt の 主 信 号 に た いし て , 振 
Ea EE 
合 。 合成 信号 は 


"=E Vl+2r cos ot+r 
7 Sin @r 
ーー 
と な る 。 し た が っ て こと うし た 伝送 路 の 運 延 特性 は , 
FN OR 
Zo 1+7Cc08 or 


etTre, 


sin(o t— tan™ 


で r 十 COS YoT 
1+2rCc0s wr+r* 


と な る . 短波 回 線 に お ける フェ ー ジ ング 幅 は , 通常 
上 20 dB (r=0.9) で あり , + は 平均 的 な 値 と し じ て 
0.5ms と する と , 運 延 特性 は 図る 2 る の ご と く な り , eer 
=(2n+1)x, すなわち 搬送 波 が 逆 相 関係 に ある と き , 
その 前 後 で 鋭い 変化 を 示す . と の 事実 か ら , 主要 な 側 
波 帯 が 搬送 波 に 近接 し て 発生 し , か つ 高 次 側 波 帯 が 除 
去 さ れ て し まう 上 述 し た 2 条件 の 場合 は , 搬送 波 が 逆 
A SR 
する と と が 予想 され る . 

さき て, 周波 数 72 ヶ の 無線 搬送 波 を , x ボー の 電 | 
信 短 波形 で キー ィング し た FSK 波 の 側 波 帯 は , フー 
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Fig. 2—Equivalent time-delay due to multi-signal. 


| り ェ 紀 数 展開 に より 次 式 で 与え られ る . 


. 2 NE () 
ee=E———|—sSin |cos.@t 
a tL Mm 0 


3 放 ; {eosC@—2 か tcos( ゅ @+2 か な が わけ 


se ee -) 


Rg ” {cos(@—3£)t—cos(@+3 2 お 


4 


4 i も 
守 8 0 » * KL J 


* 


Et WC 2) 


芝 党 気 旋 連 和 信 半 学 


nO flr Bronte 


RN OE 


AURA CR 
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< 
e,+re, | Qeos ot : A 


ー \ rcosp rsin が +rSin pr cos Ptysin ot 


+ っ =—{ (Lrcos2 pr)cos 2 4 4 
’ PG 
rsin2prsin2pt}cos ot ee | i) 
MF 
いま , : 0 
lr=g, 27(1—cosp 7) =b} 
2r(1=cos2 ヵ 27) =c 間 
OID RN 
に rcospr C3) OR 
OS 
Ve か sin 2 グ カ て 抽 : 
と お け ば , gr a 


ジ 
€e, +re'=E| a COS WL yo 


— va’ +b sin(pt+@)sin wt 


と な る .・ 
まず , 受信 回 路 の 帯域 ろ 波 器 で , 第 2 次 個 波 答 以 上 
が 除去 され , 第 1 次 側 波 帯 の み し か 復調 に 利用 で き 


e,+re, =E a *+(a* + の sin?* 


る 
a 


Mo sin(or- =tan a Ft 
受信 回 路 に お ける リ ミ 


ッ タ の 動作 は , 通常 理想 剛 
い ・ し た が っ て と の 場合 の 復調 出力 は ,。 
2 ( i 


A i 
dt YE +b sin(pt+d) * 
i ap 2 
kK (= J 
3 7 


eC cos 


“cos 2(Pt+E) 
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と お け ば , 上 式 の 第 2 項 は 
___cos0 wt (ZRH)T 
70 zcos28 


」】 と な る ・ こ と の 第 2 項 を フー リ ェ 級数 に 展開 し て 調 波 分 
| 析 を すれ ば , 


| 基本 流 


A 


: 江 
第 3 次 高調 波 


次 高 貞 波 振幅 と 基本 波 振 幅 と の 比 (%) 


ns 


4 


Nic 通常 の FSK 受信 機 の 場合 と 同 

IC 叙 員 回 路 の 後に 流 形 を 修正 する た め 。 第 4 次 高 

た が っ で 由 カ と し て 第 3 区 まで を あす れ i は 

| よい ・ と の 場合 彼 天 形 の 第 3 次 高調 溢 と 共 本 流 の 
は 次 式 で 与え られ る ・ 


(a) m=l1, 第 1 次 側 半 芝 ま で を 復調 し た 場合 上 
50 \eo 


WT=(Znt)T 
*=0.9 


と の 仔 想 差 ?( 庶 ) 


8 


s 
8 
Ss 
3 
8 
3 
40 


に 

* ww 
> | 革 
了 将 
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き だ 


= 

~ 
= 
~ 


C4 
© 
_# 


0.2 Ds 8 


cb) m=1, 項 2 次 仙 導 まで を 叙 調 し た 場合 」 
3 多 電 信号 と 復調 波形 ひずみ 
Fig. NA rks due to multi-signal (m=1). 


の 増大 に 伴う 変化 は 図 3(b) と な る . と れ を 図 3Ga) 「 


ー で あっ た ・ し た が っ て , た と えば r=0.9 で \ 
:5ms の 場合 , 2 通信 路 で は D,=0.46, 4 通信 牙 
ib, と くに 4 通信 路 で は 相当 な 流 


by 


少な い が , 同時 に 多少 位相 差 が 生じ て くる ・ し か し , 
enter 
60 ジ 小形 の ひずみ と し て は , he Sd 
0 va'+bsin(pt+e) 財 六 攻 に お いて 聞 相 で 電 ね 合 きれ る 場合 を 示し た が 。 
良 ら れる と の 場 合 は フー リ ェ 級数 に よる 展開 は CR LR 邊 本 GM 
で ある . し た が っ て r=0.9 の 場合 に つい て , テ { 
ー ラ 展開 に よっ て , 第 3 次 高調 波 と 基本 波 と の 振幅 比 
OR それ ら の な が 


J 
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i GG-2 +:= Qnt 


+. ポー 次 側 授 帯 ま で を 尼 衣 し た 場合 60 80 で 9 
| Dz の 場合 , 複 調和 rN きま WT= ZAI) 7 
| 波形 を 近似 的 に 求 0 RS 8 a 
て 0 敵 4 の よう 「 本 3 PE 、 
に な る と の 場合 ER ョ | 菩 
| は 図 の ょ うに , 第 呈 0 3 | 8 
1 次 側 波 帯 の み を 二 次 側 浪 和 帯 ま て を 複 詳 し た 場合 “ 藤 A 
複 調 に 利用 し た 場 PIT = 65K- Ptel7 #- 科 20 ※ a 
| こ 所 2 次 u AY き | # 層 
放 帯 ま で を 包含 し た ペー Kk |「* | 
| 場合 と の 差 は 一 周 ke 
、 \ 0 
| 著 (4 な る * *- » て tc ・、 
- 2.3 9 図 4 (Co 一 わ ェ r=(2 ヵ 十 1)z の 場 nn 
3 i 合 の 復調 波形 (a) m=2, 第 2 次 側 波 帯 まで を 復調 し た 場合 。 
+ の 場合 の 側 波 Fig. 0 out-put \ 1] る EEN 
2 は 式 (1 う か ら ” * ”=0.9 
= 4 3 Ea 
記 ; emE| (00s(@ tc0slo+ pH S40 0 
- 2 s 
+ 3 {cos(@-2p)t+c0s(o+22)4 * * 
本 

ー ェ ー{cos(@ 一 3 ヵ か #ーcos(@+3 か の が が …… | 還 2o 上 言 20 
: (5) | 

第 4 次 人 波 帯 は 0 で あり , 第 3 次 便 流 各 ま で を 合 め て 2 
: 復調 すれ ば , ほ さ ゞ 知 形 波 が 再現 され る . 0 0 
9 多重 信 号 が 搬送 周波 数 と お いて 逆 相 で 重ね 合 さ れる 
: 合 の 出力 波形 を m=1 の 場合 と 同様 に し て 求め る . (b) m=2, axe oe GNU 

次 光 次 側 波 帯 以 上 を 除去 し , 第 2 次 側 話 財 ま で に 図 5 多重 信号 と 復調 波形 ひずみ ; 


Fig. 5—Distortion due to multi- signai, (m=2 2) 
va’+c が め 
TVET +6sin(2 が + & +£va Td + A 


et 再 し た 手合 は 出力 は 式 (5 う か ら , 


i da , va'+csin(2 . 
きす < ¥ Cg . Vatesin2pt—8) 


るー 5g VE +b +6 Ch 


24 結 2 
以上 の 計 貸 がら, 1 お よび 2 の いずれ の - 
お いて る も, 佐 次 側 波 帯 の み に よ っ て 復調 出力 を 得る 
き に は , 多重 信号 に よっ て 相当 の 波形 ひずみ を | 
中 と と が 明らか と な っ た 。 そ し て その ひずみ は , : 
(1) キー イン ダグ 速度 (と ポー) が 速く な る 


OS 当 
an jc0s3pz 7 (2) 多 醒 信号 の 運 延 時 間 ms) が 大 きく “2 
7 Ct の * 著しく る 


ER MMIC TE, 伝 ば ん 条件 が 
fie A 0 F 
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表 1 多重 信号 の 遅延 時 間 
な : 下 2 層 (地上 高 300km) ヵ 回 反射 波 の 伝 ば ぽん 時 間 Cms) 
r: 多重 信号 の 遅延 時 間 か が ューt。 (ms) 


層 か ら の 多重 反射 と 認め られ て いる ふつ , FF2 層 の 平均 
地上 高 300 km に よっ て , いく つか の 距離 に つい て 伝 
ば ん 時 間 か ら , 発生 の 可能 作 の 多い 多重 信号 の 遅 延 時 
問 <〕) を 求め た の が 表 1 で ある . 表 で 明らか な よう 
| に , 距離 が 短く な る と + は 増大 し , し た が っ て 多重 信 
| 号 に よる 波形 ひずみ は 大 きく 現われ て くる 訳 で ある . 
し か し , 同様 な 距離 に お いて も , 多重 信号 の 強 さ は 伝 
ば ん 路 の 条件 に よっ て 異な る の ⑮⑪ . し た が っ て 受信 信 
同 波 形 の ひずみ の 程度 も ,。 と くに 伝 ぱ ん 路 が 複雑 な 長 
距離 回 線 に お いて は 同じ で は な い .。 それ 故 あ る 回 線 に 
お いて は 充分 運用 可能 な 多重 方 式 で も , 他 の 回 線 で は 
使用 不可 能 な 場合 も 多い とこ と が 推定 され る ・. 
な お 実際 の 回 線 に お いて は 送 ・ 受 信 諸 装置 な ど に お 
放 いて 発生 する ひずみ が , と うし た 伝 ば ん 路 に 発生 する 
罰 ひずみ に 相 加 され る 2 る. し た が っ て 末端 の 受信 出力 の 波 
放 形 ひ ずみ は , 計算 植 よ りさ ら に 劣化 する と と と な る . 


で 


3. 装 雷 の 構成 


有る 場合 の 送 ・ 受 信 未 全体 の 樽 成 は 図 6 に よっ た . す な 
わら ちら, この 方 式 の 中 心 々 を な す 各 副 搬 送 波 の 変 ・ 復 調 
有 有 は 大分 な 周波 数 安定 度 を 確保 する た め , 送 ・ 受 信 と 
有 有 5 に 音戸 周波 で 行なっ た . 無線 の 送信 機 と し て は , 通 
洛 の 電話 用 と 同 規格 の 大 電力 SSB 送信 機 を 使用 し 
| た < 無線 受信 機 は ダイ バー シ チ 受 信 を 行なう た め 2 台 
必要 と な る の で , 標準 形 の FSK 電信 受信 機 に SSB 
有 有 ※ 信 も 可能 と な る よう 小 改造 を 加え , その 第 3 中 間 周 
| 流出 力 (20kc 帯 ) を 音声 周波 多重 電信 受信 帰 局 装置 
| の 入力 と し た . し た が っ て , 音声 周波 多重 電信 端 局 装 
| 質 の うち 送信 用 は 中 央 局 に 設け , その 出力 で ある 一 搬 
| 送 汐 知 は まとめ て 送信 所 に 送ら れる が , 受信 用 は 受信 
有 有 絢 の 付加 装置 と し て 受信 所 に 置か れる の で ,. その 出力 


は 副 搬送 波 ど と に 別々 
に 中 央 局 に 送ら れる ・ 
時 分 割 多重 端 局 を 兼ね 


に 設け ちら れ , 4 お よび 
2 通信 路 用 と も に , 国 


る . 
と うし た 送 ・ 受 信 系 
に お いて , 無線 送 ・ 受 
信 機 の 信号 回 路 は 周波 


6 短波 SSB 多重 電信 方 式 の 回 線 構成 


Fig. 6—Layout of equipments., 


数 帯域 幅 が 各 副 搬送 波 の 帯域 幅 に 比 し て 充分 た 広い の 
で , 振幅 ・ 位 相 特性 と も に ひずみ の 発生 の 原因 と な る 
も の は 少な い 、 た ぐさ 非 直 線 漏 話 を 防止 する た め , と くさく 
に 送信 機 の 直線 性 の 維持 に は 多少 の 注意 を 要する . 送 
・ 受 信 所 と 中 央 局 を 結ぶ 連絡 線 に お ける ひずみ は , キ 
ー イ ング 速度 が 高く な る と む な し ろ 無視 で き な く な る . 
し た が っ て 特性 の 良好 な も の を 選ん で 使用 する 要 が あ 
る また, ARQ 装置 の 受信 回 路 に は , 再生 中 継 器 が 
備え られ て いる の で , 入力 信号 ひずみ と し て 通常 の 運 : 
用 状態 に お いて , 約 士 25 必 まで 許容 し うる 結局, 
と の 系 に お いて ひずみ 発生 の 最大 の 原因 と な る の は , 
音声 周波 多 軍 電 信 端 局 装 置 の 信号 回 路 で ある . 

3.2 送信 端 局 装置 

送信 端 局 装置 の 信号 回 路 に お いて 最も 注意 を 要する 
の は 音声 周波 FS キイ ィ イヤ ャ で ある . と の 場合 音声 周波 を 
直接 キー イン グ す る 関係 で , 低い 周波 数 に お いて は シ 
フト 幅 は 音声 周波 数 の 30 必 以上 に 達する . さら に , 
キー イン グ 周 波数 も 高い の で , 回 路 の 設計 が 適正 で な 
いと 出力 に 相当 な 不 規則 ひずみ が 発生 する 

FS キイ ャ に 関し て は , 数 種 の 回 路 に つい て 実験 を 


る ARQ 装置 は 中 央 局 7 


際 規 格 の も の を 使用 す 


行なっ た 。 そ の 結果 上 述 し た 条件 を 避け て , ひずみ の 


少な い 出 力 信 号 を 得る た め に は , 4kc 以上 の 周波 数 
で FSK 信号 を 作り , 周波 数 変換 を 行なっ て 音声 周波 
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図 が FS キイ ャ イヤ 
a ' Fig. 7—FS keyer. 


有人 ちと する 方 法 が 最良 で ある と と が 明らか と な っ た . 
3 し か し じ し , この 方 法 に よる と き は 装置 が 複雑 と な る の 
で , 音声 周波 数 を 直接 キー イィ ジング する 諸 回 路 の うち 最 
EE も ひずみ の 発生 の 少な い , 図 7 の 回 路 を 採用 し た . と 
|| の 場合 その 入力 信号 波形 を わずか に 丸め て , さら に 
ひずみ の 減少 を 計っ た . その 結果 FS キイ ャ の 出力 信 
放 号 ひ ずみ は 最大 +5 以内 に 収め る と と が で きた . 
また , 分 波 用 の 各 和 帯域 ろ 波 器 に は , 位相 特性 の 良好 
有 | グ ウス 分 布 則 弧 形 江 事 特 作 の も の を 使用 し た ・ 
) 3.3 受信 端 局 装 置 9 
s 受信 端 局 装置 は 2 台 の SSB 受信 機 か ら 20 ke 帯 の 
| 2 組 の 入力 を を て , と れ を 各 副 搬送 波 に 分 波 し , それ 
| ぞ れ を 復調 整形 し た うえ , 同一 副 搬 送 波 の 2 信号 を 合 
| 成す る も の で ある . また , と の 直流 出力 信号 を 音声 周 
政変 換 し て 中 央 局 に 送る た め の ト ー ン ・ キ イヤ 回 路 
各 副 搬送 波 ど と に 付加 され て いる . したがって, 


て 号 え られ る 信号 枯 は , 伝 ば ん 路 に お いて 色々 な ひ ず 
を が かえ られ た も の で ある の で , と く k に 信号 回 路 の 設 
いて , で きる 限り その 影響 を 受け ぬ ね よう 到 分 な 
emer 


本 sn 


i ER 


| その 構成 は 図 8 の ょ うに 複雑 で る ・ さら に 入力 と し 


し る UU aaymiieici0 Tm ? ee 
な : 


ーーーーーーーーーーーーーーー- コ 


a 
— 


ング が 発生 し た 場合 。 マーク 波 と スー ペ ス 波 と の 入 「 
カレ ベル 差 が 20 dB に 達する と と も 少な く な い . と 
rapt 
ング を 発生 し . その 影 絡 で 復調 出力 に 大 き な 波 形 び 「 
na zo) 
ン ギ ング 発生 を 防止 する た め に は , 振幅 特 伯 を ガウ ーー 
MCE rm 
する 必要 が ある . この 場合 は 減衰 傾 度 が ゆる や か に 
な る の で , 隣接 副 搬 送 波 か ら の 直線 漏 話 を 抑圧 する た 
め に 必要 な 減衰 特性 を 与え る と 。, WMI 
と る こと と は 困難 と な る . 0 
と うし た 理由 か ら , 較 1 の 8 放 の 朋 必 拉 
器 に は それ ぞ れ 図 9 の 特性 の も の を 使用 し た . と の う 3 
ち A お よび B は が ガウス 分 布 曲線 振幅 特 人 性 の る も の で あぁ る | 
が C は 漏 話 抑 庄 の 必要 から リンギ ング 発生 の 点 で は 多 
少 劣る cos* 振 想 特性 に せ ざ る を 得 な か っ た . & の 
合 は シフ ト 幅 が 85 c/s で ある の で , 選択 尾 フ ェ ー ジ 
2 ス 柄 波 の レベ ル 差 も 大 きく | 
は な ら な い . 図 9 で 明らか な よう に 。, で 本 < 


相対 滅 齋 量 (aB) 


也 -340 +340 
ge 人 も 周 涼 上 み ちの 謝 療 (as) 


Ca 
9 受信 壮 局 義 置 の 芝 城 る 波 器 の 滅 吾 


Fig. 9—Band-widthes of filter. 
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ある の ①. た ゞ , コン モン ・ リ ミッ タ に お いて は ば は, その は 要約 する と つぎ の 通り で ある .・ 
中 で 発生 する 混 変調 に よる 漏 話 を 避け る た め , 入力 の 1 誤字 率 の 果穂 百分率 は 図 10 実線 の ごとく な 」 
| 2 信号 の 周波 数 を , それ ら の 周波 数 差 の 倍数 と な ら ぬ ・ 平 均 誤字 率 は 約 0.2 必 で ある . 
| よう に 選ば ね ば な ら ぬ . し た が っ て , と の 回 路 に お け 0 1 200 な いし 1600 に お ける 毎時 の 誤字 率 平 「 
| る 一 搬送 波 周 波数 は 3kc 以上 と な る よう 選ん で ある . 均 値 の 変動 
有 他 の 諸 回 路 は 通常 の 電信 受信 機 に 使用 され て いる も | カ 式 ・ 41 ロ A は 図 11. 
の と は ほ さ 同様 で ある ・ 基 半 ・ 要 店 92 和 17 ロ すなわち , 
i 0# Mm + 1200~1800 JST 周波 数 が 「 
4 通信 試験 の 結果 と その 分 析 MUF に K 接 
剛 較 1 析 8 近 し , 受信 こ 
有 図 1 に 示す 方 式 に つい て は , RCA 通信 会 社 の 協力 電界 強度 が 
| を えて , 表 2 の よう に , 順次 日 米 問 通信 試験 を 行なっ 低下 する に 
た . こと の 場合 , 東京 側 は 小山 送信 所 の 30 kW (PEP) し た が 4 
言 機 を 使用 し , 受信 は 埼玉 県 福岡 受信 所 で 行なっ て , 誤字 の 
た . 相手 柔 港 局 の 送信 機 は Bolinas 送信 所 の 20 kW 発生 は 著 し 
機 , 受信 は Point Reys 受信 所 で 行なわ れ た . 双 く 減少 す る _ 
使用 設備 は 送信 機 出力 の 多少 の 差 を 除い て , ほ ゞ 傾向 を 示し 3 
様 な 構成 で あっ た . で いる 3 
表 2 日 米 間 通 信 試験 実施 表 rm 5 3) 出 
内 “ 時 画素 (%) ーー の 条件 で 「 
} 注 m=1 と は 図 1A ご 方 式 で 各 副 搬 送 波 の シフ ト 幅 を 
分 割 多重 を 配列 する 方 式 昭和 32 年 シフ ト 和 幅 を 170cls と し た 場合 | 
( 図 1A) 9 月 17 日 ~11 月 8 日 10 誤字 率 の 累積 分 布 170 c/s Cm 
本 ーー 9 Fig. 10—Cumulative distribution of =1D) と し た 
, error-rate (System A). 
1 月 5 日 ~12 月 13 日 党 舘 周 注 政 と MUF の 敵 休 場合 の 誤字 7 
jf 分割 多重 を 配列 する 方 式 | 昭和 35 年 MUF MEK0 32 10A) 
! 4 月 5 日 4 月 17 日 a . お よび 図 11 「 
: : ; 2 
人 の 許 休 は 。 訴 字 吾 に よっ た ・ す な わ ち , 30 Tt いい d 
が 1 少 以上 「 
と な ぁ よ う 詳 
平均 誤字 素 の 時 間 的 変動 な 状態 は 生 E 
a RR 1 
期 向 : 和 32 種 9 月 7 日 へ た. i 
2 T 朋 8 日 
以上 の 結 、 
果 の うち , 
(2) の 誤字 
発生 の 原因 こ 
) 拉 作 肌 六 導 が MUF より 低い ほど 強い 多 電 bce 
峡 が 発生 する と と が 示 き れ て いる の . . eit 4 
4.2 4 通信 路 時 分 割 多重 を 配列 する 方 式 ( 図 14) : —— も の と 下 め ー 
} sett 主として JST 1200 な いし 1600 の 時 eg a られ また 装 
図 11 平均 可 字 率 の 時 間 的 変動 (3) の mm 


8 bh. END 試験 の 結 果 Rr て ” 江 和 G1 と 5 
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| き に 改善 の 見 られ る と と る も 2 の 計算 結果 と 符合 する ・ 
| 夜間 に 部 分 的 に 行なっ た 試験 に お いて は , と うし た 現 
祭 は ほとん ど 見 られ ず , 誤字 の 発生 原因 は , 昼間 に 比 
し て 著しく 増加 する 空 電 雑 音 と 混信 に よる も の と な 
月 る . いずれ に し て も 50 時 間 率 に お ける 平均 誤字 率 
| 0.1 な いし 0.2 で は , ARQ の 誤字 自動 訂正 機能 
を 使用 し て も , 誤字 率 は 目標 の 1 万 分 の 1 に た いし 
で て, 余裕 は すく な いと 判断 され る ・. 
4.3 2 通信 路 時 分 割 多 重 を 配列 する 方 式 ( 図 1B・C) 
多重 信号 に よる 誤字 発生 を 軽減 する た め に は , 各 回 
搬送 波 の キー ィング 速度 を 低減 す る と と が 有効 で あ 
2. し た が っ て , つぎ に 表 2 に 示す よう に KB さら に KC 
の 方 式 に つい て , 対 米 通 信 試験 を 行なっ た . と の 場合 
は 3kc の 帯域 幅 で B で は 14 通信 路 , C で は 30 通 
信 路 を 収容 し うる の で , A に 比 し さら に 周波 数 上 帯 の 利 
用 効率 は 高い が , 反面 各 副 搬送 波 あ た り の 送信 出力 
は , B が 送信 機 出 力 の ほ ゞ ゞ 20 分 の 1, C が 60 分 の 
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ta た ルス 
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] の 関係 で , 3 個 の 副 搬 送 波 の み に よ っ て 行なっ た が , 
ct C と も に 各 副 搬送 波 あ た り 約 0.8kW 
| 低減 し た ・ 

然 験 の 結果 は 札 析 す る と つき ぎの ど と く で ある 
<1) B の 方 式 の 24 時 間 通 信 試験 に お け る 平均 誤 
8 & : 方 式 : 加 1B 
祖 日 : 和 33 年 12 月 6 日 ~7 日 


WMF37 WMH90 254 228  »90 
T1130ke 10380»14185% 18152.5% 10380? 


な 4 て I 


電 気 通信 学 


1 に 低下 し て し まう . 通信 試験 は いずれ の 場合 も 設備 . 


会 雑誌 第 抽 巻 7 号 


字 率 の 時 間 的 変動 は 図 12, その 累 積 百分率 は 図 13 で 
あっ た ・ す な わ ち 誤字 率 1 万 分 の 1 以下 の 時 間 率 が 60 有 
に 達し て お り , 3 方 式 の う 3 っ で は っ i 
で あっ た 。、 
(2) 竹本 生生 に よる 陸上 
に お ね おい て, 通信 周波 数 が MUF より 相当 低い 場合 
も , A 方 式 の 
場合 の よう な 
誤字 の 増加 は 
全く 見 られ 8 


方 式 : 較 1B が の 上 
受 谷 湾 : WMH28WMIH54, WMH90. 3B 
期日: 昭和 33 年 12 月 6 へ 7 日 式 に お いて ジン 
時 南 : 1600>1500JST #85 
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13 誤字 率 の 泉 積分 布 
Fig. 13—Cumulative distribution 
of error rate (System B). 


7 方式‘・ 中 1C ’ 
期日 : 曲 和 35 年 4 月 16 日 へ 71 日) 
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re 14—Variation of error rate (System enh 


1076 有 竹 , 竹内 : 短 波 SSB 多 重 電 信 方 式 


いて は 誤字 の 
発生 に ほとん 
ど 変 化 は 認め 
られ な か っ 
た しかし, ) 方 式 : 較 1C 
umo «| Sain mum 
自 局 送信 波 を ’ 時 山 :16~16 JST 
福岡 受信 所 で 
傍受 し た 場合 
は , 運 延 時 間 
\ の 大 き な 複 雑 
な 多重 信号 が 
関係 0 20: 4 の 2280 8041100 


で , B 方 式 に 時 庫 証 (%) 
は 著しく 誤字 図 15 誤字 率 の 累積 分 布 


Fig. 15—Cumulative distribution 
が 発 生 し た of error rate (System C). 


が , m=1 で は それ が 粗 分 の 1 程度 に 減少 し , 著しい 
差異 を 見 せ た . 

(4) C 方 式 の 24 時 間 通 信 試験 に お ける 誤字 率 の 
時 間 的 変動 は 図 14, 累積 百分率 は 図 15 で あぁ っ た . し 
請 た が っ て B 方 式 に 比 し , 多少 劣る が 実用 上 は 大 差 の な 
い 和 結果 が えら れ た . 

放 (5) た <C 方 式 は 副 搬 送 波間 隔 が 狭い の で , と く 
に 受信 回 路 の 分 波 用 帯域 ろ 波 器 の 特性 条件 が 厳密 に な 
放り , さら に AFC の 同期 も より 正確 要する. し た が 
語っ て , B 方 式 と 比較 し た 場合 , この よう な 条件 が や や 
クリ ティ カル で あぁ る と いえ る ろ る. 

及 以上 の 結果 か ら 時 分 割 多重 を 2 通信 路 に すれ ば , 対 
放 炒 回 線 に お いて は , 多重 信号 に よる 誤字 発生 を 避け う 
議 る に と が 明らか に され た . この 場合 発生 する 誤字 は , 
2 と し て 空 電 ある い は 混信 に よる S/N の 低下 が 原因 
と な る ・ こと の と と は 図 12 お よび 図 14 に 示し た 誤字 


0 

| 7 以上 の 考察 と 通信 試験 の 結果 を 総合 する と つぎ の よ 
うに 導き れる. すなわち , SSB 多 陳 電信 方 式 に お 
) い て は , 受信 側 の 分 波 用 帯域 ろ 波 器 は 遅延 特性 の 平坦 


て, と に 受信 電 男 強度 が 低下 し た 場合 に は , 誤字 は 
増加 する . 


( 54) i 


(2) さら に , 強い 多 宣 信号 の 発生 頻度 の 多い 回 線 
で 運用 する 場合 , これ に 原因 し て 生ずる 受信 波形 の ひび 
ずみ が 相当 大 きく , と これが 誤字 発生 の 原因 と し て 強く 
影響 し て くる . 

(3) 多重 信号 に よる 誤字 は , 主 信 号 と 多 軍 信号 の 
振 凡 比 rz, 遅延 時 間 r お よび キー イン グ 速 度 2/z ( ボ 
ー) が 増大 する と , 通常 短 激 に 増加 する . 現在 多重 信 
号 を 除去 する 有効 な 方 法 は 確立 され て いな い の で , 採 
用 する 回 線 の 多 軍 信号 発生 の 頻度 並び た ヶ r お よび ェ + の 
状態 た に 応じ て , キー イン グ 速 度 を 調整 する 外 は な い . 

と うし た 結論 か ら 対 米 回 線 に お いて は , (1 うお よび 
(2) う の 条件 を 折 裏 し て , B 方 式 す な わ ち 340 c/s 間 属 
の 副 搬 送 波 に 幅 170 c/s の シフ ト を お こと こない , と これ に 
それ ぞ れ 2 通信 路 ARQ を か ける m=2 の 方 式 を 最 
も 良好 か つ 余 裕 度 も 高い も の と 判定 し た . この 方 式 は 
妥 和 35 年 3 月 より 東京 ・ 柔 港 聞 に 採用 され , その 後 
予期 し て いた 通り 良好 な 運用 が 行なわ れ て いる . と この 
方 式 を も っ て し て も , 使用 可能 な 周波 数 帯 幅 に 余裕 が 
な く な る こと と が 予想 され る 時 期 が くれ ば , さら に CC 方 
式 を 採用 し て ゆく と こと る も 考慮 され る . また 対 米 回 線 に 
比較 し て , さら に 多重 信号 の 条件 の 悪い 近 距 離 回 線 に 
お いて は , 一 層 そ の 早 哲 が 強い と こと, 逆 に 多重 信号 
少な いと と が 明らか に され て いる 対 欧 回 線 や な ど で 
は , A 方 式 の 運用 の 可能 性 の ある こと こと も 予想 され る 
が 。 通信 試験 の 機会 を を えな い の で , 具体 的 な 条件 は 明 
ら か で な い . 

最後 に と の 方 式 の 実用 化 に た いし 終始 御 指導 御 激 
励 を いた さい た 新堀 技術 部 長 を 始め 社内 の 各位 , 対 米 
試験 に 協力 され た 東京 国際 電信 調整 所 , 小山 送信 所 , 
福岡 受信 所 の か た が た , さら に 米国 RCA 通信 会 社 , 
と くに K 駐 日 代表 C.B. Jennings 氏 , 桑 港 局 技 師長 I. 
K. Given 氏 , ニュ ー ヨ ー ク 本 社 技術 部 W. Lyons 
氏 に 深謝 の 意 を 表す る . 
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ミラ ー 効 果 に よる トラ ンジ スタ 定数 の 測定 
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正 員 西沢 潤一 正中 渡辺 寧 な 0 
(東北 大 学 電 気 通信 研究 所 ) ( 胃 岡 大 学 ) 


要約 イン ピー ダン スプ リッ ジ で トラ ンジ スタ の エミ ッ タ 接地 ベー ス 和 入力 イン ビー ダン ス の 円 線 図 を と り , さら に ミ 1 
ーー 効果 を ュ コレ クタ 負荷 抵抗 を つない で 起こ させ て 変化 を と り , ヶ 形 等 価 回 路 パ ラメ ー タ を 測定 で きる と と を 示し た 。 = 言 UN 
波数 測定 器 で も 2 回 の 測定 で 推 息 で きる が , トラ ン ジス タ の 周波 数 特性 が 測定 器 と よく つり 合っ て いな けれ ば な ら な いこ と 
と を 示し た . つぎ に 一 般 的 に 誤差 を 生じ て いる 原因 に つい て 列挙 し , 特に ュ コレ タク 区 側 ミ ラー 効果 に よっ て エミ ッ タ し を ゃ 断 」 
を 起こ し た と き に は イン ビー ダン ス は 一 30° 直線 に な り , エミ ッ タ 側 で の 一 45° と は 異な る 結果 を 得 た . な お , @ し ゃ 
断 周 波数 より 低い 周波 数 で 使う こと が 多い の で その 範囲 に 限っ て あり , « しゃ 断 周波 数 に 近く な る と 当 類 芝 形 回 路 で 考え 
E ね ば な ら な く な る の で 本 文 で は 扱っ て いな い . 、 

T 


導 も , それ で も な お 他 の アド ミタ ンス Kk 比較 す れ ば か 
1 es 軸 f な り 小 さい の で 省略 し て 差し つか えな い 、 エ ミッ タ 接 3 
|| トラ ンジ スタ の 等 価 回 路 は は な は だ 多種 多様 の も の 地 ペ ー ス 入力 の 回 路 で コレ クタ も 接地 し た 場合 
| が 提案 され て 来 た が だ , そろ そろ 整理 期 に 入り 最も 便利 2 イー 

な も の を 選択 し な けれ ば 回 路 設計 上 の 混乱 は 避け 難い Gye t+ Gat J OC 


j 6 
も の と 考え られ る . _ 

較 で な り 各 思 に 局 す る が , 筆 才 ら は 克 空 管 に お ける ミ こと な る し か し , コレ クタ に 負荷 を つない で 電圧 利得 
ラー 効果 の と 同様 な 効果 を トラ ンジ スタ で せる 見出し, 

か つ 利 用 し て 簡単 な 方 法 に よっ て 四 端 子 ア ドミ タン ス 
| を 求め る と と を 得 の , 以来 5 年 あま り 諸 種 の トラ ンジ ad GG- め 玉 る ea 
愉 Sg ほ さ 満足 すべ き か ら 見 た アド ミ < タン ス は 見 掛 上 ユー 倍 に な る 
4 結果 が 4 財 ち られ て いる . 簡単 に 測定 が 行なえ る と と と , Zin= Rs+ Tg’ 


| 可 準 的 な 1 イシ ピー ダン スプ リッ ジ は も ちろ ん , ある い UCAS 

。 は トラ ンジ スタ 定 電 と し て 普及 し て いる 三 周 波 て 

nhaoTmiT NTO 敵 す る 効果 を 示す . し た が っ て 電圧 増 則 率 || と 
NE 入力 イン ピー ダン ス を 測定 すれ ば Yc と Yee 


} 分 離 が 可能 で ある . も A 

ィ ジ スタ の 等 価 回 路 は 形 が 最 る 優れ, ベー ス の 測定 点 か ら 算 定 が で きる が , ベー ス 抵 抗 を 知 
“の 位相 回 転 が 大 し て 問題 と に なら な い 佐 周波 範囲 AAA A RE 
= 和 形 2 に 変換 し た も の を 用 い 2 A る と 4 点 で の 測定 が 最低 限 必 要 で ある . 三 周波 数 法 で 
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(a) 最初 の 円 か ら Rp+*po? が 分 か る の で 

第 二 の 円 は ー つ の 測定 点 で 画 け る 
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3 負荷 抵抗 に よる 電圧 増幅 率 
_ 電圧 増 編 率 に よる アド ミタ ンス の 変化 
(図る 2 の トラ ンジ スタ ) 
RR Fig. 3—Changing characteristics of voltage-gain 
vs load-resistance and of admittances 
vs voltage gain (MC 104). 
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RL=4k2 


RL= 8k 


に ow i ッ タ 接地 ペー ス 入 力 

て イン ピー ダン ヌス (MC 104) 

| 図 2 ベー スス 入 カイン ビー ダン ス 円 線 図 の 
負荷 抵抗 の 大 いさ に ょ る 変化 
いい of base-input impedance diagram with 
1 Sine of the load resistance (MC 104). 
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は too’ + Rs 隊 の に ー め 
を 通る 半 円 と な る は ず だ か ら で あ る 。 
5k し て 得 ら れ た 結果 か ら 円 の 部 分 を Y=G 
> : お く と | 
N 図 4 ェ ミ > タク 電 放 に よる トラ ンジ スタ ・ ペ ラメ ーー ター 
Ne G= (1-k Gy'e+ Gy GR の KR 化 て 較 2708 の あの スタ 
jo Qs j wo(l . 0 i ) @ Cira (0 4 ) Fig. 4—Changing characteristics of transistor- 


\ . las Cutent tS 
っ て , 図 3 に 示す よう に 電圧 増幅 率 1&| に 対し G rl i CE tg 
ete 


昭和 36 年 7 月 電 気 通信 学 会 雑誌 第 44 巻 7 号 1079 
と C と を プロ ッ ト す る と , ほ さ ゞ 直線 に な る か ら 傾 斜 が 容量 と を 分 離す る に は 若干 困難 な 程度 で ある = 
各々 Gs'。 と C。 で あり , k=1 まで 延長 し た と き の 値 
Gam 0 で ある 。 以上 の よう も て 求まる 3. 誤差 の 起こ る 場合 
値 を 試み に エミ ッ タ 電流 を 変え て プロ ッ ト し て 見 た の 以上 の べた よう に , は な は だ 簡単 に コレ クタ ・ ベ べ = デ 


が 図 4 の 結果 で ある . Gsr。 と Cs'。 と は , か な り の 精 ス 間 アド ミタ ンス を 求め る と と が で さき る. 直接 測定 す 
本田 ヨミ 信 に 科 え 1 s 
度 で 理論 値 と 一 致し て いる が , C。 は 拡散 容量 と 接合 る 場合 に は 数 pF と か 数 M2 と か いっ た 値 を 測定 す 
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(b) 実測 の 一 例 (て Rz と と も に くびれ が 大 きく な る (c) 高周波 の 部 分 の 拡大 図 
の は CC が ます た め と 位相 回 転 の た め と 考え られ る ) (太線 は 異な っ た ブリ ッ ジ に よっ て 測定 ) | 
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* | Fig. 5—Deviations of impedance-diagram caused from the parastic capacities. 六 
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Fig.6— Experimental error caused from the unstabilized 7 電圧 利得 の 飽和 P 
ee 補 vacuum-tube-voltmeter, Fig. 7—Saturation of voltage-gain. 
と ど CK * 4 ~ ' 
は そう 容 見 で は な いし , コレ クタ ・ ェ ミッ クタ 間 の k= GR, 6) E 
ON : . 
Ccm を 通し て 帰 選 が 起 と り Ccg だ け 少 な 。 と し て 増幅 束 を 求め る 方 が 妥当 な 結果 到達 する と ど 


Py 本 方 潜 に お が 多い 、 し か し 大 き な 負 荷 を つない だ 場合 に 電圧 利得 
の 3 本 する せる は が 飽和 し て 来る の は 。 コ レク タ 電 流 が 負荷 へ 流れ る と \ 
i 容量 の 影 す る の は わずか に ベー ス 端 子 共に ベー ス へ Gr。 を 通し て 流れ 出 , 言 わ ば Rr に 1/Gye 
が 並列 に 入る よう に な る と と が 一 つの 理由 で ある が , 
その 値 を 入れ て も 説明 の で き な い と と が ある .。 た と 
ば 図 7 (a) に 示し た 特性 で は Gzc と し て 33kQ を 仮 
は 定 す る と よく 理論 と 結果 が 一 致す る か ら と 
a 電圧 増幅 率 を 測定 す nt 図 6Ca) \ Grc を 考え な け れ ば な いな い が , 実際 - rua v 8 
で 特に 利得 の 低い と き の ず れ が 大 きく 出れ る 電圧 載 幅 率 は 当然 図 7(b) に 示す よう な 周波 数 ・ 
OK 利得 特 任 の 平坦 な と と ろ に 入っ て いな けれ ば な ら ず , 


0 
j 
坦 な と と ろ で も ) 全く 別 の » 3 
ー ス 抵抗 Ro + を 省略 し て 列 答 的 に も ) 全く 別 の 変換 コン ダク タン ス Gm 


の い ‘ 
i te 低下 と いう 原因 に 負う て と が 多い 。 それ は 付録 TCO 


も 述べ る . 
fap( el 5 エミ ッ タ し ゃ 断 McG De 
* 秋 者 あの トラ ンジ スタ 表 容 ( 胃 35-0) の 他 。 前 田 , 4 
WDM 川 , 太宰 の 講演 ( 昭 35 信 学 全 大 Te 


(58 ) で 2 FRY 4 y 
d . i 


" a ag Rater hg a Td ng A A et lh a a 
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1 。 の ベー ス 抵 抗 5 に お ける 電圧 降下 が ェ ミ ッ タ ベー ス 

間 ア ドミ タンス の 両端 と 加わ る 電圧 より 大 きく な る , 7 

R すなわち TT 
Fe (UW (Getjo C+ Gutio CaS 
N 08) 3 


と な る と 等 価 回 路 が 使え な く な り 物 理 的 と に は ベー ス 有 剛 
内 で の 電位 の 減衰 が 無視 で き な く な る . た め に 事実 者 
は (Pritchard や 川口 は ベー ス 抵 抗 の 増加 と し て 表現 「 

ni RN 
し た が う 側 に は , た と えば Spenke, Herlet と Emeis®®7 9 
ある い は 不 完全 で ある が Fletcher” が あり , 交流 解 
に つい て は 別に 報告 し た の . 周波 数 が 高く な る と i " 


4 (Csrerop う 1 と な っ て , いわ ゆる エミ ッ タ し ゃ 断 が 起 」 
4 と る が , 負荷 抵抗 が 大 きく な る と 電圧 増 糧 率 || が 大 
” (a) 直流 的 に エミ ッ タ し ゃ 断 を 起こ し て いる 例 (Rz=0) と な る か ら コ レク タベース 間 の アド ミタ ンス が 効い 客間 
3 Nie reg 140 10. "280' ーー しゃ断 が 起こ る の で , むし ろ 柄 者 を あわ せ て ペー スレ 0 電 
ゃ 断 と で も いう べき で あろ う が , 図 8 (a) に 示す よう 


3 8 Ee 
4 E > こ ーー 
0 126 20 24 2 a 得 が 少な い 中 か ら , さ う で な いと き に は 同 図 ち ) K 示 . 3 
3 2 R=0 tego す よ うに 利得 が 次 第 に 増し て (ユー め Gye=7! に な 

” : 


ee “ れ ば コレ クタ 側が 原因 で 以降 利得 の 増す に つれ て 

コン ダク タン ス が へ る か ら , Gcg と いっ た も れ の 原 7 

因 で は な いと と が 多い . くわ し く は 付録 EONE. i 

し た が っ て 実験 に あたっ て は 図 2 た 示し た よ 

イィ イン ピー ダン ス ダ イ ヤグ ラ ム を 測定 する の が 望ま し い | ; 
が , 測定 に あたっ て な る べく 負荷 抵抗 を 小さ 家 ぶ と ; 

4 i 20 24 28 " と が 必要 で ある . i 

i : し か し 負荷 抵抗 を 少な くす る と 共に 周波 数 を 高く し 

過ぎ て は な ら な い . 表 に 示す よう に , 三 周波 数 法 

っ た も の と イン ピー ダン ス ダ イ ヤグ ラム か ら 測 っ た も 」 

の と の 間 に 差 が 出る 理由 は , 被 測定 トラ ンジ スタ 

性 が 進歩 し た た め 測 定点 が あぁ まり に 低 周 波 側 に 寄 

ぎ た 場 合 に も 起こ る の で ある が , 逆 に あま り 高 い 

か i る ny ミッ i aia 9 高い 周波 認 


A 
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a a 
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~aoMe 用 プリッ Jiem12~21Ne Uo 


on RN 
( SE 電圧 利得 の 周波 数 特性 電圧 利得 は - 


ot 
I ER 4 


て 
tre, 


か 


1(a) 表 1 の 試料 の グイ ヤグ ラム (b) 45° 特性 の 例 
(x 印 は 三 周波 法 の 測定 該当 点 ) 
図 9 負荷 抵抗 の 値 に よる ベー ス 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス ダイ ヤグ ラム の 変化 , 特に 一 45° 特性 を 示す 
Fig. 9—Examples of base-in put impedance-diagrams changing with the values of the load resistance, 
especially on the deviation of measured points and of the —45° characteristics. _ 、 


視 で きる 程度 で ある 。 入力 インピーダンス Rs+75se 
+Y! の Y が 増す に つれ 誤差 が 増し , 特に エミ ッ タ コリ 
表 1 es oa: . 
No. ; 


筆者 の 測定 
Tbb! (92) 
"G's CDF) 
45° ere 33 27 se 
be 
Gs aCkQ) 
Gs CLO) 
Gm (mi) 


IK lkKR 


Wea6V WY=015V 


RLlL=lkg . 


a RL BkS 


図 0 つぶ ぷ ぶれ た 円 線 図 
F g. 10—Examples of modulated circle-diagrams. 
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し じゃ 断 前 後 で ひど く な る . 直流 で 既に エミ ッ タ し レ しゃ断 
を 起こ し て いる と き に は 円 線 図 に は な ら ず 入力 イン ピ 
が メス ズ スカ 

R;+1/(2x4R,) vo (W;Y) 


で 与 を られ る と と か ら も いえ る . すなわち , も れ コ ロン 
ダク タン ス に よる し ゃ 断 で ある 中 は を も 一 定 で ある ろう 
が , 容量 が きき 初め る と 共に 除 々 に -45° 特性 に 近 づ 
き , RR が 無視 で き な い と き は 周波 数 と 共に vsrelvse 
が へ る , し た が っ て 電圧 利得 は 下がる . そし て その と 
き 変 換 コ ンダ クタ ンス G,, は し ゃ 断 前 の 値 を Go と 


る と 


で 与え そら れる の で 電圧 利得 は 低下 し て 来る か ら 極 め 
て 除 々 に 30° 特性 に うつ り , か つ -30° 線 の 上 を Rs; 
に 向かっ て 動く と いう 結果 に な る . 
第 二 , 特に 負荷 抵抗 の 大 きい 場合 に は 

Rr CN 


に な る こと と が 多く , その と き 当 人 然 負 荷 に 並列 に 容量 C。 
が 入っ た と 似 た 効果 に な っ て 等 価 負 荷 イ ン ピ ー ダ ンス 
が 下がり , 電圧 利得 を 々 が 周波 数 と 共に 低下 し て 上 述 の 
じゃ 断 に よる 低下 に 重ね 合 さ る と と に な る . 1&| が 次 
第 に 下がる と と は Y の 増加 が ゆる め ら れる と と に な る 
か ら , 電圧 利得 の 周波 数 特性 を 考え る と 潰れ た ダイ ャ ヤ 
グラ ム が 理解 で き , 測定 上 , な る べく 低い 周波 数 で 低 
いか 電圧 利得 で 測定 する と と が 望ま し いと こと に な る . 
(e) トラ ンジ ズ タ の 構造 上 に 基づく も の 
ス 層 と 素材 結晶 片 う るい は さら に ベー ス 電 極 と の 接 角 
が 吉 く Rp の 大 き な も の は よく 見 掛け られ た が , 特に 
初期 の トラ ンジ スタ で は 円 線 図 が は な は だ し く 濱 れる 
と と が 多かっ た . その 理由 は , 表面 再 結 合 と 周辺 部 の 


ペー 


蓄積 を る 含め て 接合 面 が 均一 に で き て お ら ず , し か も 


その 位置 が 異な る か ら 色 々 な 57 に 対し , Yo'e, Yre 


が 分 布 する か ら 並 列 と し て で きる 値 が 注 れ た 円 形 に な 


る も の と 考え られ る . 
4 結 言 


[| 


本 村 を 半 け る 意味 か ら は 円 線 図 を 求め る の が 好ま し 


] い が , ミラ ー 効 果 を 応用 し て 4 つの 周波 炒 で の 測定 を 
CNN 


ゃ 断 を 起こ し た と き に は , イン ピー ダン ス テイ ヤグ クラ 
ム は 一 45* 特性 に な る と と は 前 に 報告 し た が , コレ ク 
タ に 負荷 抵抗 を 入れ て レク タ ・ ベ ー ス 間 容 量 Cg が 
ミ ラー 効果 に よっ て し ゃ 上 断 を 起こ し た と さき は 一 30% 特 
性 と な り , いずれ の 場合 も あたかも コレ クタ デニ デポ ベッ 
タ 間 に 漏れ 抵抗 が ある か の よう な 結果 を 生ずる と ども る 
大 よそ 明らか に で きた と 思う . 

本 研究 は 永い 問 に わた っ て 研究 室 の 研修 学生 諸 書 だ 
よっ て 行なわ れ た 結果 で あっ て , 特に 柴田 徹 , 山本 達 
夫 , 梶谷 暫 彦 , 栃 倉 収 , 内 山 落 次 郎 , 横山 清次郎 , 株 
美 博 , 春日 井 敬 彦 , 工 辺 勇 の 諸君 の 実験 結果 を まとめ 
た も る の で あぁ ある. ある い は 連名 と すべ き で ある か も 知れ 
が 銘 記 し て 謝意 を 表す る に 止め た 次 第 で ある . 
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付録 エ エミ ッ タ し ゃ 上 断 に よる 電圧 
利得 の 飽和 


エミ ッ タ レ しゃ断 を 起こ と し た と き の 変 換 コ ンダ クタ タン 
ス Gp お よび それ に よる 電流 7。 は 、 
2= Ge Up ee 


VG WY)IG rR,) 
0 val(2 W;Y)/(2xR,) 


WW, VC WT 
oY 27R;R;+ pb/(2 Ws 9 
(8 当 


6 
(C2 mF 
y= Y/R = (1 (Ge+i oC) 


ED) @ Cs;'.) 


k= Usg/Uip'e 


(C2) 
(CRP 

k= Uee/ Ve - 0 
で 与え られ る 、 も 押圧 利得 |# | が GurRz で は 
る な ら ば , 


x 


4 
; 


『。 


本 沢 肖 一 . 渡辺 寧 :s ラ 


2 ET# 2= a CE ( 5 
vo/(2 WwW, y) 


"2xR «Rs;+ V0/(2 Wiy) 5y 


kk 
= テー 区 0C。 と お き , RR。 が 無視 で きれ ば , 
TT , 
A AL TT 
RW 7 
ER 0 Cp 0 
RE WG WG 
4 EI * Cp 
> ] (9 
RC) た な さて いれ ば ; 
^ で も 家 3 
RN Rr LO 


CAE RT 、 

ur W 1 . 
i ーー "a 
計っ で 4 は 外圧 押 に 計 在 な 用 落 に 記 財 例 し 
* る よう に な る . 負荷 抵抗 を 増し て る 利得 は 増 さ 
8 に が レス ダイ ャ グラ ム も 変化 し な い . 
f 1 が も れ コ ンダ クタ ンス Gzc に よっ て 低下 
0 が 実は 変換 コン ダク タン ス が G mn か 5 Gm 
Me こめ で ある と た すると, 
OR Co Vp Cn IGR LZ) 
で し て 微 係数 を と る と , 


an 
a 陸 尺 ER 0 YR 
ed \ (13') 
0 5, MO ET 2 2 Lee 
と る 8 =2 を と る と , 

— Ger=G (v28) (14°) 
Geng00 mg を 代入 する と Gcz=33k2 か ら 
と な る . 実験 結果 か ら は k=900 と 出 て いる 

訂 の 一 致 な ら 比 較 的 よい 方 で あろ う . 

た また ま 変 換 コ ンダ クタ ンス が エミッタ 


as) 


i FS 


" 
だ 
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Tz W, 


し た が っ ゥ て : : a a T eb 


っ て 低下 し た 場合 そ エミッタ ・ コ レク タ に も 


< YS 0 が 
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に よる ト Se, 


ate — - - 
付録 TL. エミ て 
の イン ピー ダン スズ ダイ ヤグ ラム 】 
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ェ ミ ッ タ し ゃ 断 を 起 と し た と き の 変 換 コ ンダ クタ ンー 
ス は 式 (① 玉 選 示 し た と どろ で ある が スイ スピ ビ = 
Mw ー ^ Zin は 


Rt ne 


で 与え られ る . 
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ん 二 ー GR CO , 


簡単 の た め に Y= (joCc+Gye)=—kGoCs 
+Gy 2) と と れる と き を 考 た る と 


ーー 1 EL Es 0 =—= : 。 
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は な は だ し く 濱 れ た 特性 と な る . 
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帯域 雑音 の マス キン グ 効 果 


正 員 齋 藤 収 三 

(電気 通信 研究 所 ) 

要約 雑音 の 通話 妨害 に つい て の 明り ょ う 度 指数 に よる 予測 は , 雑音 が 平坦 な 周波 数 スペ クト ル を ゃ も つ 場 合 に は 有効 で 

ある が , そう で な い 場 合 に は 誤差 が 大 と な る と と が が 指摘 され て いる . 

と し て 帯域 雑音 を と り , これ の マス キン グ 効 果 を 測定 し た . と の 測定 に よっ て 帯域 雑音 の マス キン グ 特 性 に 従来 知ら れ て っ 革 
いな か っ た 特異 な 性 質 が ある と と が 明らか に な り , 狭 帯 域 雑 音 の マス キン グ 特 性 と 純 音 の マス キン グ 特 性 の 関連 を 明確 に E77 

する と と が で きた . また と れ ら の マス キン グ 効 果 は 聴覚 に お ける 臨界 帯 城 幅 の 概念 を 用 いる と と に よっ て マス キン グ 特 性 oR 
の 規準 化 表 示 が 可能 で ある と と を し めし た . こと の 規準 化 表 示 を 明り ょ う 度 指数 に 適用 する と と に ょ りう り 帯域 雑音 の 妨害 効果 = 
に 関す る 明り ょ う 度 の 予測 値 の 確度 を 著しく 高 あ る こと が で きた . be 


1. る 言 


音 ひ ずみ は 伝送 周波 数 帯域 ひずみ と と も に , 通話 
鹿 質 に 影響 を 及ぼ ば す 最 も 基本 的 な 妨害 要因 で あっ て , 
| これ に つい て は 聴覚 の 基本 的 性 質 と し て の ラウ ド ネ 

ス , マス キン グ あ る い は 明り ょ う 度 等 の 主観 的 品質 に 
) つい て と れ ま で に る も 数 多く の 研究 が 報告 され て いる . 
雑音 は これ を 大 きく 分 け て , 定常 的 な 連続 雑音 と 時 間 
| 名 に 変動 する 衛 撃 雑音 と が ある が 。, 前 者 の 連続 雑音 が 
明り ょ う 度 に 及ぼ す 妨 害 効 果 に つい て は French と 
_ Steinberg ツ が 実効 感 党 レベ ル と いう 概念 に よっ て 解 
有 | 放 的 な 研究 を 行ない , 好 害 雑音 の 物理 的 特 性 から 明 り 
: 加 ょ う 度 値 を 予測 で きる と と を し めし た . 

~ し か し その 後 の 研 究 に より と の 方 法 は 妨害 雑音 が 比 
tana to to csiitaes 


当 明らか に きれ だ た の . の 。 妨害 殺 音 に 対す る 通話 の 明り 
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そこ と で 周波 数 スペ クト ル に 凹凸 の ある 雑音 の モデ ル 
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キン ダグ 特性 の 規準 化 表示 を 得る と と が で きた 。 さ ら C \ 
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し て , と の マス キン ダグ 規 準 化 表示 に よる 有明 りょう 記 3 
計算 値 を 同一 の 帯域 雑音 に よる 明り ょ う 度 試験 の 結果 7 
と 比較 する と , か な り よ く 一 致す る と と が 明らか に な 
っ た . し た が っ て 帯域 雑音 妨害 に 関し て は , 雑音 の 
スキ ング 特 柏 か ら 通 庁 明 りょう 度 を か な り 正確 に 予 放 
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幅 が 得 ぁ れる よう に 下限 周波 数 を えら ん だ . まな 
限 周 波数 を 1,000 c/s に 固定 し , 同様 に 上 限 周波 数 を 
数 種類 変化 し た 。 な お 栓 域 雑音 の マス キン グ 特 任 と の ・ 
比較 を 行なう た め , 純 音 の マス キン グ 特 性 を 合わ せ 測 
定 し た と と で マス グ ゲ ず る 純 音 の 周波 数 は 上 記 帯 
音 の 下限 お よび 上 限 周波 下 と 同一 の 周波 数 を 選ん 
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| 子 切 谷 枝 置 (E,S) 
そよ さて 所 統 軍 ね 10 460 4 0 2010 
| 合せ た . 試験 音 星 の 
2 で 示す よう で the testing stimulus. 
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有 | する ・ 純 音 は 雑音 中 に 450 ms だ け 重 ね 合せ る よう に 
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40dB の る の を 基準 に 小数 帯域 に つい て 30~60 dB 
の 彰 圧 し ベル の 場合 を 含め た . 被験 者 は 女子 3 人 で い 
ずれ . も 正常 な 贈 力 を 有 す る が で ある . 
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る . と この マス キン ググ 最小 可聴 値 の 上 昇 の 程度 は 帯域 雑 

音 の 上 限 周波 数 と よっ て 多少 の 差 は あみ る が , と これ が 帯 

域 幅 と 比例 し て ゆく と いう 一 般 的 傾向 に は 変わ り が な 

い . また 図 4(c) か ら わ か る よう に 帯域 幅 が ある 範囲 

まで 増大 する と マス キン グ 最 小 可 聴 値 は それ 以上 上 昇 

せ ず 飽和 し て くる . と の 限界 帯域 幅 は 上 限 周 波数 に 無 

関係 に ほぼ 一 定 で 約 1,600 c/s で あっ た . 

一 方 帯域 雑音 の 下限 周波 数 を 1,000 c/s に 固定 し 

上 限 周 波数 を 変化 し た 場合 の 下限 周波 数 以下 の 周波 数 

に お ける マス キン グ 特 性 を 図 5 に し めす . と の 場合 帯 

域 幅 の 変化 に 対す る マイ キン グ 特 性 の 変化 は 極め て 小 

きく , 帯域 幅 の 変化 に 関し て 分 散 分 析 を 行なっ て も 有 

意 な 差 は 認め られ な か っ た . の マス キン グ 特 性 

を 下限 周波 数 相当 の 純 音 の マス キン グ 特 性 と 比較 する 
と , 両者 の 間 に 有 意 な 差 は 認め られ る が , その 差 は 比 

衣 珠 的 小さ く (平均 値 の 差 は 最大 2.5 dB 程度 ) 本 質 的 

な 傾向 は 同一 で あり , か つ マ スキ ング 最小 可聴 値 は 乱 

激 に 低下 する . し た が っ て と の よう な 雑音 の 帯域 幅 の 

変化 に よる マス キン ダグ 最小 可聴 値 の 変化 は 帯域 雑音 の 

上 限 周 波数 より 高い 周波 数 帯域 に お いて 固有 の 現象 と 

みな すこ と と が で きる . 
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図 5 帯域 雑音 (下限 周波 数 1.0kc) の マス キン グ 特 性 
Fig. 5—Masking characteristics of band noise 


| (Fou=1.0 ke). 
】 雑音 レベ ル の 効果 に つい て は , 帯域 雑音 の 上 限 周 波 
| | 数 3 950 お よび 3,000c/s の 場合 に つい て 雑音 レベ ル 
有 有 | を 30-60 dB/ ォ イク タル に 変化 し て マス キン グ 最 小 可 
uOME を 行なっ た その 一 例 を 図 6 と し めす .・ 図 
, 放 535 6 明 ち が な よう た 雑音 レベ ペル が 、3050 dB/ サ イ 
“ クル の 範囲 で は マス キン ダグ 特性 は サイ クル あたり の 
陰 音 レベ ル の 変化 に よっ て 平行 移動 する の み で , マス 
| キング 特性 の 一 般 的 傾向 に は 全く 変化 は な く , し た が 
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図 6 マス キン グ 特 性 の レベ ル 効 果 
Fig. 6—Level effects of masking characteristics. 
っ て こと の 範囲 で は 雑音 レベ ル と マス キン グ 最 小 可聴 値 
の 間 に は 直線 関係 が 成立 する .。 し か し 雑音 レベ ル が 
60 dB に 達する と 図 と し めす よう に マス キン グ 特 幅 ご 
非 直線 特性 が 生じ て いる . 雑音 レベ ル が 大 に な る と 和 帯 
域 雑 音 に お いて も 純 音 に よる マス キン グ 特 性 と 同じ よ ょ 
ぅ に K 副 各 特 性 が 生ずる 場合 が ある と と が 知ら れ た . ご 
の 非 直 線 特性 は サイ クル あぁ た り の 雑音 レベ ル が 同一 で \ 
あっ て る も 和 帯域 幅 を ひろ げ る と 生ずる 傾向 が ある. し 2 
が っ て こと の 非 直線 特性 は サイ クル あたり の 雑音 レベ ペル 、 
に 固有 の も の で は な く て 雑音 の 総合 レベ ル に 関係 する 
も の と 思わ れる . 
以上 の 雑音 棋 城 内 の マス キン ダグ 特性 か ら 臨 界 帯域 局 
が 求め られ る *. 
っ て その 値 に か な り の 差 が あり , 
の 値 よ り 小 さい . 
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Fig.7 —Critical band widths. 


* 4 了 げ の 帝 城 編 は 101ogi。 グ プ に よ り デ シベ ル 表 示さ れる . 7 
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大 雑 音 の マス キン グ 特 人 性 は 前 節 に 記し た よう に 種 パラ メー タ と し て 求め る と 図 9 の よう に な る 。 この 図 
: : 限 周波 数 と に つい て よ く 一 致し た 性 質 を も っ て い に は 純 音 に で よる マス キン グ 特 性 を 併記 し た . と と に 純 
て と で と の 特 任 の 規準 化 を 試み て みる . 音 の 実効 帯域 幅 と し て , その 周波 数 と お ける 臣 界 帯域 

上 限 周 波数 を も つ 帯 域 雑 音 の マス キン グ 特 任 幅 を 用 いた . と の 図 か ら 各 上 限 周 波数 ご と に 実効 帯域 
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0 0 : の で ある が , 臨界 帯域 幅 に は か な り 個 人 < 
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図 1 マス キン グ 特 性 の 規 進化 表示 
Fig. 11—Normalized representation of masking 
of band noise. 


に つい て の 平均 で ある . 一 方 帯域 雑音 の 下限 周波 数 以 
| 下 の 周 波数 に と お ける マス キン グダグダ 特 性 は 純 音 の マス キン 
」 グ 特 性 に 近似 的 に 一 致す る か ら 増 分 帯域 幅 0dB の 規 
| 準 化 表示 が 可能 で ある 、 と れる も 図 11 に 含め られ し た 
| が っ て 図 1 は 玲 地 狼 音 の マス キン グ 特 作 の 完全 な 規 
1 準 化 表示 で あり , と れ は サイ タル あたり 約 50dB 以下 
の 帯域 雑音 に 使用 する と こと が で きる . 
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| 演 域 幅 を 広げ て も マス キン グ 特 作 に 変化 を 生 し ない. 
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る . 図 11 と と れ を し めす . と の 曲線 は 3 人 の 被験 者 


キン グ の 件 に 飲 和 特 柏 が あら われ る が と の 飽和 特性 


幅 の 変化 に よる マス キン グ 特 仁 た は パワ ー ー 和 の 性 


a トレ ペル を も つ 吉 拭 殺 彰 の マス キン CY 
ュ 1.0<2.5 ke の 周波 紅 団 に お いて 顕 - 


hE omiie trit 0 Bw BE 


準 化 表示 を 請 導 する と と が で きた の で , と れ を 用 か で 
帯域 雑音 妨害 に お ける 明り ょ う 度 値 を 予測 する 手順 者 

French と Steinberg の 提案 し た 明り 
よる 計算 潜 で は , 実効 感覚 レベ ル 戸 は 


う 度 指 表 に 


E=B,+p— (fy ~-M no 
RE w 
選 ,: 音声 の サイ クル あたり の 実効 レベ ミル 
ヵ : 音声 の ピー ク 係 数 
最小 可聴 音 圧 レベ ル a 
* : 臨界 析 域 “a 


MM: 妨害 雑音 の マス キン グ 量 8 

で あたえ られ る 、 ま た 妨害 雑音 の マス キン グ 量 は 
MB INIX (6 
Nl ・ 


と どら 紀 ルン 
* “0 
Bx : 雑音 の サイ クル あたり の 実効 レベ %7 
XN PN 


(+ パワ ロー 和 を あら わす 
で ある と と か ら 式 2 は 3 
E=Btp- (Bn(DD CS 

と な る ed 
と の 戸 に お け ナ る 明り 左折 基 の 二 る 牙 の 箇 

を 用 いて 朋 り ょ う 度 指数 4 は 
A- 3 WAA, 


で 水 ま 0 人 
し か し 帯 城 雑 音 の 妨害 に よる 明り ょ う 度 値 の 算出 
お いて は , "帯域 雑音 スペ クト ル を その まま Bw と 
考え る の は 前 節 記 し た 帯域 雑音 の マス キン ラク 
ら み て 不 合理 で ある と 考え られ る . 前 節 で 誘導 じ な だ 相 
対 マ スキ ング は 平均 な スペ クト ル を も つ 雑 音 の マ 
ング レベ ル と , 雑音 柏 域 内 に お いて と れ と 等 し 


- 差 で ある か ら ャ 2 。 
3 (Bw + — (By, + =Bw' EE a 
a le i 
w。: 平坦 な スペ クト ル を も つ 雑 音 OF 2 
た り の 実効 レベ ル 


Bw’ : 帯域 雑音 の マス キン グ 特 性 を 考慮 し 
D4 の 導 村 人 り RN 


ちら 容易 に 誘導 で きる . - c i Ws 
PERSMM OM rE +60 + 5 RRMo 
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| 算 方 法 を 帯域 幅 が 1.4~2.0 kc, 雑音 レベ ル が 40 dB/ 
サイ クル の 村 城 雑音 の 場合 に つい て し ら べ て みよ う . 
| 上限 周波 数 が 2kc で ある の で , と の 帯域 雑音 の 増分 帯 
| 灘 円 7, を 求め る と 12dB と な る . が 3 の 
| 各 域 雑音 の Bw' が 図 11 を 用 いて 算出 され る . と れ を 
) 回 12 に し めす - また By も 同 図 に し め さ れ て いる . 一 
| 方 伝送 系 利得 が た と えば ー10dB の と tga B;, 
HAO 3 COT, と れ よ り 互 が 求 ま り , 

"D ょ う 度 値 が 算出 され る . と の 図 か ら Bw' の 方 が 人 
の 二 合 よ り 和 余 線 の 部 分 だ け 音 声 を 余分 に マス ク す る と 
| < な ゃ か 2. と の Bw お ょ び Bw' に よっ て 伝送 系 和 
| 得 を 0~-40 dB に 変化 し て 帯 城 雑 音 妨害 に よる 明り 
| ミ う 度 値 を 計算 する . 図 13 は その 一 例 で あり , 実線 
破線 が Bw に 基づく 計算 曲線 で ある . 両者 の 


'.3 3 


SI YW 
周波 数 (kc) 


a 


a 


\ 
和 n ’ 
* 
ww 


~ 捉 音 導 1.4~ 20kc 
2 IN 4048B/Y47/ 


-20 -30 0) 
系 利 坦 (a8) 


名 LY 


、 J FE 4 
電 , 
? EE J F 
a ds 4 
: 項 城 雑音 の 8 
. 


に は な RR 


着目 し て 行なっ た 実験 に より 


幸作 帯域 20 へ 30 kc 


* VT 40dB/947l 


0 -20 -30 
球 利 補 (d8) 


図 記 8681p に よ る 計算 値 と 実測 値 の 比較 , 
Pomparison of calculated articulation scores and measured ones, 


(人 】 ( WW - hs 


Fn ” 
A CN or  } 
? 


て も 全く 同様 に 計算 する と と が で きる . 

3.2 演 域 雑音 坊 害 に 対す る 明り よう 度 試験 ; 

前 に 述べ た 手順 に し た が っ て 得 ら れ た 失 域 雑音 妨害 」 
に 対す る 明り ょ う 度 予測 値 が , どの 位 の 確度 で 実験 債 
と 適合 する か を 比較 する た め 数 種類 の 帯域 雑音 に つい 
て 朋 り ょ う 度 試験 を 行なっ た . 測定 は 日 本 主 通話 標準 
装置 に と より, その 線路 系 に 帯域 雑音 を 混入 し て 行なっ 
た . 試験 員 は 正常 な 聴力 有する 女子 4 名 で , 試験 音 
節 表 は 日 本 語 100 音節 平等 宮 の も の で ある. 帯域 幅 
が 0.05~0.62 kc, 0.5~1.0 kc, 1.4~2.0kc, 1.0~ 
2.0 kc, 2.0~3.0kc; :3.0~4.0kc, 雑音 レベ ル が 40 
dB/ サ イク ル の 和 棋 域 雑音 に つい て , 伝送 系 利得 を 0~ 
ー40 dB の 箇 囲 に 選ん で 実 論 し た 。 な お 2.0~3.0 ke 
の 棋 域 雑音 に つい て は 30dB/ サ イク ルル お よび 50dB 
/ サ イク ル の 雑音 レベ ル に つい て も 実験 を 行なっ た . 

測定 結果 の うち 図 13 の 試験 条件 の も の を 同 図 中 に 記 。 
し た 図 か ら 明 りょう 度 の 実測 値 は By” に よる 計算 値 上 
に か な り よ く 一 致し て いる と と が わか る 全 実 験 デー 
タ を 通じ て 計算 値 と 実測 値 の 一 致 は 。 帯域 雑音 スペ ク 
トル が 2kc 以下 の 場合 に また 雑音 レベ ル が 40 dB/ 
サイ クル に お いて よく 成立 する が 。 帯域 雑音 スペ ク 」 
トル が 2kc 以上 , また 雑音 レベル が 50 dB/ サ イク ル - 
に な る と 計算 値 の ほう が 幾 分 過大 評価 と な る 傾向 が あ 
る . と れ は Remote masking の 影響 に よる も の と 
も 考え られ る が こと の 点 に 関し て は 目下 検討 中 で ある 、 


4. 結 言 = 
帯域 雑音 の 妨害 効果 に つい て その マス キン グ 人 に E 


(1) 穫 林間 の マス キン グ 特 柏 は 災 の 上 限 周 流 っ 
数 より 高い 周波 数 に お いて は , ( 交 f 
域 秩 音 の 下限 周波 数 の 変化 に よっ "A 
て 変化 する . とれ に 反し て 雑音 の 
下限 周波 数 より 低い 周波 数 に おい 
て は 雑音 の 上 限 周 波数 が 変わ っ て 
も 変化 する と と が な い . 純 音 に よ 」 
る マス キン ダグ が 最小 帯域 幅 (臨界 ーー 
帯域 幅 ) の 雑 育た よる マス キン グ 
効果 に 相当 し , 帯域 幅 が 増す と そ 
er 
ける マス キン グ 効 果 は 増大 する 。 
マス キン グ 特 性 を 相対 マス キ i * 
で 表示 する と , 面々 の 貼 導 稚 に お 
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| ける 帯域 雑音 の マス キン ゲ を 一 義 的 た 表示 する と と が 力 され た 佐藤 子 , 田中 セツ 子 , 山本 令子 ーー 才 本 潤 7 
可能 と な り , か つ 相 対 マ スキ ング は 雑音 の 帯域 幅 と 一 の 諸 姉 に 深く 感謝 の 意 を 表わす . ET 
次 比例 の 関係 に ある 、 文 南 


F 2) マスキング 特 性 に お ける 非 直線 特性 ! は 雑音 の (1) N.R. French and J.C. Steinberg : "Factors ; 
¢ 総合 レベ ル に 関係 し 。 約 75 dB 以下 の 雑音 レベ ル で は governing the intelligibility of speech oid oh dl 
% 和 J.A.S.A. 19, p 90, (1947). 
' 想 対 マ スキ ング は 二 定 で ある が , これ 以上 の 雑音 レベ べ (2) K.D.Kryter: “On predicting the meligibdity 
靖 |」 ル で は 非 直線 特性 が あら われ る . of speech from acoustical measures”, J. Speech 
ma 4 * & Hearing Disorder 21, p 208, (1956). p 
: 391 相対 マス キン クタ の 評価 に は 内 耳 の 基礎 膜 上 の (3). J.M. Pickett : “Low-frequency noise and 
周波 数 尺度 が 有効 で あぁ る. ・ methods for calculating speech intelligibility”?, 
放 (の 約 1600 cs 以下 の 夫 城 幅 を る つ 帯 域 雑 知 が J.A.S.A. 31, p1259, (1959). “a 
a 、 か eR EN ta 3 導 雑音 (4) G.A. Miller : “The_ masking of sneer 
3 隊 接 する 場合 で は マス キン グ 特 性 に お いて パワ ゥ ワー 和 の Psycho. Bull. 44, p 105, (1947). 
"性 質 は 成立 し な い . に (5) H. Fletcher : “Speech and hearing inm ‘com; 
s oS | tO munication’”’, Van Nostrand Inc., (1953). 1 
Q 5) 帯域 雑音 の 妨害 効果 は , その マス キン グ 特 性 (69 J.P, 'Egan & H.W. Hake :, “On the masking = 
EE , : を 考慮 する と と に より 明り ょ う 度 値 の 予測 の 確度 を 高 pattern of a simple auditory stimulus”, Tu Ve 
3 : め る と こと が で きた ., た だ 帯域 雑音 の 周波 数 が 2kc 以 a て PO ドン ‘ a 
* 層 ner > asking by tones vs noiseé n 
3 上 , また , 雑音 レ ペ ル が 50dB/ サ イク ル の 場合 に は bands”, J.A.S.A. 31, p1253, (1959). 絡 
放 remote masking の 影響 を 考慮 し な けれ ば な ら な いよ (8) 斉藤, 渡辺 : “ 閉 域 雑音 の マス キン グ 特 性 に つい て 
に = 、 a 信 学 会 , 電気 音 級 専 委 資 料 (1960-09), 音 学会 請 i 
! う で , と の 点 に つい て の 検討 を 現在 進め て いる . 会 論文 集 (1960-10) 
終り に こと の 研究 に 終始 御 指導 と 御 べ ん た つ を 賜 わ っ (9) R.C. Bilger : ‘‘Additivity of different a 
た 当所 。 増沢 電話 ' 御 検 和 masking”, J.A.S.A. 31, p1107, (1959). 
計 理 板 多胡 増沢 電話 機 研究 室長 坦々 御 検 討 を (10) R.C. Bilger & I.J. Hirsh : ‘Masking of t 
_ 場 わっ た 名 古屋 大 学 落 合 教授 , 東京 医科 歯科 大 学 勝木 by bands of noise”, J.A.S.A. 28, p 623, (1956 
用 授 , NHK 技術 研究 所 黒木 総一郎 氏 , また 実験 に 協 (昭和 36 年 2 月 8 上 受付 ) 
,E . wr ' 
; tg 
3 a UDC 621.397.132 : 681.84.083.8 NN | 
| 軍 放 式 名 度 線 順 次 方 式 を 利用 し た カラ ーVIR' 
n が “ 
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A ; \ を 
‘9 要約 Ampex 形 の VTR Ic NTSC 信和 を 直 要 画 し た 場合 に 起こ りや すい 色 庶 特 生 上 の 隊 千 を 定 に 除 く た め , i 
に NTSC 信号 の 色 度 副 搬送 波 を 直角 位相 変調 波 か ら 周 波数 変調 波 へ 変換 し て , 新しい 録画 信号 を 合成 し た 。 と の カラ ー 

有 | 本 方式 で は , 再生 後 再び NTSC 信号 へ 戻さ れる と の ょ うに , 色 度 副 具 送 波 の 変調 形式 を 変更 する に あたり , 2 っ 
有 】 の 色 度 信号 を 1 っ つの 時 未 列 信号 に する 必要 が あり , と の 有 目的 で , 定 煙 度 式 7。Q 線 順 次 伝送 方 式 を 用 いた . また , と の 
” | 4 下 信 を 用 いた 場合 の 灯 度 信号 高城 成分 の 再生 お よび 。 色 度 ひずみ , 色 度 変 化 等 に つい て る も 検討 し た 結果 , NTSC 信 ] 
a 号 c 比 較 し て カラ ス で 寺村 RC Ca ie っ た . 本 報告 で は , - と の 録画 方 式 の 内 容 と 上 記 の 検 
A 


EO WR 
0 が > の VTR が 開発 され て か ら は , その ヵ ラ ー 化 の 
: ts R + RCA, お よび Ampex で 行なわ れ そ れ ぞ れ の カ 
Lt TR で メラ ー 信 を 録 画 方 式 が 開発 され た ②⑫, と れ ら 2 つの 方 式 
的 に は か な り 共 通し た 点 を 持っ て いる 方 式 で あぁ 
= を の 維 Ampex 形 の 白黒 用 方 , NHK 技研 で は , 独自 の 方 式 で Ampex 形 V 
を 用 いて カラー 信 号 を 録画 する 方 法 を 開発 し た か 
| Rs カラ ー の 標準 信号 で ある NTSC 信 呈 


2 の NTSC 基 呈 へ 衣 具 する 方 法 で , と の 場合 


ーー 


1092 稲津 稔 : 定 灯 度 式 色 度 線 順 次 方 式 を 利用 し た カラ ー VTR 


用 信号 は VTR の 録画 再生 に よっ て , 色 度 変化 を 受け 
な いよ うに 構成 され て いる 点 が 特徴 と され て いる . と 
と で は この 方 法 を 報告 する 


2. VTR カラ ー 化 の 問題 点 と 対策 


白黒 テレ ビ 用 と し て 製作 され た Ampex 形 VTR で 
NTSC 信号 を 録画 再生 する 場合 の お も な 障害 を 大 別 
に すれ ば つき ぎの 3 つ に な る . 

2 (1) 低 搬 送 波 FM 録画 に よる 副 搬 送 波 ビ ピート 妨害 

; (2) ヘッ ド と テー プ の 相対 速度 変化 か ら 起 こと る チ 
: 搬送 波 の 周波 数 変動 に よる 色 度 再生 の 不安 定 

(3) 回 転 す る 4 個 の へ ヘッド の 特性 差 に よる 色 度 変 

化 

で どれ ら の うち, (1) に 対し て は , お も に 周波 数 変換 
形 の 変 復調 喘 を 用 いる と と に よっ て 障害 を 除去 し , 
で C2), で 3 う の 対策 と し て は , 前 記 の よう に NTSC 必 
放 与 を 旬 画 用 信 号 に 変換 し て 録画 する 方 法 を 用 いる . 以 
| 上 が NHK 技研 で 行なっ た VTR カラ ー 化 対策 の 概要 
= で あぁ る 2 る . (1) の 対策 に つい て は すでに 報告 し た の で 
講 ここ で は (2), (3) の 対策 に つい て の べ る . 


| 3. 定 畑 度 式 7,Q 線 順 次 伝送 の 応用 
放 前 知 の (2), (3) の 陳 害 が 発生 する お も な 原因 は 


誠 9 が の 中 夫 潜 愉 が 2 つの 傘 記 介 衝 で 


用 位相 変 油 され て いる た め , 机 搬 送 波 の 位相 変動 お 
| ま び 振幅 変化 が 直接 再生 色 度 の 変化 と な っ て 現われ る 
ee し た が っ て 。 と の 対策 と し て , 2 つの 色 
| 訟 信号 を 1 本 の 時 系 列 の 信号 に まとめ , と これ で 副 搬 送 
‘8 | 六 を 周 世 数 変 調 し て 度 信号 に 多 直 化 し , 録画 用 の 合 
| Riad hs. こと の 方 法 を 用 いれ 
は, VTR で 起こ と る 副 搬 送 波 の 位相 , 振幅 変化 は ほ と 
Geers も た だ た ら さ な いよ う 忙 かなり; (2), て (3) 
D 陣 害 は 除 か われ る. 

、 一 方 , と の よう に 色 度 信号 を 1 つの 時 系 列 と し て 伝 
る 方 法 に 定 度 式 7,Q 線 順 次 伝送 方 式 が ある ゆめ . 
ラー 信号 を 構成 する Y,7,Q 各 信号 を 送る 場 
條 村 翼 度 信 号 を 常時 伝送 し , 色 度 信号 7 と を 各 
氷 ご で と に 順次 伝送 する 方 式 で , 再生 側 で は 婚 次 伝 
et じ た  Q 信号 の 交互 の 欠 除 期間 に 1 水 
| 平 走 在 期 間 だ け 前 の 同種 の 信 峡 を 挿入 し て いる . と の 
伝送 5 葉 に つい て , 視覚 実験 を 行なっ た 結果 , 色 麻 信 
| 3 の 入 只 に ょ る 角度 全 下 ち よび 入信 号 に よる クロ 
洋 計 が ング, ラッ タリ ング が 日立 つと と が な く , し た が 
| っ て 還 の 人 & 下 が ほとん と ど 記 め ら れず , か な り 天 用 


4 
CR 


性 の あぁ る 伝送 方 式 で ある と ゆう 結論 を 得 た と の よう 


な 点 か ら , 定 度 式 7Q 線 順 次 方 式 を 録画 用 カラ ー 


言 号 合 成 の 手段 と し て 選ぶ と と と した. 


つぎ に , と の 伝送 方 式 が 色 に つい て の 画質 低下 を 伴 : 


わな い 理 由 と し て つき ぎの 2 点 を 考え る と こと が で きる . 
第 1 エ に 線 順 次 伝送 で は 垂直 方 向 の 色 わ け の 細か さ が 低 
下す る が , 最も る 和 帯域 の 広い 了 7 信号 の 場合 で も , それ が 
水平 方 向 の 細か さ 以 下 に は な らち ない 点 が 准 げ らち ら れる. 


し た が っ て , NTSC 信号 で は 垂直 方 向 に 必要 以上 の 


色 護 情報 を 送っ て いた も の を , 線 順 次 伝送 で は 省略 し 
て 伝送 し て お り , と の 場合 , 明 視 の 距離 に お いて 必要 
と され る 色 度 情報 は ほとん ど 省 略 さ れ て いな い . 第 2 
に 有明 視 の 距離 より も る 近く で 見 た 場合 で も る, 線 順 次 伝送 
で 発生 する ライ ンク ロー リン グ , ライ ンジ ッ タ リン ジング 
が 見 えた に くい 点 が 挙げ られる. と の 理由 は , と れ が 起 
と る 場合 の 繰返し 周波 数 が 15 c/s で あぁ り , 灯 度 変化 を 
伴わ な い 色 度 成 分 だ け の 変化 で ある る ため, つき の よう 
に フリ ッ カ ,。 ある い は 動き さと し て 感 ぜ られ な いた めで 
ある . すなわち , 定 煙 度 の 場合 の 色 度 の 繰返し 変化 に 
関す る 視覚 実験 で は , そ の フリ ッ カ 検知 限界 周波 数 が 
10~20 c/s と 報告 され て いる ,. 


4. NTSC 信号 を 原信 号 と し た 
定 輝 度 式 線 順 次 伝送 


カ ヵ カラ ー 信 号 の 受 濾し は , 放送 局内 に お いて も ,。 す べべ 
て NTSC 信号 で 行なわ れる た め , 録画 用 信号 の 合成 
は NTSC 信号 を 原信 号 と し て 行ない 。 一 方 , 再生 後 : 
は 再び NTSC 信号 に 変換 する 必要 が ある 。、 し た が っ 
て , この よう な , 定 度 式 色 度 線 順次 伝送 の 送 端 側 と , 
受 端 側 に は 図 1 ユ の よう な 系 統 の NTSC 信号 と 録画 用 
信号 と の 間 の 信号 変換 装置 が 必要 と な り , 録画 用 信号 
は 送 端 側 で Y 信号 と Dr,Der 線 順 次 信号 か ら 合 
成 さ れ , 受 端 側 で 再び Yz と Dr,Dog 線 順 次 信号 - 
に 分 解 さ れる 、 と この よう に NTSC 選 同 の 高 域 成分 を 
互い に 直角 位相 の 基準 一 搬送 波 で 同期 検波 し た 場合 に 


は 同期 検波 出力 Dz 所 , Do 信号 の 中 に は 7 信号, 〇 @ 


信号 の ほか に ぴ 信号 の 高 域 成分 Y 志 が それ ぞ れ 直角 
位相 成分 に 分 割 さ れ て 含ま れ て いる 。 ま た , と れ ら の 
Yz 直角 成分 は , 受 端 側 に お いて 7, Q@ 信号 と と も に 
搬 送 波 を 直角 位相 変調 し て , 高 域 成分 Yz' に 変換 


され る . しかし, 7 宮 ' だ け に つい て 見 た と きだ に は エエ 


水平 走査 期間 だ け 運 全 し た 信号 の 挿入 に よっ て 生ずる 
高 域 度 信号 の 誤差 成分 は , 送 端 側 で 同期 検波 する 場 
合 の 基 准 正 弦 波 の 周波 数 が 線 周 波数 の 1/2 の 整数 倍 で 
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sequential transmission of high frequency 
_ components in NTSC signal. 


「 ある た め , 真 の 高 域 Y 信号 Y 二 の 主要 成分 を 視覚 的 
) に 打 消 す 結果 と な る *,。 し た が っ て , NTSC 信号 の 高 
| 域 直 角 成 分 を 線 順 次 伝送 し た 場合 に は 実質 的 に は 区 
成分 を 常時 伝送 し 7.Q 信号 だ け を 線 順次 伝送 し た と 

& 計 辻 が る 


* i 5. 録画 用 合 茂 信号 (LSC 信号 ) 


“No 記号 は NTSC 信号 か ら 第 1 零 点 2.75 Mc の 

: 施 ドー デ 形 低 域 ろ 波 器 に よっ て 分 離さ れ 。 人 
De 信号 は 低 域 ろ 波 器 (600 kc で 3dB, 1Mc で 6 
dB ER ead salt .5Me 
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を 合成 する ・ と の 場合 の 琶 送 波 の 最大 周波 雪 
0 と れ ら の 点 か ら LSC 信号 の 周波 数 
は 2 と な る ・ ま 7S 縛 カウ ー パ バー を 伝送 する 
た と き の 流 形 構成 は 図 3 の と お り で 。, 
用 の ス タラ オ 欄 叶 を 通過 で き る よ 
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Fig. 3—Waveform of LSC signal. (colour bar) _ 

た めで ある . ま た, 副 搬 送 波 振幅 は 録画 実験 の 

期 振幅 の 70 必 と し た . 
6. NTSC 信号 と LSC 信 き の MDO { a 
信号 変換 装置 A 


ly 


HE と の 同 忠 を 用 いた た め 。 Di 


る 2 信号 問 の 相互 の 振幅 差 お よび 破 レベ ル 差 を 容 史 
に か つ 安 定 に 取 除 く と と が で きた . 一 方 ; LSC SC 
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Fig. 4—Block diagram of NTSC — LSC signal converter, 
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図 7 無 信号 期間 を 連続 復調 する FM 復調 器 
Fig. 7—FM demodurator which can demodulate 
discontinuous carrier without discontinuity. 
と の 30 Me 帯 搬送 波 の 運 延 に は 溶融 水晶 を 利 
用 し た 超 音 波 運 延 素 子 を 用 いて , きわ め て 良好 『 
な 結果 を 得 た 。 また, と この よう に し て Dz 変 
調 部 分 と 9 変調 部 分 に 分 けち られ た 30 Mc 答 
FM 搬送 波 は それ 
ぞ れ の FM 復調 器 
で 復調 され る が , 
同期 失 頭 期間 に は 
FM 搬送 波 が な い 
た め , と の 期間 の 
振幅 制限 器 出力 と 
は 雑音 が 発生 す 
LSC 合 成 舘 思 出 カ ES | 
の 期間 は 復調 回 路 
3 入力 が 無 信号 状態 ) 
に な る よう 拍 四 章 
| 陣 考 出力 を が 
も で ね る 衝 的 訂 還 
( 弁 と し て は と その 居 
無 信号 期間 中 の 復 」 
調 信号 レル が 
の 直前 の 信号 レベ ペー 
ル に 保持 され , 度 = 
信 号 の 連続 性 を こ 
避 っ よう RK 図 7 の 
回 路 を 開発 し た 。 
。 て の よう な 一 連 の 
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we ee 雑 庄 第 4 券 7 号 引 ‘“ 


軍 条 搬入 され た 信号 の 間 の 直 学 レベ ル 差 お よび され な た 波形 と な る . と れ を 周波 数 偏 移 に 換算 し て 実効 

] 牛 療 を 容 品 に か つ 安定 に 取 除 く と と が で きた 。 つぎ に 時 周波 己 移 プ aerr を 求め て お け ば , 信号 に よる 周 | 
調 下 装 置 の ペル ス 和 群発 生 回 路 で は , 装置 の 各回 路 に 必要 波数 偏 移 と 比較 する と と に よっ て , と の 種 の ひみ ずる 
な 各種 パル ス を まとめ て 発生 し て いる . 4 の に 便利 で ある . に 
b 7. LSC 信号 に お ける 色 度 ひずみ fd FO 

: の 現われ 方 NN 


, LSC 信号 で は 副 搬 送 波 が 周波 数 変調 され て いる た いま , 蘭 の 黒 レ ベル を 均 =0, 白 失 頭 値 を Y 宛 =1 で 
放 高周波 の 伝送 特性 が 劣 下 し て いる 場合 で も か な り し の レベ ル 変 化 に 対す る 代表 的 な @ 特 人 性 と し で 
4 良好 な 色 度 再生 が 可能 で ある . まず , 副 搬 送 波 の 振幅 。 9 が 0° か ら 直 線 的 に 変化 し , Yr=1 で 9=6。 と な る 
診 変動 に 関し て は , 再生 側 で 振 性 制限 する た め , その 影 。 場合 考える. と の よう な 特性 を LSC 信号 が 通過 
| を 受け に くく , 実際 に 20dB 程度 の 変動 が あっ て = し, 最も 悪い 条件 と し て 図 9( ヵ ) の よう に 区 信号 
も , 色 度 変化 と し て 現われ な い . また , 増分 利得 特性 。 が 時 間 r。 の 間 に 黒 レベ ル か ら 白 失 頭 値 ま で 変化 し た 「 

の 悪い 伝送 路 を 通過 し た 場合 に は 同様 の 理由 か ら , 色 場合 を 考え る と 訪 ⑭⑦ は 図 9(b) の よう な 短 形 流 に 「 
度 ひ ずみ を 発生 し な い . つぎ に , 増分 位相 特 性 の 悪い 、 な る 一 方 持続 時 間 r。 の 短 形 波 が 太 以 上 の 周波 数 | 

伝送 路 を 通過 し た 場合 に は , 色 度 ひずみ は NTSC 信成 分 を し ゃ 断 さ れ た 場合 の 波形 の 最大 値 と も と の 


峡 の 場合 の よう に , ぱぴ 信 呈 の 絶対 レベ ル に よる 色 度 の a Ki TAC Ke 
ーー 様 な 変化 と し て 現われ な いで , ぱぴ 信号 レベ ル の 過渡 1 
区 間 だ け ゴ プー スト 状 応 


で 


の 値 の 変化 を 
、 算 する ご 不 


J 
現われ る . Dt cS { の と お りり に た な 
" の 種 の ひか ずみ は 実際 に , ob : ‘2. と DK MN 
7 Pp Vd KN * 


(dd) 4 で) 憶 紀 過 工 波形 値 を a 


。 既知 の 増分 位相 量 を も \ 
っ た 回 路 を 作っ て 実験 
| し て 見 た 結果 , DP 20° 
; ) 近く まで は 見 え に CN ES, A 
競 と ゆう 結果 が 得 ら れ cr 
3 な 方 SD “ 
Ne 原因 は 図 8 の よ 図 8 過渡 区 間 に お ける 色 度 


(max) を 知 7 
と が で き 
ま $ 0。 


ひずみ の 発生 OS - 
[7 信号 の 過渡 区 Fig. 8—Chrominance distortion . a 、 00 < 
間 本 送 訪 が “yielded ffrom transient 図 9 Yz の 過渡 波形 と 等 価 周 波数 偏 移 
OT Fig. 9—Waveforms of Yp transient and 
: effective frequency deviation of 
た め に 発生 する も の で あぁ る . と の 場合 の 実効 的 な colour FM subcarrier., 
変調 の 深き を つぎ に 求め て 見 よう . 「 ; 


4 まま 醒 鬼 送 波 が 謙信 号 の 黒 レ ベル に K 重 ね 合 さ れ た - 
人 ! 相 を 0° として, 示 信号 の 剛 時 レベ 苑 師 天 う 
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0 が B 数 6 に し た が っ て 変化 し た と する . 
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| の 値 は , 色 度 信 so 
| 号 た に よる 最大 周 
」 波数 偏 移 の 30 
| dB 以下 と な る . 
また, この ひ ず 
ー み は 議 信号 の 
有 立 上 が りお よび 
立 下がり り に 対応 
し て つね に kK 特 定 
"@ 色相 と な っ て 
。 現われる. rs 
| が っ て , Q 信号 の 変調 極性 を 選べ ば , 最も 見 え に く 
有 有 で い ょ うに する と と が で きる た %, 実際 に は 前 述 の 結果 
| の よう に , か な り 悪 い 増分 位相 特性 まで 許容 で きる . 
EE に , と れ は 実験 し て いな い が 出 鬼 送 波 の 変調 極性 を 
ー ム で ど と に 反転 し , それ に 復調 の 極性 を 追従 させ 
『。 受 山 で の 色 度 信号 の 極 件 は その まま で , ひずみ 
だ けが 毎 フ レー ム 極 性 反転 し 視覚 的 に 打 消 す 結 果 
し か も と の 打 消 し は さき に の べた 定 度 に お 
色 度 変 化 と 同様 フリ ッ カ と し て 見 えた に くい ため , 
| た は きわ め て 効果 的 な ひずみ 低減 を 大 幅 に 期待 
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図 1 Yz 信 号 の 立 上 が り 時 間 に 対 する 
実効 周波 数 偏 移 、 

Fig. 11-—-Effective frequency deviation 
varying the rise up time of 
¥Yp signal, 


に 副 搬 送 波 の 周波 数 変動 が ある 場合 の 色 度 変化 
考え る . いま , か り に テー プ と へ ヘッド の 相対 
が 0.01 攻 まで 上 昇 し た と し て も , 83.5 Mc の 
の 周波 数 変動 は 0.35 kc と な り , 信号 に よる 
SE 


2. rr 
& 98. 線 順 次 方 式 カ ラー VTR の 特徴 


NE 1, LSC 信 号 を 用 いた 場合 に は 
色 』 見 送 波 の 振 同 人 動 。 周波 数 変動 。 増分 利得 , 増 
パ あ る 場合 に も , 色 度 再生 が 安定 に 行 な 
め 」 VTR の 録画 用 信 号 と し て 用 いた 場合 に 
の べた (2), (3) の 了 雇 害 が 発生 し な く な る 、 
号 を 直接 録画 する Ampex お よび RCA の ヵ 
式 で は , その 再生 信号 の 一 搬送 波 周 波数 の 


も な 対策 で あっ た の 対し, 本 方 式 で は , 
画 の 障害 を 除く 方 法 と し て NTSC 信号 を , 
衝 を 受け に くい 信号 に 変換 し て 録画 する と と が 
る と の た め , NTSC 信号 直接 録 面 方 式 に お 
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i 稚 : OO 


ヘッ ド を 含め た VTR 本 体 の 特性 改善 が カ 


0 
0 et 


* ょ 


し て の へ ラド の 渋 次 3 
た , VTR 本 体 の 各部 の 特性 劣化 が 再生 色 度 の 品質 に 
か な り 大 きく 影響 する た め , VTR. の 特性 保守 が 白黒 「 
用 の 場合 より 厳密 に 行なわ れる 必要 が あっ た 一方, 」 
本 方 式 に よる 場合 は , 前 記 の 理由 か ら , ヘッ ド の 特性 
お よび VTR 本 体 の 特性 に つい て と くに すぐ れ た も の 
が 必要 で な く , ほぼ ば 白黒 用 と し て の 特性 で 充分 で あぁ 7 
り , か つ , ヘッ ド の 交換 も 白黒 の 場合 と 同様 な 条件 で 「 

行なわ れる 点 が 利点 と され る .。 また , 本 方 式 に よる カカ 
ラー 録画 用 付加 装置 の 容積 は 標準 ラッ ク 1.6 台 分 と な 
り , 他 の 方 式 に 比較 し て 約 1.6 倍 と な る . また , 再生 
Y 信号 の 和 柏 域 は 2.75 Mc し ゃ 断 の ボー デ ろ 波 器 で 制 
限 さ れ , 本 来 の NTSC 信号 より も 狭く な っ て いる 欠 
点 が ある が , と の 点 を 補う た め , し ゃ 断 域 の 位相 特性 
が と くに よい ろ 波 器 を 用 いて いる . ' 
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本 方 式 の ヵ ラ ー VTR 付加 装置 は , 一 昨年 末 完 成 し 
た 1 号機 に 続い て 。 実用 を 目的 と し た 2 号機 を 設計 抽 
作 し て , 本 年 始め , と れ を 完成 し た . と の 方 式 に よる 
再生 画 の 色 度 が 長 時 間 に わ た っ で て きわめ て 安定 に 再生 っ 
きれ 。 カ ラー 録画 上 の 障害 を 除く と ゆう 最初 の 目的 を 
達成 する ど と が で きた .・ ま た , と の 方 式 の カラ ーVTR 
は , 線 順次 方 式 を 応用 し た NTSC 信号 の 特殊 伝送 の 
ー つ の 応用 例 に すぎ な いも の で あぁ る 、 LSC 信号 の 構 
成 は と と で は VTR 用 と し て 使用 する と と を 条件 と し 
て , それ ぞ れ , 一 応 の 根拠 か ら 決め られ た も の で あ _ » 
り 、 とれ を VTR 以外 に 利用 する 場合 に は その 条件 

| 


mi 


{ 


に 応じ て , 信号 の 構成 を 再 検討 し , 多 少 の 変更 を 加え ー 
る と と に より ; きら に 合理 的 な 使い 方 を する と と が で | 
きる . et 
線 順 次 伝送 の カラ ーVTR へ の 応用 は 困 和 33 年 鈴木 、 
桂 二 博士 の 御 示 皮 に よっ て 考え られ た も の で あぁ あり, 
引続き 研究 を 進め , 今回 , 新 方 式 の 完成 を 見 た . と の 
間 絶 え ず 御 激励 と 御 指導 を 受け た 野村 研究 所 次 長 , 三 
木 テ レビ 研究 部 長 , 鈴木 出 部 長吉 田 研究 室 主 任 に 感謝 。 
する と と も に 録画 実験 等 に 多大 の 御 支 援 を いた だ いた 
伝送 研究 許 。 方 式 研究 当 な ら び に 助言 を いた だ いた 受 Y 

像 , 送 像 研究 室 各位 に 深謝 する 、 終り に 本 研究 の 機会 - 
を 与え られ た 島 研究 所 長 に 感謝 する 。 が 
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角 周 波数 we 以上 ws まで の 箇 記 信号 高 域 成分 を つ 
ぎの よう に フー リサ Y エ 表示 する ゐ ⑫. 


YY の ⑦ -| So)*cos(@o t+ lo) do (4) 


Yr⑦ を 角 周 波数 %w。 の 互い た 直角 位相 の 基準 正弦 
疲 A cos@gt, A sinogt で 同期 検波 し た 成分 D。, D。 
を 求め る と ⑤),(6) と な る . 


Moke - 引 ” Sl@) sin{(@—04)t+lo)}d wo 
(5) 
Ea | So) cost (@—0,)t + Oo)}d © 


(6) 

また , 1 水平 走査 期間 4 だ け 前 の 同期 検波 成分 を 
と 4 れる れれ ら は DD OTE CG— TE 
を 入れ た 式 で 表示 され る . つぎ に 再生 側 で cos @g4 お 
」 よび sin og を 上 記 の 検波 成分 に よっ て 直角 位相 変調 
。 すれ ば , 再生 高 域 成分 Y 宮 ' と し て 次 式 で 示さ れる 成 
| 分 を 得る .。 まず , D。 が 送ら れ て いる 走査 線 の 再生 信 
失う Ya,e ® は 


ft 4 ob 
の Ry -4| (Disin ot + D,'cos ot)d wo 


ON te EE EC 


NR So) costw@ t +lo) J} o+ Yr DD 
: G7 
eelD- i 2 K (@) sin A (@—0,)t 


2 Tlsin® sin 0 ‘do 


(C8) 
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Yerie(t) は , 誤差 信 号 , 同様 た し て D。 が 送 ち れ て い , 


る 走査 線 に お ける 誤差 信号 Ys は 


4 
Y= [2.5 “COS oatesin{ oot a 
ーー 
0 
一 方 , テレ ビジ ョ ン 信 号 で は , その 周波 数 スペ クタ ド 
ラム 成分 は 線 周 波数 大 の 整数 倍 の 近く に 集中 し , 方 
xN (NN は 整数 ) で 各々 極大 に な る よう に 分 布 す る と 
と が 知ら れ て いる 一方, NTSC 信号 の 場合 は 太 ( 革 
の @a/2z) が 了 げ 引 2 の 奇数 倍 に 選ば れる . し た が っ 。 っ て, 


Yz 信号 の 主要 スペ クト ラム を 占め る 訪 メ XN 近傍 で 
は ( ヵ z は 整数 ) 


+%(o) — ーー T;| sin 


@— Og 


2 が 0) 


し た が っ て , 
oa SC@) «sin atsin((@—ont 
? iD 
Yor.s= = 2.S(o) cos ogt cos{ (@o—02)t v9 ’ 
a 


+%(@)}d wo (2 3g 


Yr,c Yerzs は 皇 ワ レー ム 交 羽 に 現われ る だ め ?; Oa 
蓄積 作用 に よっ て , その 平均 値 Yorcag な なき て *。 
る ご 


+ lo)}d ow 


Ct a) 3 x 0 x 


bg (av) — 


9 - ド S$(@) “cos(oat +8(@))d o に 
Re YE GS sr N 


し た が っ て , 誤差 信号 の 平均 値 は 再生 さ te Lt 
を 視覚 的 に 打 消 す 結果 と な る . 
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後進 波 管 に お ける 回 路 損失 と 出力 部 * 


正 さ 典 ら "8 7 木 、 社 人 0 は 


(日 立 製作 所 中 央 研究 所 ) 


8 要約 後進 波 管 に お いて , その 動作 回 路 に 損失 が ある 場合 , 主として 回 路 の 中 央 部 で 発生 する マイ ク r 波 電力 が 出力 
有 】 | 部 に 達する まで に 減 宮 さ れる の で , 出力 部 を 電子 銃 側 端 部 より 若干 中 央 部 へ 移動 させ た 方 が , 大 き な 出 力 が 得 ら れる と 
| と が , 理論 的 実験 的 に 明らか と な っ た . この 場合 に 出力 部 は 電力 を 完全 に 取り だ す も の で は な く , 電力 の 一 部 は 電子 銃 
| 例 の 回 路 へ 漏れ させ て , 電子 流 の 予備 集 群 を 行なわ せる 必要 が ある . 簡単 な 近似 計算 の 結果 で は , 回 路 損失 10dB 以上 
"の 場合 , と の 汎 れ 電 力 の 程度 を 数 狐 に すれ ば 良い と と が わか っ た . し か し 結合 ら 線 を 後進 波 管 の 出力 部 に 使用 する と, 
| 」 その 結合 ら 線 の 長 さ が 動作 ら 線 の 長 さ に 比較 し て 無視 で き な い 限り , 原理 的 に 漏れ 電力 が 存在 する . それ は 結合 し で い 


も で 形 言 


OWN CAD SB ic, PRR 
遇 上 強度 分 布 は 動作 回 路 の 電子 銃 側 端 部 に 最大 強度 
RR 中 央 部 で 発生 し た 電磁 波 が 回 路 損 
| 失 の た め に 減衰 され る と と の 概略 は 研究 専門 委員 会 で 
報告 し た 通り で あぁ ある. その後 さ ら に 検討 し た 結果 , 
出力 を 最大 に する 出力 部 の 条件 が 割合 は っ きり し て き 
(a 実験 結果 と 合わ せ て と と に まとめ て みた . 

台 成 電力 の 極大 点 に 出力 部 を 置い て , その マイ クロ 
波 電 力 を 完全 に 取り だ し て し まう と , 電子 流 の 予備 的 
集 格 が 行なわ れ な く な る 、 し か し , 出力 部 の 構造 を 不 
> て , 全 電 力 を 外部 へ 取出 さ ず に , その 一 部 を 
周 路 に 漏れ きせ 電子 流 の 予備 的 集 格 を 行なわ 
に によって, 回 路 損 失 を 減少 し て 出力 を 増加 さ 
- が で きる . な お , 一 定 の 長 さ を も っ た 結合 ら 
液 管 の 出力 部 に し た 場合 は その 結合 ら 線 の 
ら 発 生 す る マイ クワ ロ 波 電力 は 完全 に 外部 へ 取り 
計れ 各所 の 斉 べ 陸生 
と が より 効果 的 な る . 
うな 出力 部 の 設計 法 は , ' 回 盛 損 失 の 増大 ゃ さ 
と の で き な い ミ り 波 管 に お いで , 有用 に な る と 

は 


の 回 路 損 失 と 合成 電力 


波 管 の 動作 状 務 に お いて 。 その 高周波 電界 な ら 

流 の 高周波 分 が 図 エ に 示し た よう な 軸 上 分 布 
2 と は すでに よく 知ら れ て いる と と で ある の 。 
うな 電場 と 電子 訪 に よっ て 発生 する 電力 を 考 
p> コレ クタ 側 端 部 で は 電場 が な いた め に 電力 


1it Loss and Output Part of Backward-wave.- 
ator. By YOSHIHISA SUZUKI, Member 

al Research Laboratory, Hitachi Ltd., 
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る 部 分 で 発生 する 電力 は 完全 に 外部 へ 取り だ す と と が で き な い た めで あり , と の 程度 が 実用 的 な 構造 で 数 2 多 で ある . 
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電子 銃 倒 端 部 。 ーー(<, る ) コレ フタ 便 端 部 


、 図 1 後進 波 管 の 動作 tn 
Fig. 1—Mechanism for power generation in B.W.0. に 


の 発生 は な ぐ , また 電子 銃 側 端 部 で は 電子 流 の 高周波 
分 が な いた め た に 電力 の 発生 が な い 。 そ れ 故 , 電力 の 発 
生 は 図 1 示し た よう に 主として 作用 回 路 の 中 央 部 分 - © 
か ら 発 生 し て いる と と が わか る 、 こ と の 形 た つい て は 回 
路 損 失 が あっ て も , また 空間 電荷 の 大 さき な 場 合 で も , | 
定性 的 に は 変わ らち な いも の と 考え られ る .。 両端 で 0 で 
ある と ゆう と と か ら , 非常 に 乱暴 で は ある が ,。 と の 発 ) 
生地 力 の 分 布 を っ つぎ の よう な 形 で あら わ さ れ る も の と | | 0 
仮定 する . 。 - a 
dp = Fy Psin(E2).ae て “ 
と と で , は 比例 党 数 で ある が , 727 と ゆう 係数 
を つけ て お く と と で , 後に 示す よう な 意味 を も っ て く 
る 【 は 作用 回 路 の 長 さ で ある 。 ま た 負 符 号 は 電力 の 
進行 方 向 と * の 方 向 が 逆 向 き の た めで あぁ ある. 0 
つぎ に 全 回 路 損 失 を LdB と する と , と の 発生 電 
は 。 つぎ の 條 の 回 泊 失 よっ て 溢 され 。 押 天上 靖 
て に 達する . " て 3 
GB CC 
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管 軸 , 
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TDD EE TMITEE ECI TR p 相当 大 きく な る と と が 了 明らか と な っ た ( 表 工 参照 ). 
E PC) - 1 て で と sin (TE gg 表 1 回 路 損 失 と 後 信 波 管 出力 = 
] i ; 発振 開始 
。 -0.2l=2r 2 ea i 電流 倍率 
p € 十 cos 2 十 ーー in() 
i =— dB | — \ 
0 Ne 
E 104B G0201 GG.2 の 
(2) 20dB | ?% 30 80) 居 
と と で , 電子 銃 側 端 部 の 電力 は z=0 と し て , soap |45% 0.44 2.29 窒 科 
。 - = (0.36) | G.43) = 
PO Pe (8) 
1+ (=) 3. 最大 出力 と その 条件 
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回路 上 を の 点 に 出力 部 を 設置 し た 場合 , 図 1 の 分 
布 は 変化 する の で , 前 節 の 最大 電力 を 出力 と し て 取り 
だ すこ と と は で き な い 。 と こと で 出力 部 の 構造 と し て 
PO =F 生 電 力 を 完全 に 外部 へ 取り だ す も の で な く , その - 
故に , 比例 常 数 と し て 扱っ た P。 は 損失 が な い 場 合 5 だ け は 電子 鉄 側 へ 通過 し て , 電子 流 の 予備 的 集 群 
の 電子 銃 側 端 部 に お ける 合成 電力 を 示し て いる . 使用 され る も の を 考え る . 出力 と し て は , と の 


と れ は Grow & Watkins の も の ふと 同じ で ある . 
つき ぎ に 損 失 が な い 場 合 は , =0 で ある か ら , 


式 ② に 戻っ て , 損失 が ある 場合 < の どの 位置 で , より コレ クタ 側 で 発生 する 電力 が 問題 に な る が 
了 詳 7 コ 液 電力 が 最大 に な る か を 調べ て みろ 。 電力 の 最高 値 は 電子 ビー ム 集 群 の 飽和 に よる と 考え た" 
RP 式 (1) で 係数 は 変わ ら な いと 仮定 する 。 そ し て 発生 
dz 力 の 軸 上 分 布 と し て は , 図 2 に 示す ど と く 』 回 


I 


1 E23 : ‘が Na TLS 
Ce 7 (eos 7 +e Tam 7 =0 
いく | (4) 


将 が 大 きい と き , すなわち 回 路 損失 が 十分 大 きい 場 
| 合 に は , 括 中 内 の 第 2 項 は 十分 小さ いと 考え られ , 


NV 50.23 
と ; tn( Fe ーー (C5) 。 
F i a 7 fF g | 
友 に と の 式 で 与え られ る を の と と ろ に マイ クロ 波 合 Ot YY 


p i Re 


電 > 
om, と の と き の 電 力 を Pamax と すこ 図 2 補欠 徹 管 の 動作 (z 点 で 出力 の 大 部 
wd ば , 式 ⑤ を 式 RRNDT? を 取り だ し た と き ) 


Fig. 2—Mechanism for power generation in B.v " 
0 52r a (2. 23 DN\* rz (when the most of power is taken out at 
rt | NG Es > point %). t 
2 a 
A 
ーー (6) 7 と と で 正 叶 職 数 を 用 いた と と に 理論 航 根拠 は な 


。 発振 状態 に お ける 後進 波 管 回 路上 の 電磁 界 分 布 か 
a その 微分 値 を と っ て 発生 電力 分 布 を 求め た 場合 , 
NC 関数 と お く と と は 0 次 近似 と し て 妥当 と 考え ら + 
re また 端 部 で は 指数 関数 を 仮定 し た 方 が より 受 
EON, Cr 


RR それ 故 。 正弦 関数 と 仮定 し て , 
i 実 
ED RS Eh 3 


“a 


D0 
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3 な わ ち , 発生 電力 の 軸 上 分 布 は , 
8 
dplz>) = a sin(z3= 


RH 
隊 の 半 補 を 洛 た る と 前 新 と 向 杜 で, 


a ‘dz (8) 


“ i 乗 に 逆 比 例 す る の で , その 増加 率 を 次 式 で 計算 し た . 
~ mh 4 3 _ 
0.23 N74 (ュー a3) 

1+( ) (1- | { 
cs 


: sn(z2) + i (| (10) 
は : 宰 , 8・P(z) が 電子 銚 側 に 通り 抜け る た め に 
Pepe (LP Ra GED 


- ) EN Ct 
ta hie hh と の 増 履 


ED a sin プン な 洗 束 だ Pout/P。 の 最大 値 を 与え る お よび z/【 の 
22 4/ 値 等 を 表 1 に まとめ て 記し た . と の 表 で 括 内 に 示し 
(9) た 値 は 前 節 の 式 ⑤) , ⑰⑦) に よる 合成 電力 の 最大 で あ 


t ] i lv 

e a RE 5 
(= - = Ve “sin( 
と の WCES E,W に 2. 


式 0),(1D, (12) に よっ て , LL が 10dB, 20dB』 
30 dB の 場合 に つい て 数 値 計算 し た 結果 を 図 3 に 示し 


る . また , 発振 開始 電流 は 近似 的 に 回 路 の 有効 長 の 3 _ 


の 増 凡 の 大き : 
EN Ai TT P(e) ry 
電子 流 成分 に つい て 考え る と , 電力 の 2 分 の 1 乗 に 員 
と 考え られ る か ら , 出力 部 が な か っ た と し た a 
"と の 比率 は , 必 3 
8 7 c { 3 4 寺 a te a , 
* Rl! PCR) : | Re 
点 に お いて は , 電場 成分 の 方 は 出力 部 が あっ て も a 
も 同じ で あり , 電子 流 成 分 が 出力 部 の ある と き Cid 
2 られ る 比率 だ け 小 さく な っ て いる の で , Ed 
な い 式 で 考え れ は ば, 々 点 の 発生 出力 は i 
a, EE RE Ps 
] -P,e ‘A\/ 8«ex (0.23 aE) RC 
3 ep t Nl 
導 (5) ss CK 
よる と , と の 値 は , tt 
鐘 rp 2 4 0 yr + を に 
の 21 2 in( 22 de | tt L=30dB J ‘ fl kK 
3 . 図 3 管 出力 の ee A 
と の | 式 を 等 し いと 置く と と に よっ て , Fig. 3—Calculation etait DS TR A 
「 枯 3 4 い ty トー ! oy ( ¢ ャ 
b CN i rt i Nt 
tO % 人 0 
が て to Ok RT ER Rt AT 0 
ON \ gr Ne wb " i 1 邊 0 i es SO I nd A rt 


に ry a 
r 3 


電 気 


4. 結合 ら 線 出力 千 


結合 ら 線 の 設計 は 詳し く 研 究 さ れ て お り , 完全 に 電 
放 力 を 取り だ す よ うに で きる 衝 で ある が ふ ⑪, 後進 波 管 の 
場合 に は 結合 ら 線 の 部 分 に つい て も 電力 の 発生 が 考え 
月 られ , と の 電力 まで 完全 に 外部 へ 取り だ す と と は で き 
放 な い . と この 場合 , 結合 ら 線 の 長 さ が 動作 ら 線 より 十分 
短い 場合 に は 問題 で な い が , 実際 に は 結合 ら 線 の 長 さ 
が 動作 ら 線 の 数 分 の 一 で ある と と が 多く , 電力 の 取出 
は 原理 的 に 不 完全 で あぁ る と と が 多い 、 と の よう な 出力 
失 が ある と さき , 前 記 の 予備 的 集 順 に と の 出力 を 用 い 
る と と が 特に 効果 的 と な る .。 と の 漏れ 出力 の 大 き さ を 
正確 に 計算 する と こと は 困難 で ぁ る が , 大 胆 な 仮定 に よ 
_ る 極め て 大 雑 把 な 推定 を し て みる と と と し た . 

と と で 結合 ら 線 その も の と し て は , 完全 に 電力 の 移 


- 


必 ら 線 の 長 さ を ん 結合 ら 線 の 長 さ を @, 結合 ら 線 の 
お か れ た 位置 を y ッ と する ( 図 4 参 照 ). 

内 部 で 電力 の 発生 が な い 場 合 , 完全 に 設計 され た 結 

合 ら 線 に お いて , 電力 の 移行 は 高周波 電圧 V と し て 

正 訪 関数 的 に あら わ さ れ る の ⑭.。 すなわち , 動作 ら 線 に 

】 學 し て , > 点 の 電圧 を V と すれ ば ヶ 点 の 電圧 は, 


a vsin| Pe | (4) 
また を 点 で の 陳 作 ら 線 の 電圧 が の 場合 , を か ら 


和 て し か 結合 が な か っ た と すれ ば , 結合 ら 
有 | 答 へ 移行 する 電力 は 電圧 の 形 で , 
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また ん は 最 軸 条件 より 2 みな っ で いる , つぎ 
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図 4 


後進 波 管 出力 結合 ら 線 の 漏れ 電力 ⑥) 
Fig. 4—Power leakage (6) from coupled helix = = 
type output in B.W.O0. 


合 ら 線 内 で 発生 する 全 電 力 は , 
Lp. ‘sin(z) 


れる 電力 は 式 (15) の V' が 式 8) の 電力 に よ 
与え られ る も の と すれ ば , 式 U5) より 


3 1 234 
hat 
, [ 


. ,{(x(<— ER 
A の 


9 式 U8) の 発生 電力 の うち 結合 され ず k 
ゆく 電力 は 残り の 部 分 で , 


pg 3 
57 i sin(z”) sin* 32 8 ; 


と これ を yw か ら ツー 9 まで 積分 する と と に よう て 


* 発生 電力 は 回 路 に よる 電界 と 電子 ビー ム の 集 療 
積 と し て 考え られ る . 集 群 電流 の 大 き さ は 結合 
進 波 管 回 路 の どの 部 分 に お く か に よっ て , 当然 
と と で 目的 と し て いる と と は 漏れ 電力 が ある か 
VINE TNO 予備 集 知 の 効果 を 省略 し た . と 
集 群 電流 も 電界 が 大 きけ れ ば 大 きい と 考え られ る 

i と 乱暴 な 仮定 に な る が , と れる も 回 路 電 圧 に 比 
と し た . 結合 ら 線 内 で 発生 する 電力 は 漏れ 電力 

OO 


¢ A で eA の EI 
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sd 
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| 合 さ れず に で て ゆめ ゅ く 全 電力 を 求め る と et 


= 


~~“, 


出 方 部 * 敵 合 ハ リッ クズ 


慌 PT) dTadmm Rs 0M 
この 損失 電力 の 全 発生 電力 に 対す る 比率 9 は , 式 
| GQ の ;G9),(20) を 用 いる と と に よっ て , Ce 
A Ed Ly s 
a 187 Pesin( ) ” 
RE 本 
Py +E Psin(z 2) 


で 7sin(s ) 
EE CE A ER, 
a leos(z +in( 8 
0 7 CF Z 0 .2 4 :] 8 


8 可変 忠 態 (zcm) 
の 8 の 値 を 計算 し た 結果 を 図 4 に 示し た . こと の 図 


oo 


, (a) 
か る よう に , 結合 ら 線 を 用 いた も の で は 完全 に 
計 製作 され た も の で も , な お 数 必 の 損失 は さけ る と 300 の 
が で き な い . 15mA 


5. 実験 結果 


抽 力 吉 = 六合 1 リッ フス (ビッチ 3) 


界 形 永久 磁石 や を 使用 ) 図 5 に 示す よう に 200 豆 潜 数 * 6850Nco 


で , V.S.W.R. 2 以下 程度 の も の で あぁ っ た . ま 
らら a 2cm あぁ る の で , 軸 上 分 
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レ 
堪 
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ら 線 の 辻 部 と 結合 ら 線 の 近 部 と 一 致し た 上 
と し て 結合 ら 線 の 移動 量 を 求め た 。 族 に 0 点 と 
て も , 導 波 管 結合 の 場合 に 比較 すれ ば , 若干 す で 
方 へ 移動 し た と と に 相当 し て いる . A a 
E の 結果 は 図 6Ca) , (b) に 示し た 細か い 波 打ち ER Sik CE 


; 


っ きり し て いな い が , 多分 結合 ら 線 の 影 線 Ch 


う . 図 6 (3 か ら わ か る よう IC, 周波 数 の 高い と 。 = 図 6 後 短波 管 電 上 出力 人 9 布 EY 
箇 回 路 損 祥 に つい て 考 察 し た 結果 が 明り x a 
) PM Ne 、 うに あら われ て いる すなわち , 回 路 損 失 が 大 きく 
上 科 る が な る と , と と で 考察 し た 結果 に 注意 し な げ けれ ば な 」 
pF 誠 fr i らち ら な い . な お , と の 回 路 と し て 用 いた へ a No 
LLL I SSIS SNS SS LS LLS NS SCL LS TNR I | 
ER pe Et OT Fotiroktiie ot 
て A 
CR) は で の よう K 還 時 の 途中 か ら 出 力 を 攻 っ で て しま 
進 波 息 @⑰ 出力 部 N 形 コネ クタ ポー 発振 が 止ま っ て し まう と と が わか っ た 、( 図 
ARM RE 6(b) 参 照 回 路 の 途中 か ら 出 力 を 取る 場合 , ビー ム ; 
) コレ タタ Ot 電流 と し て 通常 の 発振 開始 電流 の 何 僅 に すべ き で 
図 5 軸 上 電力 分 布 の 測定 
F Fig. 5—Measuring equipment of power distribution ある か と ゆう 選 も , と の 球 の 発振 開始 電流 me A 
4 on the axis of B.W.O. Wm で あぁ る か ら , は ば 表 1 の 結果 と 定 牝 航 に 一 3 
2 ’ 1 
: * 3 | PR . j i * PRR » ty * 
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Jp it | 法 A CAC ON た RT 
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Re i Se ; _ 


"で 


昭和 36 年 7 月 


致し て いる . 図 6(b) の 結果 を 最大 点 に 
め て みる と 表 2 が 得 ら れる . 

表 2 - 回 路 損 失 と 出力 (実験 結果 ) 
" | x | 


7dB | 


OE 


Pnax/ Pos t 
| 920/230=1.39 


12/90=0.133 


と の 結果 は 前 記 回 中 
7 ls 


一 応 及 当 で ある こと 


閣 損 失 に つい て 計算 し た 考え 方 が 
を 示し て いる よう に 思わ れる . 


56. 結 言 


後進 波 管 に お いて , その 動作 回 路 に 損失 が あ 
出力 部 を 電子 銃 側 端 部 より 若 ゴ 
に により, 出力 を 増加 させ る と こと が で きる . と の 問 呈 を 
解析 し , その 出力 部 の 条件 に 目安 を 与え た . と の 出力 
部 は 発生 電力 を 完全 に 取り だ する も る の で は な く , 一 部 分 
は 予備 的 集 衝 を 行なわ せる た め の 電 力 と する た め , 適 
当 な 漏れ が 必要 で あぁ ある. し か し 一 定 の 長 さ の 結合 ら 線 
を 後進 波 管 の 出力 郭 に 使用 する 場合 に は , 原理 的 に 若 
王 の 損失 電力 が ある . 以上 の 解 折 は すべ て 大 き な 仮 定 
ど と 省略 の 上 で 行なわ れ た る の で あぁ あり, それ が どの 程度 
まで 正しい か に つい て は 種々 の 問題 が ある . "し か し な 
が ら 考 え 方 と し て 正しい こと は 実験 的 に 確認 され た . 
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後進 波 管 は 歴史 的 に ミリ 波 用 の 真空 管 と し じ て 開 発 さ 
れ た も の で あり, ミリ 波 管 と し て 有望 な も の で ある ろ る. 
た だ , その 動作 回 監 と し て ヘリ ックス を 使用 する 場合 
に は ミリ 波 の 場合 大 き な 回 路 損失 と な り , 出力 が 小さ 
く な る 欠点 が あっ た 。、 と こと て と た K 述 べた 出力 部 の 設計 方 件 
は その 点 を 若干 有利 に する も の で あぁ あぁ る. その 程度 は 固 
路 損 失 20 dB の 場合 に 出力 増加 は 約 5 割 と わずか な る 
の で あぁ る が , 構造 的 に は 特別 の 考慮 ちせ ず 容 易 に 実施 
で きる の で 今後 利用 され る 場合 も ある と 考え られ る 

< に あたり , 後進 波 管 に 関し 色々 と 御 教示 下さ う * 
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エミ ッ タ , コレ クタ 負荷 形 回 路 に つい て * 


正 上 に 福 - ペ さ 炊 で 寺 半 る 濁 
(熊本 大 学 工学 部 ) 
トラ ンジ スタ 増 凡 回 路 に 負 帰 選 を 施し 特 任 の 改 癌 , ( PS 8 
BN “ 8 +e 
の 安定 化 を 計ら ん と する 場合 に は 主として , 電流 Pi=| A TS T° 
が 行なわ れ て お る , し た が っ て 大 出力 を 取扱 う 場 LE CRI CT TE 
帰還 素子 の 損失 が 軽視 で き ない 場合 が ある の \ 
用 巻 線 を 有する 結合 変圧 器 を 利用 し た エミ ッ タ +z* 
路 で は 電圧 帰 層 に 近い 状態 が 得 ら れ , 多量 の a 
を 小 損失 で 達成 で きる 利点 が ある . 8 KP+K) 
で は か よう な 回 路 の 電流 , 電圧 , 電力 利得 , 並 rT tA) 
入出 カイ ン ピ ー ダ ンス 等 が 利用 し 易い 形 た 表現 し の 


て る 2. : 
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SN 式 ⑮ より 図 1 も の 等 価 回 路 は 図 2 の ご と く 書 か 

sl “1 コレ AEE 
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周波 数 特 人 性, ひずみ 素 等 を 著しく 改善 し 得る と と を 暗 こ 
示し て お る 
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で , 変動 イン ピー ダン ス 負 荷 に 対し て は 前 段 出 カイ イジ 
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図 2 等 価 回 路 or ii で 
; Fig. 2—Equivalent circuits. 設計 に あたっ て は 式 0) の RR は 最適 負荷 
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きら た 電力 利得 は 式 (6⑥) @w) より 
i (a) プッ シュ プル 回 路 


0 (を + 8 図 3(a) の ご ど とき プッ シュ プル 回 路 で は 入力 人 
i 0 ed - 人 人 
8) 等 し い 単 回 路 を 直列 に , 出力 側 は 並列 に 接続 し 
は な る 。 し た が っ て , 入出 力 , 電流 利得 7, 普 
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(Pb) 位相 反転 回 路 
| 有 | 回 1 の ご と さき 回 路 は 位相 反転 回 路 と し て 和 和 用 され て 
お る が , 5 の 影響 で Zp=Zg と 言う 条件 で は 良好 な 
有 平 条 位 相反 転回 路 と は な りえ な い . し か し Np と Nk 
| た が 相 等 し いな ら ば 両 巻 線 端子 電圧 ep と ex は 相 等 


ま 」 P=K= テ と と し て 了 を 除去 すれ ば 図 4 の 回 
9, 志 る 4 ヶ r。 で あれ ば 次 式 の 右 方 の 近似 が 成立 
実用 上 は この 程度 の 補正 で 充分 な 平衡 位相 反転 回 
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図 4 平衡 位相 反転 回 路 


- "Fig. 4—Balanced phase splitter. 
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Fig. 5—Frequency characteristics and output impedance of push pull cireuits, SS 
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3. 実 験 例 


実験 の 一 例 と し て 2SB 107 を プッ シュ プル 回 路 に 
2SB 63 を 位相 反転 回 路 に 利用 し た 場合 を 付記 する . 
2SB107 (7。 を 165 mA と し た 場合 , ーー8N, 7 
0.4 2, 8=80) に 前 述 の 諸 式 を 適用 し 、 


R,=26 9 a - ラ 
c=0.665 Zpo=3.75 9 

Ro =13.42 \ と すれ ば F=7.67(17.8dB) 
R15 dopo=2.6 “ 
z=4 (PG)p,=273° (24.5dB) 


と な る. 図 5 の 測定 結果 は 計算 値 に ほぼ 等 し い - Zp。 
は 4.02 と な っ て 多少 増加 し て お る が 巻 線 抵 抗 (0.4 
9) を 無視 し て お る と と が 誤差 の 最大 の 原因 で あぁ ある.。 
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図 6 は 2SB63 を 利 
用 し た 位相 反転 回 路 の 
周波 数 特性 で , 点線 は こ 
図 4 の ご ど とき CR 
a | ・ に 対す る 実験 結果 で あ 
a) 12V 28 mA (b) “12v 28mA る . ((@) 回 路 参照 ) 
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6 位相 反転 回 路 の 周波 数 特性 (実測 値 ) 実線 は , 特殊 変圧 器 7 
Fig. 6—Frequency characteristics of phase splitter. (各巻 数 は 相 箋 し 2 4 RS 


| +,200mo と な り , 真空 管 の 約 100 倍 の 値 と な っ て ね 荷 を 自 蔵 し , 直流 磁束 は 打 消 し 合う よう に 結線 し て あ 
る . 周波 数 特性 , お よび ひずみ 率 (実測 結果 は 省略 ) る ). を 用 いた 場合 の 結果 で , コレ クタ , エミ ラッ ッ > タ 間 の 
の 改善 は 著しく , 点線 は 太 =0" の 周波 数 特 人 性 で あり , 結合 を 密 に する と と に より , 非常 ? に 優れ た 特 供 が 得 ら 
』 太 =15 0 の 場合 に 1.0 必 以下 の ひずみ 率 で 7 ワッ ト の れ て お る . ((① も ) 回 路 参照 ) 
店 凡 を 得 ) vp ァ z, は 4.1 ボ ポルト, vps は 10.83 ボル ト 
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電気 通信 規格 調査 会 , 
昭和 35 年 第 4 ・ 
; 第 16 回 本 委員 会 
| 日 時 昭和 36 年 3 月 22 日 ( 水 ) 午後 5 時 30 分 8 時 30 分 
* 場 所 電気 通信 学会 会 議 室 
- 出席 者 (会長 ) 丹羽 

(幹事 ) 東 , 横井 , 武市 
(委員 ) 進藤 , 鈴木 (防衛 庁 ), 鳴海 (古河), 武藤 , 
高原 , 佐藤 (公社 ), 森脇 , 武田 , 近藤 , 三木 , 三枝 
(通産 省 ) 
(学会 ) 肥 土 
議 事 
1. 前 回 議事 録 確認 


3 ペー ジ 下 か ら 5 行 目 
y ォ ペ ー ジ 上 か ら 6 行 目 
2. 経費 報告 (事務 局 ) 
第 4・ 四 半期 に お ける 各 専 門 委 員 会 の 経費 調査 報告 36. 
3.16 現在 ) あり , 本 了承 さる . 
3. 各 専 門 委 員 会 の 再編 成 に つい て 
1 培 前 回 議事 録 の と お り I.E.C に .C. が 新設 され た の で , 
有 | これ に 伴っ て 日 本 の 国内 舌 員 会 を 再編 成す る 件 に つい て 窒 
人 し 議 し た 。. 
闇 | ① て T.C. 50 ( 可 境 な よび 機 棒 的 試験 方 法 ) に つい て は 
詳 語 語 S:C. 50 A, S.C. 50.B の 二 っ の 小 委 員 会 が で きた の で 
従来 の 基本 的 試験 法 専 門 委 員 会 と 無線 送信 機 で 行なっ て 
いた 機器 の 試験 方 法 の メン バ で 構成 し 両 委員 長 , 幹事 で 
相談 し て どう 運営 する か 決め る . 
「 ②⑫ TT.C.40 (回 路 部 品 ) _ 
有 従来 の 部 品 専 門 委員 会 の 中 の C.R. の メン バ で 構成 する ・ 
放 3 T.C. 48 (機構 部 品 ) 
| 従来 の 部 品 専門 委員 会 の 中 の S.C. 40-4 ( ュ コネクタ, ス 
イッ チ ) の メン バ で 構成 する . 委員 長 に つい て は 部 品 専 
門 答 員 会 委員 長 と 工業 会 で 相談 する . 
T.C. 52 (印刷 配線 ) の 文書 は と りあ え % え ず と の 委員 会 で 
6 作 管 する . 
較 及 | 従来 の ソケット 専門 委員 会 を と の 委員 会 へ 吸収 し て は と 
の 提案 が あっ た . 
0 T.C. 53 (Fit 和 8 
| た に れ に 相当 する 専門 委員 会 を 新設 する と と に 決定 
5 T.C. 46 
| これ た 相当 する よう 現在 の 高周波 伝送 線 専門 委員 会 を 改 
有 有 懲 す る . ま た 委員 会 を 変え る と と も 演 える (た と えば 通信 
用 伝送 線 な ど ) と の T.C. 46 に 属す る S.C. 46 A, B, 
有 有 C.D の 色香 も どう する か # ぇ る . 
0 R12 
0 無線 送信 機 専 門 委 員 会 を 無線 通信 装置 と 改称 す 


無線 受信 機 一 無線 送信 機 
配線 用 電線 一 つ 巻 線 用 電線 


a 
[ 下 | 


同調 査 専門 委員 会 
半期 業績 報告 


し て いる が , と この メン バ に は 弱電 関係 者 は 少な い . 
電気 通信 学会 の 理事 会 で は 通信 用 語 (定義 を 含む ) う , 文 
字 シ ン ボ ル , 図式 シン ボル に 関し , 当 調査 会 で .I.E.C.。 も 
含め て 全体 的 な も の も 審議 し て は と の 要望 で ある ・. 

鶴 議 の 結果 , 今後 積極 的 に 用 語 の 審議 を 行ない か つ 設 立 
準備 委員 会 を 設置 する とこ と に し た . と の た め に 当 調 査 会 の 


規定 を 改正 する . 幹事 で 案 文 を 作り 次 回 委員 会 に は か る こと 
と と する : 
5. 各 専 門 委員 会 委員 長 お よび 委員 の 交代 
下記 承認 さる : 
無線 送信 機 清野 潤一 っ 服部 雅美 
ソケット 隔 村 幸雄 っ 妻 木 重 行 
電子 管 | 
半 導 体 ? 黒田 治夫 一 小松 包 治 
電子 管 JIS / 
高周波 伝送 線 神 松 鏡 邊 へ 鳴海 武 暴 
| 委員 長 委員 長 
656. そ の 他 


会 長 よ り 先 般 の 電子 部 会 に お いて 和田 委員 より JIS 原案 : 
は 中 立 性 を 失わ な いよ うに 委託 先 を 考慮 すべ き で ある と の . 
発言 が あっ た 覧 伝え られ た . 
7. 次 回 予定 
6 月 7 日 ( 水 ) P.M. 5.30~ 


各 専 門 委員 会 報告 


測定 ・ 安 全 専 門 委 員 会 (S.C. 12 A, 12 B) 
委員 長 二条 弱 基 幹事 中 村上 忠男 

本 期間 に は 委員 会 を 1 回 3 月 28 日 ), 幹事 会 を 1 回 (3 
月 15 日 ) 開催 し , 主として I.E.C. 第 25 回 総会 (ニュ ー・ 
デリ ー) の 報告 と , 宏 全 条件 試験 に 伴う 平行 試験 の 取り 進め . 
方 に つい て 審議 し た . 概要 は 以下 の 通り で ある : 

1. LI.E.C. 第 25 回 総会 

Ci) S.C. 12-1, 測定 関係 

[12-1 (C.0) 23]… 受 信 空 中 線 の 推奨 測定 方 法案 

[12-1 (CC.0) 21]…300~1000 Mc の 不要 ふく 射 測定 方 法案 

[12-1 (C.0) 22]… 中 間 周 波 お よび その 高周波 の ふく 射 測 

定 方 法案 

以上 3 件 の 投票 中 間 報 告 の 結果 で は 管 成 国 が 大 多数 で 承認 
され る こと と は 確 捧 で ある . 

Ci) S.C. 12-2, 安全 関係 

安全 条件 試験 方 法 [12-2 (C.O) 21] に 関連 し た 平行 試験 
の 中 間 報 告 は 日 本 [12-2 (Japan/N.D) 5] お よび ノル ウェ 
ー [12-2 (Norway/N.D) 15] だ けが 提出 され た . 

日 本 と アメ リカ は 全面 的 と この 試験 に 参加 する よ う 再 び 要 
請 さ れ た . 

2. 安全 条件 の 平行 試験 

報告 期間 の 関係 で , 日 本 か ら は 試験 機器 を 送れ な い 引 を 
I.E.C. 事務 局 に 回 答 し て お いた が , 前 記 の と お り 再 要請 され . 
た の で , 日 本 か ら も で きる だ け 試験 機器 を 送付 する よう 努力 


(C86 ) 


a 


昭和 36 年 7 月 


電 気 通信 


了 
= 
-} 
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する こと と . 試験 ずみ 機器 の 処置 は I.E.C. の 回 答 を まっ て 決 
し た 


電子 管 専門 委員 会 (T.C: 39) 
委員 長 近藤 厚 実 幹事 原島 治 
と の 期間 に 本 委員 会 , 試験 法 分 科 会 マイ ク r 波 管 分 科 会 
それ ぞ れ 3 回 ずつ の 会 合 を 開催 し , 審議 し た 事項 の 内 お も な 
も の は つぎ の ご ど と く で ある . 
(1) マグ ネト ロン 試験 法 の 提案 
昨年 の ロン ドン 会 議 に て 日 本 が 原案 作成 を 担当 し た 本 件 に 
つい て , マイ ク r 波 管 分 科 会 主査 : 岡村 委員 ) に て 議案 し , 
臨時 会 合 を 開い て 完成 し , 39 (Japan) 101 の 文 購 ど し て 提 
出し じ た : な お , 本 件 に つい て は 〆 切 期日 に 聞 に 合わ す た め に 
大 急ぎ で 原案 作成 を 行なっ た た め , 詳細 の 点 に つい て は 審議 
不 充 分 の 点 も ある の で , イン ター- ラ ー ケ ン 会 議 ま で に さら に 一 
部 の 改訂 文書 を 作成 する た め に 分 科 会 で 継続 審議 を 行なっ て 
いる . 
(2 う ) ヒー タ お よび カソード 加熱 時 間 の 測定 法 
本 件 も ドン ドン 会 議 に て 日 本 が 原案 作成 を 担当 し た 項目 で 
あっ て , 試験 法 分 科 会 (主査 : 系 田 委 員 ) に て 立案 し , 臨時 
会 議 を 開い て , 39 (Japan) 102 の 文書 と し て 完成 提出 し た . 
(3) 39-1 (S) 22 (GT 管 外 形 ) に 関す る 回 答 
GT 管 外形 規格 に 関す る 本 件 に 対し て , わが 国 で 使用 し て 
いる 寸法 規格 を IEC 規格 に 取入れ る よう 39 (Japan) 103 
に 
(4) イン ター ラー ケン 議事 に 関す る 審議 
本 年 の イン ター ラー ケン 会 議 の 議事 子 定 を 参照 し , 会 議 出 席 
代表 に 渡す 解説 資料 の 作成 の 分 担 を つぎ の ご と くく 行なっ た . 
外形 東芝), ベース ( 神 工 ) キャ ッ プ , ゲー ジ ( 日 立 う , cr 管 
(日 電 う , 定格 (NHK), シン ボル (工業 会 う 、 試 験 法 GE 研 ), 
マイ ク ァ r 波 管 (東大 ), 雑音 .( 電 試 ). 
(5) イン ター ラー ケン 会 議 へ の 代表 派遣 
IEC 電子 管 奏 員 会 で は , 日 本 は 英 米 独 仏 蘭 と 共に 原作 作成 
を 担当 し て いる 主要 参加 国 で ある の で , 代表 と し て ゃ も 常時 委 


|| 員 会 に 出席 し て いる 有 能 な 代表 を 派遣 する 必要 が ある . 本 年 


| を か ね て か ら 計 画 し て いた が , 


は 委員 中 か ら 代 表 を 派遣 し 得 な か っ た が , 幸 に 田村 (東芝 う ), 
穂積 (松下 〕 両氏 が 日 本 代表 と し て 出席 し て 下さ る と こと と な 
っ た . な お 外 に 沖 電気 , 三菱 電機 と り そ れ ぞ れ 代表 を 派遣 し 
て も ら う ご ど ご とく 折 箇 中 で ある . 

(565) IEC 文書 カー ド に 関す る 件 

膨大 な IEC 文書 の 整理 を 行なう た め に , 整理 カー ド の 作成 
今期 か ら 発 足し た . 委員 会 席 
で の 審 議 用 と し て も , 会 議 参加 代表 の 資料 用 と し て も , 本 ヵ 


一 ド 方 式 が 非常 に 便利 で ある と と が 分 か っ た . 


[ 訟 r そ 


に 


(7) その 他 の 新着 文書 の 審議 

その 他 の 多く の 新着 文書 に つい て は , 前 項 の カー トド 方 式 を 
適用 し , 項目 担当 答 員 お よび 両 分 科 会 で 審議 中 で あり, イン 
ター ラー ケン 会 議 出 席 者 の 携行 また は 意見 文書 の 発送 に 間 に 


合わ せる べく 区 力 中 で ある . 


ソケット 専門 委員 会 <T.C. 39/48) 
委員 長 近藤 厚 実 幹事 三矢 一 次 


る の の 回 の の 会 信光 明 層 し , 者 議事 頂 の 内 お も な 


en RD SHR; その 可能 性 を 調査 


ee 
て 1) 放熱 シー ルド 適用 の た め の MT 管 外 形 の 調査 
放熱 シー ルド を 用 いる と 受信 管 の 寿命 が 大いに 改善 され る 
と と が 明らか に な っ た が , それ を 用 いる た め に は MT 管 外 形 


する た め の 本 件 に 関し て , わが 国 製 品 の 外形 寸法 ら 疾 災 り の 


現状 を 報告 し , た だ し 。 外形 に 関す る 現 EC 北 格 を 改訂 す 
る こと に は 不 軸 成 で ある と の 文書 を 39/40 (Japan) 4 を 発送 
Ls 

(2) 39/40 (CO) 11 の 審議 (配線 竣 具 ) 

本 件 は 39/40 (CO) 4 の 一 部 改訂 提案 で ある が , 
規格 に 関し 不適 当 の と と ろ が あ 
文書 と し て 提出 し た . 

(3) 39/40CS) 12 の 審議 

本 件 は B8 耳 ベー ス 用 ビン 嬉 正 喘 の 規格 で ある 流 , 目下 の 
現状 と 矛盾 し な い の で No Comment と し た . 

(4) 文書 整理 カー ド の 作成 

多数 の IEC 文書 を 整理 する た め の カ ー ド 方 式 の 採用 を か ね 
て 立案 中 で あっ た が , 今期 より 発足 し , 本 カー ド 方 式 が IEC 
文書 の 整理 に 有益 で ある こと が わか っ た . 

(5) 本 委員 会 の 今後 の 方 針 

CA oS EA a の 件 に 関 

。 毎年 大 会 に 代表 を 派遣 する た め に は 現在 の ッ マケット だ 
A Ey ti と が わか り , 本 委員 会 を 解散 し 
機構 部 品 委 員 会 の 一 部 に 合体 する こと を 規格 調査 会 と 進 言 じ 
た . 印度 会 議 に て , 旧 S:C.40-4 (スイ ッ チ お よび コネ ググ タ ) 
は 本 .C.48 と な り , S.C.39/40 ( ツ ソケット) は S.C.39/48 どど な 
っ た の で , 国 内 で も どれ に 対応 し て T.C: 48 と S.C. 39/48 に 


ピン 直 篤 
っ た の で 39/40 (Japan) 5 の 


対応 し た 機構 部 品 専 門 委 員 会 を 発足 する と こと と な っ た , じじ だ 


が っ て 本 委員 会 は 新 奏 員 会 に 合流 すべ く 人 準備 を 進め て いる 
高周波 伝送 線 専 門 委 員 会 CT.C. 46) 
究 員 長 模 松 鏡 逸 。 幹事 畑 和 天 
この 期間 , 測定 , ユネ クタ 合同 小 答 員 会 を 1 回 , 導 波 管 小 答 
員 会 (電子 機械 工業 会 導 波 管 技術 委員 会 ) 2 回 開催 , 前 者 で 
し ゃ へ い 係 数 測定 , 並び に 標準 コネ クタ に つい て 検討 , 後者 だ 
お いて は 40-2 (C.0) 30; ‘‘Recommendations for hollow: 
metallic waveguide” の 検討 を 行ない . 
(① 方 形 導 波 管 の 寸法 公差 . ②) 円 形 導 波 管 の 寸法 に 関し 
て Comment を 提出 し た . 
な お , 本 委員 会 は IEC S.C.40-2 に 対応 し て いた が 今回 
IEC が 穫 .C.-46 と な っ た た め , 低 周 波 通 信 ケ ー プ ル お よび 
券 線 も 合 め て , 名 称 を “通信 用 伝送 線 専 門 答 員 会 ” と 改め た. 


半導体 専門 委員 会 (T.C. 4 の 
委員 長 - 武田 行 松 幹事 新 美 達 也 
と の 期間 は 本 委員 会 を 1 回 , 各 専 門 委員 会 を 8 回 , 計 9 回答 
員 会 を 開催 し た . 今期 間 に は 本 年 6 月 に 開か れる 予定 の ITEC 
本 会 議 と , わが 国 よ り 提 案 す る 議案 の 作成 を 重点 的 に 行なっ 


た . わが 園 よ り EC 本 会 識 に 提案 予定 の も の は っ つぎ の 通り 


で ある -。 

(Ci) トン ネル ダイ オー ド の 定格 と 試験 法 

トン ネル ダイ オー ド に 関す る 定格 と その 試験 法 の 大 要 を 提 N 
案 す る . 同時 に トン ネル ダイ オー ド に 関す る 術語 , お ま よび シ 
ン ボ ル に つい て も 提案 で きる よう 検討 を 進め て いる 

C1 パラ メト リッ クダ イオ ー ド の 定格 と 試験 法 

と の 件 に 関し て は 去年 の 下 C 本 会 議 に フラ テラ ンス より 提案 が 
行 な あ われ て いる が . 
国 か ら ゃ も 独自 の 案 を 提案 すべ く 検 討 中 で ある . 

(3 お) 高周波 トラ ンジ スタ の 等 価 回 路 

と の 問題 は 電気 学会 の 専門 委員 会 (柳井 委員 長 ) に 依頼 し で 


検 対 中 で あっ た が 、 同 委員 会 か ら 成 案 が 報告 され て 来 た の で 。 


それ を 共に し て 下 C 本 会 議 に 提案 する と と に な っ た . 
PEO a 


才 分 和 史 すべ きもの で は な い の (で 各 訂 0 
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軍 要 な も の に 対し て 検討 を 行なっ た . 
部 品 専 門 委 員 会 CT.C. 40,T.C. 48) 
委員 長 武藤 時 雄 。 幹事 田部 井 秀 尋 

第 31 回 笑 員 会 2 月 14 日 

第 32 回 委員 会 3 月 16 日 

文書 審議 

コン デン サ , 抵抗 器 関 係 

40-1 (S) 57 1960 年 3 月 ウシ ント ン で 開か れ た 小 委 員 
会 で 雑音 測定 器 の 報告 が ぶ が あり, アメ リカ で の 改良 形 が 好ま し い 
覧 の 推奨 で ある . 日 本 , ドイ ツ ッ の 提案 より も 新 形 で , ソ連 の 
より も バン ド が 広い と あり 。 日 本 で は 目下 電気 試験 所 で この 
方 面 の 実験 が 行なわ れ て いる か ら その 結果 を 待っ て 穏 度 を き 
め る こと に し た 

40-1 (Neth) 27 アル ミニ ウム 電解 コン デン サ の イン ピ 
|ー ダ ンス に 関し 40-1 (S) 35 に 関連 する オラ ンダ の 意見 で あ 
る . 日 本 と に お いて も 理論 的 に イン ビー ダン ス と 温度 と の 式 が 
考え られ て いる が , 実験 値 と の か ね 合い を 検討 し て いる 


I 


40-1 (S) 48 メタ ライ ズ ド ダイ エレ クト リッ グ ク グ 
コン デン サ の 使用 電圧 

40=1 (S) 49 磁器 コン デン サ 推 奨 規 格 

40-1 (S) 50 紙 ユ ミン デン サ 

40-1 (S) 52 雑音 防止 用 ュ ン デン サ 

40-1 (S) 53 。 非 巻 線 抵抗 器 2 型 

40-1 (S) 46 固定 巻 線 抵 抗 器 2 型 


以上 6 件 に つい て 日 本 の 意見 は すでに 輝 付 ずみ で ある が , 
人 国 の 意見 が 提出 され た の で と れ ら を 整理 分 類 し て 改め て 日 
放 本 の 態度 を 決 す べ く 検 討 中 で ある . 

401(S) 58 40-1(S) 30 に 関連 し 規格 案 な ど を 立案 す 
| る と き の 一 般 規準 と を あら か じ め 定 め る べく ウル ム 会 議 で の 決 
衣 基 に より 事 務 局 で 立案 し た も の , 寿命 試験 の と と ろ に 問題 あ 
* り , 各 委 員 聞 で 検討 し て いる . 

以上 1961 年 6 月 の イン タ - ラ ー ケ ン 会 議 に 備 えて 進 備 し 
a 
) コネ クタ , スイ ッ チ 関係 

各国 意見 が 15 件 あっ た が いずれ も ニュ ェ ュー デリ ー 会 議 に 出 


クリ スタ ル 専 門 委 員 会 CT.C 49) 


委員 長 高木 昇 幹事 高原 靖 

】 第 36 回 月 24 日 ) 

(1) 1960 年 10 月 30 日 か ら 111 月 12 日 まで イン ド の 
i リー に お いて 行なわ れ た JIEC 会 譜 に 出席 し た 高木 


| の = も な 事 束 はっき の 務 り で あぁ る. Ga) 水 品 所 動 子 に 関す る 
癌 | IEC Recommendation は , 通則 , 測定 法 , Guide, Holder 
有 有 type, Pin connection の 順序 で 編集 され つつ ある . (b) 40-3 
有 | 委員 会 は 組織 変更 に より 今後 は T.C.49 委 員 会 と よ ば れる よう 
有 】 に な る (Cc) 保持 喘 の 追加 に つい て は 7-pinMT 管 現 と HC 6- 
0 の Wire 型 が 承 取 され た . (d) 個別 規格 は 10 種類 の “CR 
。 type” の も の が 承認 され た . (e) 10~20 Mc の filter cry- 
stal の 規格 に じ つ い て アメ リカ 秦 員 会 の 原案 を 中 心 に 検討 し た . 
| ①⑪ sealing test と し て は 真空 ポン プ 用 の 油 に 振動 子 を 漬け 
有 有 | て 低圧 に ひく "octoil test” が 有効 で ある と の 報告 が あっ た . 
®@ 恒温 横 の 規格 に つい て アメ リカ 委員 会 の 提案 を 逐条 審議 
有 有 レ , 分 布 容量, 引出 線 の イン ダク タン ス な どの 規定 を 入れ る 
4 “2 ーー 


Ek | 庄 し 代 の に いて 内 の 披 が の 人 に イル 
有 有 | と = ン デ ン サ を 直列 に 接続 し て 出力 電圧 を 大 きく と っ た 方 法 


UF 


小村 上 会 と の 期間 中 に 水 卓 振 動 子 の 標準 測定 法 に 関す 
る 小 委 員 会 (主査 : 尾上 答 員 ) が 1 回 , 環境 条件 試験 法 に 関 


する 小 委 員 会 (主査 : 森川 委員 ) が 、2 回 , トラ ンジ スタ 水上 品 


発振 回 に 関す る 小 委員 会 (主査 : 三宅 委員 ) が 3 回 開か れ , 


それ ぞ れ の 研究 項目 に つい て 報告 , 討論 , 文献 紹介 な ど が 行 


な われ た . 
フェ ライ ト 専 門 委 員 会 (T.C 5D 
委員 長 和田 区 幹事 徳江 哲夫 


本 期間 中 1 月 18 日 , 2 月 15 日 , 3 月 8 日 お よび 3 月 
29 日 に た それぞれ 第 14、15, 16 お よび 17 回 委員 会 を 開催 し 
3 月 29 日 第 17 回 委員 会 は 開催 予定 ), 40-6 (Sec.) 10, 
40-6 (Sec.) 11, 51 (Sec.) 1 お よび 51 (Sec.) 4 に つい て 
審議 し た . 51 (Sec.) 1 お よび 51 (Sec.) 4 は 第 17 回 委員 
会 で 審議 予定 . 

40-6 (Sec.) 10 : 


Draft Specification for cores of 


' broad transformers of ferro-magnetic oxides for tele- 


communication に つい て 審議 の 結果 , 並列 リア クタ ジス 係 
数 , 損失 , 非 直 線 ひ ずみ , 直流 化 , 挿入 お よび 反射 損失 , 
ヒス テリ シス 損失 , 供 試 時 期 お よび 巻 線 法 の 各 項 に 関し す 
で に 国内 で 行なっ て いる 方 法 お ょ よび 実験 の 結果 を も と に 意見 
を 述べ る こと に し た た. 

40-6 (Sec.) 1 : Summary of the comments recieved 
on Document 40-6 (C.0.) 3 Draft recommendations 
for terms and measuring methods for cores of ferro- 
magnetic oxides for data storage devices に つい て 審議 
の 結果 , disturbed zero response voltage に つい て 述べ た 
日 本 意見 が 誤っ て disturbed one response voltage の 項 に 
記載 され て いる の で と れ の 訂正 方 中 し 入れ る とこ と に し た .。 まま 
た pulse definition に つい て オラ ンダ お よび アメ リカ か ら 失 
出さ れ て いる 意見 は 実用 上 不都合 が ある の で (C.O.) 3 た 戻 
す よ う 向 見 を 述べ る と と に し た . 


電子 管 JIS 専門 委員 会 
答 員 長 務 田 正信 幹事 武市 武 

本 委員 会 を 2 回 , 小 委 員 会 を 6 回 開催 し た 審議 事項 の 概 
要 は つき ぎの 通り で ある . 

(1) 真空 管 個別 規格 

ラジ オ 用 と し て は 残っ て いた 2 品種 を 終っ て , 今年 度 計画 
の 下記 11 品 種 の 全部 を 終了 し た . 6 AR5, 12 Ax7, 6 BQ5, 
6DA5, 5R-K16, 6R-P15, 6x4, 19 A3,'6 BD6, 6Z- 
E1l, 6AQ5. 

テレ ビ 用 と し て は , 昨年 度 終 了 し た も の の とりまとめ を 終 
り 。 今年 度 予定 の 12 品種 に つい て 審議 を ほぼ 終了 し た . ま 
だ 多少 最終 的 な 調 刺 を 必要 と する も の も ある の で , あと 2 
位 委 員 会 を 開い て 完了 に する 予定 で ある . 

(2) 用 途 別 の 表示 “ 

個別 規格 審議 の 途上 で は ラジ オォ 用 と テレ ビ 用 と に 分 け て き 
た が , 最終 的 な 規格 琴 に は その 区 分 を いれ な いと と に し た . 
両方 の 用 途 に 用 いら れる 品種 に つい て は 両 小 委員 会 で 審議 し 
て 調整 し て ある . 

(3) その 他 

格子 電流 の 文字 記号 は 十 7c』」 と し て 「 十 」 の 記号 を 付け て 
格子 逆 電 流 (一 到 ci) と の 区 別 を 明確 に する と と に し た . 

また 使用 者 側 か ら の 要望 と し て , 200 Mc で の 等 価 雑音 抵 
抗 の 規格 を いれ る と と , 涼 よ び プ ラウ ン 管 上 で ラス タ 1 本 に 
出る よう な 雑音 の 規格 を 設け る と と な ど が 提案 され た が , と 


れ ら は 肌 除 方法 か らき め て ゆか ね ば な ら な が い の で 半 あ だ で | 


は 取上げ な いで つぎ の 機会 に ゆず る と と に し た :』 
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海 外 


癌 
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カス ケー ド の 簡単 な 加算 に よ 
時 系 列 の スム ー シ ン グ と 予測 

R.B. Blackman : “Smoothing and Prediction of 
Time Series by Cascaded st Averages”, 


(Aug. 1960). 佐藤 


sens 


に 先 ま 
8 
kA 
st 
の 
HH 
人 
ロ 
“ 
=) 
= 
or) 
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pkiR CS 5188) 
サン プル 値 に よる 最適 の スム ー シ ン グ を 予測 に は 大 変 多く 
主 の スズ ストレージ スッ ト が 必要 で あり , 各 計算 ど と に その 数 に 
応じ た 多く の 和 来 算 ゃ 加算 を 行なわ な く て は な ら な い . 

| ここ で は スム ー シ ン グ の 効率 を 少し 犠牲 に する だ け で , 要 
算 は 行なわ ちず た だ 簡単 な 加算 の み で と れ が 行 な を 々 る こと と が 示 
し て ある . 

, まず サン プル 値 に よる 方 法 が 精度 の 点 よ り 考 えて 必要 な る 
nd 再帰 方 法 に よる も の と 比較 を の べ , つぎ に 有限 近似 に 
よる 誤差 お よび ラン ダム 誤差 を 論じ て いる . 

つぎ に 各 微 係数 を 各々 独立 に 偏差 最小 の 条件 より 求め て 後 
で 加え 合わ せる 方 法 を の べ , それ ら に 必要 な 最適 の 加重 列 を 
| 求 る て その と き の 入 出力 の 偏差 を 比較 し て いる 


Ee ピー ンス の 零 点 お よび 
極 に よる 終 続 回 路 網 の 解析 と 合成 
Z.G. Kaganov : “Analysisrand Synthesis of 
Ladder Networks from the Zeros and Poles of 
a lInput Impedances”’, Electrochestvo, 10, 
p 角 , 960). 上 山 博 ・ 今 井 。 聖 訳 [資料 番号 1587] 
_ YN 1 に 示す よう な 7/2 一 ZーY/2 と いう 形 回 路 
; | Sc 終 続 接続 し た 回 路 網 の 入力 イン ピー ダン ス に よる 回 
路 解析 お よび 合成 に つき 人 述べ た も の で ある . 
) この 回 路 網 を 構成 し て いる 素子 Y, Z は 線形 な も の で あり 
さき を すれ ば , 任意 の と ,C,RR より な る も の で よい . 
の 回 路 綱 の 開放 映 イ ン ビ ピー ダ ンス Zs は 
1 A OE 8 


TREE 


NRE ORT 
nui tae 


ーー a 9 ーー I 


i 
2 RR rT 
a Yat ZY+ で i の 
と れ ら の 式 を 基 に し て A= TY, B= YEE 
てら に GB 0 交 2 oi et 


H 


」 ある 場合 に つき 回 路 例 を あげ , その 回 路 の 解析 法 お よ 0 


攻 a く 害 う 英 れ が ある . と の 危険 を 避け る た め 本 : 
SE A baa 


wu 
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つぎ に ス ド ッ ト の 数 を 上 記 の 加重 列 の 場合 と 同じ た に する と 
いう 条件 の も と で , その 記 お くし た 値 を 予測 すべ き 役 係 数 の 
% 次 数 に し た が っ て 」 
適当 な 部 分 を た だ 
単に 加え 合わ せる , 
だ け で 最適 の 加重 DE 
15 SLOTS 列 の 場合 と 比較 し 
0 
差 で 比較 尼 r で 0 
の 役人 係数 の 場合 で 「 
も 5/6 程度 に で き 。 $ 
1 カス ケー ド の 簡単 な 平均 に よる 一 次 る と と が 示し て あ 
二 次 の 往 係 数 (Modified) る . } i ‘4 
た えば 一 次, 3 
二 次 の 役 係 数 を 求め る 回 路 は 図 1 の よう に な る . 
ディ ジタル の 科 算 が か な り 複 雑 な と と を 考え る ょ 実用 上 尋 
味 が ある . (楽山 委員 ) 4 a 


12 SLOTS 


28 SLOTS 
FOR MULTIPLIERS 5 SLOTS 
TOTAL 202 SLOTS 


0 ッッ = 2 (=12.907 k=01 28.) の と き に は , に 3 a 
SC =D =2; P= =2 GI IC EC 
各 » の 値 に つい て Zz, Zzs の 分 母子 が 簡単 な 因数 の 
に 整理 し 得る と と が 示さ れ , と れ ら の 結果 が 一 結 し て 付録 
の せ て ある . 

た と えば »=12 の 場合 に は 
Gs CPED CD 
£= CDD-DEFT1) GER 

と な る . 一 般 に , 本 質 的 と に は これ ら の 分 母子 は 共に B の る 
式 で ある が , と の よう に 因数 の 形 に 分 解 さ れれ ば Zz, 


re D Zz 


Eee i 
NO oS tt 


法 に つい て 説明 し て いる 


増幅 器 の 総合 利得 を 必要 な 確度 に 保つ た め に は , 充 2 
な 増 了 度 を も っ た 増幅 器 に 深い 負 帰 選 を 施し て 正味 の 利 
安定 化す る と と が 必要 で ある . し か し 大 き な 増 幅 度 を - 
復調 器 よ り 前 の 回 路 に 分担 させ る と 急激 な 入力 変化 に 対 
NS 復調 器 以 前 の 増幅 段 が 飽和 し , 復調 器 

, し た が っ て また 負 帰 還 を 施さ れ た 増 過 器 全体 と し て 9 の 応 こ 


1112 。 汰 外 ※ 族 全 六 紹 ! 


の 非 飽和 時 お よび 飽和 時 の 応答 を 解析 し 具体 的 な 設計 指針 を 


Vo 
直 湾 出力 電圧 
渦 偽 映 | 

図 1 帰還 積分 回 を も っ た 半 波 チョ ッ パ 形 直 流 増幅 回 
三 え て いる . 本 文 で 提案 し て いる 回 路 の 特長 は , 全体 の 増幅 
筑 配 分 の うち か な り の 部 分 を 復調 器 以 後 の 直流 増幅 器 で 負担 


3 じ て い る こと と (た と えば 復調 器 よ り 前 の 交流 増幅 器 の 増幅 度 
て 
4 


50 に 対し じ し こ の 直流 増 性 器 の それ は 200) , 復 調 器 が 直流 増幅 
器 を 含め た ミラ ー 積 分 器 形 に な っ て いる こと 等 で ある . と う 
する ご と に より 前 記 の ご と き 応 答 性 の 劣化 が 軽減 され る ば か 
り で は た なく, 復調 用 の C の 値 が 手頃 な も の と な る こと, 電源 
か ら の リッ プル その 他 の 変動 の 影響 が ほとんど な く な る こと 
語 計 侍 の 利点 を 得 て い る . 
火力 商 に お ける トラ ンジ スタ ・ チ ョ ッ パ に つい て は 図 2 だ 
較 ) 示す よう に , まず 己 温 頂 の 中 に トラ ンジ スタ ・ チ ョ ッ パ を 置 
議 < こと (2°C 以内 ) と より 温度 変化 に よる ドリ フト の 影 張 を 


“Deuce” 計算 機 の 回 路 綱 設 計 へ の 応用 
D.J. Brockington : “An Application of the 
ョ ミ “Deuce”’ Computer to Network Design™”, 
人 s Marconi_ Rev. 23, 138, p 140, 3rd Quarter, 

ミ (1960). 佐川 雅 意訳 [資料 番号 5189] 

e- | 任意 の 位相 特性 を 有する 回 路 を 構成 する た め の 上 密 な 方 法 
は 知ら れ て いな い が , 逆 に 任意 の 回 路 の 位相 特 人 性 は や や 手数 

| の か か る 計算 問題 と し て 常に 解決 され て いる . し た が っ て 
trial and error に よっ て 希望 する 任意 の 位相 特性 を 有する 
有 | 回 除 を 棒 成 で きる 可能 性 が ある . 

0 と と で は , ろ 波 器 な どの 四 端 子 回 路 に 終 続 接続 し , 全体 と 
じ て で 希望 位相 特性 を 与え る よう な 全域 通過 回 路 網 の 伝送 関数 
坦 | の 究 点 と 極 を 定め る 問題 を , 一 般 用 高速 度 デ ィ ジ タル 計算 機 

: _ び 銀 遅 引 線 記憶 村 置 を 有 す る ) と 3 種 の 補助 装置 の 組合 わ 
で を 用 いて 解 喘 した. 

】 いま を 規準 化 角 周 波数 を Q, 伝送 関数 の 位相 偏 移 を 》 と す 
hE, 群 較 延 4 は 


MR 4=dg/dQ=2. 3 4, 


と な る . パラ メー タ と 4,, 零 点 , 極 の 関係 は 
才 に 示す -. 本 論文 で は すべ て の <«, は 零 で な く , か つ ぁ ヵ 個 の 


周期 構造 に お ける 変 分 原理 と モー ド 結合 
TF Goblick'& R.M. Bevensee : Variational 
8 te and Mode Coupling in Periodic 
tructures”’, Trans. I.R.E. MTT-8, 5, p 500, 
| = (Sept: 1960). 堀内 和夫 訳 [資料 番号 5190] 
py: | 司 MM 約 な 空 周 の 縮 続 に ょ っ て 作ら れ た マイ タク 上 ド 波 回 路 に お 
eh 鶴 胴 間 の 位相 差 を 仮定 し て 周波 数 を 表わす 変 分 表 式 を 
負 作 5, | 各 空 胴 間 の 結合 が 少な い 場 合 を くわ し く 述 べ て いる 
導体 足 S, 窟 S7, S を も つ 空 胴 を , を 前 に 浴 っ 
隊 本 Wi8o 1 ャ ッ ン ーッ と する と き , < の 十 方 向 に 進む 


« Ww A 
a 


少な くす る と 共に , 

図 中 に 示さ れ て いる 
よう な 電流 配分 に よ 
り オ フ ・ セ ッ ト 電 圧 
を 補 億 し て いる . な 
お こと の 外 , スイ ッ チ 
信号 (200 c/s) の も 


入 カ ° 


れ に も と づく 電圧 ; 

電流 の オフ ・ セ ッ ト 

a に つい て も 検 討 し て 
図 2 入力 端 チ ョ ッ パ A 


こと の 結果 , 確度 0.1 多 の も と で 入力 010mV ある いせ 
0~4pA に 対し 0~5V の 出力 , ドリ フト は 土 10xV お よ 
び 土 4x10"*gz A, 04gA の Step 入力 に 対し 約 0.25 秒 の 
応答 時 間 (チョ ッ パ 周波 数 は 200 c/s), 等 の 特性 を も つ 直 流 
増幅 器 を 得 て い る - 

な お , 本 文 の 最後 に 5 ペー ジ に わた る 討論 が 付加 られ で 
いる . 

(柴山 委員 ) 


ヵ , の うち 任意 の 2 個 を と っ た と き 等 し いも の が な いよ うな 場 
合 を 孝 え て いる . 

まず , 通常 の 計算 機 の 入力 装置 で 希望 遅延 特性 を 読み 込み 。 
と れ を (32x32) ドッ > ッ ト を 有する 遅延 線 監視 装置 (陰極 線 管 
で 構成 され る .) 上 に “ 明 ” ドッ ト に よっ て 直接 希望 特性 を 表 
示す る . つぎ に 32 個 の 入力 キー に 適当 な (a,,9,)) を セッ ト 
し , 単発 キー に よっ て こと れ を 読み 込み いく つか の 92 に つい 
て 4, を 計算 し , 結果 を 遅延 線 監視 装置 に 直接 表示 し , と れ 
が さき に 与え られ た 希望 特性 に 充分 近似 する まで , ヵ 個 の 適 
当 な ヵ ゃ , を 探す . 求め られ た ヵ ゃ , は 遅延 線 監視 装置 に と よっ て 
表示 され る . 


本 論文 で は さら に 入力 キー に 対す る 符号 の 定め 方 , また | 
trial and error を 実行 し て 適当 な ヵ , を 見 出す 方 法 を 例 古 に 
よっ て 説明 し て いる ゃ る . 

末松 委員 ) 


選 、 万 、 お よび , その 随伴 的 な 波 Et H* (pxE*ー 


jan *=0, pxX 玉 *+j os 戸 *=0 の 解 ) に よっ て , 共振 
周波 数 ゅ w の 変 分 表 式 
[Et XH Hp EaV 


ja= 


(で ®) 
CH, H*+e EE)dV : 
を 与え る . 家 の 宏 S87, S$ を 閉じ た と き の 第 々 モー F 関 
数 を (,, 刀 ,), その 周波 数 を op。 開い た まま の と き の モ 
ー ド 関数 を Ce, 4)。 そ の 周波 数 を op。 と する . (S88% 


上 で の 切 線 成分 は 0 .) 各 容 胴 の 間 の 結合 の 小さ いと き ・ 
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は , これ ら が 隣り 同志 た だ 位相 る だ けが 異な る よう に お こと る 
と いう 近似 を 考え て , (に 代入 すれ ぼ ば, それ ぞ れ EE,, H,, en, 
の 振幅 Vi,, Vn, a お よび 位相 角 る に よっ て , ①⑪ は 
簡単 た 示さ れる . と の 結果 は , V。, 。 に 関す る 単 一 モー ド の 
周期 的 集中 定数 回 路 に な ぞ ら える こと と が で きる . 

も う 1 つの 次 分 原理 が , だ =@*ge に 対し て , 


k=| E*pXxPpXE:dV/| E*E,dV (2) 
Pa PF 


と し て 与え られ て いる 
3 anE, ’ E-= x be 
m 


n 


・ 前 と 同様 に , 結合 の 軽い 場 共 = 
を 試行 関数 に えら ん で (2) に 代入 すす 


る こと こと に より , が に 対す る 決定 方 程 太 を ?》 に よっ て みち いび 
いて いる . 
最後 に , 単 一 モー ド の み の 伝 ぽ ん する よう な 分 布 定数 回 路 
に 周期 的 な 容量 負荷 を ほど こし て いる 場合 の 変 分 原理 を あ 
et 4 ey 
示し て いる : (堀内 答 員 ) 


無限 長 リ ポン の 反射 散乱 断面 積 に 
つい て の 理論 的 ・ 実 験 的 研究 
M.S. Macrakis “Theoretical and Ezxperi- 
mental Study of the Backscattering Cross Section 
i an, Infinite Ribbon”’, J.A. Phys. 31, 12, 
p 2261 , (Dec. 1960). 堀内 和夫 訳 [資料 番号 5191] 
et よる , 長 さ 方 向 
た 偏 波 し た 入射 平面 波 の 反射 散乱 灯 面 積 を , Morse ツ の お よび 


Levine や が 先 に 導い た 理論 式 に つい て 検討 し 。 突 験 と 比較 


EC 
Morse の 式 は Mathieu 関数 を 用 いた 級数 形 で 与え られ る 
が ,。 ka< く 3.0 の 範囲 を こえ る と , その 収束 性 が わる い の で , 
Levine が 無限 スリ ッ ト に 対し て 与 そ た 式 で 観測 距離 > 
の 滴 近 表示 を 考え て , 土 直射 に 対す る 反射 散乱 断面 積 gg を 
Cpk=1+(2 ka)*? 

と し て 求め て や れ ば , kga>1.0 の すべ て の 場合 に お ける 近似 
を 与え ろ る とこ と が で きる . ka く <1.0 に 対し て は Morse の 式 の 


】 第 1 項 か ら , 円 筒 の 場合 と 同じ 


pk=rx*[ln(0.4453)]-* 
を , また は Sommerfeld お よび Bouwkamp の 近似 式 ⑰ 
(GpRk) om = (Tpp [1+ Ckal2)*] 


有 ァ =InG&a) 0.81 一 :(- す ヶ ) を 用 いれ ば よい と と が 述べ られ て 


hs や 


まき 答 、。 


| s Switching with Low-Pressure Arc Discharge”, 


. 
4 
“ 


いる : 


低圧 アー ク 放 電 を 用 いた マイ クロ 波 用 

人 イッ チ 
R.M. Hill and S.K. Ichiki : “Microwave 
5 Trans. I.R.E. MTT-8, 6, p 628, (Nov. 1960). 
= 吉井 征治 訳 [資料 番号 5192] 

' ガス 放電 を 利用 し て マイ ク ャ ド 波 電力 の 切換 を 行なう . いま 
まで の 方 法 ほ , グロ ー 放 電 を 用 いて いる た め , いく ぶん 不 宏 


「 定 で 小 電力 用 に 限ら れ て いる と いう 欠点 あっ た . よく 用 い 


られ て いる TR 管 で も 点 拡 に 被 制御 マイ ク ド 波 電力 その も の 


」 を 用 いて いる た め に 小 電 力 の 切換 が で きず , 大 電力 に お いて 


A 

| 本 論文 は この よう な 欠点 を 除く た め に 低圧 アー ク 放電 を 用 
い ) テーク 放 電 が トリ ガ が 信号 で 制御 され , 放電 に よっ て 生じ 
る プラ ズ マ で マイ クセ 波 が 反射 され る とこ と を 利用 し て スイ ッ 
チン シング 作用 を 行なわ 幸 る よう に し た 点 に 特徴 が ある . 

論文 の 前 半 で は プラ ズ マ 中 で マイ クセ ド 波 の 透過 率 が 電子 渡 
慶 , ガ ス 圧 に よっ て どう 変わ る か を 計算 し , この 結果 か ら 低 圧 


と れ ら を 実験 結果 と 対照 する と 図 1(I),(T) の ご と く な 


る . 


交 献 
(1) Morse & Feshbach : Methods of Theoretical Physics. 
McGraw-Hill IT. p1428, (1958). 
(2) Levine:J.A. Phys. 30, p1673, (1959). 
(3) Bouwkamp: Research Rept. No. EM-50, New York 
Univ. (1953). 


ーー NORSE の 居 宮 式 g 測定 侍 
—— 1+(2#a)” 
ーー SOMMERFELD の 近似 式 
ーー xfo (円 筒 ) 

ロロ 測定 午 


05 10 は 6 の 0. 22530 0 4 6 81012114 
を a ka 
(1) (CT) 
1 無限 長 リ ボン の 反射 散乱 断面 策 
(堀内 委員 ) 


アテ アーク 放電 が と の よう な ス え スイッチ 用 に 一 番 適 し て いる と と を 
示し , 同時 に と この アー 放電 の 生成 に 要する 立ち 上 が り 時 間 


が 10 一 数 100 mg sec, 放電 の 消滅 に 要する 復旧 時 間 が ユー 数 . 


10 msec で ある と と か ら 良 好 な スイッチ ング 動作 を 予想 で き 
る と し て いる 
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前 半 の 結果 を も と に 設計 し た バルス 状 マ イク グセ ド 波 電力 用 ス 
イッ チ が 図 1 で ある .。 アー ク 放 電 の 陽光 柱 は ※ パ ンド 導 波 管 
中 に 生じ , 図 の メッ シェ が 沙 波 管 の 管 の 盛 と 放電 管 の グリ ッ 
ド を 兼用 し て いる . 熱 陰 極 と 陽極 は 導 波 管 を は さん で 反対 側 
に と りつ けら れ , 放電 管 の 他 の 両端 に は 外部 回 路 に 連結 する 
ため の 窓 が あ る . 電源 は な 0~1000 V, 0~50mA で , トリ ガ が 
有 電圧 に は 10~100V の 電圧 が 用 いら れる . 
i て の 放電 管 を on の 状態 で 導 波 管 回 路 に 挿入 し た と き の 電 


| 放 g ス ロッ ト 一 適度 の 指向 性 の ある フラ 
ミ ッシュ マウ ント 形 広帯域 アン テナー 
i ミ J.W.Eberle,C.A. Levisand D. McCoy : 
が Moderately Directive Flush-Mounted hi 
| Band Antenna’”’, Trans. I.R.E. AP-8,5, p 461, 
= ミ (Sept. 1960). 大 橋 啓 吾 訳 [資料 番号 5193] 
EF に 指向 性 の ある アン テ ナ が 航空 機 用 と し て 要望 され る 
と くに 機体 面 に 取付 け する に 適し た 構造 と し て 扇形 に 開い 
ロッ ト 形 式 の アン テ ナ が 新た に 開発 され た . と これ は その 
機構 が 進行 波形 式 に 属す る た め , 極 あ て 広帯域 性 を 有 す 
と が 大 き な 特 徴 で ある . 本 文 は その 構造 と , 実験 結果 に 
は っ て 明らか と な っ た 人 性能 を 発表 し た も の で ある . 
] と れ に は 垂直 偏 流用 と 水平 偏 流 用 と の 2 種 が ある が , い ず 
れ も 509 の 同軸 線路 で 給電 し , リッ ジ に よっ て 誘電 体 板 で 
: * れ た 扇形 ス ド ッ ト の 部 分 に 進行 波 を 導 ぐ と いう 構成 は 
で ある . し た が っ て こと の 局 形 義 ロ 上 の 進行 波 が ほ さ その 
向 に 単 ー ョ ー プ を 形成 する 放射 動作 の 機構 も 同じ で あ 
3 つぎ に こと の 両者 を わけ て 


和 


他 お よび 最高 周波 数 と する と き , [( ナ カー ナガ が ] は 
3 で は 1.5, VSWR< く 10 で は 2.2 と な り , か な 
特性 が 得 ら れる . 図 2 に 示す 座標 で 指向 性 を 説明 す 


TLR I 
SS i 
; ; Dielectric 
‘BNG a Bross Ridge 
5 此 - p 


1 


RN 


x 


, 


すさ 3 本 
圧 定 在 波 比 は 8~11kMc の 問 で 1.25 以下 となり, 
失 は 十分 広い 帯域 に わた っ て 1/10dB 以下 で あ 7 っ 答 - <) /ー 
off 時 の 入射 電力 と 透過 電力 の 比 は 約 67dB 程度 で あ 2 た 、 


試作 管 に よる 実 験 で は 雑音 も さほど 問題 に な ら ず , また ガス 


圧 と 電極 寸法 を 適当 に 選べ ば と の 有 方法 に よっ て 数 100kW の 
パ バルス 電力 の スイ ッ チ ング も 可能 で ある と 記し て ある . 
(末松 委員 ) 


る と , 主 放 射 は $=0°, 9=70° 方 向 。 左 。 成分 の 単 一 ョ ー プ 


と な り , 次 又 偏 波 成分 すなわち 戸 』 成分 は と これ より 15dB 


O° 


$=270° 
8=90° 


図 て 
以下 で ある . 放射 特性 の 面 か ら 見 た 使用 帯 
城 を , と の 主 ロ ー プ が 実質 的 に 乱 さ れ な い 
と と に よっ て 定め られ る と すれ ば , 実験 結 
果 か ら 1: 4 の 比 帯 城 ( 図 1 の モデ ル で ぇ 


=3 cm~12 cm) が 得 ら れ て いる . と の 臣 


移る と と ろ の 不 連 続 に よる 不正 放射 が それ 


ぞ れ と の 使用 帯域 の 限界 を 与え て いる も の 


と 考え られ る . 図 1 に 示し た Lossy strip 
は 後者 の 対策 と し て 設け た も の で , こと の 点 
で は 指向 性 の 改良 に 明らか に 役立っ て いる 


いる . な お 開口 の 誘電 休 表 面 の 電界 は 軸 と 
ん 平行 な 方 向 に あり 。 その 振幅 と 位相 の 分 布 


(B) 水平 偏 波 用 : 
(NN と 大 休 同 じ よう lohan A 


堪 の 上 眼 周波 炒 で は 導 波 管 中 に 発生 し た 高 
次 姿態 が 放射 を 乱 し , 方 下 眼 で は 開 ロ へ 


が , 能率 を 紙 分 (80~55% に ) 拉 牲 に し て 


の 精密 な 測定 結果 が 示さ れ て ある . 
と れ ゃ も 垂直 偏 流用 


* も gm | FF i i il, や 3g 涼 a , 
* \ ?. WN し ” h 
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請 の 部 分 は 図 3 の よう に な る . し た が っ て 誘電 体 表面 上 で は 電 
有 夫 と 磁界 の 関係 が 4 の 場合 と 逆 に な り , すなわち 電界 は 軸 と 
直 変 する 方 向 と な り , その 放射 界 は 下 。 成分 が 主 rー プ (0== 
60~75°,。 ゅ =0?) を 構成 する こと に な る . この 場合 4 の 場合 
と 異な る 点 は , 主 了 rー プ の 端 の 方 向 す な わ ち 1$|=20~40° の 
両 サ イド に 交叉 偏 波 成分 。 を 放射 する こと で , これ を 抑圧 


広帯域 垂直 偏 波 用 アン テ ナ の 数 学 的 
並び に 実験 研究 
P. Foldes : “Mathematical and Experimental 
Studies of a Wide-Band Vertically Polarized 
s Antenna’’, Trans. I.R.E. AP-8, 5, p 469, (Sept. 
ミ 1960). 大 橋 啓 吾 訳 [資料 番号 5194] 
水平 面 内 で 無 指向 性 な 広帯域 算 直 偏 波 アン ノン テ ナ と し て は デ 
語 ) ィ ス ニン 形式 の も の が 代表 例 で ある . と と に 新た に 研究 され 
i 


missussnesstntisttsy 


た テン テ ナ は この 変形 と も 考え られ る が , 図 1 の 動作 説明 図 

に 示す よう に , 給電 同軸 線路 を 円 すい 形 に 折返 し て 同軸 ホー 
シン に ひろ げ , こと れ で 軸 対 称 反 射 器 を 励 振 す る 形式 の も の で 

あり , ディ スコ ン よ り 給 電 方 式 に お いて 機械 的 に 優れ , 特 
蘭 に UHF 帯 大 電力 用 と し て 有望 な も の が 得 ら あられ て いる . 本 文 
| は その 設計 法 と モデ ル 実 験 の 結果 と を 述べ た も の で ある . 
a まず 給電 同軸 管 よ り TEM 波 を 同軸 ホー ン の 入力 端 ま で 導 
くに は , その 断面 図 ( 図 1) に 示す よう に , 入力 同軸 管 の 内 
衣 導体 が ホー ン 入 力 端 の 外 導 体 と な る よう に 折返 す 部 分 す な わ 
” ち Toroidal 変換 部 を 必要 と する . と この 部 分 の 設計 方 針 は , 
その 特性 イン ビー ダン ス が 一 定 と な る と と と 高 次 姿態 を 発生 
し な いよ うに する と と で , と の た め に は 内外 導体 の 間隔 を 小 
さき さく, し た が っ て 低い 特性 イン ビ ピー ダン ス に 保っ と と が 必要 
と な っ て くる . と の Toroidal 変換 部 と ふと これ より 高い 特性 
インピーダンス の 入力 同軸 管 (50Q) と の イン ピー ダン ス 変 成 
を 行なう 座 成 器 の 設計 条件 は , 単位 長 あ た り の 減衰 量 を 一定 
に する こと と で ある . 以上 2 つの 条件 を 満足 させ る た め の 断面 


CENTER oF 
RADIATION 


する に は 誘電 体 中 電波 の 進む 方 向 に 導線 を 取付 けれ ば 効果 が 
ある こと が 示さ れ て いる . 水平 偏 波 用 と し て は 以上 の 性 質 の 
ある と と が 明らか に され た が , イン ピー ダン ス 特 性 の 改良 な 
ら び に 指向 性 の 広帯域 化 に 関し て は 4 の 場合 ほど は 実用 化 が な 
進ん で いな いこ と と を と と わっ て ある . 党 

(森永 委員 ) 


f 


扱い に よっ て 求め あら れる も の で , 他 の 一 つ は 反射 器 の と と ろ 「 


も 


の 幾何 学 的 条件 式 が 求め られ て いる . と の アッ テ ナ の カー 
VSWR に 関連 する 反射 の 原因 は 種々 ある が , 中 で も こと の 
Toroidal 座 換 部 の 寸法 を 正しく 作る と と が , と の 特性 を ま よ 中 
くす る 鍵 で あり , 上 記 設 計 法 に よる 寸法 が 大 体 最適 値 に 近い 
と と は 実験 的 に も 確か め あら れ , 2Gc~4Ge 芝 域 で 実験 する 
た め に 作っ た モデ ルアン テ ナ ( 図 2 で 調整 し て , 2: 由 の 周 | 
波数 比 帯域 で VSWR< ぐ 1.68 (反射 器 な し の と き 1.45 的 2 寺 
の 入力 定 在 波 比 特性 が 得 ら れる と こと が わか っ た . 


図 2 

と の 形式 の アン テ ナ の 放 邊 流 は 一般に つぎ の 2 種 の 波 の 合 ” 
成 と 考え られ る . その 一 つ は ホー ン 開 口 か ら 放射 され る 
波 が 反射 器 で 反射 され た も の と 考え られ る 波 で 何 光学 的 取 、 


まで 表面 波 と し て 伝わっ た 内 導体 上 の 電流 か ら 放 射 さ れる と 
考え られ る も の で ある 著者 は 前 者 を 「 反 射 形 」, 後者 を 「 表 
波形 」 と 呼ん で いる が , と この 考え 方 の 実証 と し て つぎ の 実 
CRC TD 
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| 平面 内 (アン テ ナ の 軸 を 鉛直 と する ) の 方 向 か ら 反射 形 と し 波 と の 王 渉 の 結果 と 考え られ る i 
| て 計算 され る 仰角 約 20° の 方 向 に 推移 する と と , お よび 生 直 (③. 周波 数 帯 の 下限 で は 仰角 70*~90° 方 向 に サイ ドド ー プ "0 
| 面 内 半値 柱 が 反射 形 の み と す る と き の 理 論 上 の 値 の 約 30 減 が 生じ る に 反し 上 限 で は ー70°~ 一 90° 方 向 に 現われ る . 前 者 は 4 
| と な っ て 測定 され る と と で ある . と の アン テ ナ の 本 質 的 な も の で ある が , 後者 は 反射 器 が 導体 
| 周波 数 の 比 帯 城 1:2 の 間 で 乗 直 面 内 指向 性 の 周波 数 特性 を 棒 で 構成 され て いる た めそ の 漏れ 波 で ある . 3 
) 測定 し た 結果 C 水 平面 内 は 無 指 向 性 で , も ちろ ん 問題 は な い ) と の アン テ ナ の 利得 は , こ と の モデ ルアン テ ナ の 例 で は , 2 

| を 集約 し て っ ぎの 結論 を 得 て い る . 1 の 周波 数 帯 城 に わた っ て 6.7~7.1 dB の ほぼ 一 定 値 を 示し 
| ①. 主 放射 の 方 向 9m:。 は 図 3 に 示す よう に 19 より 1 ま て いる . と の よう に 広帯域 に わた っ て 一 定 で ある 原因 は , 周 
a 


| で: 周波 数 の 変化 に つれ て ほぼ 単調 に 変化 し , その 平均 値 は 波数 が 高く な る と 同軸 ホー ン ょ り の 誤 振 波 が 失 鋭 と な り , 反 

| ホー ン と 反射 器 の 距離 で 若干 調整 で きる . 射 器 を 央 射 する 面積 が 減じ る と と が 主 で ある と 考え られ る 、 

| ②- 半 値 倫 。 は 周波 炒 に よっ て あま り 変 化し な い が 多 少 の ( 森 未 委 員 ) 
変動 が ある . これ は 高 次 浴 態 の 影響 の ほか 前 記 反 射 波 と 表面 


sin X/X の 形 の と こう配 で 低く な り M 番目 で 終わ る 形 で あ 
。 る. N=M の 場合 すべ て の サイ ドド ー プ の 強 さ が 一 定 で ( 多 「 
素子 に つい て Dolph-Tschebyscheff の 配列 相当 ), と れ を 「 理 
1960). 大 格 和 吾 訳 [資料 符 号 5195] 想 」 形 と 呼ぶ 。 と の 場合 開口 の 端 で 電界 の 振 弓 を 刀 常 た 高く 
アン テ ナ の 高 能率 化 の 問題 と し て , いわ ゆる "supergain” する と と に なる が 。 こと れ を 防ぎ 実 共 的 に する た め NV を 中 間 こ 
の が 考え られ て いる が , まだ 実現 可能 な 具体 的 解 が 与 の 適当 な 位置 に 選ん だ も の を 「 近 似 」 形 と 呼ん で いる . N=1 
て いな いた め に と れ は 除外 する と す ; 


| 最大 開口 能率 の ア ン テ ナ は 振幅 ・ 位 
本寺 均一 な 開口 面 内 照度 分 布 を も っ だ も の 


0 i R. Hansen : “Gain Limitation of Large 
Antenna”, Trans. LR.E. AP-8,5, p 490, (Sept. 


# と の 関連 を 求め る 問題 が 生じ て Ei 
と 上 比 し て あま り 大 きく な い ア ン 
* は 利得 は その 主 ビ ー ム 幅 (解像度 ) 
じ さ れる た あめ 特 に 利得 を 追求 する 必要 
た が , 大 き な ア ン テ ナ で は サイ ド 


に に 消 洪 され る = ネル ギ の 信 放 料 = ネ | | 
* る 制 合 が 大 き く な る た め , 利得 テテ A の 
別に 考察 する 必要 が ある . と れ 209 る | 回 1 


分 布 の 開口 に つい て も ゃ 多 素 子 配 
つい て も 同様 で ある . 本 文 は 以 
を 明らか に する た め 行 な われ た 計 
M じ た も の で , 具 休 例 と し て 広く 
れ て いる Taylor の 指向 性 分 布 形 の 
硫 源 を 取上げ て ある . 
の 下線 状 波 源 に 対す る 方 向 を 
in0 で 正規 化す る と き , 方向 
電力 PCu) の 値 に 対す る 指向 性 利得 
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7 は ほぼ 一 定 で , それ より 遠く で は 
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用 すなわち すべ て の サイ ドロ ョ ー プ が sin X/X 
で こと う 配 を も ゃ つ 場合 は 一 様 照度 の 場合 の 
ヵ =13.2 dB を 修正 し て ヵ を こと れ より 大 き 
| < 選び 得る よう に し た も の と 考え て よく , 
ご られ を 「sin X/X]」 形 と 呼 芯 こ と た に す る. 
還 計 以上 3 者 に つき ぞ れ ぞ れ 異な っ た PCG 
の 関数 形 を 用 い , また それ ぞ れ 適当 な 近似 
| を 行なっ て 前 式 の 積分 を 解き 簡単 な 関数 形 os 
六 で GC を 表示 する 式 を 誘導 し て ある .- な お 
放 この 場合 利得 の 性 質 を 理解 し 易く する た os 
る, 一 様 分 布 の 場合 の 利得 2 L/2 で 正規 化 
放し た 利得 2 G/2 世 を 用 いて ある ., こと これら 
の 式 の 再掲 は 省略 する が , 数 値 を 入れ た 計 
算 結 果 を 図 2 (「 理 想 」 形 ) お よび 図 3 


て 「 近 似 」 形 , N>1, N=M/2, L/2<20 

| に つい て は 近似 に よる 誤差 を 伴っ て いる ) 

: に た 示す. アンテ ナ が 大 きく な る に つれ て 正 

p 2G/2L 

' 7 dB 

肖 「sin X/X」 和 形 [近似 」 形 (Na 
計 20 0.933 0.97 (9) 
25 0.863 "0.90 a8 
3 30 0.801 0:75 (36) 
4 95 0.751 0.67 64 
弱電 離さ れ た 加 燥 大 気 中 の 電磁 波 


__ 伝 ば ん 常 数 
= A.V. Phelps : “Propagation Constants for 
3 Electromagnetic Waves in Weakly lonized, Dry 
Air’, J.A. Phys. 31, 10, p 1723, (Oct. 1960). 
| = 柴田 久 訳 [資料 番号 5196] B 
| 薩 近 の 室内 に お ける 実験 に よれ ば , 電離 層 内 位 の 温度 に お 
1 る 熱電 子 の 衝突 回 数 は 電子 の 持っ = ネル ギ に 大 了 略 正 比例 し 
と 3 得 ち れ て いる . すなわち 宣 素 内 に お ける 電子 の 
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OO aitae Glowstemy ] 
Kane's の @ 関数 (2 種類 の 測定 値 
日 二 な わ ち 8 

る ロケ ッ ト 観 測 に よっ て 求 


° 
おけ 


た 導電 テン ソル を 使用 し て 表わさ れる .. いま 磁界 の - 


で 表わさ を 和 れ る た だ た だ し て で 終 


w 


規 化 利得 (開口 能率 ) は 低下 し , ヵ が 小さ い ほ ど そ の 度 は 増 じ 
て いる と と が わか る .「sin XX」 形 の 場合 は と を 大 に する ど 
き の ヵ 7 に よる 滴 近 値 が 存在 し , と れ を 下 表 に 示す . また 「 近 
似 」 形 の 場合 し と ヵ が 与え られ た と き NN の 選び 方 に より 7 
最大 利得 の 生じ る NM すなわち Naax が 存在 し , と の と き の 間 1 
正規 化 利 得 の 値 を 図表 に 示す -. 


i 
\ 


( 氷 委員) 
計 
衝突 回 数 の 測定 は か な り 多 く 行なわ れ て お り , それ が 持 : 
いる エネ ル ギ xz (単位 ev.) に 比例 し vl(u)=1.14x1 
(N2) x sec! な る 実験 式 が 得 ら れ て いる . し か し な が 
に 電子 エネ ル ギ の 小さ な 場合 に お ける 精密 な 測定 に 3 
2 に 比例 する 項 を 加え て x(w)/NCN2) =2.5X 10 つ zu/ 
X10 cm*/sec な る 式 を 採用 し た 方 が よい . 酸素 内 に お け 
る 衝突 回 数 の 測定 は あま り 多 く な され て は いな い が , 0.03 
0.2ev の 電子 に 対し て は »( 選 )/NC09=4x10u2+5x10* 
々 cm*/sec な る 式 が よく 合う よう で ある . 空気 の 場合 に は アテ 
ル デ ゴン お よび 水 共 気 の 存在 を 無視 すれ ば 酸素 と 窒素 と か ら の 
組成 密度 に 比例 し て いる も の と 考 えて 得 らち れる わけ で あ 
て , VWIN=3x10"w パ 1.1 x104 cm*/sec, もし: 
項 の みた に よる 近似 式 > =1.25x107 Nu sec1 が 有 
ある も の と 思わ れる ・ に 机 
上 述 の よう な 電離 気体 内 に お け i 
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軸 方 向 に 取れ ば と の テン ソル は a 


Ee 0 - 0 \ 交 
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で あぁ る と する . 式 中 ゅ w は 電波 の 角 周 波数 wx ょ は ジャ イ 選 角 


周波 数 7 は 電子 の エネ ル ギ の 分 布 関 数 を 表わす . これ ら の 
テン ソル の 成分 は 
4xr ne us 2 fo 
< に [Cu)+iQ] Ft (69 


な る 積分 を 計算 し た 上 で 2 の 代わ り に @, @ 二 @』 お よび @ 
。 oo; を 置換 えて 得 ら れる . いま , と この 積分 を 表わす た め に 便 
| 宜 上 っ ぎの よう に お く 、 

NM “1 A=CmQAne!)R,(0), B=(m Qne)I,,.(0) 
| 一般に とこ の よう な 伝 ぽ ぱん が 問題 に な る の は 電界 が 充分 小さ く 

て 電子 も 気体 も 熱 的 に 平衡 状態 を 保っ て いる 場合 で ある の 
’ 電子 の エネ ル ギ の 分 布 関 数 が Maxwell 形 す な わ ち f= 
| Celz kT9NR・e- eT で 与え られ る 場合 で ある . その よう な 場 
; A # よ び 選 の 値 は 実際 の 状態 に 近い 条件 の 下 に お いて » 
有 】 ぶ 電 子 エ ネル ギ に 関係 し な いと し た 場合 の 値 4。 お よび B。 を 
| 和 動 する こと に よっ て 近似 で きる の で ある . 

| 本 中 湊 伝 ば けん の 一 般 式 を いま 
E=Esexp(i @ t—itkz) CT 
: に 表わす と き , 上 述 の よう な 気 休 内 に お ける 伝 ぽ ん 常 
a は それ ぞ れ つぎ の よ うに 与え られる. 

Ca)_ 磁界 方 向 に 治 ぅ 伝 ぽ ん 


5 3 CC tala 
分 : k= 2 (+ ) 


i 

EY ね - te [Bot+on +i AGo+en] 

8 (8 
2 Fn A 

A カ 3 k = テー a ) 


ea Bd tA] 
(9) 
と と に aC=[ne*/m ea]!2) は プラ ズ マ 周波 数 を 示 
と で いま , k= 一 54 と お け ば les"JoCo—e) <1 の 


中 形 ス ロッ ト に よる 導 波 管 の 結合 に 
関 1 す る 療 

ewin : “Some Observations on Waveguide 
ng a Medium-Sized Slots”’, P.I.E. 
DT 2 F174 (Sept: 1960). 飯 口 5 


idstashediss 


ッ ト に よる 瑞 波 管 の 結合 を 。 小さな 摂動 と LC 
い , 集中 定数 的 な 分 極 率 に 帰せ し め た Bethe の 
、 スロット の 共 振付 近 の 現象 に は 無力 で ある . 
スロット に よる 結合 現象 を 蔵 志 な 積分 方 程 式 に 導い た 
ns pn の 理論 は 複雑 。 困 区 で ある . 栓 文 は 。 それ ら の 


文 で は 。 軸 方 向 に 接続 し た 導 波 管 の スロ ッ ト に よる 半 


, « | ] 
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と 迷 衝 る 


に 複 号 は O 成 分 ! こと 対 し て は 土 」 誠人 に 対し で 
は ーー を 取る も の と する . 
(b) 磁界 に 乗 直 に 伝 ぽ ん する 場合 


1 Ws 


O 成 分: た ee Wp 
7 


a A a 
x 大 分 i sor a 
の /o* ぐ 1 な る 場合 に は 
Lo=(27/D[1— (Co,/2 wo?) BCo)] 
お よび ro=(zo,/io? ACo) [6] 
と な り 磁 界 の 存在 し な い 場 合 と 同じ と な る . eat nd { 
ぐ 1 の 場合 に は 


a= RD ta a 
3 Be 4 


図 1 は , この よう に 与え られ た Q の 値 の ョ ケッ ト 観 測 に よ 
る 測定 値 を 示し た も の で , 〇 お よび X 印 を は さん で 垂直 に 描 


お よび z= 2 J FS Ae+en » 

{ my (C1| NC = 

と な る . 

と れ ら の 関係 を 利用 し て D 層 内 に お け る 電子 の 衡 突 回 数 を 
求め る と こと が で きる . と この よう な 箇 突 回 数 は 次 天 で 生え られ ' 

る Q に よっ て 示さ れる. | 
3 ly es 

= TG HAG Dm RO | 


) か れ た 線 の 長 さ は 測定 値 の 不 確 さ を 示す も の で ある 、 また , 


1 
図 中 実線 お よび 破線 は 観測 時 と 同じ 圧力 を 仮定 し て 計算 し た 
Gu=au と 3 さい た と き の 0 の 計算 値 ) お よび O00 が KR 
uw に 無関係 な 常 数 値 と し た と き の … の 債 ) と を 示す も の で 

あぁ る RR NE 


合 の 問題 と 、 応 い 面 上 の 十文字 ス ド ・ ッ ト に ょ っ で 結合 し た 半 | 
波 管 の 問題 に つい て 述べ て ある が 、 こと で は 後者 に つい て の 
み 要 約 す る . 

まず 図 1 に 示す よう な 1 っ _ 
の 導 波 管 の 広 い 面 上 の hole 
の 中 の ぇ お よび » 方 向 の 励 . 
振 電界 E お よび FE 


iy 上 を 方 向 に 現われ る 波 の 大 い 
図 1 iA Sar tO : 
それ は 次 式 で 与え られ る NE 5 


c=+ | a rlemenor teen] 


darat GO ty 
始め に 。 十文字 スロ ッ ト で 結合 する 平行 形 方 向 性 結合 器 の 。 44 
後進 波 に つい て 考え る の で ある が , スロ ッ ト が 小さ い 場合 に 。 | 


は , 式 (① 中 の sinGznla), i に は スロ ッ ト の 誠 肖 


"gt TT fn 


| に お ける 平均 値 を 入れ る と こと が で き , eS を 除く と こと が で 
き , また スロ ッ ト に よる 放射 界 の スロ ッ ト 電 圧 へ の 影響 を 無 
視 す る と と が で きる 、 
放 。 式 (① 中 の 下 , FF は っ ぎの 方 程 式 の 解 で ある . 


aV*/d +wV=ikZ,H; 0 
9 (2) の 解 は , 
IH;[cos(kl/2) —cos(k 0)]Z, ’ 
: Pe kc0s (RD) SL 
=GH;Z,;k/2)(o°*—l/4) 89? 


(3) は ス r ッ ト の 共振 付近 を も 含み , (③⑬^ は スロ ッ ト が 小 
放 な る 場合 の 式 で ある . 有 Z。 は ス r ッ ト 空 中 線 の 固有 イン ピー ダ 
ンス 、 7 は スロ ッ ト 長 , k は 自由 空間 位相 定数 . 


較 請 また 万, に は , E, に 対し て それ ぞ れ つぎ の -H,, 九 
3 を 代入 する . 

H,=1A A sin(z7/a) ei)/2,Zo 
H,=—jAAcos(z7/a)ei8*/2 aZ。 CD 
EE (C4)7 を て て 3" に 代 大 も た お の を , さち た (1) た 代入 する 


と , 後進 波 に 関し て 次 式 を 得る . 

C/A=j x PZslsin*(z7/a) 

—Q,/2 a)*cos*(r7/a)]/24 ab 2,Z, (5) 

ZZ は 自由 空間 イン ピー ダン スズ ス , -Z。 は スロ ッ ト で に 等 価 な ア 
ン テ ナ の 固有 イン ピー ダン ス で , これ ら は , Babinet の 原理 
記 よ りり 2.Z=(Z2)*。 の よう に 結ば れる . 

式 て 5) は 」tan(zzla) = 土 2。/2a の と き , すなわち 十文字 
スロ ロット が 円 偏 波 の 位置 に ある と き 雰 と な る . 

式 (5) は 正 お よび 下 を こと の 導 波 管 の 入射 波 に よっ て で 
きる 励 振 源 と 考え れ ば , この 才 波 管 の 反射 波 を 与え , 他方 の 
】「 導 波 管 の 入射 波 に よっ て で きる 励 振 源 と 考え れ ば , 方 向 性 結 
放 此 半 の 租 合 後 池 法 を 全 え た る. 


メー ザ 位 相 固 定式 周波 数 分 割 装置 に 

お ける パラ メト リッ クダ ゲ ダイオード | 
M.L. Stitch, N.0. Robinson and W. Silvey : 
“Parametric Diodes in a Maser Phase-Locked 
Freguency Divider”, Trans. I.R.E. MTT-8, 2, 
sp218, (March 1960). 渡辺 宅 治 訳 [資料 番号 5198] 
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| プン モ = ア メー ザ 使 用 の 周波 数 標準 用 周波 数 分 制 半 置 の 中 の 
軍 周波 数 傍 倍 器 に パラ メト リッ クダ イオ ー ド を 用 いた 場合 " 周 
波数 固定 作用 ” を 改善 し うる こと を 述べ た も の で ある . 図 1 
Cn Ce スッ アダ イペ グラ A ム で, 性 


Pg C0 24000 過 何 し , メー ザ 出 力 と 混合 し 差 周波 数 
= 59 Me の 増幅 を 行ない 誤 作 用 を 防ぐ た め , と れ と V.C. 

! - 得 た 1.943 Mc と 混合 し 0.647 Mc を 取 
V.C.O か ら 分 割 し て 得 た 基準 電圧 と 一 


本 栓 徹 只 から の 可 送 信号 は 着き な 積分 回 牙 と 


、 力 端子 の 信号 が 同 周 波数 , 同位 相 の 
. メー ザ 出 力 を 測定 用 に し た り , この 系 の 
タ を 選ん だ りす る 上 に , 
さき ©@. 2mWw ス メ ュー ザ 信 人 号 発 


| マイク ァ ド 波 真 空 管 を 使 お ず に 将来 トラ ンジ スタ 化 の で きる _ 


「.C.O に 帰還 する . V.C.O 周波 数 0 


また 系 を 最初 " 周 


され る と 直角 位相 検波 器 の 直流 出力 電圧 Vg は 最大 


以上 は 本 論文 の 基礎 的 な 部 分 で ある が , と と まで の 結果 は 
従来 の 小形 スロ ッ ト に よる 結合 の 理論 と ほとん ど 変わ ら な 
い . と ころ で スッ ト が 共振 状態 に 近い 場合 は , 式 (3 う を 用 
いて 上 述 と 同様 の 取扱 い を 行なう と , 共振 時 に は 発生 波 の 大 
いさ が co に な り , 不 合理 と な る . と これ は 放射 波 の ス セ ミット ご 3 
の 影響 を 無視 し た 結果 で ある が , と この 最 2 響 を も 考慮 し た の が 
本 論文 の effect of radiation damping で ある . この の 方法 

発生 波 の 大 いさ , すなわち 上 洲 の 式 (5 ) を 求め る 共に 
試 (4) の 巨 , 刀 に それ ぞ れ 1+(C:- C3/4, 1 
C_)/A を 乗じ し た も の を 用 いる の で ある . その 結果 , 次 式 を う 区 
る . 


co? 2 3 
A SE 6 
x/ ~~ Xs—25° i X=2c;! 6 A 


s=sin(z7/a), c;=(2,/2 a cos(r7la), 4 
X=24 ab 2,2Z, W/Z x PN3(tan $=W), Y= 2 
スロ ッ ト の 共振 時 で は X=0 と な り , CJ/4=0 と な る 
ゆえ に ス ド ッ ト の 共振 時 に は , ス r ッ ト が 円 円 偏 流 の 位置 に 7 な 
く と も , その 後進 波 は 零 と な る 
つき kc、 キス ョ ッ ト で 結 a 
つい て も , 式 (1) う を 用 い , その 結合 波 に 関し て は , E, 了 Z の 7 
役割 を 交替 させ , ER Tan NN 
その 結果 の み 要 約 す る と と 。 小形 ス ョ ッ ト の 場合 に は 従 の 
理論 の よう に 周波 数 に 無関係 な 結合 度 と , 完全 な 方 向 性 が 得 「 
られ る . 大 き な ス ロッ ト の 場合 に は , 放射 波 の 影響 を 考 
る と 入射 導 波 管 中 の 前 進 波 は 共振 時 に は 零 と な り , 後進 波 は 
スロ ッ ト が 円 偏 波 の 位置 に ある と きのみ 零 と な り , 結合 導 波 7 
管 中 の 後進 波 は 常に 零 に と な る と と を 示し て いる . NY 
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の 信号 を 位相 検波 し , その 出力 で クラ イス トド ン を "位相 
定 ” し た も の で 局部 発振 中 と し て の ドリ フト を 防止 し , 
狭 帯 城 高利 則 頑 幅 器 か ら 生じ る 位相 変調 を 除去 する 。 


‘NARDA HARMONIC MIXER 
USING I2th OF 
INPUT FREQUENCY (23,872.6 MC) 
130db , Af=10 


97|.383 KC/S 
BLILEY 
» CONTOUR 
XTAL 


VCO SCALE FACTOR "DESIGNATE™ 
Ky *2CPS/VOLTS 

PHASE DETECTOR SCALE OR 
Kg * 5V/RADIAN 


LOOP BANDWIDTH' 200Ps 
LOOP DAMPING FACTOR:0.7 


図 い 1 
まず 周波 数 分 割 装 置 を ー ザ 信号 発生 器 に 接ぎ , メ ・ 
り 炒 倍 高 い 電 力 を 供給 し , 図 1 の “Designate” スス イッチ" 
作 に 入り , V.C.O を 正確 な 周波 数 に に 引込 むせ よう に する 
位相 検波 器 の ビー ト 周 波数 が 低く な る と スイ ッ チ は 
EO EV ONZE ビー ト 周波 致 は きら ! 
する . 位相 検波 器 よ り の 誤差 信号 が 0 と な り , 周波 数 


ド す る ii i で ぁ り , 雑音 の 影響 を 受 
半 V.C.O の 周波 数 は 雑音 で 変化 し な い . し か し SIN が 
: と “周波 数 固定 作用 ” を 失う 可能 性 が ある た め , ハ 
クミ クサ 1N26A に 1989 Mc を 直接 加え る 方 式 
A ド で 2 通 倍 し 3978Mc を 


a 


a ° 


よい デー タ で ある . 図 中 の 矢印 の 値 は “固定 作用 ” を 
ザ 入 力 を し めし パラ メ トリ ッ ク ダ イオ ー ド を 用 いた 
- Rt 11dB 以上 改善 し うる と と が 分 か る . 


音声 放送 , FM 受信 に お ける 


重 伝 ば ん ひずみ の 聴感 評価 


s 
H 
ミ 
8 “VHF RS RSs Subjeciives 


Gin. 1960). 金原 見 訳 [次 料 番号 90) ミ 
+ 受信 朋 の 性 能 を バラ メー タ と し て FM 放送 波 の 
ん 路 ひ ずみ に 対す る 子 感 試験 を 行ない , 音質 の 劣化 
| NN 震 計 0 rt oe 91. SMa で 


sl lh a て a 富 
DIRECT ISOLATOR 
COUPLER 
20 08 (cav 


い 場 合 , ® © は 用 いた rt () は えら れ _ 


a 、 周 波数 標準 で , 低い 周波 数 の 水 遇 発振 器 ー 
を 固定 し た も の で ある が , 聞 に 低い 周波 数 標準 で , 商い 周波 | 
3 


数 を 固定 で きる . 
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Dr I Uae PU To henime ea “ 
名 3 (放水 和 員 ) で RC 
線路 ( 長 さ 30m で 3. oh の 軍 析 で 浴 中 か ら プ ロー 
プ で 信号 を 取出 す ) を 通し て 作成 し , 出力 を 減衰 器 を 通し て 
主 波 と 結合 する 構造 と な っ て いる . 91、3 Mc で は 半 表 する 
の で 1 Me に 変換 し て 層 筐 さ せ て いる . 1 
聴感 試験 は 一 般 の 人 に 対す る 遅れ と 振幅 を 変化 し て a “ 
の 妨害 度 の 点 を 求め る 比較 試験 と , 技術 者 を 対象 と し て 同様 放 
の 方 法 に よっ て 検知 , 妨害 な ど を し ら ペ る 絶対 試験 を 行なっ "a 
た . 実験 の 結果 に よる と 図 か ら わ か る よう に 路 長 差 2 km 誠 の 0g - 
下 で は AM ひずみ だ けが 問題 で , 受信 機 の AM 抑圧 が 充 
分 利 い て いれ ば ほとん ど ひ ず ま な い . ec i i 


I に CO の 


通信 学会 雑 対 第 4 巻 7 号 1121 


| 有機 で は ダイ オー ド の し ゃ 断 特 性 か ら 反 射 波 の 振幅 が 50 以上 で 8~9dB 外 で は 6dB 改善 され る . と の 種 の oo 
| に な る と ひずみ を 生じ る . 2km 以上 で は 高 次 の 高調 波 が 増 と き に は 2dB ほど し か デ ェ ン フ ァ シ ス の 効果 は な い . 高城 


{ 


加 す る の で 8~20 km の 範囲 で は 遅れ と と も に , ひずみ が 急 レス ポン ス の よ スピ ビー カ で は デ ェ ン フ ラファ ンス と 同様 の 原 香 ” 4 
‘3 に 増加 し て いる . さら a 請 計 i 評 ミ 語 と よっ て 普通 の も の より る ゃ も 2dB 劣 下 する . で 
に 遠く な る と シュ シュ 50 3 triri a つぎ の よう な Discussion が され て い 「 d 
と いう 音 だ け に な り , ざさ る . 異な っ た ひずみ を 比較 評価 する と と は 困難 で ある 絶対 
ひずみ は あま り 増 加 し 試験 に は 技術 者 より も 学識 経験 者 を 利用 すべ き で あり , また] 
A 検知 限界 の よう な は っ きり し た も の を 取扱 うさ べき で ある 路 
の ひずみ に 感じ 易い か - 絡 長 差 の 大 き な し か も 強い 遅延 波 は 存在 する だ ろう か . < 
有 ら 大 部 分 の 実験 た 使用 3 実際 に は 近 四 離 の も の が 多い で あろ る う . 電界 が 異な る と き 
た 。 ビ アノ は スピ ー に 受信 機 の 比較 な どの よう に 変化 する と 考え る か . 空中 線 の 1 
| チ よ りゃ も 路 長 差 16 km 指向 性 と その 調整 に よっ て 改善 され る と と を 考え な い の か JT 導 | 
和 で 11 dB 宮 い 、。 ビア a 0 20 80 多く の 人 は 鉄 帯 城 の 悪い 受信 機 を 用 いて いる の だ か ら 安い チ 
ORG olm アー ーー =ー ナ と 空中 線 で 防ぐ と と を 考え よ 。 ニンフ ァ シ ス の 00 
|| で 1022 と な っ て いる . isoag, 5:ieaB で 負 内 空 ピ じ アッ a と いう 時 定数 は S/N を よく する た め の も の で こと の 種 の ひか ず 
良 AM 抑圧 度 は 30dB ピー カ 良 質 の 同一 の も の を 使用 ) みみ に対する 効果 は 耳 の デ ェ ン フ ァ シ ス 特性 に よる も の で は な 7 
が 必要 で 16 dB だ と 6dB 悪く な る . と この AM 抑圧 度 は いか . と れ に 対し 著者 は つぎ の よう に 答え て いる . 50lers の 4 
AM 402% FM+30kc 変調 の と き 普 通 の 方 法 で 測定 し た も の 時 定数 が よい の は Page の 論文 に より 知ら れ て いる . 長い 路 
| で ぁ る . 同じ 抑圧 度 で 受信 帯 城内 の 抑圧 度 が 一 定 の も の は 同 長 差 の 大 振幅 反射 波 が ある か どう か は 一 般 の 人 か ら 苦 情 が な 
調 点 か ら 離 れる と 悪く な る も の より 4dB ひずみ が 少な い . いか ら な い の で は な く , CR 
| 受信 機 に 要求 され る と と は AM 抑 正 度 35 dB 正確 か っ 安定 。 ブリ エン ファ シス は 狭 帯 城 受 信 機 に も 効果 が ある . 入力 に 2 
衣 に 同調 で きる と と で ある . BBC の プリ エン ファ シス は 低い る AM 抑圧 は 受信 機 設計 上 の 問題 で ある . ec 
| 周波数 で 一 4dB, 10kce で +6dB 時 定数 50gxs で ある : は 同感 で ある . (吉田 改 委 員 ) 
| = この ニテ ニン ファ シス に より 8~29 km の と と ろ で は 反射 波 振幅 * 
5 高速 度 微 小 電流 増幅 器 = 表 ! 
肖 ョ J.A. Dever & L. Sickles :““A High-Speed Micro- 3 | 範囲 | Re 
ll current Amplifier”’, Comm. and Electronics, 
E50, p375, (Sept. 1960). 東口 実 訳 [資料 番号 el ratey cl: 
200]- = 1A&]|,. 10™ 10%° 
が a 4 4 2 10°° 1010 
| 原子 訪 の 制御 , 計測 な ど を 行なう 場合 に 10YA に お よど a et 
微小 電流 の 測定 が 必要 で ある . こと の 目的 の 微小 電流 増幅 器 に 4 10°1 10n 


EE 


ge つい て は 入力 ケー プル 4A 101 われ 
の 長き が 30m に も な 5 102 1012 
- 江 葉 力 欧 電 容 量 が 6 10™13 1012 
i る 生 容量 が 大 a uo 1012 


きく な る の で 応答 叶 間 
が 長く な る と と が 問題 
で ある . 本 論文 で は 利 
得 が 95 dB, 周波 数 特 * 
性 が 5c/s まで 平坦 で , それ 以上 10 Gg まで 15 dB/dec で 下 で な い . et es a 任 能 は 表 1 た が ぶす 


i 
な 直流 増幅器 を 使っ て , 図 1 に 示す 構成 の 負 帰 選 増 通り に な っ た . (東和 委員 9% 
ー デ ィ ジ タル 方 式 に よる 電動 機 速度 制御 


WwW. RE っ i und RE Regelun- 


TER 


トラ ンジ スタ 定 電圧 電源 
- Bell & P.G. Wright : “Stabilized Voltage 
ies Using Transistors”, Electronic Engng. 


pt p 758, (Dec. 1960). 東口 実 訳 [資料 番号 


‘“ ; . 2 ” Yn 
、 cs or Eien 0 


8,000rpm の 範囲 で 1rpm ご a a Bas の 
の D,~D, は トラ ンジ スタ を 用 いた 4 和布 の 計数 器 で ピック アッ 
プ か ら の パル ス が と こと で 計数 され る 8S: 一 Ss は 記憶 装置 お よー : 
び デ ィ ジ タル ー ア ナグ 変換 器 で あり , 設定 値 ど 計数 値 の 差 
(制御 偏差 ) に 比例 し た 電流 を 制御 増幅 器 に 与え る . 増幅 器 
は C,, 玉 , に よっ て (比例) う 填 (積分 〕 の 制御 動作 を 行なう . 

と の 装置 は ワー ドレ オナ ー ド 系 な ど に 付加 し て 用 いら れる 
が , と の 場合 に 発電 機 界 磁 電流 を 与え る た め に バル ス 幅 変調 
(400 c/s) を 用 いた トラ ンジ スタ 増幅 器 ( 出 力 40V, 12.5 A) 
が 使用 され て お り , と れ に つい て も 説明 され て いる . また 積 
分 , 微分 の 制御 動作 を ディ ジタル 方 式 で 行なう 方 法 に つい て 
も 言及 し て いる ‘ 


(東口 (前 ) 答 員 う ) 


こと つい て 述べ , 低 電圧 側 に 直列 制御 素子 を 入れ る 図 1 の 方 式 
(No. 1) と , 高 電 圧 側 に 直列 制御 素子 を 入れ る 通常 の 方 式 
(No. 2) と を 比較 し て いる 

まず 安定 度 に つい て 考え る と , これ は No. 2 の 方 が よ < 
20 mV/15 hr 程度 で ある が No. 1 の 回 路 で は 図 2 の 程度 と 
な る . また No. 1 の 回 路 で は 図 1 に 示す よう に 正 電圧 側 に 
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Au SosF" yr 
だ て 


I I I 


& 。 

a (" 

鉄 む (77e 夫 ) 0 
0.004 in a 7 + 4 


Trancor Toroias ak 


を か に 3 こさ 
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(Y 点 か ら ) 人 stat 入り , 干渉 が ある の で こと の 起 
; か ら は 好ま し く な い . に 入力 電圧 が 過大 に な っ た 場合 la 
A ET hi ioe 最初 の 通 江 現象 3 
; に 対し て 高 電 圧 側 の 整流 ダイ オー ド に 適当 な 保護 回 路 を っ 
る だ け で 充分 で ある が , No. 2 の 回 路 で は トラ ンジ ス の 逆 
耐圧 が 低い た め に 破壊 され 易く .。 ま た 制御 範囲 が を も まく な る 
< つぎ に 出力 イン ビー ダン ス の 周波 数 特性 は 図 3, 図 4 と 示す 
” ; よう に な り , また No.1 の 回 路 で は 最初 の 10 分 間 に 3007 
区 TIME IN 30 SECOND INTERVALS V 出力 に お いて 十 0.8V の 変動 が 認め られ た . 0 | 
3 2 No. 1 回 路 の 出力 電圧 変動 " : 記 
; . HE WHE 
175 | lI 画 BIIII 還 RIEEEN EE 
8 lI 画 画 IHIIIEE 画 HIIIE 還 NHI 
3 四半 吉 看 基 環 部 攻 軒 呈 因 る | | 本 
C w 5 @ mR mm A WRN 
> 4 計 央 を f 但 質 褒 奏 埋 居 咽 双 了 正義 記 $ [ 画 還 NIHIIIWHIII 則 還 NHI 
る 上 剛 本 了 NN 人 座 起 旬 拓 蜂 下 環 4 rk HH 
_ 75 ® CN 
_ 和 9 Nt トト 8 NN 
トト トト トト 上 上 上 | EH 
3 a a 周 画 呈 記 和 8 00. io00 10000 Iao00g \ 
: o 200 _ 400 600 800 Ii000 1500 2000 FREQUENCY (c/s) に 
cis 図 4 No.2 回 路 の 出力 イン ピー ダン ス 特 性 
§ 図 3 No. 1 回路 の 出 カ インピーダンス 特性 b C0 


符 の 和 天 下條 きき 還 作 維 r=4 に 対す る 具 体 的 な 回 路 例 は 図 2 に 示す 通り で , その | 
S. Plotkin and O. Lumpkin : “Regenerative 入出 力 特性 は 図 3 に 示す よう に な っ た . また 最大 の 引込 範 
5 Fractional Fregquency Generators”’, I.R.E. 48,5 は 理論 的 に は (200/n) で ある が が, 実際 に は ヵ z=4 で ’ 
E 12,p 1988, (Dec. 1960). 東口 実 訳 [資料 番号 5203] ミ = ヵ =10 で 13% で あっ た . 
図 1 に 示す よう な 分 周 器 に つい て 検討 し て いる . すなわち な お 設計 法 に つい て 非 
1/ ヵ の 分 周 を する 場合 に , その 出力 の ( ヵ zー1) 倍 の 高調 波 と 
ス 力 信号 と の 差 を 正 帰還 す る こと に よっ て , か な り 広 範囲 に 
安定 な 分 周 器 を 得 よ うと する も の で あり , 
陽極 ・ 格 子 同調 発振 器 の 一 変形 と 見 る と と 
が で きる . 


OTC 
nnhi 


に くわ し く てく 述べ で いる 


OO 


oo=~r enonm I PES 


0 図 3 入出 力 特 性 
」 図 2 ヵ =4 に 対す る 回 路 ( 東 ロ (委員 .* 


" 
, 


し 


は a お よび ら 5 を 適当 に 定め て 0(a 填 6 cos 9) 一 sin 0= 
ー ド グ 計 算 回 路 を 構成 し た も の で ある . 左辺 の s が 0 
で 0 に 対し て 最小 自 乗 近似 と な る よう に 4a,6 を 定め る 
に 示す よう に な り , その 0 に 対す る 最大 誤差 は 図 2 に 示 
り で , 回 転 角 @ が 大 きい 場合 に も あま り 大 きく な ら な い . 


8 


5 ンク " 出力 電圧 か ら 回 転 角 に 
比例 し た 出力 電圧 を 得る 方 法 

[. Broughton : “A Feedback Method for Ob- 
a 0 8 等 Dah 


II 


出力 電 左 は 。 の 回 転 角 の 正弦 
EM RR 


し DE 
i 図 2 9 の 範囲 に 対す る 最大 誤差 図 3 実験 回 路 お よび 結果 ; 
* に シン クセ ロレ ゾル ババ を 用 いて 実験 し た と と ろ , [ 図 3 に 示す よう な 結果 が 得 ら れ た . (東口 (前 委員 ) 


酸化 物陰 極 の 研究 る が , 以後 純 Ni の 場 。 


LE, Kern : “Research on _ Ozide-Coated : 合 (曲線 -D) は 急激 に 
thodes”’, Bell Lab. Rec., 38, 12, p 451, (Dec. 5 減 消 する と と が わか 

ミ 1960). 古川 静 二 郎 訳 [資料 番号 5205] 5 る . と れ は Ni 中 の 不 
; 后 の 放 人 入村 も 使用 する 隔 化 放 検 杏 の 寿命 に 依存 し 純 物 濃度 が 極端 に 小さ 


いた あめ, 活性 化 さ れ た 
Ba の 消失 を 補う に は 


| て いる が と れ ま で この 寿命 を 決定 する 原因 に つい て の 研究 
0 と いな か っ た 。 本 論文 は 酸化 物陰 極上 の ア 


の 場合 は と の 添加 する 不純 物 の 総 原子 数 が 塗布 され が の 本 NO 

の 総 分 子 敷 より 多く , と の た め Ba の 生成 速度 は Ni 。 する . と れ は Ni 金属 の 表面 と BaO と の 間 に 抵 抗 の 高い 度 
O と 結合 し て 減少 し た 不純 物 濃度 を 補う よう に 内 部 有 腐 が 生ずる た め と 考え られ る また 明らか な よう に Zr が 不純 。 $4 
物 が 拡散 し て くる 速度 に お も に 関係 の ある と と を 述 。 物 と し て 適し て いる こと が わか る な どの 推論 を 述べ て いる 。 

そし て 不純 物 濃度 が 既知 の Ni 金属 に BaO を 塗 また 拡散 速度 が 非常 に 早い 談 素 は 。 か り に 徹 量 で あっ て も 
初期 放出 電流 に 大 き な 影 響 を 与え る と と , 試験 用 二 極 管 と 同 
単位 1000 h) と の 関係 を 得 た 。 と の 測定 値 は 。、 じ 打 件 に お いて は Ba の 生成 速度 な 1 秒 あ た り 10" か ら .10% 
熱電 対 に よっ て 正確 に 74 ヤ C に た も ち , か つ 放 原子 /cm* な ら ば 十分 で 、 か つこ とれ よ り 低 い 生 成 速度 な らち ぼ ば 
一 定 の 空間 電荷 制限 電流 (200 mA/cm) を 流し て お BaO が 全部 失わ れる まで の 寿命 は 60 年 間 ぐ らい で あろ うと 
の 電流 を 切ら ず た パルス 状 の 電圧 を 加え て 流れ る 温度 いう と と , お よび Ni 中 に 含ま れる 酸素 は 活性 化す る と き に に 
『 流 を 観測 し て 得 た も の で ある . 非常 に 大 きい 影響 を 与え る と いう 結論 な ど を 導い て いる 。 

千 果 か ら 。 各 種 の 不純 物 を 含む Ni を 基 休 と し た 酸化 i (末松 委員 ) 
すべ て 500-700 時 間 で 最大 の 放出 電流 が 得 ら れ . re i ri 
Pk 

A Wn 一 次 電子 五 極 管 の 使用 方 法 

Martin : “How to Use the Secondary- 
n Pentode”, Electronics 33, 41, p60 
ct. 1960). 梅野 正義 訳 [資料 番号 5206] 

f 文 は , 一 次 電子 五 極 管 の 新しい 使い 方 , 特に バルス 
電圧 増 則 回路 , 分 布 増幅 回 路 。 そし て 陽極 接地 回 
ハム で, 従来 の 方 式 と 比較 し な が ら 述 べ て ある 。 た だ 数 

あま り れ で て で い ない. 
計 五 析 管 じ お いて は , 陰性 か ら 放 出す る 電子 の 大 部 


ルカ リ 圭 類 金属 (以後 パリ ッ ム Ba を 代表 させ る ) の 酸化 物 不 分 で ある と と を 意 
か ら Ba が で きる 過程 を 高 純度 Ni 金属 を 使用 し て 実験 的 に 味 し て いる 。 また Al 

< た を 合え ん だ Ni( 男 線 - の 

は まず , 陰 李 基 休 の 金属 で ある Ni に 添加 し た 不純 物 の 場合 は 初期 電流 は ほ 

の 0 と が 結合 し て 活性 化 され た Ba が で きる と と , か の も の と 変わ ら な い 

3 
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i ' 
れ た 場合 出力 に は 立 上 が り 時 間 の 短い 正 の バル ス が 得 ら れる 
と と に な る RE RN 作 入 株 の 長 さる 7 
定まる 出 カ バル ス が 但 ら れる 、 


I 


i 


~ 
eees 
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' FO 6 OEE MT し た が っ 
電流 が 符号 を 異 に し て 陽極 と ダイ ノー ド に 流れ こ 


に お いて は , 第 一 グリッ ド に 正 の パル ス が 加え ら 


AE ES NE DA Ct 1 TF Ye tC 
F 0 " | Fv v “ 
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普通 の カス ケー ド 回 路 で は 振幅 の 大 きい ペル ス が 増 己 され 
る と グリ ッ ド 電流 が 流れ て パル ス の 形 が くず れ て し まう が , 
図 2 る の ど ご と き 回 路 に する と , その 心配 は な く な る . すなわち , 
ダイ ノー ド の 出力 波形 が 負 性 で ある か ら , 増 司 され る に つれ 
て 大 きい パル ス は グリ ッ ド バイ アス で 定まる 値 に 制限 され , 
普通 の 回 路 で 必要 と され る クリ ッ パ 段 な し に 振幅 一 定 な パル 
ス が 得 ら れる . 

また , 上 述 の 陽極 と ダイ ノー ド の 関係 を 用 いれ ば , 平衡 プ 
ッシュ プル 出力 を も つ 分 布 増幅 器 が 得 ら れる . 同様 な 結果 を 
普通 の 五 極 管 で 得る に は 別々 な 二 っ つの 分 布 増 司 器 が 必要 と な 
る だ ろう . 最後 に 。 ダイ フー ド か ら 陰 極 へ 負 帰 還 あ を する と と MN 
放 」 に よっ て イン ピー ダン スズ 変換 比 を 非常 に 大 きく と れる 陽極 接 図 2 ( 図 中 初段 の 入力 波形 は 逆転 し て いる よう で ある ) < 
請 地形 回 路 に つい て 記し て いる . (末松 委員 ) 


a 


連続 波 二 空 胴 ク ライ スト ロン の 雑音 の 研究 周波 数 成分 に 分 けら れる 
G.A. Espersen : ‘“‘Notse Studies on Tuwo- 直流 電源 の リッ プル 雑音 は 測定 範囲 で は 1 c/s の 程度 で あ 
sCavity CW Klystrons”, Trans. I.R.E. MTT-8, っ た が ;』 PKX-4 の ビー ム 次 調 感 度 は 約 7.5kc/V で お 


EC 

| =5,p474, (Sept.1960). 末松 安 晴 訳 [資料 番号 5207] た . と の 管 で は , 中 心 ろ 波 器 周波 数 が 400 c/s 以下 で rms 
- 
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uny 


と の 論文 で は , 小さ な ドッ プラ 推移 を も つ ド ッ プ ラレー ダ 波数 変動 が 急増 する こと が 測定 され た . と の 変動 は コレ > 
装置 に と 用 いら れる 連続 波 の 3 セン チ 二 空 胴 ク ライ スト r ン の を 水冷 する 場合 より 空冷 する 場合 の 方 が 少な く , 中 心 ろ 
| 雑音 を 実験 的 に 研究 し て いる . その よう な 装置 で は 中心 周波 周波 数 が 40 c/s で は 水冷 の 場合 の 周波 数 変動 が 68 c/s 
有 数 に 接近 し た 可聴 用 周波 数 領域 , 0 か ら 20kc の 間 に あ る る の に 対し て , 空冷 で は 8 c/s の 周波 数 変動 に 減少 する . な 
有 半 が 更衣 な 問 是 に な る . と の 雑音 の 原因 は つぎ の よう に 分 ぜ 空 冷 の 方 が と の よう に 少な い の か の 説明 は 十分 明らか で は 
f 類 さ れる .() 電源 の 変動 に よる 雑音 , (2) クラ イス トピ ドン 衝 な い が , 陰極 電流 の 変動 の スペ クト ル な ど よ り 考 察する と 
荷 の アド ミタ ンス の 変動 に よる 雑音 C3) クラ イス トロ ン の 水冷 の 場合 に は 液体 の 温度 が 上昇 し て ぶつ ぷ つ と 小 
| 寸法 が 熟 釣 に 膨 眠 , 収 縮 し て 変動 する とこ と に よる 雑音 , ( カ ④ 共 と , と の た め に 陰極 と 陽極 間 の 間 げ き の 振 動 が 生じ た り , 
| 振 空 胴 に 励 振 さ れ た ショ ッ ト 雑 音 ,。 (5) ビー ム パ ラメ ー タ の 極 に も どる イオ ン 電 流 が マイ クビ ホー ニック 的 に 振動 する の 


| 衣 化 に ょ る 雑音 。 な ど で あ る . 一 因 と 考え られ る .。 また , キャ ッ チ ャ 空腸 に 電子 ピー ム の 一 

| 測定 に 用 いら れ た クラ イス トピ ン 発 振 器 PKX-4 は , す で 部 が 衝突 し て 生ずる 温度 上 昇 の 変動 が 雑音 の 原因 と な る と と _ d 
OR ダイ ヤ フ ラ ム を や 同調 機構 が も 考え られ る の で , 間 げ き 部 分 の 直径 を 大 きく し た ! 

な , 一 定 の 帰還 結 合 を も っ た 二 空 胴 の 連続 波 で 数 10 ワッ ト て 空冷 で 測定 し た と と ろ , 中 心 る 波 器 周波 数 が 40 ce/ 


宰 rote er と の 穫 は マイ クロ ホ ニ ッ ク 効 果 。 数 変動 が 4c/s に 減少 し た 。 この よう に 水冷 より も 空 准 
を さけ る た め に 特に 頑丈 に 作ら れ て いる . い , 管 の 設計 を 改良 する と と に よっ て , 周波 救 動 が 1e 
雑音 は 周波 数 変調 に よる 自 乗 平 均 平方 の nia た は それ 以下 の 管 を 作る と こと も 可能 で ある と 結論 し て 
| 測定 で きる 装置 で 測定 し て いる . と の 測定 装置 で は , 雑音 は a $ 
江 。 検 護 し て 後 多く の ろ 波 器 か ら な る 選択 性 増幅 器 を eh : | 


R 平均 電力 の 大 きい 送受 切換 用 前 慎 TR 管 
, .W. Downton and P.D. Lomer: “A Pre- 
’R Tube ‘A i Power CO 


ス と 放電 開始 時 間 を 早め ある た め に 10 クセ ドキ 0 
チッ ウム と が 封じ られ て いる . 実験 の 結果 , 放電 管 の P 
管 と の 間 げ き を 狭く すれ ば , 水 恭 気 , 石英 ウー ル な 
し な く て も 放電 回 復 叶 間 は 短縮 され , し か ゃ も 封入 ガラ 
こ 対 する 変化 の 仕方 も 一 番 小さ く な る と と が わか っ! 
ガス の 圧力 の 最適 値 は アー ク 損 失 が ガス の 圧力 が 増す 【 , 
て 増加 する の で , と これ と 寿命 (圧力 が 増 せ ば 延び る ) と の 
ね 合わ せ て 決ま る . A RR ts 内 管 : 


ee 


* か つっ 製作 の 容易 な 新 形 。 
dd A 


a 浴 頭 値 5M 
電力 の 大 ささ | 千 均 千 10 kW (104 秒 バ ルス) 
アー タク 損 失 | 0.05dB 
i 95gs (6 dB の と き ) 
et rg 110ks (3dB の と まき) 
135 ms (1dB の と き ) 
失 頭 値 5kW で 平均 値 10W (つま り 30dB の 


短絡 板 の 位置 
kumas 
WC 了 

= ミ 空間 飛行 体 用 光電 池 形 太陽 エネ ル ギ 変 換 器 
ミ "A.B. Francis & W.W. Happ : ““Photovoltaic 3 
5S Solar Energy Converters for Space Vehicles— 
Pre sent Capabilities and Objectives”, App. and s 


放電 管 管 面 か ら 0.06 cm 
<10 kW 


へ 


ミ Ind., 51, p 379, (Nov. 1960). 三 上 修 訳 [ 工 料 5 
| 品 5209] 
工 衛 星 計画 の 進展 に 伴い, 従来 の 電池 の 束 兵 夫 加 を 防 


き , 寿命 を 延ばす た め の 補 助 電池 と し て 太陽 電池 が 注目 され 

大 気 圏 外 に お ける 0 必 半 130 W/ft? の 10%% が シリ コ 
陽 電 池 に より 電力 に 変換 で きる . し か も この 電力 の コス 
量 生 産 に より $ 300/W 以下 に な し 得る で ある ろう. こと の 
は シリ コン 太陽 電池 の 開放 電圧 , 短絡 電流 の 温度 お よ 


し か 利用 され て いな い . 製作 技術 の 進歩 か ら 効 率 , 


oer 
haner, R.M. Stewart, Jr., A.V. Pohm 
. Read. : “Some Applications of Mag- 
lm Parametrons as Logical Device”, 
IR.E., EC-9, 3, p 315, (Sept. 1960). 
補 弘毅 訳 [資料 番号 5210] 

バラ メト ロン は , 多数 決 論 理 素子 と し て 用 いら れ 
な く , べき 値 来 子 あ る い は 3 値 論理 素子 と し て 有用 
ー ト に 磁性 薄膜 を 用 い 情報 の 伝達 に 方向 性 を も た 
kK の 簡易 化 を 図る な ど , 二 , 三 の 提 案 に つい て 述 


薄膜 に よる 可変 イン ダク タン ス 素 子 の 構造 を 示 
『 お よび バイ アス 磁界 は 磁化 容易 軸 と 平行 , 信号 
5 磁界 は 直 変 し て いる . 素子 は 厚 さ 6x10"'cm の 80 
Fe パーマ ド イ 薄 
A トト リッ プ ・ ラ イン 構 
っ た 場合 100 Mc-500Mc 
可能 で ある . 
隊 界 ある い は バ 


も の を 最終 的 に 作り 、 これ で 平和 形 お よび 位相 挫 穫 形 基 

換 器 desi た と と ろ 良 好 な 結果 を 得 た . 表 1 に tS 
と の こ 愉 は 平均 電力 25kW の と き 得 られ た が ? 

が , 強制 二 冷 な ど を すれ ば , より 大 き な 電 力 を 取扱 う 

さほど 困難 と は 思わ れ な いし , また 寿命 は 約 10,000 Es 

待 が な され る で あら うと の と と で ある . ( 

(末松 委員 ) 


信頼 度 等 改善 され て いる が , 接触 抵抗 , 反射 損失 その 他 か ら 
考え て , シリ コ ュ ン 太陽 電池 の 効率 の 実用 的 限界 は 15 と 考え 
られ る . 大 面積 低 価格 の 電池 を 作る に は 多数 の 小 電池 の 集合 
と し て 扱う 方 が 経済 的 で ある . 製作 上 の 問題 も 考え て 最適 面 
積 は 数 分 の 一 平方 イン チ で ある . ; 
CdS (硫化 カド ミウ ッ ウム) も 強い 、 光 起 電力 効果 を 示し , 光電 
池 と し て の 効率 は 7 (シリ コン の 約 半 分 〉 で あぁ る が , 禁止 
帯 の 幅 が 大 きい (2.4 eV) の で 温度 依存 性 が 小さ く , 約 150°C 
で は シリ コ ュ ン と ほぼ 同 程度 の 効率 と な る ろう. | 
太陽 電池 の 効率 を 増加 させ る た め に , 適当 な 禁止 帯 引 を も 
つ 物 質 を 順次 積 箇 ね た 形 の 電池 を 作り , 光 の 入射 側 に 近い ほ 
ど 禁 止 帯 の 幅 を 大 きく し て お け ば , 波長 の 短い 方 の 光 か ら 順 
次 各層 に 吸収 され て . 太陽 スベ クト ル 全 体 を 有効 に 利用 し 得 
る で あろ うと 提案 され て いる _ 
さら に 現在 利用 し 得る 段階 で は な い が , CdTe 着 膨 に お 
ける 大 電圧 の 光 起 電力 効果 や に も 言及 し て いる i 
文 献 te 
(1) Goldstein and Pensak : J.A. Phys., 30, p 155, (1959). f 
i 


ator 


質 か ら 情 報 の 伝達 に は , 印刷 配線 に 交 し た 容量 結合 が 用 いら a 
れ , バイ アス 磁界 の 極性 を 反転 し て 位相 を 90° シフ ト し 容 } 
FT 

| 


le OC 


y \} \ ! 


の 
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" 時 結合 に よっ て また 90° シフ ト し て っ ぎの 段 に 与え る . 発振 FEMERIONR + し NRF = Fue 
の 制御 は な 励 振 磁 界 の オォ ン ・ オ フ だ け で な く バ イア ス 磁界 の オ 用 いら れる . 図 5 に 構造 を 
ン ・ オ キオ フ で 行なえ る 、 スカ 信号 は 』 彼 
ある 励 振 条 件 で , 磁性 薄 身 が 作る 磁界 と 直 
膜 は 図 3 に 示し た 入力 信号 次 する ベイ アス ヌス 磁 
レベ ル の 関数 と し て 3 っ の 0 っ て 制 伯 き ” a 
状態 を も っ て いる . し た が ・ 


- ・ 一 方 向 性 を 7 
放っ て バイ アス 磁界 の 制御 に OS と れ を | 
て べき 値 素子 が で き OUTPUT 用 いる と クロ ッ ク 
許 る . 図 4 は 2 入力 べき 値 素 。 _ は 二 相 で 済む と と | 
請 子 を 示す 記号 で , 円 内 の 数 図 4 2 入力 べき 値 来 子 の ド と な る : & 
字 は 発振 を 保持 する に 必要 な 同位 相 入 力 数 を 示す . 以上 の 素子 を 用 いた シフ ト ・ カ ウッ ンタ , シラ フト ・ マ トリ グ 
放 また , 図 3 の 性 質 は 3 値 論 軍 宛 し で 梗 な る - ス な どの 例 を あげ て 説明 し て いる . (洋上 (前 委員 ) 
を Eo Nt 4 
0 = III-V 族 化 合 物 に お ける 満ち た , : の 遊離 結合 手 (各々 の SP' 混 成 軌道 結 a 
WE ミ また は 空 な 遊離 結合 手 : 出し て いる と いう モデ ル で ある . し か し 実際 に は 各々 の VY 族 
= D.B. Holt : “Filled and Empty Dangling 原子 の 結合 手 は 2 個 で な く 了 1/4 個 の 電子 を 有 し , 想 族 原 F< 

| 3Bonds in HM-V Compounds”, J.A. Phys. 31, 12 i 結合 手 は 零 で な く " 個 の 電子 を 有 し て いな けれ ば な ら な いで $ 
局 Ep2231, (Dec. 1960). 田中 利雄 訳 [資料 番号 5211] ミ と を , 共鳴 の 考え を 入れ て 処理 し て いる . 1 
相 -V 族 化合 物 半 導 休 の エッ チン グ や を 成長 速度 が 軸 方 向 お と の 考え を 転位 の 構造 に 適用 し た の ち , 世 族 原子 で 終わ 


よび その 向き に よっ て 著しく 異な る こと を 説明 する た め に 提 60" 転位 は , 強い 線 状 の 電荷 を 得 て , V 族 端 60° 転位 より 大 
案 さ れ た Gatos, Moody, Lavin 等 の モデ ル (後述 ) に 批判 き な 正 の 空間 電荷 を 伴う と と に な る と と を の ご べ ;- これ を Ge 
を 加え , と これ に 共鳴 の 概念 を 導入 すべ き で ある と と を 述べ : に お ける テ エッチ ング が 空間 電 和 荷 領域 に 信 i 存 する こと か ら 考 え 
上 の 理論 を 改良 し , これ に 基づい て 2 種類 の 転位 の 存在 の 可 て , 札 -V 族 化合 物 に お いて , 適当 な エッ チャ ント と 
| 有 態 倫 ど , その まわ り の 空間 電荷 の 大 き さ を 論じ , それ ら に 対 、 を 使え ば , V 族 端 60° 転位 を 出さ な いで , 相 族 端 転位 の 
する テ エッチング の 影響 を 述べ て いる . 現 わ す と こと が 可能 で ある と と を 示し て いる . 事実 と の と 2 
nt た と えば V 族 原子 が 顔 を 出し て InSb の (100) 面 で 観察 され , エッチ ング に よっ て 現 わ 
「 いる ID 面 は , 成長 の 際 付 加 さ れる 相 族 原子 に 対し , み は 相 族 原 子 で ある In 端 転位 で ある こと が , J.D. Ya 
ee ・ と と に 2 個 の 電子 を 有 す と R.M. Broudy に より 見 出さ れ て いる . 
る , 一 方 相 族 原子 が 顔 を 出す IID) 面 は V 族 原子 に 対し 空 
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の 高い 硫化 カド ミウ ム 結 品 を 用 いた 電界 効果 a スス 
| 作ら れ て いる . と の よう な トラ ンジ スタ を 解析 する &! 
キャ リア が お も に 熱 的 な ある い は 光学 的 な 対生 成 に こよ っ 
みみ 出さ れる 場合 , 伝導 度 を 決定 する の は 大 きい ドリ フト 


準 真 性 半導体 に お ける 光 伝 導 度 の 

電界 効果 変調 
RR Bockemuehl : “Field-Effect Modulation 
Oy Photoconductance mn a Quasi- Jntrinsic Semi- 
sconductor”, A Pi 12 42 Pp 2255 (Dec; 度 を 有する キャ リア で ある が , 空間 電荷 層 の 形成 は / 
1960 田中 利雄 訳 [資料 番号 5212] 動 度 を 有する キャ リア に よる こと と が わか る . 解析 結 5 
枯 中 で 高 抵抗 を も っ 光 伝 導体 の 伝導 度 の 電界 効果 座 調 は 電 。 に 示す とれ は 端子 特性 と キャ リア の 性 質 と の 関 
gE: の 性 質 に 強く 依 奉 する "人" に お け SE 補 、1 A 
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, 電子 の 寿命 =CL*)2 gD (CL 
a cas の 寺村 寺 の 直上 電子 の 易 動 度 NO [2 ke) (Gacl Vg)em*/V sec 
お よび 周波 数 に 対す る 応答 を 説明 し , さら に 準 真 。 対生 成 速度 f=2I,4lacLa lem'see 
正 孔 の ce 0 知る 方 法 を 提供 自由 電荷 密度 Pr=GmpLlac us coullem! 


i RY 空間 電荷 密度 . p;=2kV,la* coullem? 
* っ Nn 2 
Rk eT 


て きた ヵ tst rr ナー あい 3 


さ , >= 空間 電荷 層 の 厚 さ を 試 料 の 厚 さ zg に 等 し くす る に pinch of 電圧 。」 =10V 
必要 な 印加 電圧 一 (pinch off 電圧 ) 7,。=pinch off 状態 で チャ ネル 電流 I,=7 x10*amps_ 、 
整流 性 接合 を 流れ る 電流 , Gp=pinch of 状態 で の 整流 性 整流 性 接合 電流 Tp=5X10"amps 人 
| 接合 の 電圧 増加 に よる 伝導 チャ ネル 電流 の 変化 一 ゎ inch off 。 相互 コン ダク タン ス (ac) GC(ac)=4x10*mho 
| で の 相互 っ ンダ クタ ンス ), Ga。=pinch off 状態 で の 高周波 上 の デー タ か ら 求 め ら れ た キャ リア の 性 質 cc. 
の 相互 コン ダク タン ス ,。 と の 解析 が 硫化 カド ミウ ム 電 界 効果 。 正 孔 の 移動 度 A aar EF 
Rk ラン ジス タ に 適用 され て 表 2 の 結果 が 得 ち れ て いる . 電子 の 寿命 a=10'sec 


、 5 表 2 電荷 生成 速度 gf=10'coul/cm*sec 

二 電子 の 移動 度 a ON hee 
0 自由 電荷 密度 a 

の 空間 電荷 密度 p;2xX10“‘coul/cm* ; 
[A A チェ ッ ク に 使用 され た 他 の 端子 特性 

ん EN 加 流 性 接合 ュ ン ダク タン ス G,,=2X10*mho 

i k=10"farad/cm 短絡 電流 利得 8,=10 

測定 され た 端子 特性 (pinch off で ) | 
ンダ ク タン ス Gas=2X10-*mho ( 青 木 委 員 ) 


印加 電圧 を V, 降 服 電圧 を Vs と すれ ば M は ; 
1/M=1—(ViV)” 
で 表わさ れる か ら , 図 2 の よう な 負 抵 抗 特性 が 生ずる Vs 一 
VV が Vs の 変動 範 時 に くら 
べ て 大 きい 領域 で は ,M の 
場所 に ょ る 変動 が 小さ いか 
" ら , 電流 密度 が 一 様 化 され 
- Y 場所 に ょ っ て 一 様 な 電子 な だ れ 降 服 は 観察 され 0 100 200 る . た と えば r=2, Va=29 
本 論文 で は , 図 1 の よう な 三 層 構造 を 持つ シリ ョ ン ~30 V, V=28.9V と する _ 
0 、 図 2 電圧 - 電 流 特 性 と , Va=29 V の 部 分 の 電流 
密度 は Vs=30V の 部 分 の それ の 10 倍 以上 と に な る が , V= 
23 V の と き に は 電流 密度 比 は 1・05 に 留まる . な お , = ミッ ーー 
| 


三 層 構造 を 持つ シリ コン ・ ダ イオ ー ド 

に お ける 一 様 な 電子 な だ れ 

A .. Goetzberger : “Uniform Avalanche Effect 
Silicon Three-Layer Diodes”’, J.A. Phys. A 
3 2260, (Dec. 1960)。 多田 邦雄 訳 [宮村 秋 


タ か ら の 注入 が 一 様 で ある こと ゃ も 電流 密度 の 一 様 性 に 寄与 し 
A 4 ee 

本 素子 は 周辺 部 の 影響 を 除く た め の 保護 リン グ を 備え 拡 
散 ヵ 層 を と うし て 光 放 射 を 観 守 し て 一 様 な 電子 な だ れ 降 服 な 


観測 され た . エミ ッ タ 層 を エッチ し て 除い た と と ろ , も は や 
お いて は 電流 増本 率 « と な だ れ 増 倍率 MM と の 積 。 一 様 な 電子 な だ れ 降 服 は 見 られ ず , 典型 的 な マイ クロ ョ ・ プ ラ 
いう 関係 が 成立 し て いる が « は 電流 と 共に 増大 し , ー ズ マ が 観察 され た . ( 電 林 村 員 ) i 

ーー リード リレー の 詳 特 性 N 


Peek. Jr, “Magnetization and Pull Cha- 
fics of Mating Magnetic Reeds”, B.S. 
2, ® 523, (Mar.1961) , 富田 泰夫 訳 [資料 


hazoMUIN A 25 MIL-IN 
© 50 MIL=IN 
b=i00 Mit=IN 2 100 MIL=IN 


し て ひる く 使用 きれ で てい る リー ドリ レー の 設計 基 


Oy EM 約 な 計算 決 を 示し 。 hiv 
と し て 最小 感動 アン ベア ター ン に な る まで の 時 間 (その 
ド は 動か な いと し て ) と 最初 か ら 定常 値 に な っ た と し 

1 間 の 和 と し て 示し て いる .。 すなわち , リー ド の 幅 
ん 電 な り a, 空 げ ば げき z と し て 種々 の 寸法 の リー ド に 
: の 吸引 力 下 , 磁束 の の 関係 を 測定 し た 結果 , 磁気 飲 
026 由 囲 で っ ぎの 関係 が ぁ ある と と が わか っ た . a 
ta 1 に 示す . 
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テフロン 繊維 の NMR 玖 収 

D. Hyndman and G.F. Origlio : “NMR Ab-: 
= sorption eRon Hibres sd A Phya «3316 1,S 
に る 1849, Nov. 1960). 橋 植 健司 訳 [資料 番号 5215] = 
テフロン を 延伸 し て 結晶 を 配向 させ , NMR を 170°K-380° 
3 た わた っ て 観測 し た . 図 は テ フ ド ン 繊 維 の F" 共鳴 吸収 
| 微分 曲線 の 半分 を 示す - それ ぞ れ 長き 方向 が 磁界 た 対し て 0, 
‘48°, 90° の 角 を な し て いる 場合 で ある . 234?K に お ける 三 つ 
の 吸収 線 は 各々 ニニ つ の 成分 ( 幅 の 広い 方 は 結晶 領域 に よる ゃ も 
。 | せま い 方 は 無 定形 編 城 に よる も の ) に 分 けち れる .345"K 
45° に 配向 させ た も の で は , 結 醒 領域 に よる も 
無 只 形 依 城 に よ る 幅 の せま い 吸収 線 の 中 に た かく れ て い 
$cocss は 234?K と 345"K の 間 の ある 温度 で 結晶 の 相 
も つこ と - を 意味 する . また , と の 図 か ら 吸 収 線 の 形 
Ee i 税 明 する と Mg 


te 


vr 
nn 


- 、 る 個々 の 結晶 の スペ ク トル の 結 
ある 温度 に お ける 二 っ の 成分 の 
、 - る の で ある か ら , と れ ら の 個々 
: oN 0 広い 吸 


DD? Zz eT 
zabF TG ER 
k=6.66++44.4 h/b C2 


z=0 の と き の 吸 引力 を Zu; スチ フネ ス s, 最大 空 げき XX 
と し て 接点 圧力 (Fo 一 sX) が 最小 必要 圧力 下 。 以上 お よび 接 「 
点 の ステ ッ キ ング 防止 上 sX の 1/ ヵ 以下 と いう 条件 か ら , 

c=kla, c=X:/X, (CX, 最大 応 最小 空き ), 飽 秘 束 の 培 
90% を B", 線形 の 限界 80% を B', ca=Fo/F,' =(B"|B'?* と ; 


* 


す る を rs 
4cXy CC 0 ' 4 
RO i 
1+ ヵ ul 
bB Re で 
RE C2 


な る 関係 が あり , XGi, 下 。, , cz が 与え られ 4 が 製造 上 
きめ られ る と 。 まず (3 より c し た が っ て 々 が 求め ああ られ る 
(④ (⑤) か らち 7 (⑥) か ら s, し た が っ て 長き 4 が 求め 
れる . 実際 に は と れ に 実 全 率 を か け て きめ る . 図式 解 の 一 例 
を 図 2 に 示す -. eK 4 
その 他 , 実際 に は 途中 で 形状 が 変化 し て いる た め の 補 正 に " 
つい て も 示し て いる . air return path の レラ クタ ンス に つ ) i 
いて は leaky transmission line と し て 求め , 短い 線 給 が 空 基 
ば げき 部 に 集中 し て いる と 能率 が よい こと と を 説明 し て いる 』 な 
お パー ミア ンス は 回 転 だ 円 体 の も の を 引用 し て いる . 動 
間 に つ いて は 前 述 の よう に 近似 計算 式 を 示し て いる . 実際 値 
と 計算 値 と の 比較 は し て いな い が , 簡 陰 式 の 合理 性 を a 
に 実験 値 で 示し て いる . 


化 は な い . も ! 
が 鎖 山 の まわ 
転 に よる も 0 
ば と れ は 上 
ら 説 明 で き 
の 軸 繊 維 の 
の 方 向 と 一 3 


と 細 が の ィ 
角 は 不変 で あり , | 
oh oe と は 


1130 


| 体 に つい て 平均 を と っ た も の と な り 幅 は せま ぐ な る . また 定 
| 量 的 な 説明 は 二 次 モ ー メ ント の 測定 か ら も で きる . 285°KK の 
| 「 転移 は 結晶 山 の ま わり の 分 子 内 回 転 で , 自由 回 転 か , 振動 的 


高 エ ネル ギ 放 射線 照射 に よる 
誘電 体 の 改良 
F.B. Waddington : “Improved Dielectrics by 
neans of High-Energy Radiation,” J.I.E.E. 6. 


, た も の で ある . 内 容 的 は 比較 的 多く の 人 に 知ら れ て い 
F 柄 ば か り で ある . 


料 の 化学 結合 を 破る とこ i 放射 線 昭 負 は 、 

和 D 結合 を 破っ て , 物質 を 分 解 さ せる こと, 

i 破 られ た 結合 と 他 の 結合 と の 反応 に よっ て 別種 の 化 
| 合 物 を 作る こと . 

等 の 作用 を も つ . 以下 G③ の 場合 の 例 を あげ て みる . 

不 飽和 の 結合 を 含む 有機 化合 物 一 ethylene, acetylene, 
nO :Tu に が 夫 の 和 ま 信久 まで 人 で 
重合 に は , 高温 , 高圧 , 触媒 等 の 助け を か り た が , 照 
れ ば その 必要 が な い . た と えば 熱 に 弱い 材料 を 。 上 記 
被覆 する と と 等 が 可能 に な る . 


コン デン サ の 寿命 調査 ; 

i : “Lebensdaueruntersuchung an 
nh a NT NT Not; 
佐々 木 訳 ohio Ri 


3 ts a te \ 
a \ て 調査 し た . 


“ 了 克 知 


どの よう な 問題 が 存 
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分 振動 的 回 転 が お こと っ て いる の で あろ う . 


(青木 委員 ) ー 


tetrafluoroethylene と perspex と は 普通 の 方 法 で は 接合 し 、 


得 な い . 固体 p.t.f.e. の 表面 に , 液状 の monomeric methyl 
methacrylate を 付 落 させ , 無 酸素 状態 で 照射 する と , pt.f.e 
表面 に ユー2 mils (25~50 ミク ロン ) の 厚 さ の perspex film 
を 作る こと が で きる 。 必要 が あれ ば その 上 に perspex を 接 
佑 す る と と は で きる 
3) バテ の よう な 物質 一 た と と えば polydimethylsiloxame 一 
を , ゴム 弾性 を も つ 物 質 一 一 とこ の 例 で は シリ コ ュ ン ・ ゴ ムー 記 
か える - 
4) _ 熱 可 嘱 性 材料 を 耐熱 性 の も の に か える . た と えば , poly- 
urethane は 通常 250C で , と け て 液状 に な る が , 4 MeV, 
200 Mrad の 照 敵 を し た も の は , 温度 を あげ て る も 固形 の まま 
で いる . と これ ら の 材料 は 注 型 し た の ち , 放射 線 昭 射 を 行なっ 
て , その 形 を くず すこ と な く , 
で きる 


G) の 応用 例 と し て 。 発泡 を あげ て お こう. た と えば 分子 


量 の 大 きい polydimethyl siloxane 液 十 polythene 微粉 末 


十 始 射 に 敏感 な 分 解 材 (発泡 剤 ) に 放射 線 を 照射 する と , 一 

方 は cross-link し て シリ コン ・ ご ム を 作り , 他 は 発泡 剤 の 

役 月 を 果たし て ;』 発泡 シリ コン ・ ご ム が で き 上 が る 、」 
(斉木 委員 ) 


まず 紙 ユ コン デン サ で ある が 、 こ 
壊 電圧 で あっ て , これ は 紙 の 中 へ の 導電 性 微粉 末 の 混入 や , 
湿気 よび 不純 物 に よる 含浸 剤 の 酸化 , 
生成 に よ っ て 誘電 体 が 分 解す る こと が 原因 で ある 、 と の 寿命 」 


は t=A’'exp.—a 4 7 で 示さ れ ,、 る で 


V は 動作 電圧 、 V。 は 平均 絶縁 破壊 電圧 、4A', B', a, る は 色 
々 な 製造 条件 に よっ て 決ま る 常 数 で ある 図 1 に は 各 Vu/V 
に お ける 温度 と 寿命 と の 関係 を 表わし て いる 


エネルギ 的 に みる 3 : 多 


所 要 の 特性 を も た せる こと が 2 


こ で 問題 に な る の は 絶縁 破 


電気 分 解 脂肪 酸 の 
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5 タン タル コン デン ササ 寿命 (温度 の 影響) eR 
MP = msds, NRONLE 
縁 破壊 を 生じ て ゃ も 不良 と は な ら な い . こと と で 問題 と な る の は 
容量 減少 で あっ て , 絶縁 破壊 に よる 蒸 3 人 属 の 消失 面積 は 
さい た め 影 響 は な く , むし ろ 恭 着 金 属 層 が 残留 湿気 ゃ 不純 物 
に より , 電解 作用 を 生じ て 消失 する 原因 に よる も の で ある 』 」 i 

図 2 は 95°C で 各 電 圧 を 印加 し た 場合 の 容量 減少 を 示す . ま 」 
た 図 3 は 95°C で 寿命 試験 を 行ない , 容量 変化 10% 以 上 。 損 Pt 
失 は 初期 値 の 2 倍 以 上 , 絶縁 の 時 定数 は 700 sec. 以下 を 不 委 ns 
と 判定 し た 場合 の 不良 発生 状況 を 示す TR 
タン タル コン デン サ は 固体 半 導 休 を 使っ た も の に つい て 調 
査 し た が , 容量 大 少 が 僅か あり 最も 問題 と な る の は 漏れ 電流 
で ある . 寿命 試験 の 結果 で は , 定格 電圧 の 高い 程 , 焼 結 
な わ ち 表面 積 の 大 きい 程 。 さら に 周囲 温度 の 高い 程 , 漏 
流 の 増加 が 大 きい . 図 4 お よび 図 5 は 漏れ 電流 の 不良 限界 Ll 
規格 値 の 2 倍 に し て 寿命 試験 を 行なっ た 結果 で ある . ” 
( 震 田 (を 委員 ) ー 3 に 
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SR pt 
と と に , s=[ 気 濃度 で に お ける 誘電 率 〕 区 a 


湿気 の 影響 
H. Veith “Einfluss der Feuchte auf die elekt- 
E78 rischen Kenngrdssen Von Kondensatoren”,N.T.Z. 
E13, 11, p 519, (Nov. 1960)- 佐々 木下 訳 [資料 
番号 5218] i | 
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4x ta * 図 1 誘電 素 に 双 ぼ す 温 度 の 影響 ( 格 々 の 湿気 条件 ) 


| 容 さ れ て いる . 10 本 の 水平 路 は 5 本 の 算 直 路 に 接続 す 


有 有 | - テ . その他 の 亜 直 路 は 本 部 向け トラ ンク また は 他 の ト 
ラン に 接続 され る . 


有 を 邊 めし. 収容 位置 の 検出 を 行ない 発信 線 を コン トロ ー 
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モー メン ト 〕 MN=【 ダ イボ ー ル の 数 〕 p=[ 密 度 〕 ヵ =[【 誕 折 率 〕 
添字 (0) う , (1) は それ ぞ れ (誘電 体 ), ( 水 ) を 表わす . ス 
チロ Fー ル フィ ルム コン デン サ に 対す る 容量 変化 の 一 例 を 図 1 


" Mas ee 
| 証 国 還 所 罰 義 覆 剛 
ョ 区 鐘 本 記 選 暗 昭 
を 音 理 下 也 臣 吾 再 思 
OT 


105 Hz 106 

v Frequenz ——e— 
2 唄 湿 状態 に お ける 周波 数 特性 容量 偏差 

に だ 示す] 周波 数 特性 に つい て は 図 2 に 示す よう に 水分 の 分 
布 が 物質 中 で 均一 と な る セル ロー ズ の よう な 物 と , 表面 に 集 
中 する セラ ミッ ク の ど ご とき 物 で は その 様相 を 異 に し て いる . 
絶縁 抵抗 は , 電離 し た 水分 子 の 数 と 電離 せ ぬ 水分 子 の 数 を そ 
れ ぞ れ ヵ nz, zz と し , 電離 に 要する エネ ル ギ を U び と すれ ば , 


I RA 4 


102 103 10% 


ど な ろ る . この 模様 は 図 3 に 示さ れ て いる . 

2. 湿気 に よる 電気 的 特性 量 の 時 間 的 変化 で あっ て 一 般 に 湿 
度 は 拡散 現象 と 同一 に 次 の 微分 方 程 式 で 表わさ れる . スチ ョ ド 
フレ ッ ク ズ コンデ ン サ の 吸湿 の 場合 は この 式 が あて は まる . 


-D テ (EF) その 解 は 


C=C ee as ) 


10° と こと に ,。 C= 湿気 濃 度 ; 
C4』=[ 周 囲 の 水分 濃度 ], 

10° の =【〔 拡 散 係数 〕 で ある . 電 
気 的 特性 の 時 間 的 変化 は 構 

10" 成 部 分 の いろ いろ な 吸湿 量 
§ の 積分 値 と し て 表わす と と 
i が で き . 多年 の 寿命 試験 の 
結果 か ら 樹 脂 ケ ー ス に 入れ 

られ た 紙 コ コンデンサ の 絶 緑 
抵抗 の 変化 の 例 で は 図 4 に 
示す よう に な る . し た が っ 

2 ゃ て, 絶縁 抵抗 の 時 間 的 変化 


4 8 
Feuchtigkeitsgehalt ——~ 
図 3 ペー バ コ ン デン # サ の 表 混 。 は 次 式 で 表わす こと が で き 


に よる 総 線 低 下 る . 


2 Rs R, 
ーー DT 


図 4 ベ ペーパ バ コンデンサ (樹脂 ケー ス ) の 超 緑 抵抗 
(黒丸 お ょ び 実 線 は 理論 値 ) 
(吉田 ( 金 ) 委員 ) 


緊急 通話 用 集 線 装置 


P.W. Wadsworth : Emergency Reporting. The 
Bell Lab. Rec., 38, 9 


£ Concentrator System”, 


=p 342, (Sept. 1960). 近藤 貞 吉 訳 [資料 番号 5219] 5 


と の 方 式 は 火事 , 災害 , また 一 般 の 忠 急 事態 通知 の た め に 
使用 され る も の で , 人 各 電 話 機 は 都市 の 定め られ た 位置 に 設置 
され , 集 線 装 置 は 特定 局 に 集中 設置 され て いる . 従来 の 直通 
線 で よる 通知 方 式 で は 緊急 本 部 の 過 席 台 に 個々 の 電話機 か ら 
の 直通 線 を 収容 する と と と な り , 大 都市 で は 多数 の 回線 を 引 
く 必 要 が 出 て 来る . 一 方 これ ら 上 緊急 用 電話 機 か ら の 呼 率 
は 非常 に 低い た め , と の 方 式 の ご と く 集 線 装置 を 用 いる 
と と で 経済 化 が 達成 され る . 一 群 200 回 線 ま で 収容 で 
き , 宮 回 線 は 10x10 クロ スパ ー ス イッ チ の 水平 路 に 収 


, スイ ッ チ は 2 分 割 さ れ て いる . 1 乗 直 路 は ュ コント ャ セ 


発信 者 は 受話 器 を 持ち 上 げ る だ け で ダイ ヤル は し な 
い 」 ライ ン 回 路 で 検知 し て マー カ と 類似 の ュ ン トロ ー ラ 


ラ へ 引込 むせ. 引込 まれ た ルー プ 上 で 上 時 の 極性 転換 に よ 
り 呼 び が 火災 用 か 警察 用 か を 識別 し 該当 本 部 へ の 接続 制 


STATION No.3125 


御 を 実施 する . 応答 扱 者 の 信号 に より 発信 電話 機 の 番号 が 局 
か ら MF で 本 部 へ 転送 され , 日 付 , 時 刻 と 共に チケ ッ タ に 記 


録 さ れる . 回 線 は 貞 席 取扱 者 に より 保留 する と こと が で きる . 「 


コン トロ ー ラ は 障 寄 時 に 二 次 試行 が 可能 で , 障害 状態 を レコ 
ー ダ に 記録 させ る と と が で きる . 天 炎 本 部 向け トラ ンク が 全 
話 中 の 場合 に は 火災 通知 の 発信 で あっ て も 警察 へ 自動 的 に 款 


回 で きる 機能 を も っ て いる . 緊急 の 程度 に よっ て は 両 本 部 を 


結ぶ 回 線 で 通話 が 行なわ れる . 信頼 度 向 上 に 特に 注意 が 払わ 
れ 、 回 線 , 中 継 線 。、 セ ンダ ,、 出 ト ラン ク 等 の 自動 試験 機能 も 
具備 し て いる . 
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本 配線 盤 で て 使用 する 新 密 封 形 保安 装置 
P.P. Koliss : “A New Enclosed Main Frame 
3 Connector,” Bell Lab. Rec. 38, 9, p 347, (Sept. 


KN 


け 和 形式 の 端子 が 右側 面 に 設け ちら れ て いる . さら で, と の 保安 
装置 の 取付 け , 取 は ず し が 従来 の で 形 に 比 し , か な り 便利 に 「 志 
な っ て お り , 障害 時 に 局 装 置 と ケー プル 間 を 速 か に 切断 す 導 7 

; 吾 と と が で き 2 る 点 が 民 fF に 軍 大 大 な 意味 を も っ て い る る 。 3 
電話 局 の 本 配線 上 に は 雷 と か 電力線 等 の サー ジ か ら 局 装 置 ul 
を 保護 する た め に , C 形 保安 器 が 使用 され 現在 まで 50 “RN 
年 の 長き に 及 ん で いる . 左 図 に 示さ れる よう に , 1.5 億 CAO CNR 1 
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有 | の 朋 大 電流 に 対し て 動作 する 熟 線 給 と , 500 ボル ト ( a 
有 頭 値 〕 以上 で 短絡 する 炭素 避雷 器 か ら 構 成 さ れ て いる . 計 ド Sd Yr 

最近 ベル 研究 所 バル チ モ ア 分 室 で 新しい 材料 で 新しい COLORED へ や wf 
機構 を も っ た 新 密封 形 保安 装置 が 実用 化 さ れ た . 右 図 に BN t 


さり 明らか な ど ご とく, スプ リン グ 接 点 が 表面 へ 出 て いな 。 で 前 員 導 導き 半 OY 
: いた め 不 注意 に よる 短絡 の 可能 性 が 除去 され , また 回 線 FP CAP*AND § ND SLEEVE | 
放 」 試験 用 の テス トバ パネ ル が 特に 設け られ て いる の で 保守 が 
衣 拉 便 と な っ た . な お 本 配線 盤 は 交換 装置 に 加わ る トラ ヒ 
; ッ ク の 平衡 を 保 た せる 重要 な 機能 を 有する が , と の ジャ 
| ン パ 切替 え を 容易 に する た め , 交叉 結線 用 端子 に 特に 注 


=p 329, (Sep. 1960). 秋山 稔 訳 [資料 番号 5221] うに 調 争 きれ て お り 、 か つっ Q。 は 比較 ペル ス に より 導通 二 
本 文 は 米国 の ベル 研究 所 の PCM 電子 交換 機 ESSEX る . し た が っ て 図 か ら も 容易 に わか る よう に 入力 パルス の 進 
使用 され た 磁 わ い 形 超 音波 遅延 線路 に 関す る も の で ある . み , 遅れ に 応じ て C お ぉ よび D の 出力 パル ス の 幅 は な そ 
の 線路 は 直径 0.003 イン チ の Supermendur 線 で . クビ ッ れ 変 化し , その 整流 出力 を 取り 出す と と に よ 5 検出 が 行 
ク 1.5 Mc の パル ス で 使用 し , 遅延 時 間 は 5~130 zs の 間 で れる . 
調節 可能 で ある . 各 定 数 お よび 特性 は 表 1 の 通り で ある . また スイッチ ング に 使用 する 制御 パル ス の 位相 記憶 回 
_ 局 間 中 継 線路 に お いて PCM 信号 は お よそ 7 gs/mile の に ゃ も 遅延 線路 が 使用 され て お り , と これ と 13 bits の シフ トレ ジ 
割合 で 運 延 を 生ずる . し た が っ て 中 央 の 変換 局 の 入口 に お い スタ が 組合 わ さ れ て 合計 192 bits (24x8) の 記憶 を 行 な 
i ' の 遅延 時 間 を パル ス ・ サ ンプ リン グ 間 隔 の 整数 倍 と な いる . 書き 込み , 読み 出し , チェ ッ ク , 消去 な どの 操 人 
衣 ® フト レジ スタ 部 で 行なっ て いる . クビ ロック は 1.536 Mej 


有意 が が 払わ れ て いる . すなわち ハン タダ 付け せ ず に 済む 巻 付 ( 議 木 委員 ) 
7 沿 
PCM 電子 交換 機 に 使用 され た : 1 は 伝送 され て きた 入力 バルス の 基準 ク ョ ッ ク に 対す る 

| ミ 超 音 波 遅 延 線 路 ミ 進み , 遅れ を 検出 する 回 路 で , 端子 4 に 入力 ペル ス が , 端子 ) 
$y ミ D.A. Aaronson and D.B. James : “Magneto- 3 の ERA 地 2 の パル ス だ け 位 想 の ずれ た 比較 7 oN 
i strictive Ultrasonic Delay Lines for a PCM Com- ス が 加え られ る . トラ ンジ スタ Q: が 入力 パル ス に よ 9f il 

3 = manication System,, Trans. I.RIE., EC-9,3, 5 し て いる と き , Q:, Qs。 は その どちら か 一 方 の み が 導 通す る 
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は 125 zs で ある . 
ESSEX は 3 個 の 伝送 遅延 調節 回 路 と , 9 個 の 記憶 用 遅延 


トラ ンジ スタ 帯域 内 信号 装置 

A. Weaver : “Transistorized Units for In- 
band Signaling”, Bell Lab. Rec. 38, 10, p 377, 
= (Oct. 1959) . 勝見 幸雄 訳 [資料 番号 5222] 

従来 か ら ベ ル シ ス テム で は トラ ンク 用 の 信号 装置 と し て , 
真空 管 を 使用 し た 音声 帯 城内 信号 装置 が 使用 され て いる . 電 
話 ト ラジ ヒッ ク の 増大 に 伴い 低廉 な 搬送 装置 の 出現 と 相 ま っ 
て , 市 外 回 線 は も ちろ ん , 局 間 中 継 線 を ます ます 搬送 化 さ れ 
る 傾向 に ある . 一 方 ベル シス テム に お ける 交換 系 お よび 中 継 
用 トラ ンク に は 多く の 形成 が ある. と これら の トラ ンク に 適用 
で き , 小形 で 電力 消費 が 少な く , 低 価格 で 保守 の 容易 な 音声 
帯域 内 信号 装置 が 実用 化 さ れ た . こと こ の 装置 に は 固体 電子 部 品 
お だ おま びっ スト の 点 か ら ソ イヤ スプ リン グリ レー な ら び に 水銀 
接点 リレー を 使用 し て いる . 

種々 の 交換 
系 に 適用 する 
た め , 6 種類 
の 新 形 信号 装 
置 が 実用 化 さ 
れ た こと これら 
は すべ て 現在 
」 の 交 換 局 の 3 
還 計 つの 重要 な 特 
剛 人 徴 、 すなわち 
| 市 外線 か 局 問 
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図 1 希 域 内 信号 方 式 の 基本 的 な 構成 
市 外 ト ラン グ 用 と し て は 4 線 終 端 装置 
( 図 の 4-WIRE , TERMINATING 
有 中継 線 か , 2 SET) は なく , 4 線 式 トラ ング は 図 の 
- 線 式 か 4 線 式 A 点 で 交換 機 と 接続 され る 
| か 一 方 向 動作 か 両方 向 動作 か 等 に 基礎 を 置い て いる . 
6 三 類 の うち 1 つっ は 市 外 ト ラン ク 用 , 5 っ は 局 間 中 継 線 
議 】 用 で あろ る . また 別 の 区 分 に よれ ば 2 つ は 両方 向 ト ラン 
有 有 用 で 残り の 4 っ は 1 方向 トラ ンク 用 で ある . 
市 外 ト ラン ク 用 淀 城内 信号 装置 の 基本 的 な 構成 は 図 1 の と 
放り で ある. 到来 信号 トー ン は 増幅 され , 振幅 制 良 され て 信 
ラー 抑圧 回 路 に 伝送 され 直流 増幅 器 に 出力 を 与え アリ ー ド を 
| # 務 させ る . 信号 トー ン 以外 の 周波 政 が あれ ば 出力 は 現われ 
有 有 な い - 音戸 回 路 に は 芝 城 腸 止 回 路 納 お よび プロ ッ キ ング 増 凡 
| 層 が あり , 後者 は 信号 時 に 交換 側 で 発生 する 雑音 や トー ン 


一 艇 気体 の 羨 気圧 デー タ 

R.E. Honig and H.O. Hook : “Vapor Press- 
ure Data for Some Common Gases”, R.C.A. 

Rev., 11, 3, p 360, (Sept. 1960). 小松 良 策 訳 


| = [次 料 番号 5223] 

有志 真 定 ぉ ょ び 低温 を 用 いた 研究 で は 400K 以下 で の 化合 
物 の 茶 灸 圧 に 関す る 知識 が 軍 要 で ある . と れ に 関連 し た デー 
| は 1935 年 に Kelley, 1947 年 に Stull, ぉ よび 1958 年 に 
Kubaschewski と Evans に ょ っ て 次 料 の 収集 。 評価 が な さ 
ko 有 れ た : じ か し 圧力 範囲 の 狭 さ (10! か ら 10!mmHg) を 類 ら 


| わし い 値 の 計算 の た め 必 ず し も すぐ 役立つ 情報 を あたえ る 


ES ! 
i 
隊 陸 ーー 


海外 論文 紹介 


回 路 を 使用 し て いる が , と れ ら は 約 2 年 の 間 安 定 に 動作 を 続 
け て いる . (秋山 委員 ) 


が 信号 装置 に 入ら な いよ うに する . 信号 トー ン 交 送信 端 に 供 
給 さ れる と 信号 一 抑圧 回 路 に 発生 し た 電圧 は ブ プ ェ ッ キ ング 玉 
幅 器 の 音声 伝送 路 を 急速 に 開く . 直流 増 編 器 の 動作 に ょ り 葵 
域 阻止 回 路 網 が 音声 回 路 に 挿入 され 音声 伝送 路 は 再び 閉じ ら 
れる . 

図 2 は 一 方 向 ト ラン ク の 発信 側 お よび 着 信 側 信号 装置 の プ 
ロッ クダ イヤ で , 点線 は レ ペ パー チ プ バル スズ 方 式 の 共に 必要 な 
付加 装置 を 示す . 実線 の 場合 は つぎ の よう に 動作 する .。 トラ 
ンク の 空き 状態 で は 両方 向 と も 2600 c/s が 連続 し て 送ら れ 
る . トラ ンク が 捕捉 され る と 2600c/s は 止 り 発信 側 は “スタ 
ー ト ダイ ヤル "” 信号 を 受信 し て か ら 数 字 情 報 を 伝送 する . 被 
呼 者 応答 に より 着信 側 よ り の トー ン は 止 る . 発 ・ 着 信 両 端 に 
は 正 お ょ び MM 信号 と ルー プ 信 号 と の 間 の 変換 器 が あぁ る 。 レ 
バー チ プ パル スズ 方 式 の 場合 に は 交換 機 の 動作 中 , 各 ス テッ プ 
ど と に 短い パル ス を 発信 側 に 送り 返す 必要 が ある た め , 第 2 


ORIGINATING END 


TERMINATING END 
図 2 1 方 向 ト ラン ク の 両端 局 に 必要 な 信号 回 路 
点線 お よび 点線 で 囲ん だ 部 分 は レバ ー チ プ 
バル スズ 方 式 に 層 要 な 部 分 と その 構成 で て ちる. 


の 周波 数 2000c/s トー ジン を 使用 する 応答 信号 中継 線 話 中 
信号 等 は 2600 c/s に より 送ら れる . 図 の 制御 回 路 に ょ り 受 信 ) 7 
機 の 動作 時 間 を 信号 受信 中 は 速く , 通話 中 は 遅い よう に する . 
これ ら の 新 形 帯 城内 信号 装置 を 局 間 ・ 市 外 ト ラン クタ に 適 肝 
する と と に より 加入 者 ダイ ヤル 範囲 を 一層 拡張 する だ ろう . 
(貝塚 (前 委員) 


ーー 


も の で は な い . とこ と で は と れ ら 3 資料 に 基づい て 1960 年 4 月 
1 日 以前 に 発表 され た デー タ , ある い は 利用 し うる 結果 か ら . 
室温 で 気体 の 化合 物 中 最も 一 般 的 な 気体 で , 蒸気 圧 デ ー タ の 
信頼 し うる も の か ら 26 種 を 選び , 燕 気圧 対 温度 の 関係 を 図 お 
よび 表 に まとめ て 掲げ , また 転移 点 , 融点 お よび 沸点 と と れ 
ら 各 点 に 関係 ある エネ ル ギ を 選択 評価 し 一 覧 表 に し た . 同時 
に 参考 文献 (論文 数 33) も 合わ せ 示 し た . 
燕 気圧 対 温度 の 図表 を っ くる た め に は 実験 結果 を 
logw ?=AT!+Blogi, T+CT+DTI+E 
ヵ = 革 気 圧 (mmHg また は Torr) 
アプ = 絶対 温度 で K) 


= Nr pt 
(123 


“4 ‘ 
: i i 
EG GC lt 
\" ON by. “ 


昭和 36 年 7 月 電 気 通 信 学 会 雑誌 第 44 券 7 号 1135 


て A, B, C, D, E= 名 気体 に 特有 な 常 数 HBr; HCL, HF HO, HS He, Th, Kr Ns NIORNOMES 
| の 形 に 表現 し て , ニュ ェ ュー トン の 方 法 に より 所 定 の 圧力 に 対応 NH。, Ne, O。, SO;, Xe, で 蒸気 圧 の 範囲 は 10 がら 10- コ 5 


計 
| する 温度 を 計算 機 で 求め た . こと の 資料 に 述べ らち れ て いる 化合 mmHg で ある . ( 三 ド 委員 4 
Ar Br; CH;, CD,1CO,, COS; CS,; Cla, Fi; Hi f 


の デイ ジッ ト が 記 民 され て いて , それ と の 相関 係 政 を 求め 。 F< 
最も 相関 係数 の 大 きい 音声 で ある と 認識 する . 

音声 は 休止 期間 is S 音 され る . 6 人 の 男性 お よび 1 
人 の 女性 が 対象 と され て いる . 男性 5 人 の 平均 と 標準 ディ ジ 
2 Matching”, ASA NT L110 1450; CNov, int 3, た だ 1 人 の 男性 の 間 導 声 を 標準 に し た 場合 湖 
ミ 1960) . 水町 守 志 訳 [資料 番号 5224] 5 認 職 の 誤差 が 少な い 。 きた 示 志 の 総記 の 休 

人 間 に お ける 音 音声 の 放 8 識 は , 音響 学 的 お よび 言語 学 的 に 行 to 同一 時 間 表 に する と , 認識 の 誤差 は 少な ぐ な る . 胃 家 0 
詳 な われ る わけ で ある . 音声 の 音響 学 的 特徴 を 主眼 と し て 計算 性 の 音声 を 標準 に し て 女性 の 音声 を 認識 きせ た 場合 と に は 大 
| 板 に i Sie nia き な 誤 差 を 生じ る . と れ は 性 別に より 音声 が 本 質 的 た 差異 を 
放 実 険 は 0 か ら 9 の 音声 を 対象 と し , 音声 を 周波 数 淀 域 ろ 波 。 示す も の と いえ る . i 
導 器 に より 17 チャ ネル 分 けた 後に 検波 する . 各 チ ャ ネル 出力 を 実験 例 が 少な いと し て 大 き な 結論 は 行なわ れ て いな いな が ”ー 


ミミ 時 間 周 波数 パタ ン 整合 を 用 いた 
音声 ディ ジッ ト の 認識 

ミ P. Denes and M.V. Mathews : “Spoken Digit 

= Recognition Using . Time-Frequency Pattern 


、 Re 
pt 


CEC 


衣 70c/s で サン プル し , 各 サ ンプ ル を 10 bit の 一 進数 に 直し た 認識 の 本 質 を 探求 する 上 で , と の よう な 計算 機 を a : 
TBM 704 で 演算 する . 各 音 声 の ディ ジッ ト は , 標準 音声 は 非常 に 有用 で ある と 主張 され て いる i 

有 ほ 区 収 体 を 兆 っ た 物体 を 長波 長 レ ー ダ b 0 を 

| ミ に より 照射 し た 場合 の 散乱 に 対す る TE 
トド A Es ば 1 b "ke y 
ミ 政 収 体 の 無効 さき に つい て また 後方 散乱 の cross- 3 g を も ち 4 
i R.E. Hiatt, K.M. Siegel and H. Weil : “The jlabl 6 


>' ", 
論文 中 で は , 例 と a ir 磁性 体 を か ぶせ た 場合 t ト 
つい て a, 2, 2g の 値 を 吟味 し て いる . 皮 村 中 の 導電 の 影 
鑑 を 調べ る と , gq に 対し て 高 次 の 項 と し て し か 利 か ず 


Ineffectiveness of Absorbing Coatings on Con- 
= ducting Objects Illuminated by Long Wavelen- 


5 oth Radar° TITRE 43; 8, 1p 1636,. (Sept. 1960): tiny RN CS 0 

5225 散乱 た 対し て ayleig cattering に お い 人 
本 芝 j の 区 生 を 示さ むしろ 聞 条 を 提 す る て と が 給 きれ る 。 図 
と の 論文 は 球 や 円 すい 状 を し た 完全 導体 に 薄い 電波 吸収 材 に 実験 結果 を し めす が 予想 され る よう に 政 収 体 を か ぶせ た ¢ 


料 を か ぶせ た 場合 の 電磁 波 の 散乱 の 問題 を 理論 的 実験 的 に NE 
失 討 し た も の で , 吸収 体 材料 内 の 波長 が 散乱 体 の 寸法 より ゃ も の が 
| か な り 大 きい と き , と れ ら に よる 電磁 界 の 散乱 一 Rayleigh いい r 
S attering 二 に つい て 調べ る の が その 目的 で ある . 散乱 体 の 1 
後 訪 で , と れ か ら 遠 く は な れ た 場所 で の 散乱 電磁 界 は , つぎ 
1 の 2 つの 電 隊 界 の 合成 と 考え られ る ; 
, ph) 磁気 ダイ ポー ル に よる ゃ も の 
電気 ダ な 


i= als, 


poai と する と 。 


zs 


) i i i ル 
(June 3 真田 帳 生 訳 ; 1 っ つ を 用 いて 管理 上 の ee 深 素 の を の 


re WT 


「 同 0 表 放 を 府 し と 共和 導 を し 3) る が a 


_ ジ も 拡張 する 結果 と な る . 現在 米国 東海 岸 の Loran-C の 実 
用 に 供 さ れ て いる . 図 1 (@ は 従来 の 方 法 に よる も の , 図 (b) 

は 多重 パルス に よる も の を 示し MM は 主 局 , その 他 は 従 局 の 
有 】 も の を 表わし て いる . 図 2 は と この パル ス に 人 符号 化 を 施し た も 
の で , 図 2(a) は 図 1(a) の 場合 の 主 局 パ ルス の み に , ま た 図 
| 2 (① ゎ は 多重 パル ス に 符号 を 付け た も の の 例 を 示す . 符号 化 は 
| 折 送 波 の 位相 を 180" ずら し て 行なう . 図 3 は この 信号 の 検出 
| 美 置 の 構成 を 示す も の で , 受信 機内 で system と 同じ 100 kc 
| の phase coding を 行なっ た 主 ま た は 従 局 の パル ス 配 列 を つ 
有 | さり) 受信 パル ス と 位相 比較 を 行ない , 両者 の 位相 が 完全 に 


M _SLAVES M 


一 致し た と き に の ぶ 正 の 出力 が 収 貞 され 2 search deriee 
停止 させ 受信 機内 の 発振 器 の 位相 を lock する . 図 2 に 示す 「 
ど と く 符 号 化 の 順序 は 第 1 回 と 第 2 回 で 異な り , 近接 し た 窓 7 
間 多 重 反 射 波 の 共存 する 場合 。 とこ れ に よる 出力 は 生じ な い . 

"実験 の 結果 SIN は 30~40 dB が 得 あ られ た . て ( 稚 委 員 う 

本 M_ Rr 

と は 、 また + 
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_ 多 生 的 自動 試験 系 の 万 能 要 素 
H. Rubaii : “The Universal Elements of 
ググ rpose Automatic Test Systems"”, Trans. 
IE-7, 2, p 24, (July 1960). 佐藤 茂 信 訳 
5227] | 昌 
爆 設 航法 や ミサ イル の 誘導 に お いて , と れ ら を 満足 
作 す る た め に は , 試験 系 統 (装置 ) に 依存 し た 農 験 , 
非常 な 努力 を 払わ ね ば な ら な い 。 と と で は 試 験 過 
が 解析 的 に 取扱 われ て いる , と の 試験 系 は 多く の 
いる と と が で きる よう な 茶 本 的 機能 を も つ 要素 に 
て いる . これら の 花 麻 機能 要素 は 理論 的 自動 多目的 
* と し て 組合 わ さ れ , と の 一 般 的 な 系 に 境界 条件 を 与え 
より 特 末 目 的 の 試験 系 を 作る こと が で きる . 
うな 構成 に よっ て 被 試験 系 の 時 間 に 対 する ある 状 能 
4 リン グ し て 求め , 内 挿 , 外 挿 の 操作 を 試験 系 で 行 
も の で 単 一 目的 の 手動 試験 系 に 比 し つぎ の 利点 が ある . 
| 複雑 な 系 の 動作 状態 を チェック す る に 要する 時 間 を 短 
和 
験 系 操作 員 の 将 練 度 を 軽減 する ・ 
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図 3 


(4) 保守 お よび 信頼 度 を 確認 する 記録 が 簡単 で ある . 

(5) 不 必要 な 単 一 目的 の 試験 装置 を 減ら す . 

(6) V/STOL の よう に 極め て 変わ り 易 い 系 の 試験 に 対し て で 
も 適用 で きる . . 
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roe i 


つぎ に 人 穫 者 は , 損 作 時 間 , 試験 器具 , 装置 に 関し て , 試験 
を ベク トル 的 に 解析 し た 後 。 多目的 自動 試験 系 の 万能 要素 を 
述べ て いる . § ( 稔 委員 ) ) 
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了 雪 和 36 年 7 月 


SSB に お ける 両立 性 の 問題 
K.H. Powers : “The Compatibility Problem 
in Single-Sideband Transmission”, I.R.E. 48, 8, 
| p1431, (Aug. 1960). 渡辺 宅 治 訳 [資料 番号 5228] ミ 
) 一 般 に 搬送 波 ww より 下 に スペ クト ラム を も た な い SSB 
有 信号 は 了 プ ①⑦①=S の ⑦ の cos wtーg⑭sin ot で し あさ れる . S⑦ 


に は 任意 の 情報 関数 で , gq(⑭④ は その “harmonic conjugate’” 
放 で S⑦ を 振幅 レス ポン ス が 1, 位相 レス ポン ス が すべ て の 周 
波数 で 90° 遅れ る 回 路 網 に 加え た と き に 得 ら れ , 数 学 的 に 8S 
主 ①⑦① の ヒル バー ト 変 換 で 表わさ れる . プ ⑭⑦ は Vg の +F の 
肖 “cos( wst-+tan™ で )=«@eosot + en) と 書 直 され る 
有 有 ので. SSB 信号 は 振幅 変調 と 位相 変調 を 同時 に 受け た 混合 波 
放 」 と 見 な し うる が , p① が wp。 の 上 に だ け あ る スペ クト ラム で 
| あれ ば 情報 は «⑩① で 伝送 され る か ら 普 通 の AM 受信 機 で 
" 受信 で きる . すなわち 普通 の AM 方 式 と 両立 性 が ある . 

: と れ を 実現 する た め Y=SO +i =alWeirn な る 


仮想 信号 を 考え , SSB 信号 の 包絡 線 x«(⑦ 〇 お と 位相 ゅ ⑦⑭④ に 対 
応 き せる . も し 負 で な い 実 関数 a*⑭ を 与え , その フー リエ 


変換 が lel>2z W で 0 と な れ ば , YW®=a@exp| エ 


に log «(rp) ああ 


SS | は 0<e< く 2W の 外 剛 で 0 と な る フー 


た Paley と Wiener の 定理 を 利用 し て 証明 で きる . こと の 結 
| 論 は 任意 の 周波 数 の 搬送 波 @ を , 芝 城 幅 W の 情報 の 平方 

根 の 包絡 線 と , 包絡 線 の 対数 と 直角 関係 に ある 位相 で それ ぞ 
_ れ 振幅 お よび 位相 変調 を すれ ば , @。 の 上 に 情報 と 等 し と しい スペ 
「 クト ラム を ゃ る も っ た 混合 波 が 生じ る こと と を 明らか に し て いる . 

と の 考え に 基づい た 混合 波 の 発生 装置 は 図 1 と し めす . 情 


再現 性 の ある 磁性 薄膜 記憶 装置 の 試作 

= E.M. Bradley : “Making Reproducible Mag- 
E petic- Film Memories”’, electronics, 33, 37, p 78, 
(Sept. 9, 1960). 渡辺 陳 訳 [資料 番号 5229] 

と の 方 式 の 特徴 の 第 一 は , Gyralloy の 連続 薄膜 を 用 いた 
有 | こと と で , と の た め 回 転 磁化 の モデ ル が よく 成立 し , 特性 の ば 
‘ ら つ っ つき, 特に 容易 軸 の 方 向 の ば ら つ き が 少な く な っ て いる と 
有 有 | と で あぁ る. 第 二 の 特徴 は 図 1 に 示す よう に 人 Al 板 を 下地 と し 
ER 


CT 
a 


TT 


」 = は さん で 読出 線 が ある の 


) で 駅 動 線 と 読出 線 と の 問 
E+ ンダ クタ ンス が 
y 

A 


薄膜 は 約 10mg's で ネイ ッ チ し た . 
PA 読 


et 


| リ テ 変 換 が あぁ る. と れ は <⑭ の 積分 可能 条件 に つい て 述べ 


| 情報 磁界 の 導 拉 
‘or 現 動 科 界 膜 上 の 任意 の 点 に の 
=F 現 動議 上 も オ 動 パル ス 磁 界 の 方 

I 困難 軸 の 付近 で 動か 
7 | 情報 在 界 4 それ と 直 変 す 。 
> CD-e 又 動 克 界 を オフ 線 の 信号 か ら , 容 昌 
ER 方 向 の ば ら つ き ( 
情報 下 と する ) と , 回 転 
図 生 2 モデ ル の 成立 度 と を 


「 法 で 読出 線 を 作る . つぎ に 2 枚 を 背中 合わ せ に し , 現 動 用 
スト リッ プ 線 を 巻き , プリ ント 回 路 法 で 作っ た 情報 線 を と り 
ER = k 


出 線 と は 直 次 し て お り , 容易 軸 は 情報 こ 
『 っ て いる 書込み の 際 に は , 図 2 に _ 


0 


報 m⑦ は 平方 され た 包絡 線 a*C) を 作る た め 図 2 の 回 路 で 

整流 、 フ ィ ル タ を 通 二 . 非 直線 回 路 出力 の log «⑭ は 広 帯 「 放 
城 90° 位相 分 制 回 路 で ヒル バー ト 変 換 さ れ , 入力 信号 よ まりあ 
る 位相 だ け 遅 れ た log «⑭) と , さら に 90° 遅れ た g の の 7 
2 つの 部 分 に 分 けら れる . log «() は エク スポ ネン シャ x 非 TO 
直線 回 路 で «(x) に 変換 され る . @。 な る 搬送 波 は (の で 
位相 変調 され , さら に «(x) で 振 柱 春 調 を うけ る . 本 文 に 人 ば 7 
90° 位相 分 割 回 路 に つい て 構成 , 原理 を 述べ て あぁ る. ひずみ 
の な い 受 信 は 二乗 包絡 線 検波 器 で えら れる が , スピ ー チ の 伝 7 
送 に は 直線 包絡 線 検波 器 で 十分 で ある か ら 普 通 の AM 受信 終 


へ の 両立 性 が 入ら れる . (森永 委員 ) 
log ee(t} 前 ss8 our 8 
時 
BAND ha 
mt) eo 4 
ne’ 
k 1 
て 
i 


m(t) et) 
(a) 
図 2 


ぎ に 大 き な 駆動 電流 に よっ て 語 を 選択 し て 磁化 を 反転 
る . 読出 し の 際 に は 駆動 電流 の み を 与え を て リセ ッ ト し , 

me 波形 の 最初 の 部 分 の 正 
か ら 信 号 を 得る . 


Oe 情報 磁 罰 は オノ だ が 
FF ー(A) “1* の 状態 た スイッチ 
jt WY させ る に は 不 充分 


て いる . 

試作 され た 記憶 装置 は 1250 ビッ ト の 記憶 潤 肛 が 2 
容量 50 語 , 1 語 は 50 ビッ ト で ある . Al 板 上 に , 4 
3inch の 大 き さ で 1000 A の 厚 さ に Gyralloy 1 を 蒸着 
試験 後 , セル セー ス ・ ラ デッカ を 塗り , と の 上 に プリ ント 


4 


(秋山 委員 ) 
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Bose-Chaudhuri 特 号 の 符号 化 , 復号 法 
W.W. Peterson : “Encoding and Error-Cor- 
rection Procedures for the Bose-Chaudhuri 
s Codes”’, Trans. I.R.E. IT-6, 4, p459, (Sept. 
=1960). 戸田 散 訳 [資料 番号 5230] 
て Bose-Chaudhuri* は 任意 の m,t に 対し て , プロ ッ ク 長 
k 2m 一 1, 検査 特 数 mt 以下 で z 誤り を 訂正 で きる 符号 率 の 構 
“ 成 法 を 示し た が , 本 論文 は この 符号 の 諸 性 質 を 明確 に し , 比 
gt 較 的 簡単 な 符号 化 、 復 号 の 方 法 を 示し て いる 
31 復号 法 は , 本 符号 が GF (2") の 元 を も と に し て 構成 され 
3 


る ご と に 着目 し , 受信 し た 符号 か ら パ リティ 和 語 を 求め , この 

ポリ ティ 語 か ら GF (2m) の 土 の z 次 以下 の 代数 方 程 式 を 導 

*" R.C. Bose and D.K. Ray-Chaudhuri : Inf. & Control, 3, 
1, p68, (March 1960). 


組織 符号 の 復号 法 -I 
N. Zierler:“‘On Decoding Linear Error- 
ミ Correcting Codes-I”, Trans. I.R.E. IT-6, 4, 
=p 450,(Sept. 1960). 戸田 大 訳 [資料 番号 5231] 
誤り 訂正 符号 の うち , いわ ゆる 組織 符号 は , 受信 し た 信号 
放 か ら ペ バリ ティ 話 を 求め , あら か じ め 求 め て ある パリ ティ 語 と 
| 科 余 類 首 の 対応 関係 に より 誤り の 形 を 求め て 誤り を 訂正 する 
の で ある が , パリ ティ 語 と 剰余 類 首 の 対応 関係 は 一 般 に は 昔 
純 で ほな く 誤 り 訂 正 符号 の 機構 化 を 阻ん で いた . 本 論文 は 各 
ポポ リティ 語 に 対し て 適当 な 関数 を 定義 し て , と これ を 用 いて 上 
有人 輝 の 対応 関係 を 定義 し ょ うと する 試み で ある . 
こと の た め に 午 余 類 を さら に いく つか の 類 選 分 類する こと を 
方 える. この 分 類 を 千 余 類 の 中 で 適当 に 定義 され た 置換 群 に 
月 ょ より. 息 い に 遅 移 了 きる 2 元 を 同値 と 見 る 類別 に より 行なう 


」 非 減少 形 ス テッ プ 応答 の た め の 零 点 , i 
和 極 の 配置 の 性 質 [ に つい て 
| A. H. Zemanian: “The Properties of Pole 
End Zero Locations for Nondecreasing Step 
. nit; Comm. & Elec. 50, p421, (Sept. 
8 eg 柴山 博 訳 [資料 番号 5232] 
有 有 本 輸 文 は ニー ニッ トス テッ プ 入 力 を 回 路 に 加え た と き , 非 減 
9 B, すなわち 微 係数 が 常に 正 で ある よう な 形 の ステ ッ プ 応 
有 | 容 が が 得 ら れる ょ うな シス テム ・ ファ ンク ショ ン W(s) (s=c 
“+0) の 雰 点 と 極 の 配置 に つい て 論じ た も の で ある . と の よ 
放っ うな こと と は , オー バシ ュー ト を さけ な けれ ば な ら ぬ よう な 系 
有 を 設計 する 除 重 要 で ある と 考え られ る . 

本 論文 は 3 つの 部 分 より 成り , まず 第 1 部 で は すでに 周知 
有 | < され て いる , ラブ ラス 座 換 の 理論 を 用 いて 人 られ た , WC⑦ 
| が 非 湊 少 形 の ステ ッ プ 応答 を 示す た め の 必要 か つっ 十分 条件 
| に つき 述べ , つい で 第 2 部 で は 非 減少 形 の ステッ プ 応答 が 
7 今 え られ た 内 満足 し な けれ ば な ら な い W(5) の 零 点 お よび 


き , と の 根 か ら 誤 り の 位置 を 定め ある も の で 各 根 が それ ぞ れ 誤 
り の 個所 を 指示 する 点 Hamming の 特 号 に 類似 し た 性 質 を 有 
し て いる . 

さら に すべ て の cyclic code が GF (2 の イデ アル で あ 
り 。 イ デア ル の 生成 元 か ら cyclic code を 発生 する 潤 化 式 を 
定め る と と を 示し て いる . B.C 待 号 も GF (2") (z=2m—1) 
の イデ アル で ある と こと が 証明 され る か ら , B.C 符号 は 線形 帰 
選 形 シフ トレ ジス タ に より 符号 化 で きる と こと を 述べ て , 1, 2 
の 符号 器 の 構成 例 を 示し て いる . また B.C 符号 の 生成 元 の 
求め 方 を の べ , 【 情 報 桁 数]/[ プ ロッ ク 長 〕 と 〔 訂 正 可能 の 誤り 
数 ]/[ プ ロッ ク 長 〕 の 関係 を 示す 図表 を 与え て いる . 

最後 に 符号 の 諸 段 階 に お いて も 種々 に シフ トレ ジス タ を 応 
用 で きる こと を 述べ て いる . また 付録 に B.C 符号 の 冗長 度 
の 潤 近 値 を 求め て いる (岩上 (前 ) 委 員 う 


さら に 和 余 類 に 対し て 定義 され た 関数 で 各 orbit の 上 で 一 
定 の 値 を 取る も の を 考え る . 群 の 表現 論 か ら こ の 種 の 関数 族 
に 対す る 直交 基底 が 容易 に 定まる . この 種 の 関数 を 利用 し て 
剰余 類 が 分 類 で きる . 

ら に 剰余 類 首 の 定義 か ら 上 述 の 分 類 で , 各 orbit は 同一 
の “weight” を も つ 剰 余 類 の 集合 で ある こと の ぞ ま し い . 
こと の 条件 か ら 剰 余 類 の 上 に 定義 すべ き 和 置 換 群 に 対す る 制限 が 
求まる . 

以上 を 一 般 論 と し て , 3 誤り を 訂正 で きる Golay の loss- 
less code »=23, k=12 に 対し て 。 適当 な 置換 妊 を と り , 穫 
余 類 の weight を 関数 と し て 千 余 類 を 分 類 し , その 結果 か ら 
と の 符号 を 具体 的 に 復号 する 手順 を 与え て いる . 

現 段 階 で は , 群 と 関数 の 定め 方 が 確定 し て いな い 点 に 問題 
が 残る と 考え られ る 、 (岸上 (前 ) 委 員 う 


る 一 般 的 な 場合 の 十分 条件 が 説明 され て いる . すなわち , と 
と で 得 ら れ た 結果 は つぎ の 通り で ある 、 


考察 の 対象 と する WG) が WO=KH Gi ir 


m 
HGred Hl e+e と で ,、 一 : 一 vv) は それ ぞ れ 実 お ま 


び 複 素 共 役 零 点 で , 一 p』 お よび 一 #&。 は それ ぞ れ 実 お よび 複素 
共役 極 で あり , すべ て の 極 の 実 部 は 負 で ある も の と する .) の 
形式 で 与え られ た と き , その ユエ ニット ステ ッ プ 応答 a が 非 


減少 形 で ある た め の 十 分 条件 は psa。 で が っ aist Cn 


ー1)p。 が 成立 する と こと で ある 。 ただし, と こと で mn ヵ x= ム + 
29+2g で あり , か つ «』 は 全て の 零 点 お よび 複素 共役 極 の 
実 部 を 意味 し , «, は “ss Ea, と いう よう に 配列 
され て いる も の と する . 

な お , と の 論文 の 第 3 部 で は , 特殊 な 場合 と し て WG) の 
零 点 お よび 極 が 同じ 値 の 実 部 を 持つ っ 場合, お よび 全て の 李 が 
実 で ,、 少な く と も 1 対 の 複素 共役 零 点 を 持つ 場合 に っ つい て の 
十分 条件 に つい て も 述べ て ある . * 


(外山 天 員 ) 
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オー トマ トン と 有限 オー トマ トン 
C.Y. Lee: “Automata and Finite Automata” , 
iB. SR oD 1267. (Sept. 1960). 秋山 稔 訳 5 
日 ミ [資料 番号 5233] 
aiai: 基づく 動作 
よう り 特 徴 づ け て プロ グラ ミン グ の 立場 か ら 表示 する 方 法 を 


ssditesidsdt 
TITLED 


Lil 


8 
し た 論文 で ある . 
Turing の 計算 機 に お ける こと の 種 の 考え 方 と し て は Wang 
に よる BB-Machine が ある が . と これ に さら に 消去 Cerase) の 
折る を 付加 じ た せ の と じ て - "WMadlGne" が 折 示 され た 
すなわち , Turing の 計算 機 に お いて ( イ ) 消 去 Cerase) (er) 
マー ク (mark) (へ ) 右 シ フト (move to the right) (=) 
左 シ フト (move to the left)( ホ ) トラ ンス ファ (transfar) 
放つ の 5 つの 基本 指令 を 果す 機能 を 備え た も の で ある . し た が っ 
て こと の W-Machine に よる オー トマ トン の 表示 は , い わ ゆ る 
放 エ -Machine に よる 入力 と 内 部 状態 の 組合 わせ 表 に よる 表示 


と れ と 他 の 表示 に よる も の と の 関係 を 検討 


に 比べ て , より 直接 的 に オー トマ トン の 動作 と 関連 し , 普通 の こ 


放 」 計 算 機 の プロ グラ ミン グ と 同様 に 記述 で きる 利点 を も つ . あ 
放 る オー トマ トン を 特徴 づけ る T-Machine の 内 部 状態 の 数 を 
放 2 と. すると, それ と 全く 対等 の W-Machine の 基本 指令 の 

放 数 は 10.S+1 以下 で 良い (本 文 定理 1). さら に 一 例 と し て 


| TRL 回 路 網 の 統計 的 解析 
Wallance J. Dunnet and Yu-Chi Ho : “Statis- 
計 tical Analysis of Transistor Resistor Logic Net- 
3 3 works”, Trans. I.R.E. CT-], p 100, (Aug. 1960). 
: 


a 


ミ 鵜飼 直哉 訳 [資料 番号 5234] 
】 本 論文 は トラ ンジ スタ スイ ッ チ 回 路 網 の 統計 的 解析 方 法 を 
月 信 べ て いる . 特に と と で は 例 と し て エミ ッ タ 接地 の TRL 
3 Transister Resistor Logic) を と り , その 信号 伝 ぽ ん の 際 
| の 運 牌 時 間 の 分 布 を 考察 する . 
本 文 は お よそ , 0) 大 振幅 信号 に 対す る 過度 応答 の 解析 2 
数 学 的 モデ ル の 構成 , 3 数 学 的 モデ ル に 対す る 統計 的 手段 
の 適用 , 4 計算 機 に よる シミ ショ ジジ の 訪 法 , 51 笑 
測 慎 と 解析 結果 の 比較 検討 
補 @ 5 部 より 成る . 
に 


第 1 部 に お いて て で て, トラン ジス タ の スイッチ 特性 を 計算 す 
"J 
. 交 立ち 下がり 了 時間. 蓄積 時 間 の 関係 を 求め る. つぎ に と れ ら 


る . すなわち ベー ス 電 流 , コレ クタ 電流 に 対す る 立ち 上 り 時 


_ 間 題 に 強力 な 手段 と な る と と を 述べ て いる 


"て, 12 個 の トラ ンジ スタ で 構成 する 論理 回 路 を 例 と し " 


de ay te Ady ha 
; RA SA SA ぞ れ を 実測 


W-Machine に よる Universal 計算 機 が 示さ きれ て お り , を i 
の プロ グラ ミン グ の 方 法 が 与え あれ て いる . 4 
有限 オー トマ トン (順序 回 路 ) は T-Machine に 含ま れる 
も の で , 入力 と 内 部 状態 の 組合 わせ 表 に ょ り 表 示す る と と が © 
で きき: し た が うっ て, また と れ と 等 価 な W-Machine が 存在 } 
る . W-Machine の 左 シ フト の 指令 を 取り 除い た も の を Wa ¥ 
-Machine と 定義 する と , あら ゆる 有限 オー トマ ト ン と 完全 
に 等 価 な W*-Machine が 存在 する 、 ま た 一 般 に に ある 2 | 
Ee, tao 
る 訳 で ある か ら , これ を 逆 の 立場 か ら 見 る と , ある 有限 キー ト 
マト ン は それ に 対す る ある 特定 の 入力 系 列 の 集合 に より 特徴 加 
づけ られ る は ず で ある 。、 すなわち 最後 の 出力 が 1 と な る ず さ " 
て の 入力 系 列 の 集合 (signal set) を 与え そる こと に ょ よ り 有 限 オ A 
ー ト マト ン を 完全 に 表現 する と と が 可能 で ある (本 文 定理 5) 
本 文 は これ ら の 3 種類 の 立場 か らち 見 た オー トマ トン の 表示 法 
を 挙げ それ ら の 間 の 写 い の 関連 性 が 調べ られ て いる : 6 
と これ と は 別に , 一 般 に ある 2 つの 不 完全 (partiaD 有限 オ > 
ー ト マト ン を 考え た と き , そ の 両者 に 共通 た “acceptable” ヵ eh . 
入力 系 列 の 集合 に 対し て 全く 等 価 で ある た め の 条 件 が 存 存 7 
し , と れ は 本 文 の 定理 3 に 示さ きれ で いる . と の 定理 内 部 状 放 | 
態 の 数 が 最小 で ある 有限 オ ー ト eh を 洋 ぐ つの の 0 
と し て 役立ち 得る も の と 思わ れる . (秋山 委員 ) 
i 
sae A 
力 容量 充電 時 間 の 遅延 時 間 に 対す る 影響 を 求め る . っ つき に 
の 履 な と び 放 計 を 穫 に 所 ん TR Me : 
抵抗 , 結合 抵抗 の 値 か ら 各部 電流 値 の 初期 値 , 最終 値 を 決定 
する . 4 0 
以上 の 計算 結果 を 準備 と し て , TRL 回 路 網 に お ける 遅延 
時 間 分 布 を 調べ る と と が 本 論文 の 主 目 的 で ある が , 層 延 
と 各回 路 パ ラメ ー タ と の 間 の 関係 が 複雑 で ある た め , を 
の 各回 路 パ ラメ ー タ の 分布 状態 か ら 直 接 , 遅延 時 間 の 2 
求め る と と は 事実 上 不可 能 で ある . 故に 第 3 部 で は , 
決 に モン テカ ル 戸 法 の 採用 を 提案 し , 電子 計算 機 が と 
る . と の 場合 
RR NO EM NE 
サン プル し た トラ ンジ スタ に つい て の 舌 測 値 を 用 い , また 
抗 値 は 短 形 分 布 を な す も の と し て サブ プ ル ー チ ン に より 発 4 
せる . 第 4 部 で は , と の 解析 を ITBM 709 に ょ り 行 な っ た 場 
人 の 方 法 に つい で 簡単 た を れ て いる ! 最後 に 第 5 部 に お い 


布 と 比較 し て 良好 な 結果 を 得 て い る 
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、、 力 注意 し な けれ ば な ら な い . 
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し まう と と の な いよ うに 李 。 電流 の 配分 を 利用 し て スイ ッ チ 作用 を 行なわ せる 
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海外 論文 紹介 


の 増減 分 は 相 等 し い . し た が っ て , も し し ゃ へ ~ い グリ ッ ド 電流 
に 信号 分 が 重ね 合わ さっ て いな けれ ば , と これ を プレ ー ト 電流 
に 加え る と と に よっ て プレ ー ト 電位 の 変化 が 防 が れる . 回 路 
を プッ シュ プル と し て , し ゃ へ い グ リッ ド 電 流 を 加え 合わ せ 
れ ば この 条件 は 満た され る わけ で ある . 

こと の 他 , 各 電 極 の 電位 変動 を 防止 する た め に , カソード フ 
オビ アプ に よる し ゃ へ い グ リッ ド 電圧 の 供給 , 入力 側 の カス コ ュ 


対 ケ ー プ ブル を 用 いた P.C.M. 
方 式 に よる 映像 伝送 

R.L. Carbrey : “Video Transmission Over 
3 Telephone Cable Pairs by Pulse Code Modu- 
ミ 章 訳 [資料 番号 5236] B 

デ テレビ 伝送 の 際 に 新た に 同軸 ケー プル と か ビデ オペ ア ケ ー 
プル を 布設 する 代わ り に , 既設 の 短 距 離 通 信用 加入 者 ケー プ 
ル #22 紙 絶縁 51 対 (0.65 mm 51 対 相当 ) を 用 いて 白黒 お 
ま び カラ ー テ レビ の 伝送 を 行なっ て いる . すなわち 映像 を 7 
単位 2 符号 化 の パルス 符号 秦 調 方 式 を 用 い , 各 単 位 を それ ぞ 
3 4 れ 1 対 じ に の せ て いる . し た が っ て 1 チャ ネル の テレ ビ 伝 送 に 
較 7 対 を 必要 と し 51 対 で は 7 チャ ネル の テレ ビ 伝 送 路 が どれ る 
放 | 外 に 356 チャ ネル の 音声 回 線 も とれる. 
請 この 伝送 方 式 は 標本 周波 数 を 10Mc と し て 人 符号 化 速度 を 

用 増加 する た め に 図 の ご ど と く 電 子 ビ ー ム を 板 状 に 放出 する 電子 
ビー ム 管 を 用 いて いる . 符 号 板 に は Natural Binary Code を 
有 】 用 いな いで Gray Code を 用 いて 量子 化 格子 を 省き , 出 力 電極 
放 を 符号 板 の 名 行 ご と に 分 割 し て 7 本 の 出力 を プロ ッ キ ング 発 
放 | 振 器 に ょ り 量 子 化 を 行なっ て いる . こと の 系 に お いて の 雑音 は 
|| 信号 を 7 単位 128 レベ ル に 量子 化す る と き に 生ずる も の で あ 
有り この 単位 数 が 増す ほど 近似 度 が 良く な り 雑 音 は 減少 する . 

に の 量子 化 さ れ た 出力 を 線路 で 伝送 する の に 符号 器 お よび 復 
衣 っ 器 が 不平 八 形 で ある の に 線路 が 平衡 形 で ある た め ト ラン ス 
を 押入 する 必要 が ある . し か る に トラ ンス 挿入 に より 低 周 波 
城 の cut-off 特性 を 示し duty factor が 変動 し て 中 継 器 の 実 
| 用 レベ ル が 変わ る の で 信号 を Alternate Interchange を 行 


_ パー マロ イ 蒸着 膜 の 入射 角 に よる 暴 方 性 

3 D.O. Smith, M.S. Cohen and G.P. Weiss : 
| “Oblique-Incidence Anisotropy in Evaporated 
# 3 Permalloy Films”, J.A. Phys. 31, 10, p 1755, 

ミ (O 〇 Oct. 1960), 五味 勇二 訳 [資料 番号 5237] 

| 強 磁 性 薄膜 を 真空 共 着 法 で 作る と き , 金属 燕 気 が gt 

1 tet 入射 方 向 と 時 直 に 磁気 異 方 性 を 生ずる . 
Py | の 論文 で は パーマ ョ イ を 65° の 入射 角 で 種々 な 温度 の 下地 に 

; 「 押 さ を 変え て 恭 落 し , 電子 顕微 鏡 で 観察 し た 結果 を 光学 的 お 
客 | よび 秦 気 性 質 と 結び つけ て 論じ て いる . 着 の 初期 に は 下 
| 地面 に 校 が 無秩序 に 散在 し て いる が , 生長 の 段階 で 特定 の 方 
| 向 に 結晶 が 発達 し , 斜め に 入射 する と き 特 有 の self-shadow- 
ing が 行なわ れる . と の よう に し て で きた 沙 腐 は 長山 が 入 
補 射 方 向 と 直角 な 鎖 状 組織 を も つよ うに な る が , その 機構 に つ 
: いて 簡単 な を デル を 使っ て 説明 し て いる . 一 上 下 地面 に 到着 
: | し た 原子 の 易 動 度 が 小さ けれ ば 現象 を よく 説明 で きる : 鎖 状 
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ー ド 接続 等 の 問題 が 論じ られ て いる . 

また プッ シュ プル 接続 の 場合 で は , 両側 の スイ ッ チ 素子 の 
不平 衡 が 過渡 現象 の 原因 と な る の で , その 補正 の た め に 制御 
電圧 を 可変 抵抗 回 路 網 を 通し て 加え る よう に し て いる . 制御 
電圧 は 単 安 定 ま た は 非 安定 マル チ か ら , 模 形 波 を 作っ て 供給 
し て いる . (斎藤 委員 ) 


な い 低 周波 域 を 除く . し た が っ て 中 継 器 は それ ぞ れ の 区間 の 
信号 を 増幅 再生 する だ け な の で , 従来 の 大 陸 間 横断 テレ ビ 伝 
送 の 共 に 要求 され た よう な 高 精度 な 特性 を 要求 され る 必要 が 
な く な り , 各 単 位 ご と 記 107 bit の 中 継 器 を 3000 feet お き 
こ 挿 入 す れ ば よい . また ケー プル の 減衰 量 は 周波 数 特性 を も 
つの で 等 化 器 を 挿入 し て 補償 を 行なう . 

復号 器 は 符号 器 の 逆 の 操作 を 行なえ ば ょ よい. すなわち まず 
増幅 器 と プロ ッ キ ング 発振 器 で 再生 し て , これ を Alternate 
Interchange を 行ない 記 番 2 進 符 号 に 変換 し さら に 並 列 形 2 
進 符号 変換 器 に より 2 進 符 号 に 変換 する . と の 出力 を 遅延 回 
路 に より 時間 的 に 一致 させ それぞれ の 単位 数 を 掛け る た め 
に R, 2R, 4R, 8R, 16R, 32R, の 抵抗 を それ ぞ れ 通し て 
出力 を 得る . (中 村 委 員 ) 


組織 か ら 当 類 電 気 抵抗 の 異 方 性 が 期待 され , 45° 入射 の と き 
縦 方 向 と 横 方 向 の 比 は 30A で 0.5, 200.A で 0.9, 1500 A ん 
で も 数 % 差 が 認め られ た . ( 鎖 の 連 ら な っ た 方 向 の 電気 抵抗 は 
低い ). 同様 の 測定 が 光学 的 に も 行なわ れ , dichroism と 呼ば 
れる 偏光 の 回 転 が 鎖 軸 に 対し 180° の 周期 を も っ て 変わ る と 
と が わか っ た . 光学 的 異 方 性 と 異 方 性 磁界 Hx が 蒸気 の 入射 
角 に 依存 する 様子 は 全く 類似 し て いる が , 90° 入射 角 に これ . 
を 外 挿 し た と き の 値 は 計算 値 よ り 一 桁 小さ い . と れ は 主 と し 
て 鎖 の 列 の 間 の 相互 作用 , 鎖 の 一 ウー つ が 仮定 し て いる よう 
に , だ 円 状 で な いと と , 完全 に 鎖 状 配列 を と っ て いな いこ と と 
等 の た めで ある .- あら か じ め 終 め の 気 に よっ て 鎖 状 組織 を 
も つ 非 磁性 薄膜 を 作り , その 上 に 垂直 入射 に よっ て ペー マセ 
イ を 燕 落す る と , 下 の 層 の 鎖 状 組織 の 影響 を 受け て 同様 に 磁 
気 異 方 性 を 生ずる . と の よう な 転写 性 zeplication) も 十分 肝 
が 厚く な りか つ 下 地温 度 が 高く な る と 焼 結 機 構 が 加わ っ て 鐘 
状 組 織 は 弱め られ て いく よう で ある . と の よう な 組織 の ペパー 
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マミ ョ イ 薄 膜 の 面 内 と d.c 磁界 を か ける と 鎖 の 長 軸 と 短 軸 と で 
| 加わ る 有効 磁界 の 大 き さ が 異な る た め , 強 磁性 共鳴 の 半値 幅 
; は 長 軸 方 向 で 約 20 小 さか っ た . 最後 に 薄膜 た 働く 応力 に つ 
)」 いて 触れ て いる . パー マビ ドイ の 磁気 弾性 定数 は 組成 に よっ て 
oo hia 832% Ni ( 燈 け た 状態 の 重量 比 で 正 
か ら 負 に と で 0 亡 な る . すなわち 83% 以 上 で は 逆 に 9 
の が 現われ る . 45° 入射 角 の 場合 , 


バナ ジウ ム て 活性 化し た 硫化 亜鉛 , 硫化 
向 の ウム お おま び セレ ピン 化 カ ドミ ウム け 


CSI 


) い 光 体 の 励起 スペ マク トラ ム s 
G. Meijer and M. Avinor : “Ezitation Spec- 3 
' tra of Vanadium Activated Zinc and Cadmi- 3 
ll Eum Sulfide and Selenide Phosphors”’, Philips 
EE Res Rep 15; 3,p 225 (June 0 阿部 寛 訳 5 
[資料 番号 5238] 
と の 論文 は バナ ジ を が し た Zs8 CS, 

放 CdSe 各 け い 光 体 の 発光 帯 に 対す る 励起 スマ クト ラム の 実験 
8 」 に 関す る も の で , 大 体 こ れ ら の けい 光 体 は 2g (=0.6 eV) 

許 付近 に 発光 帯 を 示す こと は すでに 報告 の が ある が , と と で は , 
| この 発光 が 1.3 g 以下 の 短波 長 の 放射 に よっ て 励起 され る こと 
と, お よび 励起 スペ マク トラ ム か ら と の けい 光 体 の 特性 帯 お よ 
| | び 構 造 に つい て 検討 を 行なう も の で ある . 実 験 結果 の お も な 
例 は , 次 図 の ご と きも の で , と これ ら の 励起 スマ ケト ラム か ら 
有 有 | っ きのこ と と が わか る . 第 1 に, バナ ジウ ッ ム は , 母 格 子 の 基礎 
| 政 収 に ょ っ て 励起 され る . 銅 , 銀 の ご と き 不 純 物 も それ ぞ れ 


特有 吸収 領域 に お いて バナ ジウ ム の 発光 を 玉 加 せしめ る 作用 
| を 行なっ て で いる. 一 方 , スペ マク トラ ム は すべ て 大 体 同 じ テ エネ 
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"よう. と これ は , 自身 の 特性 吸収 に よる 直接 励起 に よっ て 事 訪 


は 、Ni 902% で 0 に な る が , と れ は 形状 に よる 上記 WE NN 
の 異 方 性 に よる 効果 と が 互い た 打 消 し 谷 っ て い る も の と 考 衝 導 
られ る . 磁気 弾性 の 効果 を 除く た め 膜 を 下地 より 制 が し Hz 
の 変化 か ら , また 曲げ 了 げ を 与え て その 曲率 か ら 応 力 の 異 方 性 を 科 
見 て いる . この 応力 の 異 方 性 を 鎖 の 表面 ネル ギ と 結び っ 
で て 論 選 て いる . A 


ル ギ , すなわち 1.1eV と 1.6eV 付近 に 常に 表 わ れ る 2 つ 5 
の 結合 帯 を 示す . と れ ら の 帯 は , バナ ジウ ム 中 心 の 特性 吸収 

に よる も の と 考え られ る . 正確 な 位置 は 母 格子 に 依存 す と 
テ ネ ル ギ ・ ギ ャ ッ プ の 変化 に 比べ て は 非常 に その 変化 は な 小さ 
く , また 銅 , 銀 の よう な 不純 物 の 効果 は 特に 1.6eV 帯 に 2 
れる . 励起 と 発光 帯 の 位置 の 一 定 と いう こと か ら , け V 
バナ ジウ ツ ム 原 子 に お ける 内 部 怖 移 と 関連 し て いる と 結論 


起き され る が , 基 培 励起 を 鍋 , 銀 の よう な 不純 物 中 心 に < っ て 
も 十分 に 励起 され る の で ある . し か し な が ら , とこ の 実験 
られ る 明 収 と 発光 を 生み 出す 居 移 は 正確 に は 明らか で な い 
2 つの 決ま っ た 励起 帯 に 対応 し て 2 つの 発光 帯 が 存在 する 
思わ れ た が , 実際 に は その 対応 は み ら れ ず , 多分 これ は 波 
長 の 発光 の 再 吸収 か , 放射 を 伴 わな い 居 移 の た め と 思 
る ・ 
(1) M. Avinor and and G. Meijer : J. Phys. a 
Solids, to be published. 
(阿部 委員 うこ 
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EE 装置 が 傘 され た 。 し か し それ ら は 変調 され た 光 の 強 さ 
お 雑音 の 点 で 充分 で は な か っ た . こと の 報告 は 従来 の 変調 器 
】 の 不 貸 を 改良 し た 図 1 に 示す よう な Mc 程度 の 周波 数 の 光 変 


スリ ッ ト を 通り , 思 面 鏡 で 集束 され て rー タ の 上 に 像 
ドー タ は , 反射 面 と 吸収 面 が 交互 に 取付 けら れ た 
ある . 与え られ た rー タ の 回 転 数 で 最高 の 変調 周波 数 
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較 当 いい 拓 い - 穫 こ 電気 き 再 路 
隊 軸 マイ ツケ ロジ 液 ) (回答 
0 
見 電気 普 誓 振動 学 
ーー ee i | 
中 無 株 通 信 工 半 
Ne i ] 
見 電子 工学 基礎 実験 
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Amplitude (Relative) 


rr A 


2 


分 に 払わ れ て いる 。 rー タ は 光 の 反射 面 と 路 収 面 ( 幅 0.22 
mm) を それ ぞ れ 180 個 ず つ 持 ち ,。 それ ら は 円 筒 面 上 に 配置 
され て いる . この rー タ は 真空 容器 に おさめ られ , 磁界 中 に 
浮か され か つ 磁 界 に より 回 転 さ きれる. 機械 的 強度 に よる 制限 
か ら そ の 周 速 は 10scm/sec 以下 で ある . ビータ の 回 転 に 用 い 
られ た 電気 回 路 の 詳細 も 図示 され て いる . 図 2 は 77K で 8 
メ x10"*per-cm* の 自由 正 孔 濃度 を 持つ ヵ 形 InSb に つい て の 
実験 結果 で ある .. 

(三宅 (前 ) 委 員 ) 


飯島 錠 一 者 
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正 具 田 中 春夫 
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: れる か ら , 数 百 Mc/s 以下 で は コロ ナ の 温度 , す な わ 
の な る * ce 、 0 
4 ち 百 万 *K に 見 える の に 対し , それ 以上 の 周波 数 で は 
¥ 本 誌上 に 電波 天文 学 に 関す る 紹介 が 行なわ れる の は 次 第 に 光 球 温度 , すなわち 6 千 “K に 近づく : 実際 に 
と れ で 4 回 目 で ある や ②⑦, , は 各 周 波数 で みた 明る さき の 分 布 が 十分 に 細かく 観 測 き 7 
y 数 年 前 まで は , 地球 の 外 か ら 来 る 電波 雑音 は 極め て れ て いな い の で 論議 の 余地 は ある が , 大 体 は っ きり じ 
請 八 約 な も の で あぁ り , 無線 通信 と は あま り 縁 が な いも の た モデ ル が で き 上 が っ て いる . と の 成分 の 地上 に お け 


と 一 般 に 考え られ が ち で あっ た . し か る に 最近 UHF・ る 電波 の 斑 さ は 図 1 < .Q (avijeb) 式 人 と 
SHF 帯 で 受信 系 雑音 が 一 挙 に 一 桁 以 上 も 改善 され , で る 5 


また 宇宙 通信 % 身近 な 問題 と な っ て 来 た の で , 改め て 
外来 雑音 と し て の 地球 外 電波 に つい て 一 応 の 概念 を つ 
] が ん で お く 必 要 が ある と 考え られ る . 
| 一 方 無線 通信 が 太陽 面 現 象 の 影響 を 強く 受け る と と 
は 古く か ら 知 られ て いる と と ろ で ある が , 最近 に お け 
る ロケ ッ ト 技 術 の 目覚 し い 発 展 に よっ て 電離 層 お よび 
| 直 高 層 の 研究 や が 大 い に 進 み , 通信 障害 の 機構 も 次 第 
T に 明らか に され つつ あぁ ある.。 と これ に 関連 し て 太陽 電波 の 
| 研究 は 通信 工学 の 面 か ら み て も 重要 性 を 増し て 来 た . 
も と より 電波 天文 学 の 本 筋 は 電波 観測 を 手段 と する 
宇宙 物理 の 研究 で ある が , その 計測 に 高度 の 技術 を 必 
| 要 と する の で , 電波 工学 の 進歩 が まさ に その 発展 の 負 
a を 所 っ て いる 段階 で あ ar 

今回 は 以上 述べ た 立場 に 重点 を お いて , 前 回 と は 別 
OME OMIM EMD 入れ て を る たい. 


a, 
ow 


電波 の 強 さ WM“(C/sy 


電界 張 度 VM て Mcjs) を 


局 決 下 1Nels 
図 1 太陽 電波 の いろ いろ な 成分 と 強 さ 
ある と き の 刀 (base) 成分 と 呼ぶ ・ B 成 分 の 源 の ブ 
さ は ; Eh で 1.1R,, 100 Mc/s で 0 


2. 太陽 電 波 


に 周 要 幸 % が 内 叩 きれ る ; 
黒点 が 現われ る と それ を お お い , 電子 深度 の 
Ce DOR NC 


Ch I hi i a 
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る が , この 部 分 に 源 を 有する 円 偏 波 の スペ クト ル が こと 
の 考え に 合わ な い の で 断定 は で き な い の , 

太陽 が 活発 な と き に は , と の ほか に いろ いろ な 暴 常 
電波 が 観測 され る . これ を 太陽 電 波 パ ー ス ト と 呼ぶ . 
中 で も 軍 要 な の は 広い 周波 数 範囲 に わた っ て 強い 異常 
電波 が 放射 され る 大 バー スト (アウ トバ パース ト と る も 言 
う ) で ある . と これ は 紫外 線 , X 線 , と き に は 宇宙 線 , 
微粒 子 放射 を 伴っ て , 通信 障害 ほ は か 地球 に 大 き な 影 哲 
を 及ぼ す 一 連 の 太陽 爆発 現象 の と き に 起こ る . 大 パー 
スト の スペ クト ル は 時 間 と 共に 複雑 な 変化 を する . こと 
れ を を わかり易く 模 形 的 に 画 い た の が 図る 2 る で あぁ る . と この 


図る 2 大 ペパー スト の 動 ス ペク トル 模 形 


げ と 共に 大 | 敷 分 一 表 十 分 | 玉 円 約 ター 


[ce | 1Gettitc m2 | ター 邊 人 | 条幅 約 %ー4 


= dm メー ブ 内 | クー 数 人 $n EE 0 


| 数 秒 
き 本 3 数 Rt 


E 全店 
vV | 二流 , 連 紀 


弱 円 


上 より 高い ? 


6’~12’ 


中 に 示さ れ て いる 各 形 の パー スト の 特徴 を 表 1 に 示 
す . IV 形 ペパー スト と いう の が 地球 と の 関係 に おい て 論 
議 の ま と に な っ て いる が ,。 まだ 実体 は よく わか っ で て で い 
な い 。 と これ を 含め 表 1 の 中 に は な は だ ? 印 の 多い で と 
は , 今 だ に 何一つ と し て 決定 的 な 放射 の 機構 が わか っ 
て いな いこ と と を 示す .…… 一 つの 理由 は 大 規模 な プラ ズ マ 
の 理論 が 極め て 初歩 の 段階 で ある と と . と れ は 地上 で 
の 模擬 実験 が で き な い た め に も よる . も う 一 つの 理由 
は 観測 が まだ 極め て 不備 で あみ る と こと で ある. し か し レー 
方 に た お いて は , 超 高 層 お よび 惑星 空間 に お ける , 太陽 
か ら の 広い 帯域 に た わた る 放射 線 お よび 微粒 子 の 直接 観 
測 が 和 島 速 に 進み つつ あぁ る の で , と の 方 面 の 研究 と 相 ま 
っ て 太陽 大 気 の 物理 も 次 第 に 明らか に な る で あろ う . 
太陽 電波 バー スト の 研究 に 必要 な 観測 事項 を 要約 す 
る と , ①) 周波 数 全域 に わた る 強 さ と 偏 波 の 精密 な 動 
スペ クト ル ( ス ペク トル の 時 間 的 変化 ) の 観測 , ②) 少 
な く と も オク ター プ ど と の 点 周波 数 に お ける 位置 と 大 
き さ の 精密 観測 と いう と こと に な る .。 いずれ る も 現在 の 技 
術 で 不可 能 で は な い が , と これ を 実行 する と と は 容易 な 
と と で は な い . 一 つの 解決 策 は 国策 協力 で ある . わが 
国 で は , 経度 が ほ さ 等しく て 同時 観測 が で きる オォ オース 
トラ リヤ と の 協力 が 活発 に 行なわ れ て いる . 現在 わが 
国 で 行なわ れ て いる 観測 は , 67~9400 Mc/s の 間 で 10 
各 に お ける 強 さ と 5 点 に お け る 尼 波 ,300~800 Mc/s の 
動 ス ペ マク トル の , 200 Mc/s と お ける 位置 や, 4 お よび 
9 Gc/s*? に お ける 位置 と 大 き さ の 観測 で , 近く と れ に 
2 へ ~4Gc/s の 強 さ と 偏 波 の 動 ス ペク トル 観測 が 加わ る . 
と れ に 対し オー スト ラリ ヤ ャ で は , 15 へ ~210 Mc/s の 動 
スペ クト ル , 1420 Mc/s の 位置 , 40~70 Mc/s の 位置 
と 大 き さ と 偏 波 の 観測 が 行なわ れ て いて , と の 両者 を 
合わ せる と 現在 世界 で 最も 完備 し た 観測 が で きる . 


表 1 各 バ ー ス ト 形 の 特徴 . cmi, cmsz, dm 形 は 筆者 に よる 物 定 ⑭ 


unm mm rs mw 


-# | 0.01—0.1 Ro 


3 宇宙 電波 
と と 数 年 来 , アン テ ナ 技 術 と 受信 技術 の 進歩 に 伴 
い 』 了 1 前後 の ビー ム に よる 空 の 掃 査 が 進ん で , 発見 当 
初 の 簡単 な 概念 は 複雑 化 の 一 歩 を た どっ て いる . 
われ われ が 夜空 に 肉眼 で 見 る 星 は 銀河 系 に 属す る 太 
陽 と 類似 の 星 で , 当然 電波 を 放射 し て いる は ず で ある 
が 距離 が 遠い た め に 観測 に か か ら な い . 宇宙 電波 の 源 
の 大 部 分 は と これ ら の 星 の 間 に ある 稀 薄 な 水素 ガス で あ 
9, 光 で みた 空 と は 全く 異な っ た 様相 を 旦 し て いる . 
し か る も その 明る さ 自 体 お よび 明る さ の 分 布 は 周波 数 に 
放 よっ て 異な っ 。 て 来る . あ る 部 分 は 周波 数 が 高く な る に 
放し た - が っ て 急 弱 く な り , また 。 ある 部 分 は それ ほど 
短 に 弱く な ら な い .。 こ と の 周波 数 スペ クト ル は , 明る さ 
の 分 布 の 観測 と 共に , 電波 の 起源 を 推定 する 有力 な 手 
- 掛り と な る も の で ある . 
有 | 一 多 と し て 85.5Me/s の 観測 結果 ゆ を 図 3 に 示す -・ 
有史 3Ga) を 一 見 し て , まず 全般 的 た 1000°K 以上 と い 
うか な り 明 る い 背 景 が あり , それ が 銀河 の 部 分 で 数 倍 
の 明る さ に な っ て いる と と が わか る .・ と の 明る い 銀 河 
_ 帯 の 凡 は 約 5 で 光 で みる 銀河 より も 集中 度 が 高い ・ こ 
| の 広がっ た 背景 の 中 に 点々 と し て いわ ゆる 電波 天体 が 
あぁ あり, 図 3(b) を 見 る と わか る よう に 明る く 不 分 明 の 
広がっ た も の が 銀河 面 に 多い と の ほか に 図 3 @ に 
は 示さ れ て いな い が , 全 天 に 一 様 に 分 布 し た 小さ な 点 
| 振 が ある . 銀河 面 と お ける 電波 天体 と 背景 と は 限界 が 
還る さて な い 畠 合 も ある が ; 一 10" 以下 の 大 きき 
「 の も の を 板 立 し て いる と 考え る ・ 一 方 全 天 に ば ら ま か 
| れ て いる 電流 天体 の 大 き さ は 3 平方 分 以下 で ある の . 
| さき て と こと で 周波 数 を 次 第 に 高く する と , 銀河 の 外 で 


? 
7 


et oe i 
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は 大 体 =* プ 2 比例 し て 空 は 急速 た 暗く な り ; 

一 方 銀河 面 内 で は と これ と 同じ 成分 と , も っ と 暗く な り 
方 の 少な い , ナマ = 比例 する 成分 と が ある < 
oe aor en 
ろ で も 数 "KK で , 銀河 面 内 で は 図 4 に 示す よう に 前 
景 20KK 位 の と と ろ に 大 き な 電 波 天 体 が 点々 と 見 る 
よう に な る . 銀河 面 の 幅 は 100 Mc/s 付近 の 約 2 分 の 

1 で 2 位 で ある. 


+4 


350 340 330 .320 
銀 経 . 


図 4 1400 Mc/s で みな た 銀河 帯 の 一 部 の 詳細 . 単位 な 
3.25°K 5.25mm 2 ペラ ボラ 940 


銀河 帯 を 除く 大 部 分 の 空 か ら の 放射 は 。 銀河 面 を ほ 
ぼ 球 状 に と を いた 折 9 ナ か う の 
る と され て いる . と れ は 無線 通信 , 特 に 宇宙 通信 の ペ 
ー ス 雑 斉 と し て 重要 で ある が , 大 部 分 の 空 は 5x プ タ 
K(/ は Ge/s) 程度 と 考え れ ば よい . 20 Mc/s で ば 10 
万 “KK 位 に と なる. 一 方 数 千 Mc/s で は ほとん ど 給 
度 で ある か ら , 低 雑 音 受信 機 の 雑音 指数 を 測定 す 2 
き , ある い は 低温 終端 を し た いと き に 便利 パ 8 
と と が で きる . _ 

編 河 面 内 の プ -* に 比例 する 成分 すなわち 
波数 まで 見 える も の の 源 は 電離 され た 水素 雲 か 
的 放射 で , と れ に 属す る 電波 天体 は , 光 で 発光 
し て た し か め ら れ た も の が 多い . その 温度 は 約 百 
で , 周波 数 が 高い ほど 見 掛 上 の 温度 が 低く な る 
と ちら か ら 逆 に 送信 し た 場合 を 考え る と そこ で 
れる 割合 が 少な く な る か ら で あ る ・ まな た 20 Mc/ 
は , 上 述 の 非 熱 放射 の 背景 の 方 が 卓越 し て , 銀 
暗い 帯 が 見 える . 銀河 面 に ある 非 熱 的 放射 の 源 
の 観測 と 合う 数 個 の 電波 天体 (超新星 の 跡 ) を 除 7 
実体 が まだ よく わか っ て いな い . i 
ed ) 


発する と 信 ぜ られ て いて , 約 30 Cd 
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数 か 所 の 大 アン テ ナ に より や り 直 し が 行なわ れつ つ あ ぁ 
り , 現在 は っ きり し た も の は 数 百 に は 達し て いる で あ 
デ ーー ろう . これ ら の 多く は , 英国 の 直径 76m の パラ ボラ 
* を も っ て し て も , 100 Mc/s で 数 *K, 1000 Mc/s で 1°K 
位 の 等 価 温度 し か 得 ら れ な い 強 さ で ある か ら , その 有形 
や スペ クト ル を 観測 し て 行く と と は 容易 で な い . し か 
: し 少な く と も その 強度 に 対す る 数 の 統計 は , 宇宙 論 を 
: 発展 させ る 上 に 重要 で ある ・ 
多 銀河 内 外 を 通じ て , 強い 電波 天体 の 形 や スペ クト ル 
許 の 久光 は か な り 進 ん で いる 数 例 を 図 5 に 示す 強 
度 の 絶対 値 を 明確 に する と と は 電波 強度 の 基準 を 確立 
放す る こと いう 意味 で 極め て 重要 で ある 。 ま た , と これ を 逆 
に 用 いれ ば アンテナ 利得 の 較正 が で きる し , 同時 に 指 
放 向 特 任 の 測定 が で きる . 
罰 以上 の ほか に , 中 性 水素 原子 が 出す 1420 Mc/s の ス 
放 ペク トル 線 が あぁ あり, これ を 測定 する と と に より 軍 要 な 
情報 が 得 ら れる . 太陽 系 は 銀河 中 心から 測っ て その 半 
径 の 半分 ほど の と ころ に あり , 銀河 の 回 転 速 度 が 中 心 
か ら の 距離 に よっ て 異な る の で , ある 部 分 を われ われ 
か ら み る と 視線 方 向 に 速度 を 生ずる . し た が っ て そこ と 
放 か ら 来 る スペ クト ル 線 は , ドッ プラ 効果 に より 速度 に 
衣 比例 た 周 波数 の ズレ を 生じ , と の ズレ の 量 が また 中 
心から の 距離 に 対応 する . ゆえ に 周波 数 の ズレ と 強 さ 
議 及 を 名 方 向 に つい て 克明 に し ら べ る と 中 性 水素 ガス 雲 の 
罰 分 布 が わか る と いう ぅ わけ で あぁ る. か くし て 銀河 の 温 状 
放 及 人造 が か な りく わし くわ か っ て 来 た が まだ 全体 に わ 
| ただ っ て 決定 的 な 図形 を 示す に 至っ 。 て いな い . と の よう 
放 な 大 規模 な 運動 や 構造 だ け で な く , 小 規模 の じょう 乱 
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10 
RE 周波 項 Mc/s 
有 】」 図 5 強い 電波 天体 の スペ クト ル , 多く の 観測 の 平均 


や 運動 も 着 々 と し ら べ られ つつ ある. まな た, とこ の 中 性 水 
素 原 子 雲 の 向 う 側 に ある 明る い ( 約 100°"K 以上 ) 電波 
天体 は とこ の 線 の 吸収 を 受け る の で , た と えば ヵ 々 番目 の 
銀河 の ゥ ウデ の 明 収 まで し か 観測 され な けれ ば , とこ の 天 
体 は ヵ と ヵ 二 1 番目 の ウデ の 間 に あ る と いう ぅ 風 に 位置 
の 推定 が で きる 。 ス ペク トル 線 の ドッ プラ 推移 は 1 
Mc/s(200 km/s に 相当 ) 位 ま で で , と れ た に 近接 し た , 
スペ クト ル の 平坦 な と と ろ と 数 百 サ イク ル で 切換 えて 
その 差 を 検出 する 方 法 が と られ て いる . 


4 大 了 素 


木星 電波 バー スト は 1955 年 に 偶然 発見 され た も の 


で ある が , その 後 か な りく わし くし ら べ られ て いる . 
それ に よる と 20 Mc/s が 最も 強く , 幅 は 10Mc/s 位 
し か な い . 周波 数 の 高い と と ころ に お ける 木星 の 見 掛 上 
の 温度 は 大 体 げ ナ -* に 比例 する が 変動 が ある らち らしい. 
960 Mc/s に お ける 大 き さ の 測定 で は , 光 で 0.6" で あぁ 
る の に 対し 2′ で あり, 明らか に 木星 大 気 に 源 を 発 す 
る . パー スト の 偏 波 成 分 も 検出 され て いる が , 電波 源 
に つい て は まだ 定説 が な い . 

金星 の 観測 は まだ 少な く , 土星 に 至って は 辛うじて 
検出 され た に 過ぎ な い . 土星 は 別 と し て 木星 ゃ 金星 の 
10 Gc/s に お ける 電波 の 強 さ は , 15m の パラ ボラ を 使 
っ て る も 0.5°K 位 の アァ アンテナ 等 価 温度 し か 得 ち られ な い 
の で メー ザ 受 信 機 が 威力 を 発揮 し て いる . 

レー ダ に よる 月 の 研究 は 活発 で , 月 の 各部 か ら の 友 
射 を 三次 元 的 に 分 解 で きる よう に な ら っ た の 数 年 前 に 
は , 月 半径 の 5 分 の 1 位 の 円 の と と ろ で 鏡面 反射 を す 
る と され て いた が , その 後 外 部 で は 拡散 面 反射 を 々 する 
と 志 が わか さだ 

金星 か ら の レー ダ ・ エ コー は 辛うじて 検出 され た に 
過ぎ な い が , 月 と 共に 距離 の 精密 測定 と いう ぅ 点 で 重要 
な 意味 を 持っ て いる . 


5. 電波 天文 用 アン テ ナ 


低 雑 音 受信 機 の 問題 "や は と と で は 省略 し , た ざ パ ラ 
メト リッ ク 増 幅 器 と し て は 安定 庶 の 点 か ら ア ドラ 管 が 
好 ん で 用 いら れ て いる と と を つけ 加え る に 止め る . と 
と では 主として 微弱 な 電波 天体 を 観測 する 際 の 技術 的 
問題 を 取扱 うと と に する . 

5.1 微少 電波 雑音 測定 の 問題 点 | 

通信 に 使う 受信 機 の 感度 は 入力 に 換算 し た 受信 系 雑 
音 温度 T。 で 決ま る の に 対し , 入力 が 広帯域 雑音 で あ 
る 電波 天文 学 の 場合 は , 最低 検出 可能 温度 7 は 約 
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1.4 T。/ Br に な る . B は 帯 域 幅 (c/s5), + は 時 定数 
( 秒 ) で ある . 現在 の 技術 で 。 を 100°K に する こと と 
は 困難 で な いと する と , B=5Mc/s, g=20 秒 と し て 
mm は 0.01"K と いう 3 低い 値 に な る . 

し か し こと こう な る と いろ いろ むず か し い 間 題 が 発生 す 
る . まず 3. で 述べ た 空 の 温度 が と れ に 比べ て 一 般 に 
高く し か も 不 規則 で ある と いう 問題 が ある が , と これ は 
一 応 信 号 の 部 類 に 入れ る と し よ ょ よう. つぎ は 大 気 の 吸 収 
で ある. O。 の 吸収 は 1000 Mc/s で 3 2KK 以上 ⑳ に 
な りり 方 向 に よっ て 変わ る . また H,O に よる 吸収 は , 
7 Ge/s 以上 は 論外 と し て る も, も っ と 低い 周波 数 で 圭 や 
雨 で より どの 程度 変わ る か わか っ て いな い . アン テ ナ 
の 副 ビ ー ム が 拾う 大 地 の 放 射る も, 大地 に 向う 副 ビ ー ム 
を -40dB 以下 に と し な いと 問題 と な っ て 来る 。 ア ン テ 
ナ を 動か さ ず に 天球 の 自然 運行 て より 走査 し た と し て 
も , 南北 方 向 に は どう し て も 動か さ な け れ ば な ら な 
い . 妨害 電波 の 問題 は さら に 深刻 で ある . 電波 天文 用 
の 周波 数 割当 て が よう や く 始 まっ た と は 言え , こん な 
低 レ ベル で 何 が 出 て 来る か まる で 経験 が な い . し か し 
と これ ら の うち , 長 時 間 の ドリ フト は 干渉 計 の 使用 に たよ 
っ て 解決 で きる 場合 も ある . 

5.2 感度 限界 と 混同 限界 

受信 系 の 7 宮 を 0.01?K と し , 測定 すべ き 電 波 天 体 
に よっ て 0.1°K 振れ る も る の を 観測 の 限界 と 仮定 する ・. 
図 5 ゅ ら も わか る よう に 大 部 分 の 小さ な 電波 天体 か ら 
来る 電波 は ナ ” に 比例 し て 周波 数 が 高い ほど 弱く な 
る . すなわち 同じ 感度 に 対し て 観測 に か か る 天体 の 数 
が 減る . と この 関係 を 3 つの 大 き さ の パラ ボラ に つい て 
示し た の が 図 6 の 右上 が り の 直線 で ある . 180 md? は 

| 現在 米国 で 建設 中 の も の, 76 m¢ は 英国 に ある 現在 最 
大 の パラ ボラ , 30 m み は 現在 の 一 流 ど ところで, わが国 
で も 宇宙 通信 計測 用 と し て 鹿島 町 た 建設 中 の も の で あぁ 
る . と の 直線 が 感度 限界 で , と れ よ り 左 し か 観測 が で 
き な い . と の 意味 で は 周波 数 が 低い ほど 有利 で ある .、 

一 方 同じ 大 き さ の アン テ ナ で 周波 数 を 下げ て 行く と 
ビー ム 幅 が 広く な り 分 解 能 が 下がる . そし て ビー ム の 
立体 角 の 20 倍 に 1 つ 以 下 の 天 体 し か 安全 に 分 解 で き 


| な いと され て いる . と れ を 超え て 細か く 分 解 し よう と 


する と 混同 を 起こ と す . と の 混同 限界 が 図 6 の 右 下 が り 


「 の 直線 で , と これ より 右 し か 採用 し て は いけ な い . ある 
7 大き さ の アァ アンテナ に つい て , で どの 2 つの 直線 の 間 の 部 
分 が 観測 の 対象 と な り , 3. に に 述べ た 観測 資料 の 不一致 


も , 実は と の 限界 を 超え て いた と と か ら 生 じ た と と が 


に 
く ] 


一 交 休 角 当 リ の 電波 天体 の 敷 


周波 数 Mek 
図 6 大 アン テ ナ の 感度 限界 と 混同 限界 . 電波 天体 の 
数 は 仮り に 電波 の 強 さ の 1.5 乗 に 逆 比 例 す る と し 
て 計算 し た が , と の 数 字 は 目下 論議 の 的 で あり ; 
し た が っ て こと の 図 は 決し て 最終 的 な も の で な い 


さて で きる だ け 沢 山 の 天体 を 検出 する た め に は ; 図 
6 の 交点 の 周波 数 , すなわち 1000 Mc/s 付近 を 選ぶ 必 
要 が ある . また スペ タケ トル を 広く 観測 し よう と すれ ば 
する は ほど 天体 の 数 は 減ら さ な け れ ば ば ならない. 30m¢% 
の アン テ ナ に 例 を や を とれ ば , 立体 角 あ た り 約 100 の 天体 
の スペ クト ル を 500~5000 Mc/s に わた っ て と る こと と 
が で きる は ず で ある . 大 アン テ ナ で は 周波 数 の 高い と 
と ろ で 感度 限界 まで に 余裕 が ある か ら 中 心 部 だ け 面 の 
精度 を 高く すれ ば よい と と が わか る . し か し アン テ ナ 
を 大 きく すれ ば する は ほど 指向 精度 を 上 げ な けれ ば な ら 
な い 点 に 変わ り は な く , と これ が 可動 アン テ ナ 設 計上 最 
も 大 き な 問 題 で ある . そし て 大 アン テ ナ の 方 向 を 変え 


た 場合 の パラ ボラ の ひずみ が 現在 で も 相当 問題 に な っ 


で い %; 
5 アジ デー 王 論 
話 を 簡単 に する た め 一 方 向 走査 の み と に と つい て 考え よ 
う . ある 形 を し た ビー ム で 空間 を 一 方 向 に 走査 し て 分 


布 を 決め る 場合 , 記録 され た 分 布 は 元 の 分 布 を 再現 し 


て いな いこ と と は 朋 ら か で ある . 空間 的 な 角 度 に 対す る 


信号 源 の 分 布 を 同じ く 空 間 的 な 角度 に 対す る 指向 感 鹿 


で な で る 問題 は , 電気 回 路 で ある 波形 を 持っ た 入力 信 
峡 を る ろ 波 器 と か ける の と 全く 相似 で ある . 

図 7。 一 様 に 給電 し た ブロ ー ド サイ ドア レー の 指 
向 性 と 空間 スペ クト ル を 示す . と これ は 明らか に 佐 域 ろ 


波 器 に 相当 し , 元 の 信号 の 空間 スペ クト ル か ら 5 WAT 
C125) { 
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は 図 7 一 様 給 電 ブ ロー ドサ イド アレ ー の 

呈 向 性 と 空間 スペ クト ル 

, サイ タル ラジ アン 以上 の 成分 は 全く 消 えて し まう . 
デン テ ナ の 空間 スペ クト ル は 元 の 給電 分 布 の 自己 相関 

関数 と し て 直接 に 求め られ る . すなわち 給電 分 布 の 図 
放 形 を 近 写 紙 に うつし 取り , ズラ せな が ら 掛 け 算 ゃ し て 

BR 香 け ば よい . この 関係 か ら 明 ら か な よう に , 分 解 能 は 

記 アン テ ナ の 広がり で 一 義 的 に 決ま っ て し まう . 

調 し か し 図 7 の 例 で は 空間 周波 数 が 高い 方 で 感度 が 下 

議 蘭 が っ て いる の で , 通過 域 全 体 に わた っ て 平坦 に 近い 特 
詳 庄 寺 に な る まで 信号 を 復活 させ る と と が 可能 で あり , 実 

較 共に 行なう こと も あぁ る. また 初め か ら こ と の 特性 に す 

と る でき , それ に は 図 8 忌 示 す よ うだ すぐ 脇 に ア 
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- 幸 図 8 理想 低 城 ろ 波 器 に 対応 する アン テ ナ 系 
| < ティナ を ー つ 置い て 出力 の 掛 算 を すれ ば よい . 前 と 同 
有 し + う に < 務 写 技 で 相互 相関 を 取っ て みれ ば , と の 関係 
| は 明らか で あぁ る . 自己 相関 の 方 は 切換 成分 だ け を と る 
TR と の 指向 性 か ら わ か る よう 
ビー ム が 見 掛 上 鋭く な る か わり に 副 ビ ー ム が 大 き 
| rs, 測定 する 信号 の 形 に よっ て は 混同 を 招く 
れ が あり 注意 が 必要 で ある . また 有効 面積 も ほ ゞ ア 
a 
2 つの アァ ン テ ナ + の 距 施 を 順次 交え て 舞 測 する と と に 
E り っ ラー) ェ 成 人 を 別々 に と り 。 あと で 合成 し て も 元 


Ec ” 
Ns me 天川 の 千波 計 の いろ いる 、 A 
RN スイッチ I に よる 掛け 算 を 示す 


の 分 布 を 知る こと が で きる . と の 方 法 は 英国 で 開発 さ 
れ た も の で , 電子 計算 器 に より 極め て 速 か に 分 布 が 数 
字 に な っ て 印刷 され る . 

以上 は 一 次 元 分 布 の 場合 で ある が , と この 考え は 二 次 
元 に 拡張 され て いる の や. そし て ある アテ アンテナ に よっ うっ て 
得 ら れる 情報 の 限界 の 概念 が 極め て 明快 と な っ た . た 
と えば 十字 アン テ ナ の 替わり に 一 つの ゥ ウデ を 節約 し て 
了 字 アン テ ナ に し て も 全く 同じ 指向 人 性 が 得 ら れる と い 
う 考 えも % その 成果 の 一 つ で ある. 現在 用 いち れ て いる 
干渉 アン テ ナ の 構成 を 図 9 に 示す ・. 


0 


以上 電波 天文 学 の 主流 だ どけ に つい て , 電波 の 性 質 や 
その 測定 上 の 問題 点 と いう 見地 か ら 展 望 し て みた . 天 
文学 の 方 で は , これ ら の 観測 か ら 幾 多 の 発見 や 推論 が 
活発 に 行なわ れ て いる . 観測 の 方 は 電波 の 強 さ , 分 布 , 
偏 波 お よび それ ら の スペ クト ル を 1" 程度 の ビー ム で 
し ら べ た いと いう 理想 に は ほど 遠い も の が あぁ る が , 大 
アァ ン テ ナ の 建設 は 着 々 と 進ん で いる . 英国 の 76m に 
続い て オー スト ラリ ヤ ャ の 64m の パラ ボラ が 本 年 中 に 
完成 する は ず で あり, 米国 の 180m パラ ボラ の 建設 も 
進め られ て いる 。、 ま た べ ベ べ ネル クス 3 国 で は , 32. 万 個 
の ダイ ポー ル を 3km の 十字 に 組立 て , 400 Mc/s で 
半値 幅 1', 有効 面積 10sm* に し ょ うと 計画 し で い 
る . わが 国 で も 現在 第 1 線 で 活躍 し て いる 太陽 電波 の 
研究 に 加え て , 宇宙 電波 の 研究 に 第 1 歩 を ふみ 出 そ う 
と し て いる こと は 豆 び に た えな い . 
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る 1961 年 度 医用 電子 国際 会 議 開催 


国際 医用 電子 学会 TFME) が 主催 し , 米国 に お ける 関係 
3 学会 (IRE, AIEE お よび ISA) が 後援 する 第 4 回 医用 
電子 国際 会 議 は 本 年 7 月 16 日 より 21 日 まで の 間 = ュ ー ミ ヨー 
ク に お いて 開催 され る . 本 年 の 本 国際 会 議 は 米国 に 六 け る 
「 生 物 学 と 医学 の 電気 技術 に 関す 第 14 回 年 次 会 議 」 と 合同 
で 開か れる こと と に な っ て いる . 

と の 会 議 に わが 国 か ら は IFME 日 本 支部 長 , 東大 工学 部 
阪本 所 房 教授 を 団長 と する 日 本 代表 団 の 形 を と っ て , 10 数 名 
が 出席 する こと に な っ て いる . 同 会 議 で 発 雪 さ れる 予定 の 日 
本 か ら の 論文 は 「 ミ ー ド 代謝 作用 の アナ r グ 計算 」 (国立 放射 
線 研 。 一 橋 大 ), [心音 お よび 心 雑音 の 解析 」( 恵 大 ), 「 筋 電 
図解 析 用 簡易 相関 器 」 (東北 大 ), 「 聴 診 間 げき 解析 装置 」( 東 
芝 ) う ,「 赤 外線 顕微 鏡 と その 医学 へ の 応用 」( 東 大 医 , 日 本 電気 ) 
他 1,2 編 で ある . 

と の 会 議 と 同時 に 同 地 に いて 医用 電子 装置 展示 会 が 開か 
れる . これ に 対す る わが 国 か ら の 出品 物 は 電子 機械 工業 会 が 
中 心 と な っ て 準備 し て きた が , 東芝 , 福田 テレ クト rz, フク 
ダダ 医療 電機 , 千葉 電機 の 4 社 が 心 電 計 を , また 日 本 電気 が 赤 
外線 顕微 鏡 を 現物 展示 する ほか , 約 20 社 が 写真 , パン フレ ッ 
ト を 出品 する . 


$ITU 東京 マイ クロ 波 ゼ ミナ ー ル 開催 決ま る 


ITU の 後進 園 に 対す る 技術 援助 の 一 環 と し て , ITU 日 本 
政府 共催 の 東南 アジ アテ 地域 マイ ク rr 波 ゼミ ナー ル は 来る 10 月 
330 日 か ら 2 週間 電電 公社 講堂 で 開催 され る こと と な り , 既に 
準備 委員 会 , 運営 委員 会 お よび 総括 施設 サー ビス の 各部 会 が 
発足 し て いる . また ,- そ の 準備 の た め ITU 技術 協力 部 長 ス 
ンダ ラム 氏 が 6 月 13 日 来 日 し ,: 日 本 側 運 営 奏 員 会 と 打ち 合 

わせ を 行ない ゼミ ナー た ん 笑 施 の 大 綱 を 定め た . その 方 針 に よ 
れれ ば , 講演 は な 3035 分 程度 と し て 参加 者 相互 の 討論 を 行 な 
うと と と し , 日 本 側 参 加 者 は 約 20 名 程度 が 予定 され て い 
る . 

同 ゼ ミナ ー ル 参加 希望 者 は 既に ITU 本 部 に 通知 の あっ た 
も の を 挙げ る と , 米国 , 西独 各 1 名 。 マラヤ 2 名 で ある が , 
その 他 イ ギリ ス 3 名 イン ド ネ シヤ 2 名 を は じ め , イタ リー, 
キラ ン 2 オー ズ スト ラリ アテ , イン ド , セイ ボ ゼン, フィ リッ ピ 
ン , 中 国 , 韓国 お よび 中 近東 , アフ リカ , 中 南米 か ら も 参加 
希望 が ある 覧 の 情報 が 大 さて お り , 盛会 が 予想 され る . 


③@ 新 料金 制度 の 採用 決ま る 


去る 6 月 8 日 , 公衆 電気 通信 法 の 一 部 を 改正 する 法律 案 の 
成立 を 見 た 聞 , と この 内 容 中 特筆 すべ き と こと は 

(i) 自動 市 外 通 話 い ちゆ る 自動 即時 の 料金 制度 が 従来 の 3 分 
の 単位 時 間 ご と の 課金 か ら 単位 度数 料 7 円 で 通話 し うる 時 間 
を 距離 に 応じ て 論 化 させ る 政 離 別 時 間 差 法 が 採用 され , 短い 


通話 で あれ ば 安い 料金 で 市 外 通話 を か けら れる . 


Gb 手動 市 外 通 話 に つい て も 従来 の 3 分 単位 の 課金 か ら 最 初 
3 分 ・ 以 降 1 分 刻み の 課金 と する 
に 変更 され た と と で ある . この 料金 制 の 変更 は 37 年 秋 を 期 


し て 全国 一 斉 に 切替 えら れる 予定 で あり , 従来 の 料金 制 で は 


短 距 離 の み し か 自動 即時 化 で き な か っ た も の が , 市 内 電話 の 


全 自 動 化 ・ 新 し い 全国 市 外 番 号 計 画 の 採用 と 相 ま ち , 市 外 運 
話 の 全国 自動 即時 化 を 行ない うる 基礎 災 き づ か れ た わけ で 
i 


a 
( 
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料金 制 変更 に 伴い 新しい 課金 機器 (K; ZK 方式), 度数 脱 
算 の た め の 時 間 パル ス 供給 装置 等 の 試作 ・ 試 験 が 行 な お れ で 
いる 他 , 約 3 万 回 線 あ る 既設 課金 機器 を 新しい 制度 に 適 倉 
る よう 改造 す 2 る た i, 行なっ NE 

また 新制 度 で は 短い 通話 は 宏 い 料金 で か けら れる こと と か ら 
呼 数 が 増加 する RN 3 が 短く な っ た と し て も 総 N 避 


ッ ク と じ し て は 増加 する ろう こと が 予想 され る の で 7 休 国 
か ら 数 局 を 選定 し 早急 k | 金 制 の 試行 を 行なう べく 人 改 備 遇 


で ある 


る TR 化 11 Gc 短 距離 中 継 方 式 試験 


今度 電電 公社 通 研 で マイク 二 波 管 を の ざい て 全部 TR 化 
し た 11 Gc 短 距離 中 継 藤 置 が 完成 し た . こと の 方 式 ほ 装置 の 
消費 電力 を 極力 少な くし , か つっ 小形 化す る た め に マイ グ E 流 
管 を の ぞい て 全部 TR 化し , 従来 の 局 合 を 廃し , 写真 見 
れる よう に 平面 2mx2m 高 さ 2.8m の 中 継 箱 に 6 叉 ズ メ テ 
ム の 送受 信 装置 , 同 線 切替 級 置 , 玖 報 打 合 装置 , 電源 (整流 
Rg に 器 , 電池 ) 等 を 収容 し 
て いる . と の 方 式 は 1 
シス テム の 通話 路 数 
300ch, 8 区 間 , 600 
ch, 2 区 間 を 雑 韻 
5,000 pW で 伝送 で き 
る 能力 を も Er 


eS 


けら れる よう 検波 中 継 
方 式 と に 誠 っ で いる 陸 
た 予備 回 線 へ の 切替 ぼ 
電子 切替 と な り 現 用 回 
線 故 障 時 に は 約 fms 
で 予備 回 線 に 切 直 革 ら 
れる . 中 間 区 間 忠 離 ぼ 
標準 30 km で ) 弁 離 
が これ より 長い 場合 ま 
た は 多雨 地帯 で は 芝 


1 


に 
し < 


信 機 の ヘッ ド に パラ メト リッ ク 増 幅 器 を 付す る と と に より 条 


音 指数 を 約 10dB 程度 改善 する こと が で きる よう に し て で てい 
る . 装置 の 性 A 
数 -16dB 以下 (パラ メト リッ ク 増幅 器 の 場合 は 約 6dB》) 容 
中 線 利 得 は _3.3m ゅ で 約 48 dB で ある . また 給電 系 は 写 
の よう に 反射 板 方式 の 場合 と 円 形 導 波 管 の 給電 線 を 用 いる る 場 
合 が ある . 
記 の 性 能 が 十分 確認 せら れ た . 

と の 方 式 の 完成 に より , 極め て 経済 的 な 短 臣 離 回線 の 建設 
と 工期 の 短縮 が 可能 に な る わけ で ある . 


る CAMA タタ 4 パ 装 置 試作 な る 


6 月 号 こ と の 欄 で 紹介 され た CAMA 計算 局 装置 ・ 市 外 局 用 


装置 と 並行 し て 試作 を 進め て いた タイ 装置 は , 試作 完 子 し 


5 月末, 電電 公社 通 研 に 搬入 され た . タイ ペ 装 置 本 林 は 日 本 7 
電気 。 さ ん 和 孔 機 。 検 孔 機 は 新興 製作 所 , 光電 読取 り 装 置 3 沖 所 


電気 負 で ある . 

こと の 装置 は 交換 証 , 基本 料金 託送 電報 料金 市 内 度数 料 
金 等 を 処理 し 磁気 テ チープ に 書き 込み CAMA 計算 装置 の 
力 と する も の で ある . 情報 入力 と し て 紙テープ , 磁気 テー 


プ , 情報 出力 と し て 磁気 テー プ が 使わ れ , 入力 用 と し て 光電 
出力 用 と し て 磁気 テッ 
る . こと の 久 出 力 制 御 回 路 


ー プ 7 語 2 プリ ニス 折 癌 を 持ち で い 


ER RB. 


任意 の 局 で 通話 路 を 分 "7 


ぽ と し て は 送信 出力 2.40mW 以 上 雑 き 指 


現在 通 研 構 内 で の 総合 試験 も ほとん ど 終 了 UE 
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デー タ 々 処理 は , スト アー ド プ ログラム 方 式 で 16 個 の 命令 で 
処理 され , 論理 素子 は 約 7000 個 の パラ メト r ン で ある . その 
0 他 の 特徴 と し て は , メタ ルカ ー ド 記憶 逆 置 を 大幅 に 使用 し , 
y と れ に より 磁 心 記憶 装置 の 容量 を へ らし て いる . 
” 現在 長期 の 安定 度 試験 を 行なっ て お り , とこ れ を 8 月 まで 続 
け 9 月 一 10 月 に は , 実際 の 光 料 で も っ て 総合 的 な 一 貰 作 業 試 
験 を 行なう 予定 で あり 結果 が 注目 され て いる . 


⑳ePBX の 電子 化 進 む 


戦後 わが 国 で は 電電 公社 通 研 と を は じ め 通信 機 製造 会 社 等 に 
詳 放 お いて は , 海外 エレ クト セロ ニ ッ ク 技 術 の 発展 に 呼応 し 自動 電 
議 放 話 交 換 機 の 電子 化 研究 を 進め て いた が , トラ ンジ スタ な ら び 
ポラ メト ドン の 発明 と 電子 計算 機 技術 の 確立 は 電子 交換 機 
放 の 研究 を 促進 し , 最近 に お いて は 小形 商用 機 の 製造 が 行なわ 
議 生 や る 段階 に まで 発展 し た . 将来 の 電子 交換 機 と し て は 通話 路 
部 お よび 制御 部 を すべ て 電子 素子 に より 構成 し た 全 電 子 交 換 
放 秋 が 理想 の 次 と 考え られ て いる が , 電子 素子 に よる 通話 路 部 
模 成 上 の 方 式 , 通話 路 性 能 , 価格 お よび 信頼 度 等 種々 の 問題 
有 有 点 が あぁ り , 内 外 の 研究 機関 に お いて 大 規模 な 研究 活動 が 行 な 
ちや れ て いる . こと れ に 対し 通話 路 部 に 機械 的 接点 を 使用 し た 半 
請 | 電子 交換 機 は 開発 段階 に あり , 各国 に お いて 実用 化 が 予定 せ 
放ち られ て いる . 
| わが国 に お ぉ お いて は 商用 1 号機 と し て 三越 本 店 PAX 用 と し 
謀 で ウイ ヤス プリ ング XB スイ ッ チ の トラ ンジ スタ 制御 に よる 
| 200 回 線 NS-1B 電子 交換 機 ( 日 電 う が 製造 され , 昨年 3 月 開 
| 通 以 来 良 好 な サー ビス を 提供 し て いる . と れ に 続く も の と し 
放 で, グロ スバ ー ス イッ チ の トラ ンジ スタ 制御 に よる 200 回 線 
放 半 電 子 交換 機 と , これ に 接続 する 時 分 割 式 30 回 線 全 電 子 中 継 
月 交換 機 が 日 立 製作 所 に より 製造 され , 本 年 6 月 東急 自由 ケ ケ 兵 
詳 換 所 に 納入 され た . その 他 発 表せ られ た お も な も の と し て 
は 富士 通信 楼 に お ける FEAX 302 A 200 回 線 四 線 式 時 分 割 
有 全 電子 交換 機 の 試作 が あり , 小形 化 設 計 に お いて 注目 すべ き 
| も の が ある . 沖 電 気 に お いて も 四 線 式 時 分 割 全 電 子 交換 機 の 
恩人 作 が 行なわ れ , 東京 国際 見 本 市 に 展示 され た . 


= ② ク ロス パー 式 電信 交換 機 完成 


Fe 


有朋 不 下 産 志 (株) に お いて は か ね て より 全国 規模 に よる テレ 


| 2 スバ ー ス イッチ 1 段 接 制 御方 式 を 採用 し , 制御 機器 の 
S$ な も の と し て は ワイ ヤス プリ ング リレー お よび 450 形 有 


方式 の 混用 と し 方 式 容量 は 局内 加入 者 回 線 (16), 話 中 席 ト ラ 
ンク GO), 再生 中 継 装置 (5 組 )。 デ ィ レ クタ (6), マー カ 、 


| マーカ ヵ 接 統 に よる 任意 代表 番号 選択 。 各種 試験 , 3 ルー ト ま 
未 回 中 継 , 符号 鞭 積 償 よ び 符 号 変換 機能 , 発信 加入 者 使 
の 場合 の 応答 確認 お よび 落 信 加入 者 話 中 の 場合 の オー バ 


ーー に 使用 する 話 中 席 。 トラ ンジ スタ 式 再 生 中 継 器 等 が あ 


Te 
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ホー ン ・ リ フレ クタ アン テ ナ 試 作 


わが 国 の マイ ク グ r ャ 波 回 線 は ほとん ど パラ ボラ ・ ア ン テ ナ » ヵ 
使用 され て いる が , 公 箇 用 マイ ク r 波 回 線 も 4 Gc の みな ら . 
ず , 6 Gc, 11 Ge 等 の 周波 数 帯 も 使用 され る 状況 に ある . とこ 
れ に 対し と これら の 周波 数 帯 共通 の アン テ ナ と し て 超 広 帯 城 性 
を も っ て いる ホー ン ・ リ フレ クタ アン テ ナ が 有効 と され で い 
る . また こと の アン テ ナ は 指向 特性 が 優れ て いる の で , マイク 
波 回線 の 分 岐 局 用 に , また 宇宙 通信 等 に も 有効 で ある 今 
度 電 電 公 社 通 研 で わが 国 は じ め あめ て の 試作 を 行なっ た 。 と これ は . 
写真 に 示す よう に 前 面 左右 の 最大 寸法 3.83m, 高 さ 7.5m, 
開口 面積 8.75 m*, パラ ボラ の 焦点 政 離 2.64m, 角 す い の 開 
き 32° で , 開口 面 に は 厚 さ 1mm の ボリ エス デル 積層 板 が な 
張ら れ て ある . その 利得 は な 6.1 Ge で 約 45 dB, 半値 幅 約 1* 
の 値 が 得 あ られ て いる . 


る らせん 導 波 管 の 製法 研究 進展 


電電 公社 通 研 で は か ね て か ら 低 損 失 達 距離 伝送 線路 と し で 
有望 な らせん 導 波 管 の 製法 を 研究 中 で あ っ た が , と の ほど 克 
空 含 浸 法 に よる 製法 を 開発 し , 5 月 17 日 の 「 ミ リ 波 の 研究 に 
関す る 総合 委員 会 」 に 報告 し た . と の 方 法 に よれ ば 従来 に く 
ら べ 強度 が 大 きく , 高価 な 樹脂 が 少な く て その か わり 安い 鉄 
管 を 使う た め 経 済 的 で あり , 従来 樹脂 と が ガラス テー プ の 積層 
の た め に 必要 で あっ た 専用 の 機械 が 不要 に な り , 量産 向き で - 
あり , さら に 樹脂 の 毒 性 に 対す る 管理 が 容易 と な る 等 優れ た : 
方 法 と し て 注目 に 値 し ょ っ . 

その 方 法 の あら まし は 。 ま ず よ ょ よく 仕上 げた 心 金 に 0:14mmi 
径 の フォ ル マ ル 線 を 一 層 密 巻き し , その 上 に ガラ ステ ー プ を 
数 層 券 いて 鉄管 の 中 に 挿入 する . その 後 心 金 の 軸 が 鉄管 の 軸 s 
と 一 致し , 心 金 が 鉄管 の 中 に 宙 ず り に な る よう 両端 で 支え , 
気密 に な る よう 机 端 を 封 ず る . 鉄管 に は あぁ あらかじめ 両端 付近 : 
に 和 孔 が あり 一 方 の 孔 か ら 空 気 を 抜き 他方 の 孔 か ら 樹脂 を 注入 
する . 注入 時 間 は 温度 に より 左右 され , 鉄管 40C 樹 用 
35°C 位 が よい . 

引 空 信 浸 法 で は 従来 の 方 法 と くら べ て 樹脂 な ガラス テープ 
の 繊維 の 細か いす き 間 に まで 入り と む 点 で も すぐ れ て お り , 心 
金 を 引抜 いた 後 の 管内 面 は らせん の 線 と 線 の 間 に ま で 樹脂 が : 
入り と ん で 引抜 導 波 管 と 同じ 程度 に な め ら か に な っ て いる . 

同 所 で は 5m も の 10 本 を 試作 し た が 減衰 特性 も 47 Ge: 
か ら 51Gc まで の 平均 が 1.68 dB/km と いう 低い 値 で ぁ . 
り , 周波 数 特性 の ゆら ぎ も 少な く 平坦 な 特性 で あ っ た . 

な お と の 導 波 管 で 鉄管 を 銅 管 に か えた も の は 曲がり 導 波 : 


管 線路 と し て きわ め て 有望 で あ る と いわ れる . 同 所 で は 5 m | 


も の 5 本 を 試作 し 目下 特性 測定 中 で ある . 


' 0 で 
A cl a SR 


EE 
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る 列車 位置 表示 装置 完成 


国鉄 技研 で 研究 中 で あ っ た 列車 位置 表示 装置 が と の ほど 完 
茂 し 本 年 3 月, 中央 線 東京 一 新宿 間 急行 線 に 設備 され 。 実 R 


i 


試験 段階 に 入り 好成績 を 得 て い る . 


と の 装置 は 列車 指 令 者 に 対し て 指令 区 間 内 走行 中 の 列車 位 
土 を 軸 道 回 路 単 位 に 表示 する も の で , 従来 指令 電話 を 通じ て 
列車 の 運行 状況 を 各駅 に 問 合 わ せ て いた 業務 を 自動 化し て 運 
行 管理 を 能率 化す る も の で ある . 

指令 室 に は 中 央 装置 と 表示 盤 , 現場 に は 各 軌 道 回 路 ご と に 
現場 装置 が 設け られ , 中 央 装置 と 現場 装置 と の 間 に は アテ アース 
線 を 共通 と する 3 回 線 (4 条 う の 制御 線 聞 設け られ , 記憶 回 
線 , 移動 回 線 , 情報 回 線 が 構成 され る . 中 央 装置 お よび 現場 
装置 は トラ ンジ スタ ディ ジタル 制御 回 路 に より 構成 され , 現 
場 装置 は 電源 と フリップ フッ プ より 成る 簡易 な も の で 高 
温 」 高 混 , 雑音 , サー ジ 電 圧 等 に 配慮 し て 設計 され て いる - 
. 装置 の 動作 は , 中 央 装置 か ら 記 億 回 線 に 1 ビット の 記憶 符 
号 を 送出 する と こと 芝 よ り , 各 現 場 装置 は 軌道 回 路 に 烈 車 の 有 
無 を フリ ッ プ フッ プ に 記憶 する . 中 央 装置 は 引 続 い て 移動 
回 線 に 軌道 回 路 数 だ け の 移動 符号 を 送出 し , これ に よ っ て 現 
場 装 置 の 記憶 内 容 は 各 現 場 を 結ぶ ぶ シ フト レジ スズ メタ 機構 に と より 
逐次 中 央 に 移動 する - 以上 の 動作 が 200 ボー の 符号 速度 で 線 
返さ れ て いる . 

記憶 沙 よ び 移 動 符 号 に は 直流 信号 を 使用 し , 20km の 伝送 
を 標準 と し , 表示 区 間 が それ 以上 に わた る 場合 は 20km ご 
と に 区 分 し て 境 方 区 間 に 対 する 符号 は その 区 間 の 入口 まで 搬 
送 回 線 に よっ て 伝送 され る . 


カラ ー コ ンピュータ 完成 


東芝 マッ ダ 研究 所 で は さる 4 月 , カラ ー コ ンピュータ と よ 
ば れる 自動 分 光 測 色 装 置 を 完成 し 発表 し た . と これ は 2 分 間 で 
可視 域 の 分 光 反 射 ( 送 過 う 率 を 記録 する 自記 分 光 光 度 計 に , 
ディ ジタル 測 色 計算 装置 を 付加 し て 物体 の 3 刺激 値 X,Y お 
よび SC(= 填 YZ) を 5 桁 の 十 進 数 と し て プリ ント する る も 
の で ある -. 

分 光 光 度 計 部 分 は 2 光路 光学 平衡 方 式 たより, 3 刺激 値 の 
計算 は 改良 形 の 選定 波長 方 法 と いう 新しい 原理 に と よっ て い 
る . 計算 装置 は 3 個 の 十 進 カ ウン タ の 前 に 数 段 の 2 進 回 路 


と ゲー ト 回 路 を 接続 し た も の か ら 成 り , まず 測光 くさ び の 島 
直 (分 光 測 光 値 に 対応 する う ) を パル ス 数 に 変換 し , 分 光 器 の 
波長 が あぁ あらかじめ 計算 きれ た 選定 波長 に 到達 し た と き に 適当 
な ゲー ト が が 開き, パルス 数 に 1/2 ヵ z の 係数 が 掛け ちら れ て 積算 
され る 。 と れ に よっ て 可視 部 の 走査 が 終っ た と さき (CXS 
る カ ps 2 i ここ 

計算 装置 部 分 の み の 確度 は 0.04 以内 で , 測光 部 分 まで 
含め た と き の 精 度 は 0.1% 以内 で あっ で , と これ は 従来 の 測 倫 
装置 に くら べ て 格段 に すぐ れ た も の で ある . また 拘 作 も 自動 
化 さ れ て いて ,。 ス ター ト ボタ ン を 押す だ け で 測 容 一 記 線 王 印 
字 一 復帰 一 つぎ の 測定 準備 まで 行なわ れる , _ 4X5 mmm と いう 
小さ い 反 射 試 料 ま で 測定 で きる と こと も ゃ 一 つの 特徴 で ある 


標準 電波 の 偏差 表 
郵政 省 電波 研究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 


(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mcls, 5 Mc/s,10 Mcljs, 15 Mc/s 


Frequency |Lead of JJY Date Frequency [Lead of JJY 


Date Deviation limpulses on Deviation limpulses on 
1960 | Parts in 人 1960 | Parts in SE Mn 
Dec 10~ 0900 Imilliseconds ae 10-% 0900 lmilliseconds| 
“1 TSE. 0900 J.S.T. 0 3. 0900 J.S.T. 
1 + 8 16 + 2 + 9 
7 + 1 + 9 
2 ー 5 + 7 
3 — 5* + 7 18 + 2 + 10 
19 + 2 +.、10 
4 0 + 7 
20 + 2 十 30 
5 + 1 + 7 N 
21 + 2 + 10 
6 + 1 + 7 
22 ー 2 + 10 
7 — + 7 
23 ー 1 + 10 
8 + 1 + 8 
24 ー 1 + 10 
9 + 1 + 9 
25 —ー 1 + 10 
10 + 1 + 9 
26 ー 1 + 10 
11 + 1 + 9 
27 ー 2 キ +9 
12 + 1 + 9 
28 ー 2 十 9 
13 + 1 + 9 
29 ー 3 +.9 
14 + 1 + 9 
15 Ed + 9 3 
31 ー 2 9 


The values are based on the Time Service Bulletin 
from the Tokyo Astronomical Observatory. 
* Adjustment were made on the days:indicated by* 


(129) 


a 
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導 第 2 回 理事 会 88 人 当 ) 


障 三 馬 、 小島 , 内 田 , 、 木 村 各 副 会 長 , 野村, 二条 両 理事 田 
調 中 庶務 幹事 , 柿田 香西 両 会 計 幹 事 , 関口 , 猪 二 各 編集 幹事 , 
語 主 孝 宮 , 岡 登 両 調査 幹事 , 森田 技術 委員 会 会 長 お よび 肥 土 主 
ee- 事 出席 . 
: 議 事 

語 】 広田 会 長久 席 の た め , 会 長 の 指名 する 三 態 副 会 長 が 議長 と 
調 な り 5 っ ぎの 名 項 に つい て 協議 決定 し た . 

陸 昭和 36 年 連合 大 会 報告 に つい て 

連合 大 会 委員 長 か ら の 事務 報告 お よび 決算 報告 に 基づい て 

有 有 1 入 四 幹事 か ら 報 告 , 特に つぎ の 各 項 に つい て 説明 が あり と れ 
を 承認 し た . 
用 仮 決算 の 結果 生じ た 約 45 万 円 の 剰余 見 込 額 に つい て 
は つぎ の 通り 処理 する . 

全会 用 備品 (ワイ ヤレ ズ スマ イオ イク, テー プレコ ュ コーズ, 


還 褒 2 カホン 人 等) 購入 150,000 円 
| ② 実行 委員 会 委員 へ の 記念 品 100,000 
3 事務 担当 学会 へ の 慰労 金 20,000 


請 を 差引 | き 名 学会 へ 所 定 の 割合 (5 : 3 : 1 : 1) で 配分 する . 
用 F. 次 回 開催 地 を 「 東 京 」 と 決定 し た . 

や | へ 今後 の 連合 大 会 の 計画 , 実施 に つい て , 名 学会 理事 会 
| で 充分 検討 し , 改革 案 を 持 寄り 協議 する こと と し た い 、 
昭和 37 年 連合 大 会 に つい て 

|| を 学会 か ら の 推 を ん に 共 づ つい て 委員 を 委 し 、 来る 6 月 29 
| 有 有 第 回 委員 会 を 開催 する 所 報告 が あっ た . 

放 3 昭和 36 年 度 全国 大 会 に つい て 
et 
4 な われ た . 

箇 晶 1 月 1 日 ( 士 ) 12 日 (CH), 13 日 (月 ) 


備考 
別 委 員 租 境 


* 


特別 委員 委 只 


~ 


時 友 書 ( 通 
博美 客 ( 電 波 監 ) 
寛 君 ( 早 大 ) 
園 弘 看 (東工 大 ) 
三 層 病 明 守 ( 通 、 研 ) 
牝 井 久間 君 ( 東 。 火 ) 
猪瀬 博 君 ( 東 。 天 ) 
相田 実用 ( 通 " 研 ) 
関口 良和 苺 君 ( 通 。 研 ) 
一 郎 君 (電電 公社 ) 
光二 圭 (区 玉 “ 護 3 


別 秦 員 委 


お よび シン ポジ ウム 講演 募集 要綱 に つい て 
yan re pb tdl i 決 


の うえ ぇ 7 月 号 に 発表 する こと こと と し た : 
記 


円 | "a 提案 委員 会 
ーー ショ ン ・ 
ー ト マト ン 


| 人 幸 話 化 の 問題 | 信頼 性 と 品質 管理 。 
商 出 力 ト ラン ジス タ と 
半導体 トラ ンジ スタ トラ ンジ スタ 


トラ ンジ スタ の 許容 電 
力 損 失 _ 


4. 地方 在住 評議 員 補 欠 に つい て 
昭和 35 年 選出 地方 在住 評議 員 北 原 安定 君 GE 枯 電 通 ) お 
よび 谷口 久夫 君 (NHK 広島 ) が 東京 へ 転勤 の た め 失 格 補欠 
を 要する と こと ころ, 同年 の 改選 に お ける 役員 会 推 せ も ん 候補 者 は 
次 点 以 下 の 5 名 いずれ も , 補欠 , 会 長 指 名 ある いな は 東京 へ 転 
勤 等 の た め 候 補 者 が 無く な っ た の で 補欠 選挙 を 行なう 必要 が 
あり, こと これ に つい て 協議 の 結果 , 経費 よび 残任 期 の 点 か ら 
考慮 し て 今回 は 補欠 選挙 を 行なわ ず , 欠員 の まま と する こと と 
に 決定 し た . 
5. 職員 給与 改定 に つい て 
給与 改定 小 委員 会 で 検討 し た 結果 に つい て 小島 副 会 長 か ら 
詳細 説明 が あり , こと これ に 基づい て 協議 の 結果 , 小 委員 会 案 の 
通り 決定 , 昭和 36 年 4 月 1 日 より 実施 の こと に 決定 し た . 
6. 国際 シン ポジ ウゥ ウム 計画 に つい て 
国際 シン ポジ ウム 准 備 委員 会 の 森田 委員 長 か ら 、 今 まで の 
進 備 委員 会 に だ お いて 協議 し た 事項 の 説明 が あり , これ に つい 
て 出席 役員 の 間 に 各 種 の 意見 が あっ た が , 意見 変換 の 結果 っ 
ぎの と と を 決定 し た . 
(1) -1963 年 の PGCT, PGIT 関係 
学会 と し て は no touch と する . 
(2) 1964 年 の PGMTT 関係 
技術 委員 会 を 中 心 と する 準備 委員 会 で も っ と 具体 近 
な 計画 を 練る . 
'⑲ 理事 会 と し て は 開催 年 度 の 関係 か ら 申 継 事 項 と し て 
翌年 へ 申 送る 
9 技術 委員 会 会 長 で IRE の Dr. Bailey あて と の と 
と を 知ら せ 協 力 を 要請 する . 
必 事務 局 が で きる まで の 途中 の 経費 は , 学会 で 立替 払 
を する か 技術 委員 会 の 経費 で まかなう か いずれ か に よ 
る と と と する . 
な お 1964 年 に は PGME 関係 で も 国際 会 議 を 日 本 で 開催 し 
た い 希望 が 一 部 に は ある 皿 宇 都 宮 調査 幹事 か ら 付 言 さ れ た 。 
7. 電気 通信 規格 調査 会 報告 に つい て 
岡 登 調査 幹 事 か ら 規格 調査 会 の 規程 一 部 変更 の 提案 お よび 
eae ed CS 
し じ た . 
(1) 電気 通信 規格 調査 会 規程 改訂 
(目的 ) 
第 1 条 こと の 調査 会 は 電気 通信 お よび 電子 応用 に 関す る エ E. 
C. (国際 電気 標準 会 議 ) の 国際 標準 規格 の 審議 を 行 
な い , ee RE et i 
を 作成 する とこ と を 目的 と する . 
を つぎ の よう に 改め る . 
(目的 ) 


昭和 36 年 7 月 遂 7 司 学べ 会 雑 " 誌 第 4 引 巻 7 号 1153 
第 1 条 この 調査 会 は , 電気 通信 お よび 電子 応用 に 関す る I. あと と 
i oj toyisiio re ti ca 7. 本 会 雑誌 の 目次 頁 に 挿入 する 写真 説明 は , 200 字 以 内 
i TN 応じ JIS ( 旦 本 工業 規格 〕 の 原 と し 技術 的 説明 を 主眼 と する と と . し た が っ で , 商業 
案 作 成 な ら び に 学術 用 語 の 調 査 作成 等 を 行ない , も 的 , 企業 的 を 強調 し た 記事 に た ついては, その 書 
っ て 電気 通信 お よび 電子 応用 に 関す る 標準 化 事業 に 科 と を ( 求 す る か , 広告 委員 会 また は 広告 委員 会 電 事 家 
寄与 与 す る と と を 目的 と すく 0 当 に 年 向 の 侯 正 を 行なう と と . 。 } 
(2 専門 奏 員 会 の 改廃 注 1. "特集 号 は , 毎年 4 月 号 お よび 10 月 人 学 と する が 編 vg 
廃止 電子 管 JIS 集 の 都合 と に より 変更 する と と ど が ある : 
工業 技術 院 ょ り 委 託さ れ た 受信 管 規格 の 通則 お よ 注 2. 外国 製品 の 紹介 は , 年 間 3 回 以内 を 限度 と し て 掲載 th 
、 び 個 別 規格 の 調査 を 完了 , 一 応 廃止 の こと に 決定 放 入ら た か の 電 妹 し で 直江 
Ks 6 と 
新 設 イ . 水 唱 振 動 子 用 恒温 楠 JIS 原案 ) 幸 告 
委員 長 高 木 ~ 昇 君 
ドド 。 ゲルマ ニウム ダイ オー ド 試 験 法 (JIS 原案 ) (1) 会 員 現 況 (昭和 36 年 5 月 31 日 現在 ) 
の 末 定 会 員 別 | 益 貞 由 持 貼 正中 | 准 員 |# 生 中 附 夷 中 
つぎ の 通り 入会 を 承認 し た . a 9 | 178 ls gr 2,111| 904| 195| 12,734 
下 " 史 新 井 患 君 他 30 名 : 会 | 37| 13| 203 4 257 
本山 小 へ 選 て 上 凡 3 叶 、 須 い 礼 16 名 退 会 | 1 多 2 (Tt 25 
学年 員 き 青柳 患 彦 君 p 他 -248 名 死 E 1 1 
| 特殊 員 神 栄 電機 株 式 会 社 綾部 工場 5 月末 会 員数 | 9| 177 9,352 l2,122 et 198 12,965 
東京 電気 通信 局 図書 室 増 減 | Li SR TE ot 
ナッ ヵ 株 式 会 社 (3 ロ ) - 
日 本 電子 株 式 冬 社 (2) 会 計 別 収 支 状 況 (昭和 36 年 5 月 中 ) 
1 i i 0 会 」 邊 馬 列 収入 | 支出 | 差 (⑭ は 注 ) 
onic hora ghartc 並び に 同 信 [| 一 上 般 会 計 | 1040,736| 2,705,927 | A 1,665.191 
i img a 3 特別 事業 会 計 | 4584,989 | 1,751,516 | | 2,833j423 
有 | の る 本 完 専 門 委 員 会 か ら 推 せ ん を 求 め る . を aa 
} (2 要綱 を 7 月 号 会 告 ( 赤 紙 ) に 掲載 し て 一 般 か ら の 推 せ i CS Ms 
| ん を 求め る . 職員 紀 職 積立 金 会 計 | 一 = ーー 失 誠 間 
’ 10. 渋沢 覚 (日 本 電気 協会 ) 候補 者 推 せ ん に つい て 収益 事業 会 計 | 2,715,897| 3,050,069| A 3341727 
| 一 般 会 員 か ら 推 せん を 求め る 時 間 的 余裕 も 無い の で 理事 仮 受 払金 ・ 預 り 金 276,977 | 841,435 | A 564,458 
会 と し て は 今回 も 見 送り と 決定 し た . が 
か 区 仙 統 穴 集 重 避 20 沿 着払 せ ん に つう (1 と 計 | 8,618,549 | 8,541,960 | 6,589 | 
‘ 出版 業者 と し て 本 会 と 縁故 の 深い , コロ ナ 社 前 社長 午 来 (3) 資金 月 末 現 在 高 (昭和 36 年 5 月 31 日 現在 ) 
] 丈 助 氏 を 推す も と ん する こと と に 決定 し た . 2 
広告 委員 会 担当 柿田 会 計 幹事 か ら 広告 委員 会 で 決定 し た 財 導 目 | |< の 董 | で 二 生生 
つぎ の 取扱 甚 準 に つい て 説明 が あり , とこ れ を 承認 し た . | 4,940,448| 6,661,104| 5,917,045| O976,597|A 7445059 7 
電気 通信 学会 雑誌 の 表紙 写真 お よび 向 | 苗 通 務 金 | 800,141| 2,519。422 1608,216 808,075|A 911,206 、 科 
写真 説明 の 取扱 基準 当座 預金 | 38,251 626 181A 38,070A 45 


(36.6.21 広告 委員 会 ) 
1. 表紙 写真 は , 特集 号 ( 注 1) を 除き , 年 間 10 回 掲載 
する と ど と 。 

」 写真 原稿 は , あら か じ め 3 か 月 分 を 用 意 し , 広告 委員 
会 で その 内 容 , 構図 お よび 掲載 順位 を 決定 する と と . 
3. 写真 の 内 容 お よび 構図 は , 国産 ( 注 2 う に よる 新 製 品 , 
新設 備 の 紹介 を 主体 と し , 本 会 雑誌 の 表紙 と し て ぁ を さ 
わし いも の で ある と と . し た が っ て , 商業 的 , 企業 的 

な 色彩 を 強調 し た も の は 掲載 し な いと と . 
数 社 が 同一 製品 の 写真 を 掲載 し た い 希望 が あぁ っ た 場合 
KC は , あら か じ め 別 途 に 関係 会 社 間 で 打 信 わせ の うえ, 
/ 掲載 する 会 社 を 決定 する こと . 
掲載 する 写真 の 製品 に 対し , その 製品 の 発 誕 者 , 協力 
考 が ある 場合 は , 関係 会 社 は 写真 掲載 方 に つい て , あ 
a ら か じみ 発 者 , 協力 者 の 諫 解 を 得 て お く こ とこ と. 

6 写 不 の 計 入 文字 は 会 社名 , 製品 の 名 称 , 設備 の 名 称 
; TS TOR 1 
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C1319 : 


可 \ 信託 預金 | 4,102,056| 4,141,056 


31 


4,308,648| 206,592 


167,592 


Wa 1,081,000| 2,383,000| 1,805,000| 1,302,0007 
小 7,742.135 
77,189 


500,000 


8,319,324 


各 委 員 会 開催 状況 
は 00 
海外 論 会 6 月 6 日 , 2 00pm 1 
ニ ェ = ュー ス 委 員 会 , 6 月 6 日 , 5.30 p.m. \ge = 0 ’ 
論文 奏 員 会 , 6 月 8 2.00pm.】 re 
2. 給与 改正 小 委 員 会 ぎ 6 月 13- 卓 , 5.30p.m: | 学会 事務 7 
所 会 議 室 ーー 
3. 昭和 36 年 度 全国 大 会 第 1 回答 員 会 , 
6 月 "14 日 , 5:30 p.m. 学会 事務 所 会 識 室 


ri 
= 
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4,。 国際 シン ポジ ウム に 関す る 打 合 会 
6 月 16 日 , 5.30 p.m. 学会 事務 所 会 識 室 


攻 5. 出版 委員 会 , 6 月 19 日 , 5.30 p.m. 会 事務 
wy 6. 広告 委員 会 , 6 月 21 日 , 5.30 p.m. 

: 

36 年 7 月 入会 

+ ! ( 薇 称 略 ) 

' 正嗣 新井 忠 , 井上 実 , 大 沢 仁 , 小 模 勇 , 菊地 
議 靖 | 一) 北山 一 和男 , 国 古 清治 , 雑賀 健 , 佐藤 旭 , 城 金正 満 ,・ 


話 請 百 能 一 二 , 鈴木 奈 治 , 相馬 人 没 司 , 高橋 蛋 , 高橋 正 , 玉井 
庫 補 , 沈 時 披 , 塊 - 厚 , 長沢 秀郎 』 垢 和 武士 , 東 恵 治 , 
議 放 平野 広 , 藤村 英 座 , 松村 弘 , 宮島 孫 三 郎 , 三輪 次 和男, 矢 
| 作 古 助 , 山内 豆 也 , 山口 健次 郎 , 山崎 貢 , 吉野 純一 
人 六 員 浅尾 用 史 , 小川 主夫 , 小沢 靖 主 , 川口 浩 , 上 崎 省 
語 佐藤 起 , 佐藤 徹 , 塩谷 洋 , 清水 博 , 長田 妊 正 , 
放 ] 兵 田 倍 之 , 福田 久生 , 本 田 忠 盛 , 松岡 秀雄 , 和信 木 伸明 , 山 
内 道雄 , 横内 春 故 
放 \ 生 見 青柳 忠彦 , 青山 保 , 赤塚 感 閉 , 赤羽 根 康生 , 鮎 
| 田 和夫 , 新居 康彦 , 荒 永 正 範 , 安 仲 足 靖 , 井川 信孝 , 石田 義 
正和 石 丸 守 , 石和 昭彦 , 板 津 直 浩 , 伊藤 昭二 , 伊藤 静 和 男 , 
伊藤 義雄 , 稲垣 康 善 , 井上 洋一 , 岩倉 満 志 , 岩瀬 充 紀 , 岩船 
| 品 卒 , 上 田 修 , 上 田 稔 , 牛尾 重幸 , 臼井 優 大 郎 , 内 田 政 
罰 好 , 内 野 耕 一 郎 , 江尻 充宏 , 小原 守 生 , 大 倉 伸 , 大 性 紀元 , 
大 塚 太 , 大 場 浩 , 大 平 重 正 , 大 涼 幹雄 ,, 大 見 興 一 , 大 村 
有 | 洛 , 大 矢 利夫 , 岡 藤 短 史 , 岡本 文 一 , 小笠 原 彦 夫 , 小木 曽 
| 応 司 』 奥田 邦夫 , 小野 宗 義 , 甲斐 博 , 加賀 見 宗治 , 片山 哲 
訟 よ 桂 内 生 , 加藤 瑞 頭 , 加藤 高 一 , 加納 隆景 , 急 山 孝雄 , 
衣 中 内 康弘 , , 川崎 蜂 平 , 川 府 博 , 河端 統 咽 , 神崎 重 統 , 菊 
| 地 重 昭 , 菊地 誠 , 菊谷 誠 , 木戸 一 巡 , 衣 息 紀男 , 木下 
| 江 倉 茂 幸 永 , 本 電 雄 , 黒木 忠雄 , 甲野 克洋 , 小杉 明 , 
| 小玉 忠弘 , 小林 功 , 小林 圭一 , 小林 桂 一 , 小林 茂 彦 , 小林 
衣 伯 二 小 山 統 , 近藤 隆 , 斉藤 聡 , 斉藤 秀昭 , 才 野 季 彦 , 
衣 坂本 | 光 , 迫田 忠明 , 傘 部 隆明 , 佐田 衛 , 佐藤 和 也 , 佐藤 
| 隆 佐藤 文 孝 , 佐藤 芳彦 , 猿田 峰夫 , 塩見 昭 , 其 波 義文 , 
有田 徳 房 , 十文字 弘道 , 杉崎 俊夫 , 杉原 正明 , 杉山 内 夫 , 
衣 倫 木 郊 字 , 鈴木 孝雄 , 銘木 俊宏 , 春原 博 次 , 関 明 , 関 昌 
放 利 計 関 根 邦 彦 , 瀬 来 田 治 , 千住 意 , 祖父 江 幸 男 、 高田 朋 徳 , 
高津 武 , 高根 宏 士 , 高野 箇 成 , 高橋 貞雄 , 高橋 宏 , 高橋 
” " 滝本 治 , 江本 幸男 , 武田 有 弘 , 辰巳 博之 , 立石 寿彦 , 
田中 齋 夫 , 田中 孝一 , 田中 工 , 田中 隆 介 , 田 荷 紫 , 田村 
和信 。 下 明 光 座 , 出口 良雄 , 手塚 政 仁 , 土井 浩 閉 , 藤 細 活 平 , 
_ 特 間 灯 座 ,』 徳 松 安 浩 , 村木 浩司 , 戸 根 吾 彦 , 富井 宏行 , 鳥 脇 
純一 郎 』 永井 悦夫 , 中 河 正勝 , 中 里 克 座 , 中 島 際 芝 , 中 条 恵 
仲田 信 部 , 中 村 昭 典 , 中 村 弥 造 , 中 村 滋 男 , 中 村 末 也 , 
[俊彦 中 山 正之 生 江 除 男 , 南条 宏 剛 , 錦 谷 億 妙 , 西 氷 
西村 員 道 西脇 彰 , 新 田 慎一 郎 , 橋本 人 矯 , 橋本 忠 
| 橋本 率 行 , 慈 尾 顕 穂 , 早坂 修 広 , 林 好 文 , 頃 随 朝原 
x 一 , 原田 穀 , 寿 木 路 男 , 水 飽 興 志 , 日 比 野 倫 夫 , 日 普 
平 催 健 , 平沢 茂一 , 深谷 信郎 , 福田 久 史 , 福田 昌 仁 , 
| 福田 画 一 , 藤井 信男, 藤井 政 敏 , 藤井 基 雄 , 藤田 。 意 , 藤野 
, 診 野 昌 売 , 伏見 赴 , 藤村 寿雄 , 古 垣 恵 造 , 古川 
og 古田 丁 宏 , 古屋 裕 規 , 堀 恒 信 , 本 卿 広平 , 
$。 本 間 第 富 , 本 間 浩 , 本 間 正 宮 , 前 田 個 , 真 
ーー 間 二 品 没 夫 , 松尾 稔 , 松平 健 , 松村 貞夫 , 間宮 


Pe gles, 


7. 昭和 36 年 (前期 ) 稲田 記念 学術 奨励 金 委員 会 
6 月 27 日 , 5.30 p.m. 学会 事務 所 会 議 室 

8. 昭和 37 年 電気 四 学 会 連合 大 会 委員 会 
6 月 29 日 , 5.30 p.m. 交通 協 会 


秀 副 , 三浦 研 造 , 水上 雅雄 , 三田 利夫 , 三井 節男 , 美原 修 , 
宮井 夏紀 夫 , 宮内 哲三 , 宮川 率 英 , 三宅 靖彦 , 宮下 正 羨 , 宮 
代 文 夫 , 宮田 弥 , 官 本 光徳 , 向井 孝雄 , 宗像 寿郎 , 村瀬 清 
隆 , 村田 厚 , 村田 克彦 , 村田 悠紀 夫 , 村田 宜 也 , 村 本 和 生 。, 
望月 孝則 , 森島 光紀 , 紋 田 誠 , 安 坂 吉 生 , 和信 星 文昭 , 柳 
ー 朗 , 柳沢 忍 , 山岸 護 雄 , 山 部 良 錠 , 山本 国松 , 山本 真司 , 
山本 東平 山本 稚 区 . 信 幡 三郎 , 依田 忠 震 , 横溝 義 所 。 横山 
吉本 昌夫 。 米 井 色 治 若林 昭 促 和田 人 th 渡辺 
克 比 古 , 渡辺 武 経 , 渡辺 直道 
特殊 員 神 栄 電機 株 式 会 社 綾部 工場 , 

東京 電気 通信 局 図書 室 , 

ナウ カ ヵ 株 式 会 社 (3 ロ ), 

日 本 電子 株 式 会 社 


省 誤 
昭和 36 年 6 月 号 猪瀬 博 氏 論文 


| 時 G 結 


3 行 目 Ps (3 る る 坦 ) ya FE (るい 坦 


採録 決定 論文 ! 


7 月 編集 会 分 [ ] 内 の 数 字 は 寄 策 月 日 

西川 正明 : 飽和 形 磁気 記録 の 再生 過程 に 関す る 検討 [36. 
5 

安東 平 一 郎 : チャ ネル 分 制 に よる 単 量 子 1 ヒバ ルス の 一 伝 
送 法 [35.11.4, 36.5.4] 

橘 工 志 : 円 環 牙 板 の 対称 握り 振動 に 関す る 機械 イン ピ 
ー ダ ンス [36.3.11] 

奥村 普 信 , 原 昌 己 , 超短波 の 山 牙 回 折 に お ける 伝 ぽ ん 
ひずみ [35.12.5, 36.6.8] 

猪瀬 博 , 隔 部 安 利 ・ 三 角形 走 回 中 継 方 式 の 呼損率 の 近 
似 計 算法 [36.4、4] 

小野 田 真 穂 樹 : 半分 布 定数 形 遅延 線路 [36.2.1,6.3] 

\ : 位相 幾何 学 の 組織 符号 構成 へ の 一 応用 [36.4. 

氷 : : 防 側 音 電話 機 回 路 に 関す る 二 , 三 の 考 寮 [36. 

青木 和男 : : 有限 長 円 和 仙 に よる 平面 電 破 波 の 回 折 [35.10。 
24, 36.4.3] 

猪瀬 博 , 宏 田 靖彦 , 河合 洋一 , 高木 則 護 : デル タ 々 変調 
る k ょ る 実験 用 時 分 制 電子 次 換 機 の 加入 者 回 路 [36. 
4 * 

京極 晃 , 大 橋 康隆 , 石井 潔 : 商 調 波 発生 器 の 新しい 
解析 法 0, 36.7.6] 


小型 198x37.5), 軽量 30 g) 
長寿 命 5000 時 間 以 上 ) 

広い 温度 範囲 (一 30°C~ +85°C) 
面 振 性 良好 

完全 密封 ・ 不 活性 ガス 充填 
広い 応 動 周波 数 範囲 


外形 -, 接 LD 


9RL—112 型 


ペー スズ ば MT7 ビン ソソ ケッ ド に 適合 。 シ ジー ルド ケー ス て で て サポート 可能 。 
外観 は ライ ト グレ イ 色 : 


09RD 


| 中央 開放 型 (BBM) 


0 vr | uy BF | 1004V BF | 204V 
A 最 用 


ラー 


2 電話 (473) 2131 ( 代 う , 2141 (AR) 
-10 電話 元 末 (4).3614 (の 


~ 


食 業 80 周 年 


20000mc=7500Q0MCcC き て 


竹 波 守 ジ リ J ー ズ 完 選 < 


ニュ ニケ ーション と エレ クト ロニ 
クズ の トッ ププ メー カー 沖 電 気 で は 粧 流 
' ジ リー ズ の 完成 を 想い で いま し た が 

右 の 図 球 に 示す よう に 10 種 の クラ イス 


トロ ン に より 20,000Mc 一 75.000 Mc ま 0 ; 

EAL 
で 切れ 目 な く 和 発振 する こと に 成功 し まし mn 
I 司 還 語 記 『 


沖 責 条 工 業 株 式 会 在 RR CM 


東京 都 港 区 芝 高 浜町 10 TEL 東 京 (451)2191.9271 
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歴史 と 信用 の マー ク . 
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商 虹 訂 に I 生 00 抽 四 還 本 


壮 0 9345 2 

下 蘭 末 に 回 四 下 OO 
クラ イス トロ ン , 送受 切換 管 。 各種 の レー 用 直 空 管 も 製造 いた し て お り ま す 。 

|| 医療 用 , 工業 用 マグ ネト ロン , プラ チノ トロ ン 等 々 , 常に 新しい 研究 に , 開発 に 成果 を あげ て お り ま す 。 


8 
の 


日 氷 無線 株 式 隼 入 ) 


の 4 : 1 3 a 
特約 店 大 株 」 東京 都 港 区 芝 西 久保 桜川 町 25 第 5 森 ビ ピル 電話 東京 -(591)3461( 大 代表 ) 。 箇 
| 特約 直 大 内 電機 株 式 会 社 て 市 北 区 堂島 中 1 の 2 2 


』 電 話 大 阪 ⑱ 4631ー6 
人 話 柱 所 0205220 


千代 田 区 神田 旅 征 町 2 一 6 富山 ピル 福岡 市 新開 町 3 の 5 3 立石 ビル 


h ; i i 
WEED A a 


(1) 可 扶 性 に 富ん だ 接続 の 
な い 長 尽 の ケー プル で 
ぁ る 。 

(2) 品質 が 極め て 均一 で あぁ 
る 。 

(3) 低 損 失 で あぁ ある 。 

(4) 電気 持 性 の 経年 変化 が 
な い 。 

(5) 軽量 且つ 強 凌 で ある 。 

(6) 建設 及び 保安 が 容易 で 
極め て 経済 的 で ぁ る 。 


用 途 
各種 放送 : 
TV 放送 FM 放送 短波 
放送 ST リン ク 共同 聴 視 
各種 無線 通信 : 
マイ クロ ウエ ー プ リン ク 
V.H.F 帯 無線 通信 レー ダー 
宇宙 通信 見 透 外伝 播 通 信 


※ StyroHex は Norddeutsche, Seekabelwerk AG. の 登録 商標 で あり ます 


] 大 日 電線 株 式 会 社 


本 社民 崎 生 市東 「 敵 守 島 の 右 潤 之 SSSN 
大 阪 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅田 (梅田 ビル ) 
支 社 東京 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 工場 尼崎 ・ 和 歌 山県 箕島 


後 一 4 
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LHー ト 
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培 皿 旬 ^ 棟 絢 つ 如 字 奄 牙 牛 ・ 李 規 所 古 枯 直 や か” 


ハト ミ 活 雪 地 ロー ト F385 ; 

ご ー* 乙 奄 畠 尋 Gin (special quality tube) “OY 
10" OOO 上 加 8 中 拉 旬 A 志 雪 つ r 洲 工 

QR 人 培地 …… 上 協 暴 を 志 沼 1OO^OOO 〇 OR か 

0 江 Ki 8 NA Ne Nh 回 政和 間 思 
つっ 刀 宗 醒 メン 届く 回 政 8S 舞 販 望 ・ 映 唱 き 壇 澤 父 P り 0 


( 畿 相 )】 くき KM 缶 つ へ 波 人 8 き 由 中 コー 
3 次 半 尺 慈 四 臣 忌避 や かき ーー ポ HS 
0S ne 期 財 くき TEES 志 

村 虹 愉 お 9D 剖 7 V8 K き と 
信正 還 8 一 の PP8 女 h 

8 雪 拉 形 舟 夫 家 や か ? 


( 末 想 〕 援 素 葉 恩 避 証 所 交 思 
補 醒 相違 古 甚 容 正夫 畑 起 
hI RH 未 思 憎 層 誌 
吉 訳 下 県 本 ヘー へ 臣下 量 ポ N 
YRNK 窒 映 


»\ 


(回 8 8 Eg ン 


炊 一 ペ ー ル と 、 の 二 K べ Nm 
調 一 王 絡 ふと =vー34 人 
初 押 穏 8 一 長 頑 條 帆 。 品 二 層 思 坪 錠 協 
可 三 本 陽 尽 他 帆 。d 避 ーー 畠 吉 押 需 品 王 
EE | 
コー へ や * 錠 需 8 トミ ーー ご 三 拓 - 
如 四 友 あ お が 0 記 拉 内 所 人 鑑 誠 較 立 社 3 府 記 回 概 投 音 包 中 江 。 WN 各 咽 拒 芋 球 破 世 補 還 や き 翌 に 押 融 MN 生 較 壮 敵 - @ ポ 諾 所 朱 世 四 芯 に 全国 攻 天 舞 


NIPPON DEMPA ELECTRO INSTRUMENT Co. Ltd 


画 7 桁 デジ タル カウ 画 パ ルス 多 生 器 


一 6 桁 デ ジタル カウンタ 画 得 形 波 発生 咽 
画 プ ラグ イン ニニ ト 和 各種 画 超 低 周 波 発 生 器 
下 各 箇 人 信号 半 平 直流 増員 器 


A Fa 


・ 設 計 ・ 製 造 の 
Doinp 


の 
DIGITAL COUNTER 


郵政 省 型 式 認定 W 第 1131 号 
10c/s~220M C. 1kgs~10"sec 


] 士 ち x 1-0-8 
革製品 
N-511 広 病 域 分 布 増 息 番 前 Bl 


周波 数 帯域 幅 1.5ke~150Mc 
利 得 約 3 5db 
遅延 時 間 約 01kgs 
立上り 時 陳 約 0.005kgs 


N-14 実効 値 真 空 管 電圧 計 


。 波形 に 関係 な く 実効 値 が 直読 で きま す 。 
周波 数 範囲 は 30c/s~12Me 

測定 電圧 範囲 は 3mV~300v 

園 特許 出願 中 


東京 都 品 川 区 東 中 延 4 


1402 TEL (782) 1013:0055.0056:3Y742 
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る を 伝統 と 新 し Lu 技術 8 


店 デ 

作 所 

東京 本 橋本 町 

電 表 5 2 

- \ 崎 i tk 
」 シー リス モー ター 東京 WT 


地 


へ 了 
に 
計 


江 3 
千 ゴ 
i 荘 3 


相 
斗 品 
3 ES 


シンシン クロ ナス モー ター 
キャ パパ パシ ジ シタ ー モ ー タ ター 
' 。 は 和 特 虹 薄 じ て あり ます 。 


】 その 人 凶 小型 モー ター と 発電 機 に っ つい て は 
御 相 談 下 きい 。 必 ず 御 期待 に そい ます 。 


中 需 に 
環 斗 。 


叶 沿 呈 泊 [に ご! 
@ 辻 


涯 = 
放 


へ 『 ププ ( 正 社名 花塚 電 産業 株 式 会 社 ) 


ーー コロ ブ プ モー ラー 控 式 合 
i 東京 都 目黒 区 東町 5 2 番地 電話 目黒 (7122 代表 314 6 一 


bier os 


i 


鹿屋 サテ ライ ト 局 コー ナー アン テ ナ 
(ラジ オ 南 日 本 敗 ) 


ANius 


本 社 ・ 東 京都 時 田 区 寺島 町 2 の $8 電 
営 業 所 ・ 東 京都 中 央 区 築地 3 の 10 艇 和 会 魚 内 電 
大 阪 販 売店 ・ 大 阪 市 北 区 権田 町 47 新 阪 祥 ビ ピル 7 階 704 号室 電 
名 古屋 出張 所 ・ 名 古 計 市 中 区 広小路 通 4 の 17 東 ビ ピル 電 
電 
電 
電 


611 局 101~7 
(541) 2021~9 
阪 68 3658・1171 
本 局 (23) 0284 
東 (3) 4397 
仙 台 3515 
話 札 幌 (4)1768 


福岡 出張 所 ・ 福 岡 市 上 洲 崎 町 42 
仙台 族 在 員 事務 所 ・ 仙 台 市 名 持 丁 3 
札幌 駐在 員 事務 所 ・ 札 幌 市 北 三 条 西 四 丁目 (第 一 生命 ピル) 


族 
話 
話 大 
3 
話 
話 


ーー | 
my 4 WEL 
P ア Fo ン テ デ チ ナ 
各種 商 性 能 通 信用 アテ アンテ ナ 
に 本 信和 pC 村 7 ペン デー 
放送 用 記 の 
サテ ライ HN 性 各 種 ア テン テ ナ 
方 向 性 結合 器 ・ 分 波 器 
テレ ビジ 信用 
特殊 アテ アンテナ ・ ア ン テ チ 附属 品 


アテ アンテナ 杜 ・ 鉄 塔 ・ 製 作 工 事 
テレ ビ 撫 付 ・ 共 聴 工事 及 サ ービス 


Mm を ms 裕 展 工業 株 式 益 款 


本 社 ・ 工 場 川崎 市 中 丸子 川 向 120 2 番地 電話 中 原 (047) 代表 6183 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 ーッ 橋 2-9 電話 九段 (331) 代表 0566 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 曽根 崎 上 1ー5 0 電話 大 阪 (34 )69713,(86 )7684 


. 培 


用 

① 航空機, ロケット, 自動 車 等 の 機構 体 解析 

② 電子 機器 お よび 部 品 等 の 振動 試 中 

③ 各種 物体 の 甘 負 本 中 可 の 抽 補 

④③⑬ 各種 物体 の 振動 姿 * | 

®⑤ 各種 物品 , 材料 の 疲 a 

ON RR ty “tk 

⑦⑰ _ 樽 造物 の 涯 動 試験 寺 隊 0 
⑧ 液体 の 乳化 , 提 捧 混合 の 8 
⑨ その他, 各種 の 振動 試験 全般 a 

特 
@① 
OO) 
③ 
© 
⑤ 
®⑧ 
@⑦ 
(©) 


懲 

振動 数 が 広範 囲 に 連続 可変 出来 ます 。 
振幅 を 任意 に 調整 出来 ます 。 

取扱 が 容易 で 可 搬 型 で す の で 何 拠 へ で も 移動 出来 ます 。 VB 一 10 型 
ォ ー ト サイ クリ ング が 可能 で す 。 

踏 音 が 有り ませ ん の で 耳 に よる 不良 個所 の 摘出 が 出来 ます 。 

MIL, NDS, JIS, の 振動 試験 全部 が 可能 で ちり ま す 。 

加速 度 , 振幅 , 速度 メー ター で 直読 出来 ます 。 

記録 され た 振動 の 復元 試験 が 出来 ます 。 
共振 機 に 比べ 共振 点 の 測定 に は 最適 で す 。 


i 電 本 株 


本 ' 社 "東京 都 文 齋 区 白山 前 町 4 江 E し "(921) "8145 ( 代 )-9 
藤 工 場 。 埼玉 県 革 市 上 町 4 一 3311、 TE (0889)- 4 5 7 6( 代 ) 


65 型 計 般 と 取付 寸法 が 全く 同じ で 
すか らら その ま ・ ゝ 取付 が で きま す ?。 
外観 は 新しい デザ イ ン で 美しい 着 
色 が し て あり 機器 に 取付 けた 場合 
製品 が 一 層 引 立ち ます 

目盛 窓 が 一 段 と 広く な っ て お り ま 
す の で 指示 が 読取 り 易 く な っ て お 
Se 


WMR 一 6 5N (可動 コイ ル 型 ) w 
WCR-65N( 整 流 咽 型 ) ・ 電気 的 特性 は 高度 な 品質 管理 に ょ 


WSR- 一 65N (可動 鉄 語 型 ) りり の に で 70 ます 
外 型 81X79mm 胴 徐 65% . 量産 態勢 に より 納期 迅速 いつ で も 


A ff 


ホ 御 要 望 に 応じ ら 3 
0 御 要 望 に 応じ られ ます 。 


渡辺 電機 工業 株 式 会 社 0 


東京 都 渋 谷 区 神宮 通 二 ノ 三 六 番 地 


[yey ory] 
ーー トト 


し い 時 代 を 創る 2 
/ 性 = 


工業 用 計測 器 


Ry 
y 品 
4 考 ノ ラク タダ の 医用 電子 製品 
ee トラ ンジ スタ ー 心 電 計 
@ ヵ カタ ログ は 広報 課 ま で 御 請求 下さ い 。 @ トラ ンジ スタ ー 心 


フク ダダ 医療 電機 株 式 会 社 


東京 都 台東 区 池 ノ 端 七 軒 町 7 ef 4096;~6576 二 7 ; 6868( 夜 が 


画 出 張 所 画 出 張 " 所 画 フ クダ 医療 電 補 販売 株 式 会 社 
4 幌 市 - 北 十 四 条 西 必 丁 月 3 ) 1867 熊本 市 、 坊 ! 町 4 23. (2 が 2759) 大 阪 市 - 西区 彼 南 通 4 ノ 山 岡崎 ビル 4 2102 
岬 全市 北 四 番 丁 9 4 (2) 4291- 謝 児 島 市 山下 町 47 23 "4817 』 京都 市 土 京 区 今出川 通 寺 町 西入 ル 6934472 
金沢 市 半 中 石 引 町 5 8 (2 ) 5950:" 新 潟 市 白 山浦 12401 (2 ) 7828 、 徳島 市 幸 町 3 5 3 (2) 8644 
広島 市 宝町 43 2 (3) 23044 て 水戸 市 = 鉄砲 町 1436 2381 横浜 市 "西区 杉山 町 2. 扇田 ビル 44 6875 , 6947 
岡山 市 半 大 供 表 町 2 ノ 1.253 .( 83")354665『 宇和島 市 : 本 町 4 1469-- 静岡 市 泉町 4 一 2 2) 2297 
福岡 市 . 犬 学 前 町 1 ノ 1116 (65}.2144。 "前 橋 市 岩神 町 221 ノ 12 6563 ・ "名 古屋 市 . 中 区 板橋 町 1 ノ 32 2%4 9089 


OE A TOANG 


CIV 


びび 線 格子 付 電離 箱 


本 装置 は 放射 性 物質 の ea 線 壊 訟 数 の 定量 と エ 
ネ ds を 行う も の で 放射 化学 、 環 境 衛 
学 等 の 分 野 で の 御 使 用 が 最適 で あり ま 
i 行う に は 当社 規格 y 線 ス ペク ト 
メー タ の 計数 部 の 御 使用 を お す ほ ・ め し ます 。 


東京 原子 工業 株 式 会 慎 間 究 水 式 介 村 第 - 部 原子 力 8 


3 A 本 福 大 阪 市 東 区 今 慌 5 の 4 _ TEL (23) 84 
東京 莉 品 川 区 五反田 1 の 429. TEL (441) 1176 代 表 東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 の 4 TEL (201)6.4 
名 古屋 支店 名 古屋 市 中 区 園 井町 2 の 1 TEL (23) 2 1 


後 一 10 


re Ma 


7 [crysh L-OHM 
IMN +01% | 
37814 


800KN | 
150KN 
50n 


値 
囲 


定格 電力 W 


最大 加 電 圧 v 
住 切 
Rmax 最大 抵抗 値 。 Rmin 最小 抵抗 値 。 Ra 抵抗 温度 係数 寺 1.3X10-*/C'(0.1% 以 下 2 X10),RA 圭 0.2X10-*/C,W40 温度 上 婚 40*C,W20 温 内 上 昇 20°C 
る ステ ケア タイ ト ボ ビン は ST と 型 名 に 記 太 下さ る さい W 


真 下 理 L 作 所 CP RE 


最小 の 体 で 最大 の 力 を 出す 
Co の + 


京 電器 株 式 会 社 


屯 漆 忠 


京都 中 央 区 日 本 橋本 町 4 一 9 (東山 x) TEL (201) 9494 (代表 ) 


東 
大 阪 市 北 区 紅 穫 町 50( 堂 島 ピ Pv) TEL (3) 8720 
長井 市 官 1560 TEL( 長 才 2131~4 


E+ 沿 
避 選民 


日 本 の 量産 を 誠 る 
タン タル コン デン サ 


後 一 1 


叶 測 和 器 ・ 

電話 機 ・ 交 換 楼 ・ 諸 部 分 品 
課 線 用 ・ 諸 材 状 

ケー プル 直線 ・ 工 豪 用 諸 材 料 


株 素 会 u 上 天 


大 阪 市 浪速 区 恵美 須 町 2 丁目 2 7 番地 
電話 大 阪 (64) 5 番 ・6 番 ・7 番 ・18 番 ・19 番 
東 1 島 


次 豆 . 陣 典 民 恵 
選 了 \ 束 弐式 志 


測定 用 可変 減衰 器 
高周波 低 周 波 減衰 器 
転 切 換 器 
コレ クト オー 流 
() Na 7104. 


NDS XC 6442 
XXC 6441 


> 東京 光 音 電波 株 式 会 社 


に ・ 工 場 東京 都 世 田谷 区 上 馬 町 3 一 1043 TEL 代表 (414) 103・9150 
谷 ・ 工 場 東京 都 渋 谷 区 宇田 川町 5 3 TEL (461) 1573・9635・1018 


後 一 12 


a A Ne i EN A A A \ 
の Us T ee ee ° 


の 鐘 金 処理 (アル ミ 


電化 皮膜 工業 


カタ ログ 贈呈 
自動 制御 用 部 品 発 売 元 


アル ミ 
Oo (特許) アル ミニ 


OoO ア ルミ ライ ト 法 に 硫 る 半 和 及 び 訪 経基 理 一 式 (< の 1p ッ キ 及び 梨地 仕上 


東京 都 大 田 区 今 泉町 259 番地 TEL (738) 0825 


WN 
叶 


ザー 一 擬 ケー シー シー ワイ ヤー マー ク の 用 途 


株 式 、 ~ ~~ 
神戸 市 灘 区 灘 北 通 4 丁目 71 電話 神戸 ⑧ 6258 番 


ニウム 表面 処理 専門 。 


ウム 超 硬質 処理 ( 主 給 録 性 , 再 黄 倒 性 。 耐 座 経 性 ) 等 に 最適 っ 


ニウム 及び アル ミ 合 金 に 各種 電気 メッ キ ) 


KCe 
WIRE MARKERS 


各種 計器 内 部 結線 附 号 標 字 に …… 0 
各種 過 電 般 お よび 自動 制御 般 裏 面 配線 の 結線 に 
発 ・ 変 電 所 又は 機械 器具 等 の 自動 化 に よる 配線 の 結線 に 
電話 局 線 又は 信号 回 路 等 の 結線 附 号 の マー ク と し て ……… 滑 


テレ ビ お よび 工作 機械 電気 配線 標 字 マー ク に …… 
電気 計算 機 用 配線 に …… 


作業 上 の 利点 
従来 の 配線 附 号 を つけ る に は 「 ア ルミ 板 」 「 フ ァ イ バ ベー 打 抜 き 板 衣 
等 に 数 字 又 は 英字 マー ク を 打っ て 電線 に 控 き また は 麻糸 な ど で 付 け で て 
お り ま し な た が 非常 に 手間 を 取り 且 ま た 誤り を 生じ 落し た 附 号 の と れ で 
後 の 点 検 等 に 非常 に 作業 また メン テ ナ ン ス の 直 便 を 生じ て いま し た が 」 
KCC WIRE MARKER は それ ら の 不便 を 取り 去り 誤り を な くし で _ 
仕上 り も 姜 し < く 一 見 し て 判明 し メン テ ナ ン ス 等 で も 非常 に 楽に な り 上 用 
コス ト を 宏 く 出来 ます の で 基 非 と も 御 推奨 致し ます 。 半 


白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 , パール 


塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 
特殊 導通 処理 


CL E369 
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© 並列 T 弄 回 衝 を 利用 し て 新しく 設計 きれ た 下 率 測定 疾 で わり ま 

© 小型 軽量 で 価格 が 非常 に 低 床 で す が 人 性 能 は 高価 な も ゃ も の と 少し も ゃ も 
り ま せん 。 

去 用 途 

Oo© 宮 率 、 信 号 対 雑音 比 の 測 室 。 

© 広 帯域 高 夏 度 真空 管 電 圧計 。 


性 能 

© 和 蛋 率 滋 定 蒸 本 周波 数 和合 囲 30% 一 30 k9 連続 可変 。 

© 窒素 測定 範囲 、 及 指示 値 30% 0.2% 、db 及 % 直読 。 

© 蛋 率 測定 に 必要 な 入力 0.5V( 入 カイ ン ピ ビ ピー ダン ス 100Kg ) 

O© 誤 空 管 和 圧 計 周 波数 特性 30% 一 100 Kg%g (0.5dqb ) 
20% ~150 ks ( 1ldb) 

O 実 空 千 電圧 針 測 定 範 里 2mV ~—10V 

Oo 和 電 源 100V 交流 S50-60S%% 

O 〇 電源 変動 に 対す る 安定 度 電 湖 突 動 +15% に 対し て 指示 誤 半 
0.2db 以内 

OW 費 電 カ 25VA 

廊 主 な る 納入 先 警察 庁 、NHK、 日 本 電気 、 を その他 主 メ ー ォ ター 


信和 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 杉並 区 下高井 戸 4 ノ 943 電話 C312 う 0125( 代 表 )~0130 


hssrtsc ti 


較 フ ルス ケー ル 0.35 秒 , 最高 の 
応 動 速度 を 持つ X 軸 園 サ ー ボ 機 
構 一 時 間 送 り 相 互 の 瞬時 切 娠 自 
由 な Y 軸 園長 時 間 の 記録 が 行 な 
える スト リッ プチ ャ ー ト 彫 用 途 に 
応じ て 選択 で きる 4 種 の 増幅 器 


抵抗 線 歪 計 と 応用 計器 


新興 通信 工業 株 式 会 社 
本 社 ・ 工場 神奈 川 県 忌 子 市 桜山 760 


( 誌 名 記入 の 上 カタ ログ ご 請求 下さ い ) 電話 (逗子 ) 3511 (代表 ) 
営 業 所 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 


後 一 14 


ロリ パ ラボ ラ 遠 隔 制御 装置 

TP18 一 1 型 NHK 納 入 
東京 タリ ワー 鉄 培 1S0im 主 畑 
取付 けち られ た 回 転 ラ ボラ 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


用 科 

本 装置 は TV 放送 局 に お いて , TV 映像 の 称 
騙 , 中 継 局 より の 受信 に 使用 する パラ ボラ 空中 
線 装 置 で 一 組 又 は 四 組 の マラ ボラ 装置 を 鉄塔 上 
に 設備 し 遠隔 制御 に より 住 意 の 移動 中 継 局 ょ り 
の 災 介 受信 を 全 方 向 ウ カウ バー する こと か で きる 。 
灯 格 

GG) 使用 周波 数 6875Mc 一 7125Mc 

(2) 利 得 35db 

A VSWR LIEUT. 

(4) 語 ロロ 径 4 史 ( 開 口径 6 呈 に も 使用 出 

来る ) 


量 
パラ ポラ , 回 転 装置 を 含み 1 組 の 重量 は 約 450kg 
で ある 。 


* き 加藤 電気 工業 所 


東 へ 京 = 都 北 区 東条 2 
電話 王子 C91D 3672・ 0093・ 2 


Ede BEE 


Z Ts MEME 


SM 


主 な 御 使用 先 
hala スス 第 二 精 工 舎 
シチズン 時 計 

日 立 利 作 所 ォ リ エン ト 時 計 
松下 電器 産業 高野 精密 

沖 電 気 三洋 電機 

電気 通信 研究 所 富士 電子 

機械 試験 所 敬称 略 順不同 


カタ ログ 呈 上 ( 誌 名 記入 ) 
“UM” 万 能 顕 微 鏡 メ py MODEL SM25—-3 


ユニ オン 光学 株 式 会 社 東京 都 板橋 区 室 村 町 2 15 電話 (901) 3186 (代表 ) 一 9 


後 一 15 


UF ド 測 定 間 ” 


EE Es 


回 転 形 同軸 定 在 波 測 定 器 . 3 S95 形 に 同 畔 形 周 周 渡 


本 器 は 100 ~ 1.000Mc 帯 に | 
お いて 、 同 軸 回 路 の イン ピー ダ 
ンス を 測定 する も の で 、 弊 社 製 ! 
定 在 波 増 峠 器 (3EO1 形 )】 と 
併用 し て 、 負荷 の VSWR お よ 
び 位 相 角 か 回 転 タ ダイ ヤル 上 で 直 
読 す る こと が で き 、 従来 の 、 

定 在 波 測 定 器 に 比 し は る か に 小 
形 軽 量 で 取扱 いも 便利 で あり ま 
すす 9 


100~1,000 Mc 


: 1.03 以 下 ; 
ンジ ピー タダ ンス. 500 rt | 
の な 、 EE 
UMS に で 入力 | V 以 下 ./ 生 合 到 列 眉 吉 花 洪 Ng : 昌 に 軸 才 の 、 
000Mc CTP0HVRLTF を ラル ネズ ケー ル に | * 
; 振ら せる 入 カ , 
RFA カ BNC-J 人 荷 時 の Q 600 E 
出力 S 形 また は N 形 一 確 度 0.5 %= 
上 る 約 200mm 幅 約 130mm so 190mn 成 で 了 > 
3 3.5kg NS A Ns 


同軸 形 方 向 性 結合 問 


本 品 は 4 5 0 - 90 0Mc 帯 の 同軸 形 方 向 性 結合 器 で 
電力 ・ 周波 数 等 の 監視 に 便利 で あり ます 。 Ky て ’ 


周波 数 範囲 450~900Mc 
10db, 20db, 30db, 0 


島田 理 作業 例 計 


本 社 ・ 本 社 工 場 東京 都 調布 市 柴崎 町 415 番 地 電話 調布 (0229) 4101 一 6 
大 阪 販 売 部 大 阪 市 北 区 伊勢 町 1 番地 電話 大 阪 (36) 6 8 0 7 


後 一 16 


抵抗 減衰 器 (精密 級 抵抗 
江 衰 器 ) 1512P 形 


っ いえ タマ クウ ント 
2597 形 
(る スタ ブ 可 変 条約 映 形 ) 


イン ビー ダン ス 整合 器 
1903 形 tc 
(スラ イド ー ス クリ ュー 式 ) 


守 在 波 測 定 問 中 
1803 形 


HINT7D 
ェ -/ 省 定 さ 


テレ ビ の 世界 中 継 、 長 距離 即時 通信 、 各 装置 の 遠隔 操作 な ど 、 
日 立 マ イク ロウ ェ デ ニブ プ 制 定 器 は 、 暮 し ゃ 産業 の 発 民 を うな が す 
マイ クロ ウェ ー ブ プ の 基本 的 な 課程 に 重要 な 役割 を 受け も つて お 
り ま す 。 定 在 渋 測定 回 イン ピー ダケ ンス 整合 器 、 サ ー ミ スタ クマ 
ウン トワ 抵抗 減 誤 器 一 一 この 4 つの パー ト を 受け も つ 測 定 器 は 、 
日 立 が 通信 技術 に お ける 力 を フル に 発揮 し た か ず か ず の 優 れ た 
性 能 を 持つ む の ば カ か 0 で すす 4 


日 立 敵 他 斑 


The Journal of the Institute of Electrical Communication Engineers of Japan. 
Vol. 44, No. 7, July 1961 (Published Monthly by Denki Tsushin Gakkai) 


2-8 Fujimicho, Chiyodaku, Tokyo, Japan. 


ME 4 有形 無線 送信 機 MX 一 3 形 端 局 装 置 


2,500McSSBーFM 方 式 


多重 無線 通信 装置 


本 装置 は SS 一 FM 方 式 を 採用 し た 60 通 話 路 ま 
で の 多重 電話 中 継 回 線 を 構成 する に 適し た も の 
で CCITT の 規格 に 準拠 し じ た 高 性 能 多 重 無 
線 装置 で あり ます 


送 揮 機 の 性 


同 波 数 範 半 2,450 —2,700Mc 
( 外 に 打 合 回 線 を 有する ) 変調 放 式 FM( 周 波数 変調 ) 
音声 胸 伝送 上 帯 威 eeeeeeeee 300 一 3,4000% 店 継 放 式 meeeeeeeeeeee ビデ オ 中 継 
基礎 前 群 周波 数 帯域 12—24ke 送信 出力 
基礎 群 周 波数 帯域 60—108ke 変調 周波 数 範囲 0.3-316ke 
伝送 周波 数 帯 城 60—316 ke 周波 数 変 徐 eae +1.5Me 
また は 8 264kc 受信 機 淀 居 幅 6Me 
受信 機 雑音 指数 12dbl) F 


三 葵 電機 株 式 会 社 


本 下 の 転職 は 自由 で す が 出 所 を 明記 する と 美 に 転載 誌 を 学会 へ 送付 し て 下さ い 8 定価 1 乱 250 円 
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